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刊行のことば

　昭和56年度から，国立国語研究所を中心に，常用漢字の学習段階配当に関する研究を行

いました。この研究に関しては，先に，報告95『児童・生徒の常用漢字の；習得s（昭和63

年）を公刊しました。その後，引き続き，児童・生徒の漢字習得に関する研究と，漢字の

学習指導に関する研究とを行い，ここに，その成果を，『常用漢字の習得と指導』として

公刊します。

　この研究は，児童・生徒が漢字をどのように習得しているのかということを明らかにす

ることと，学校での漢字の学習指導の改善に役立てることとを目的として行ったものです。

この報告書が教育の現場で広く活用されることを願ってやみません。

　この研究の実施にあたり，調査校ならびに関係各位に格別のご協力とご配慮をいただき

ました。そして，第1章第3節の100字テストの利用にあたって，文部省初等申等教育局

から許諾をいただきました。また，分類学習漢字表の語例一覧は，阪本一郎噺教育基本

語彙』（学芸図書，昭和59年）の掲載語彙を利用したものですが，この利用にあたって，

著作権者ならびに出版権者から許諾をいただきました。本書の刊行にあたり，これらの

方々ならびに機関に厚くお礼を申し上げます。

　この研究の担当については，序章第1節にあげましたが，この報告書の執筆には，序章

から第3章までを島村直己があたり，分類学翌漢字表は林大があたりました。そして，鮎

澤孝子は分類学習漢字表の作成に協力しました。また，小高京子は第2章の付録集計表の

作成と分類学習漢字表の作成に協力しました。

　　　　平成6年3月

国立国語研究所長水谷　修
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　　序章

研究の概要



第1節　目的・構成・担当者

　国立国語研究所では，科研費（文部省科学研究費補助金）の交付を受けて，常用漢字の学習段階

配当に関する研究を行ってきた。この研究で交付を受けた科研費は，次の3つである。

　　総合研究（B）　「『常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究』にともなう研究計画の検討」

　　　　　　　　　　昭和56年（1981年）度，研究代表者：林大，課題番号：56305023

　　特定研究（1）　「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」

　　　　　　　　　　昭和57（1982）～59年（1984年）度，研究代表者：村石昭三，課題番号：

　　　　　　　　　　57123111・58124026・59127012

　　一般研究（A）　「漢字情報のデータベース化に基づく常用漢字の学習段階配当に関する研究」

　　　　　　　　　　昭和61（1986）～63年（1988年）度，研究代表者：村石昭三く昭和61・62年

　　　　　　　　　　度），野村雅昭（昭和63年度），課題番号：61410011

　本報告書で報告する研究のうち，第1章，第2章の研究および分類学習漢字表は，この常用漢字

の学習段階配当に関する研究の成果である。そして，第3章は，この研究に関連して，次の科研費

の交付を受けて行った研究の成果である。

　　奨励研究（A）　「漢字の学習指導法に関する文献型録の作成とそれに基づいた漢字の学習指導

　　　　　　　　　　法の分類」

　　　　　　　　　　平成元年（1989年）度，研究代表者：島村直己，課題番号：01710167

　以下，本報告書の構成に従って，各研究の屋的と担当者とについて簡単に述べることにする。

ag　1章　現代の児童・生徒の漢字習得の傾向

　特定研究（1＞「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」で行った漢字の習得度調査の結果に

ついては，報告95y児童・生徒の常用漢字の習得2（昭和63年）に報告した。第1章は，主にこの調

査の結果から，現代の児童・生徒の漢字習得の傾向について分析することを目的としている。担当

者は，島村直己（言語教育研究部第1研究室室長）である。

第2章　小，中学校における漢字の学習指馨の実態

　一般研究（A）「漢字情報のデータベース化に基づく常用漢字の学習段階配当に関する研究」で行

った漢字の学習指導に関するアンケート調査の報告である。担当者は，島村直己である。林大（名

誉所員），斎賀秀夫（大州女子大学教授），村石昭三（東京家政大学教授）が質問文の作成等におい

て助言を与えた。そして，実施の際，川又瑠璃子（言語教育研究部第1研究室研究員）が作業を助

けた。小高京子（言語教育研究部第1研究室研究員〉は，付録の集計表の作成を助けた。また，ア

ルバイタの田中志津子，渡辺陽子，中村弘子が，比較的長期にわたって作業を助けた。

第3章　漢字の学習指導に関する文献四聖

　奨励研究（A）「漢字の学習指導法に関する文献目録の作成とそれに基づいた漢字の学習指導法の

分類」で行った漢字の学習指導法に関する文献調査の報告である。担当者は，島村直己である。ア

ルバイタの田中志津子と渡辺陽子が，比較的長期にわたって作業を助けた。
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分類学習漢字表

　一般研究（A＞「漢字情報のデータベース化に基づく常用漢字の学習段階配当に関する研究」で作

成した『分類漢字表稿本s（林大担当，科研費報告書，1987年）の改訂増補である。担当者は，林大

である。そして，この改訂増補を行うにあたって，鮎澤孝子（言語教育研究部部長）と小高京子が

協力した。また，数名のアルバイタが作業を助けた。

　以上について報告していくが，その前に，漢字の学習段階配当の変遷と，小，中学校の学習指導

要領における漢字の指導内容の変遷とについて，本章の第2節と第3節とで箆ておくことにする。

第2節　漢字の学習段階配当の変遷

　昭和22年（1947年）3月公布の学校教育法の規定1）によって，明治36年（1903年）4月の小学校令

の改正以来行われていた教科書の国定鋼2）は廃thされ，検定舗となった。轟初は文部省著作の教科書

（国定読本第6期）だけであったが，民間の検定教科書も使われ始め，ただちに次のことが問題と

なった3｝。

　⑭転校したばあい，他の児童の学んできた漢字と転校してきた児童の学んできた漢字が等しくな

　　いので困る。

　劔新学年になって従来用いてきたものと違う教科書を採用すると，漢字指導の体系の調節がうま

　　くできないので教師も児童も迷惑する。

　働他教科での使用漢字と国語の教科書の提出漢字との問に連絡がないので，総合的な漢字の指導

　　がうまくできない。

　＠児童の課外読み物に出てくる漢字と学習漢字との問に連絡がないので，読書意欲の向上をさま

　　たげる。

　そのため，文部省内に漢字学習指導研究会が設けられて，漢字の学年配蓋についての検討が行わ

れた4）。その結果，小学校学習指導要領に，昭和33年（1958年）の改訂版から，「学年別漢字配当表」

が掲載されるようになった。以下に，小学校（尋常小学校）の漢字の学年配当に関する戦前からの

ま：な基準をあげる5）。

1　国定読本第1期（イエスシ）

II　国定読本第2期（ハタタコ）

lll国定読本第3期（ハナハト）

1V　国定読本第4期（サクラ）

V霞定読本第5期（アサヒ）

W　国定読本第6期（みんないいこ）6）

WI小学校学習指導要領

珊　小学校学習指導要領

D（　小学校学習指導要領

X　小学校学習指導要領

明治37年（1904年）度使用開始

明治43年（1910年）度使用開始

大正7年（1918年）度使用開始

昭和8年（1933年）度使用開始

昭和16年（1941年）度使用開始

昭和22年（1947年）度使用開始

昭和33年（1958年）改訂，昭和36年（1961年）度実施

昭和43年（1968年）改訂，昭和46年（1971年）度実施

昭和52年（1977年）改訂，昭和55年（1980年）度実施

平成元年（1989年）改訂，平成4年（1992年）度実施
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表2－1小学校の学年別配当漢字数の操移

実施年度 1年　　2年　　3年　　4年　　5年　　6年 合計
1国定読本第1期 明治37年度 董．0　　　　　73　　　　161　　　　256　　　　152　　　　202 85婆

II国定読本第2期 明治43年度 34　　　　119　　　　268　　　　351　　　　313　　　　275 1，360

皿国定読本第3期 大正7年度 49　　　　173　　　　307　　　　343　　　　262　　　　232 1，366

IV国定読本第4期 昭和8年度 82　　　　234　　　　336　　　　298　　　　215　　　　197 L362

V国定読本第5期 昭和16年度 129　　　　276　　　　244　　　　225　　　　234　　　　193 L301

W国定読本第6期 昭和22年度 50　　　　　98　　　　150　　　　144　　　　133　　　　109 684
P　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　，　　R　　響　　悸　　牌　　P　　，　　・　　幽　　一　　醒　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　網　　R　　R　　榊　　曹　　曹　　一　　醒　　■　　■　　一　　一 P　朝　’　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　r　－　P　卿　胴　騨　”　舳　一　■　■　■　一　F　■　一　一　一　一　，　一　P　，　P　騨　輸　輸　曽　曹　一　一　一　一　一　一　一　「　一　一　雫　”　早　騨　櫓　曹　曹　■　一　一　一　一　■　一　一 r　　辱　　雫　　停　　，　　臨　　噛　　幽　　曽　　冒　　冒　　一　　一

畷小学校学習指導要領 昭和36年度 46　　　　三〇5　　　　187　　　　205　　　　194　　　　144 881

欄小学校学習指導要領 昭榔鞭｛
46　　　　105　　　　187　　　　205　　　　194　　　　144

V6　　　　145　　　　195　　　　195　　　　195　　　　190

881

X96

IX小学校学習指導要領 昭和55年度 76　　　　145　　　　195　　　　195　　　　195　　　　190 996

X小学校学習指導要領 平成4年度 80　　　　160　　　　200　　　　200　　　　王85　　　　181 1，006

注）壁は，上段が書きの配当漢字数，下段が読みの配当漢字数。
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eq　2－1小学校の配当

　　漢掌数の推移

①～⑥は配当学年

　表2－1は，このIOの基準のそれぞれについて，配当漢字数を学年別に示したものである。そし

て，図2－1は，それをグラフに表したものである。国定読本の提出漢字数については各期の編纂

趣意書等に記載されていたりするが，戦前からいくつか誤りのあることが指摘されている7）。ここで

は，高梨信博の調査S｝にもとづいた。そして，第！期の聴期は小学校尋常科の修業年限が4年である

ので，高梨にならい，高等科第1・第2学年を，尋常科第5・第6学年とみなして他の時期と比較

した。

　国定読本の中では，第1期と第6期が比較的少ない。第6期は，戦後すぐの漢字高取の思潮を反

映していると見ることができるだろう。義務教育用の漢字として当絹漢字別表881字が告示されたの
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は，昭和23年（1948年）のことである。昭和22年（1947年）度使用開始の第6期は，この当用漢字

別表881字すら全部含んでいない。それに対して，第1期は，「配当漢字の字数はすくないといって

も，ふりがなつきでもちいられている配当外漢字の数が多く，漢字の使用について全体的に鰯限す

るという性格のものでな」9｝かった。そして，第2期から第5期は，1，300字台で安定している。

　小学校学習指導要領は，昭和33年（1958年）の改訂で，盗用漢字別表881字が学年別漢字配当表に

掲載され，小学校で学習することとなった。昭和43年（1968年）の改訂で，115字が学年別漢字配当

表の「備考」として付け加えられ，小学校に配当された漢字の数は，実質的に，996字となった10）。

そして，昭和52年（1977年）の改訂で，この備考の漢字115字が組み込まれ，学年劉漢字配当表に996

字が掲載されるようになった。その後，昭和56年（1981年）の常用漢字表の公布にともない，学年

劉漢字配盗表の根本的な見直しが行われ11），平成元年（1988年）の改訂で，1，006字が掲載されるよ

うになった。

　さて，児童の漢字の学習負担を見るために，国語の授業酒間との関係を見ることにしよう12）。有

本良彦の調ff13）に従って，戦前からの小学校の国語の授業極数に関する主な基準をあげると，次の

ようなものがある。

（1＞小学校令施行規則

（2＞小学狡令施行規則中改正

（3＞小学校令施行規則中改正

（4）小学校令施行規期中改正

（5）国民学校令施行規則

（6）

（7）

（8）

（9）

（王⑪）

表2－2は，

明治33年（1900年）公布，明治34年（1901年）度実施

明治40年（1907年〉公布，明治41年（1908年）度実施

大正8年（1919年）公布，大正8年（1919年）度実施

大正15年（1926年）公布，昭和2年（1927年）度実施

昭和16年（1941年）公布，昭和16年（1941年〉度実施

　　　学習指導要領一般編（試案）昭和22年（1947年）発行，昭和22年（1947年）度実施

　　　学校教育法施行規則中改正　昭和33年（1958年）公布，昭和36年（1961年）度実施

　　　学校教育法施行規則中改正　昭和43年（1968年）公布，昭和46年（1971年）度実施

　　　学校教育法施行規則中改正　昭和52年（1977年）公布，昭和55年（1980年）度実施

　　　学校教育法施行規則中改正　平成元年（1989年）公布，平成4年（1992年）度実施

　　　　　　　この10の基準のそれぞれについて，国語の授業蒔数を学年別に示したものである14｝。

図2－2は，年間授業時数をグラフに表したものである。（1）から（4）までは総：時数が2，000を超えてい

る。（6＞がいちばん少なく，戦後すぐの経験主義教育の影響を示していると言えるだろう。（5）と（7＞～⑱

は総時数が1，600ほどでだいたい同じである。ただし，（9）はその中ですこし少ない。

　表2－3は，漢字の学年配墨の基準の1～Xについて，1漢字あたりの学習時間（分）を学年劉

に示したものである。図2－3は，それをグラフに表したものである。戦前（（1）～（5））および（6）に

は，週当りの授業蒋数しか示されていないので，（7＞～⑱と岡じように，1単位蒔問を45分とし15），年

間授業日数を第1学年は34週，第2学年以上は35週として計算した。1がいちばん学習時間が多く，

132。3分である。ただし，上述のように，1（第1期）は，「ふりがなつきでもちいられている配当

外漢字の数が多」いということに注意する必要がある。II・W・VIIが8G分台で続き，　m・IV・wn・

IX・Xが70分ほどであり，　Vがいちばん少なく，56．6分である。

第2節漢字の学翌段階配当の変遷　　11



表㍗2　小学校の国語の授業時数の推移 （上段：年間授業時数，下段：毎避授業聴数）

実施年度 1年　　2年　　3年　　4庫　　5年　　6年 合　計

（1＞小学校令施行規則 明治34鞭｛ 340　　　　420　　　　525　　　　525　　　　350　　　　350

氈D0　　　　　12　　　　　15　　　　　三5　　　　　10　　　　　10

2，510

@72
（2）小学校令施行規則中改正 明治・1鞭｛ 340　　　　420　　　　490　　　　490　　　　350　　　　350

P0　　　　　12　　　　　14　　　　　王4　　　　　10　　　　　10

2，440

@70

⑧小学校令施行規則中改正 大正・鞭｛ 340　　　　420　　　　420　　　　420　　　　315　　　　315

P0　　　　　12　　　　　12　　　　　12　　　　　　9　　　　　　9

2，230

@64
（4）小学校令施行規則中改正 聯2鞭｛

340　　　　420　　　　420　　　　420　　　　315　　　　315

P0　　　　　12　　　　　12　　　　　12　　　　　　9　　　　　　9

2，230

@64

⑤国民学校令施行規則 昭和16鞭｛ 272　　　　315　　　　280　　　　280　　　　245　　　　245

@8　　　9　　　8　　　8　　　7　　　7

1，637

@47
糟　謄　噛　曹　曹一・　一　一■　一　一一一　一　一　一一「　一　”雫胴　網　R　n嘗・　幽　幽一一■　一　一　一　一　一　一　雫雫　騨　”　p 謄曹■　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　【　¶　悸　”曽曹　魑　幽　一一■　一　一　一一一　一　一　一一　雫　卿　卿朝　”　騨　曽曹＿一　一’冒一　一　一　一　一　一　雫　一　「　櫓　P　”　卿曹噛

170　　　　210　　　　210　　　　245　　210～　　210～ 1，255～

（6＞小学校学習揚導要領（試案） 昭和22年度 245　　280 1，360

5　　　　　　6、　　　　　6　　　　　　7　　　6～7　　　6～8 36～39

（7＞学校教育法施行規則中改正 綿36鞭｛
238　　　　315　　　　280　　　　280　　　　245　　　　245

@7　　　9　　　8　　　8　　　7　　　7

1，603

@46
（8）学校教育法施行規則中改正 昭和46鞭｛

238　　　　315　　　　280　　　　280　　　　245　　　　245

@7　　　9　　　8　　　8　　　7　　　7

1，603

@46
（9）学校教育法施行規則中改正 昭和55年度｛ 272　　　　280　　　　280　　　　280　　　　210　　　　210

@8　　　8　　　8　　　8　　　6　　　6

1，532

@44

⑯学校教育法施旧規画調改正 職・鞭｛
306　　　　315　　　　280　　　　280　　　　2董．0　　　　210

@9　　　9　　　8　　　8　　　6　　　6

1，601

@46
注）　（1）～（6）は，毎週授業時数しかあげられていないが，第1学年は34週，第2学年以降は35選として計算した。

2400

2000

1600

1200

800

400

e

2，510

　　　2，440

酬
臨
耀

⑥
　
　
　
…
…
β
　
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

㎜
鵬

2，230　2，230

㎜
繊
…

IUIIii
n
n
I
蝋
！

1，637

o

1【Il目

i！illl

【i肖1

1，360

1，603　1，6e3
　　　　　　1，532

…
購

…
鋤
…

Mll
ilHil
ilHi1

1，601

IHII
Iili！

i
l
i
甫

i
l
l
l
＄
l
l
i
i
i
i
l
i
l
i
l

図2－2小学校の翻心の年
　　閤授難時数の推移
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表2－3小学校での1漢寧あたりの学習時閾の推移（分）

授業画数の基準 1年 2年 3年 4年 5年 6年 全　体

1国定読本第1期 （1） 1530．0 258．9 146．7 92．3 103．6 78．0 i32．3

II国定読本第2期 （2＞ 450．0 158．8 82．3 62．8 50．3 57．3 80．7

孤国定読本第3期
（3）

312．2 io9。2 6L6 55．1 54．1 61．1 73．5

W国定読本第4期
（4＞ 186．6 80．8 56．3 63．4 65．9 72．0 73．7

V国定読本第5期曽　曽曹青馬　齢　欝　曽騨”　謄　謄鼎縣刷　側　P　P駒”　網　雫　P騨「　一　F　P一一　一　一　一　一　一　一

94．9 51．4
　　　　　　　　　5L6・　暫幽　齢曹帽　曽　響　曽，魑　曽　曽　曽静騨　響　餉　n帽　曽　”　曽　P剛　曽　網　停騨胴　騨　隠騨”　網　P　P「　，　，　P辱「　一　P一一　一　一　P一　一　一　，一一　一　一　一一　一　一　一一　一　一　一一　一　一　、

56．0 47．1 57．1 56．6

VI国定読本第6期 （6） 圭53．0 96．4 63．0 76．6
71。1～

@82，9

86．7～

P15．6

W2．6～

@89．5
VII小学校学習指導要領 （7） 232．8 135．0 67．4 61．5 56．8 76．6 81．9

㎜小学校学習鮨導要領 （8） ｛ 232．8
P40．9

135．0

X7．8

67．4

U4．6

6L5
U4．6

56．8

T6．5

76．6

T8．0

81．9

V2．4

D（小学校学習指導要領 （9） 161．1 86．9 64．6 64．6 48．5 49．7 69．2

X小学校学習指導要領 （1① 172．1 88．6 63．0 63．0 51．1 52．2 71．6

注）授粟時数の1単位蒔間を45分として計算した。なお，鴨は，上段が書きの1漢字あたりの掌習時悶，下段が読みの1漢字あ
　たりの学習時間。
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1）昭和22年（1947年）3月公布の学校教育法の第21条に，「小学校においては，監督庁の検定若し

　くは認可を経た教科用図書又は監督庁において著作権を有する教科用図書を使用しなければなら

　ない。Jと規定された。

2）明治36年（1903年）4月の小学校令の改正によって，「小学校ノ教科用図書ハ文部省二於テ著作

　権ヲ有スルモノタルヘシJ（第24条）と規定され，教科書の国定制が発足した。（実施は，明治37

　年度。）

3）文部省「教育漢字の学年配当書教育出版，昭和32年（1957年），2頁

4）この漢字学習指導研究会の検討結果については，

　　　文部省『国語シリーズ24漢字の学年配当（昭和27・28年度調査報告）2明治図書，昭和30年

　　　　（1955卑）

　　　文部省『教育漢字の学年配当』教育出版，昭和32年（1957年）
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　に報告されている。また，

　塩田紀和「教育漢字の学年配当について」，『文部蒋報s962号，昭和32隼（1957年）

　が簡潔に解説している。

5）明治33年α900年）公布の「小学校令施行規則」には，「尋常小学校二於テ教授二用フル漢字ハ

成ルヘク第三号表に掲クル文字ノ範囲内二於テ之ヲ選フヘシ」という方針のもとに，1，200字目漢

字が示されている。また，昭和26年改訂の小学校学習指導要領には，「国語能力表3が掲載されて

　いて，漢字については次のように字数のみ示されている。

　（読　み）

　　第1曲師　漢字は，だいたい3Q字ぐらい読むことかできる。

　　第2学年　漢字は，たいたい130字ぐらい読むことかできる。

　　第3学年　点字は，たいたい280字ぐらい読むことができる。

　　第4学年　由宇は，だいたい46G字ぐらい読むことがてきる。

　　第5学年　漢字は，だいたい680字ぐらい読むことができる。

　　第6学年　漢字は，だいたい当用漢字溺表を中心とした881字程度の文字か読める。

　（書　き）

　　第1学年　読める漢字のだいたいが書ける。

　　第2学年　読める漢字のたいたいが書ける。

　　第3学年　読める漢字のだいたいが書ける。

　　第4学年読める漢字：のだいたいが書ける。

　　第5学年　読める漢字のだいたいか書ける。

　　第6学年　読める漢字のだいたいが書ける。

6）上述のように，昭和22隼（1947隼）3月公布の学校教育法の規定によって，教科書は検定調と

　なった。そのため，昭和22年度使用開始のこの国定読本第6期は，厳密には文部省著作の教科書

　と雷うべきであるか，慣例に従った。

7）たとえば，次のものが誤りを指摘している。

　　森本角蔵『中学校二入学セル当初ノ生徒ノ漢字二関スル知識ノ調査』中等教育研究会，大正6

　　　年　（1917益1三）

　　岡騎常太郎『漢字制限の基本的研究2松邑三松賞，昭和13年（1938年）

8）次の文献を参照。

　　高梨信博「国語教科書の漢字一忍耐・鍛錬・謙遜・賠償・壱・弐一」，『言語生活a41G号，

　　　fi召不目61年　（1986年）

　　高梨信博「国語教科書の漢字」，佐藤喜代治編「＜漢字講座8＞近代臼本語と漢字3明治書院，

　　　昭和63年（1988年）

　　高梨儒博「付録　小学校学年別配当漢字の変遭表」，佐藤禽代治編『＜漢字講座12＞漢字：教育a

　　　明治書院，昭和63年（1988年）

9）高梨信博「国語教科書の漢字」，昭和63年（1988年），263頁

10）この改訂の経緯については，

　　輿水上編『小学校学習指導要領の展開　国語科編』明治図書，昭和49年（1974年）

　に説明されている。

11）昭和56年（1981年）に告示された常簾漢字表は，国語審議会から答申される際，「義務教育期間

　における漢掌の指導については，常用漢字表に掲げる漢字のすべてを対象としなければならない

　とするものてはなく，その扱いについては，従来の漢字の教育の経緯を踏まえ，かつ，児童生徒

　の発達段階に十分幽晦した，別途の教育上の適切な措置にゆだねることとする。」と前文に書か

　れ，そして，常用漢字表の告添と岡時に，それまで学年触莫字配当表の根拠となっていた当稲漢

　字月表が廃止された。

12）このような分析は，宮温達夫ほか『図説田本語a角川書店，昭和57年（1982年），234～235頁で

　も行われているが，国定読本の漢字数を編纂趣意書等にもとづいて計算していることなどのため，

　改めて計算し直した。

13）有本良彦「1　小学校の国語・社会・算数関係教科函の学習時間の麗史的比較」，文部省初等中
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転

瞬讃

　等教育周高等学校教育課委嘱研究報告書3小学校における各教科の内容に関する「歴史的研究」』

　昭和55年（1980年）による。なお，原資料は，〔1＞～（4）については，

　　教育史編纂会「HA治以降教育制度発達史（全13巻溺巻索引1）s教育資料調査会，1～王3巻，

　　　昭和13年（1938年）～昭禾1コ14年（1939年），別巻，昭和40無（1965年）

　に，そして，（5＞については，

　　近代日本教育捌度史料編纂会『近代日本教育制度史料』第2巻，講談社，昭和31年（1956隼）

　に収録されている。また，学翌指導要領については，昭和26年改訂版までは，

　　国立教育研究所内戦後教育改革史料研究会編V文部省学習指導要領3眠本図書センター，昭和

　　　56年　（1981年）

　に復刻されている。昭和33年改訂版・昭和43年改訂版については，次の復刻がある。

　　「文部省学翌指導要領　告示編」日本図書センター，昭和61年（1986年）

14）小学校令施行規則（明治33年）が制定されるまでの基準として，次のものがある。

　　　小学教則・小学教則概表　　　　　　　　　　　明治5年（1872無）

　　　小学教則綱領　　　　　　　　　　　　　　　　明治14年（1881難）

　　　小学校ノ学科及其程漫　　　　　　　　　　　　　　明治19年（1886年）

　　　小学教則大綱・小学校各教科毎週時…問配当一例　　明治24年（王891年）

　　なお，学校教育法施行規則は昭和22年G947年）に定められたが，当初は授業時数の規定を欠

　いていた。「小学校の各学年における各教科及び道徳の授業聴数は，劉表第一に定める授業蒋数を

　下ってはならない。」（第24条の2）というようにこの規定が掲載されるのは，昭和33年（1958年）

　の改正によってである。そして，この別表第一の備考として，

　　　一　この表の授業時数の一単伎蒋間は，四十五分とする。

　　　二　かっこ内の授業回数は，年間授業日数を三ナ五週（第一学年については三十四週）とし

　　　　た場合における週当りの平均授業時数とする。

　という2つのことが定められた。（ただし，現在では，二にあたることは，学習指導要領にあげら

　れている。）

　　なお，小学校学習指導要領昭和26無改訂版では，国語は算数とあわせて，第1～第4学年は全

　体の45～40％，第5・第6学年は全体の40～35％，というように割合しか示されていない。その

　ため，表2－2から除いた。

15）戦前（（1＞～㈲）および⑥の中で1単位時間あたりの実際の時間を示しているものは，（5）の国民

　学校令施行規則だけであって，「一時ノ授業時間ハ之ヲ四十分トス」と定めている。しかし，おお

　よその比較をするため，（1）～⑥についても，（7）～⑯に合わせた。

第3節　小，中学校の学習指導要領における漢字の指導内容の変遷

（1）小，中学校の学習指導要領

　小，中学校の学習指導要領にもとづいて，漢字の指導内容の変遷を簡単に見ておくことにする。

ただし，小学校学翌指導要領に学年別漢字配当表が掲載された昭和33年（1958年）の改訂版以後の

以下のものに一定する1＞。

小学校学習指導要領

　昭和33年（1958年）改訂版

　昭和43年（1968年）改訂版

　昭和52年（1977年）改訂版

　平成元年（1989年）改訂版

中学校学習指導要領

昭和33年（1958年）改言了，昭和36年（1961年）度実施

昭和43年（1968年）改訂，昭和46年（1971年）度実施

昭和52年（1977年）改訂，昭和55年（1980年）度実施

平成元年（1989年）改議，平成4年（1992年）度実施
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　昭和33年（1958年）改訂版　　昭和33年（1958年）改訂，昭和37年（1962年）度実施

　昭和44年（1969年）改訂版　　昭和44年（1969年）改訂，昭和47年（1972年）度実施

　昭和52年（1977年）改訂版　　昭和52年（1977年）改訂，昭和56年（1981年）度実施

　平成元年（1989年）改訂版　　平成元年（1989年）改訂，平成5年（1993年）度実施

　小学校学習指導要領，中学校学習指導要領とも，昭和33年改訂版・昭和43年（44年）改訂版では，

　　A　聞くこと，話すこと

　　B　読むこと

　　C　書くこと

　　D　ことばに関する事項

の3領域1事項に内容が分かれ，漢字の指導は，「B　読むこと」「c　書くこと」と「D　ことば

に関する事項」で扱われている。そして，昭和52年改訂版・平成元年改訂版では，

　　言語事項

　　A　表現

　　B　理解

の1事項2領域に改められ，漢字の指導は，書写の指導とともに「言語事項」にあげられている。

以下，主に「内容」の記述2）にもとづいて，次の6つに分けて，小，中学校の学習指導要領における

漢字の指導内容の変遷について見ることにする3）。

　　指導漢字

　　書写（筆順・字形指導を含む）

　　辞書指導

　　漢字の由来・構成等についての知識

　　送り仮名

　　漢字の活用

　
灘
鞭
灘
灘
灘
撫

、
麟
灘
懸
回
議
灘
講
騰

、
灘
箋
．
．
羅
撚
雛
．
繋
鱗
謙
、
熱
鱗
嬢
虜

注

1）学習指導要領は，昭和22年（1947年）に初めて出され，昭和26年（1951年）に改訂された。た

　だし，両者とも「（試案）」という文字が付けられていた。学校教育法施行規則の規定によって文

　部省告示となるのは，昭和33年（1958年）の改訂版からである。

2）学習指導要領は，学年別に記述されている。そして，「s標」「内容」「内容の取り扱い」に分か

　れ，「内容」が「領域」と「事項」とに分かれている。

3）このようなことは，以下の文献でも行われているが，本報告書では，資料としての性格を中心

　にまとめることにする。

　　　茨城大学大学院国語教育専修生『学習揚導要領国語科通時的対照・系統表s平成2隼（199G

　　　隼）

　　　飛田多喜雄・小林一仁『中学校国語科新旧学習指導要領の対比と考察書明治図書，平成元年

　　　　（1989年）

　　　藤原宏『小学校国語科新1臼学習指導要領の対比と考察s明治図書，平成元年（1989年）

（2）指導漢字

　指導漢字については，学年別漢字配当表に定められている。ただし，学習指導要領の本文の記述
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では，学年別漢字配当表が初めて掲載された昭和33年改訂版のときから，指導漢字数について幅を

持たせた記述がなされている。これは，学年別漢字配当表が，「この学年配当は，なお研究を要する

ものであり，国語科をはじめとして全教科の学習指導上ならびに教科書編集上に影響するところが

大きいから，ある程度の幅を持たせるなど，その取り扱いは慎重を要する。」として教育課程審議会

から答申（昭和31年5月17日）されたことによる1｝。

　なお，指導音訓については，学習指導要領には何も述べられていないが，昭和33年の小学校学習

指導要領の改訂時の握当教科調査官であった木藤才蔵は，問いに答えるという形式で次のように述

べている2）。

　　問　教育漢字3｝は，その字の配当されている学年で，音訓のすべてを指導しなければならないも

　　　のか。

　　答　教育漢字は，その字が配当されている学年で，その字の音または訓の一つが指導されれば

　　　よいことを前提に置いて配当されている。したがって，その字が配当された学年で，その字

　　　の音または訓のすべてを指導する必要はないが，いったん指導し始めた字は，それ以後でき

　　　るだけ機会を求めて，その字のさまざまな使い方に関する指導をする。そして，中学三年ま

　　　でには教育漢字八八一字の音訓のすべてが，使いこなせるように指導に努めることが必要で

　　　ある。

　しかし，盗用漢字音訓表の改訂（昭和48年）にともなって音訓配当が行われ4｝，そして，平成元年

の学習指導要領の改訂にともない，音訓配当の改訂も行われている5》。

小学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版｝

第1学年　　学年別漢字配当表の第1学年に配当されている漢字を中心とした40～50字ぐらいを読み，そ

　　　　　のだいたいを書くこと。

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　学年別漢字配当表の第2学年までに配当されている漢字を中心とした140～160字ぐらいを読

み，そのだいたいを書くこと。

　学年別漢字配当表の第3学年までに配当されている漢字を中心とした310～350字ぐらいを読

み，そのだいたいを書くこと。

　学年別漢字配当表の第4学年までに配当されている漢字を中心とした500～55G字ぐらいを読

み，そのだいたいを書くこと。

　学年別漢字配当表の第5学年までに配当されている漢字を中心とした680～740字ぐらいを読

み，そのだいたいを書くこと。

　学年別漢字配当表の第6学年までに配当されている漢字を中心とした800～881字ぐらいを読

み，そのだいたいを書くこと。

〔昭和43年改訂版〕

第1学年　　華表の学年溺漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」という。）の第1学年に配当されている

　　　　　漢字を含めて，70字ぐらいの漢字を読むこと。

　　　　　学年別漢字配当表の第1学年に配当されている漢字を主として，40字ぐらいの漢字を書くこ

　　　　　と。
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第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　学年別漢字配当表の第1学年に配当されている漢字以外の漢字を指導する場合は，第2学年

に配当されている漢字のうちから選ぶものとする。その際＊印を付した漢字を含めるように

考慮するものとする。

　学年別漢字配当表の第2学年までに配当されている漢字を含めて，220字ぐらいの漢字を読む

こと。

　学年別漢字配当表の第2学年までに配当されている漢字を主として，140字ぐらいの漢字を書

くこと。

　学年別漢字配当表の第2学年までに配当されている漢字以外の漢字を指導する場合は，第3

学年に配当されている漢字のうちから選ぶものとする。その際，＊印を付した漢字を含めるよ

うに考慮するものとする。

　学年劉漢字配当表の第3学年までに配当されている漢字を含めて，4削字ぐらいの漢字を読む

こと。

　学年別漢字配当表の第3学年までに配当されている漢字を主として，310字ぐらいの漢字を書

くこと。

　学年別漢字配当表の第3学年までに配当されている漢字以外の漢字を指導する場合は，第4

学年に配当されている漢字のうちから選ぶものとする。その際，＊印を付した漢字を含めるよ

うに考慮するものとする。

　学年別漢字配当表の第4学年までに配当されている漢字を含めて，610字ぐらいの漢字を読む

こと。

　学年別漢字配当表の第4学年までに配当されている漢字を主として，500字ぐらいの漢字を書

くこと。

　学年別漢字配当表の第4学年までに配当されている漢字以外の漢字を指導する場合は，第5

学年に配当されている漢字のうちから選ぶものとする。その際，＊印を付した漢字を含めるよ

うに考慮するものとする。

　学年別漢字配当表の第5学年までに配当されている漢字を含めて，800字ぐらいの漢字を読む

こと。

　学年別漢字配当表の第5学年までに配当されている漢字を主として，680字ぐらいの漢字を書

くこと。

　学年別漢字配当表の第5学年までに配当されている漢字以外の漢字を指導する場合は，第6

学年に配当されている漢字のうちから選ぶものとする。その際，＊印を付した漢字を含めるよ

うに考慮するものとする。

　当用漢字別表の漢字を読み，また，当用漢字別表以外の当用漢字を120字ぐらい読むこと。

　当用漢字別表の漢字を主として，当用漢字のうち800字ぐらいの漢字を書くこと。

　当用漢字別表の漢字以外の当用漢字を指導する場合は，学年別漢字配当表の備考に示す漢字

を含めるように考慮するものとする。

〔昭和52年改訂版〕

第1学年　　別表の学年別漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」という。）の第1学年に配当されている

　　　　　漢字のうち，70字ぐらいの漢字を読み，その大体を書くこと。

第2学年　　学年別漢字配当表の第1学年及び第2学年に配当されている漢字のうち，220字ぐらいの漢字
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第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

を読み，その大体を書くこと。

　学年別漢字配当表の第1学年から第3学年までに配当されている漢字のうち，410字ぐらいの

漢字を読み，その大体を書くこと。

　学年別漢字配当表の第1学年から第4学年までに配当されている漢字のうち，610字ぐらいの

漢字を読み，その大体を書くこと。

　学年別漢字配当表の第1学年から第5学年までに配当されている漢字のうち，8GO字ぐらいの

漢字を読み，その大体を書くこと。

　学年溺漢字配当表の第1学年から第6学年までに配当されている漢字を含めて1，000字ぐら

いの漢字を読み，その大体を書くこと。

〔平成元年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　別表の学年劉漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」という。）の第1学年に配当されている

漢字を主として，それらの漢字を読みその大体を書くこと。

　学年別漢字配当表の第1学年及び第2学年に配当されている漢字を主として，それらの漢字

を読みその大体を書くこと。

　学年別漢字配当表の第1学年から第3学年までに配当されている漢字を主として，それらの

漢字を読みその大体を書くこと。

　学年別漢字配当表の第1学年から第4学年までに配当されている漢字を主として，それらの

漢字を読みその大体を書くこと。

　掌年溺漢字配当表の第1学年から第5学年までに配当されている漢字を主として，それらの

漢字を読みその大体を書くこと。

　学年嗣子字配華表の第1学年から第6学年までに配当されている漢字を主として，それらの

漢字を読みその大体を書くこと。

中学校学習指遜要領

〔昭和33年改訂腕

第1学年

第2学年

第3学年

　当用漢字別表の漢字の読みに慣れ，その他のおもな当嗣漢字が読めるように努めること。

　当用漢字別表の漢字の全部が書けるように努め，表記のしかたに注意し，くぎり符号などを

正しく使うこと。

　当熔漢字別表以外のおもな当用漢字が読めるようになること。

　当用漢字別表の漢字の全部が書け，表記のしかたに慣れ，くぎり符号などを適切に使うこと。

　当用漢字別表以外のおもな当用漢字に読み慣れること。また，その他の当幣漢字も読めるよ

うに努めること。

　当屑漢字型表の漢字を使いこなすこと。

〔昭和44年改訂版〕

第1学年

第2学年

　当用幸運別表の漢字および小学校学習指導要領第2章第1節国語の学年別漢字配当表の備考

に示す漢字（以下この節において「備考の漢字」という。）の読みに慣れ，さらにその他の戸畑

漢字を250字：ぐらいから350字ぐらいまで読むこと。

　当用漢字別表の漢字および備考の漢字のうち，900字程度の漢字を書くこと。なお，それ以外

に上記アで学習した当粥漢字についても，必要な場合，適切に用いるように努めること。

第1学年で学習した馬櫛漢字の読みに慣れ，さらにその他の当嗣漢字を300字ぐらいから400字
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第3学年

ぐらいまで読むこと。

　当用漢字別表の漢字および備考の漢字を主として，1，GOO字程度の当用漢字を書くこと。な

お，それ以外に上記アで学習した当用漢字についても，必要な場合，適切に粥いるように努め

ること。

　第2学年までに学習した当矯漢字の読みに慣れるとともに，その他の当絹漢字を読むこと。

　当絹漢字別表の漢字および備考の漢字を主として，LOOO字程度の当爾漢字を使いこなすこ

と。なお，それ以外に上記アで学習した当用漢字も，必要な場合，適切に用いるように努める

こと。

〔昭和52年改訂版6）〕

第1学年

第2学年

第3学年

　小学校学習指導要領第2章第1節国語の学年別漢字配当表（以下「学年溺漢字配当表」とい

う。）に示す漢字の読みに慣れ，更にその他の常用漢字を250字ぐらいから300字ぐらいまで読む

こと。

　学年別漢宇配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書くこと。なお，それ以外に上記アで学習

した常磐漢字についても，必要な場合，適切に用いるように努めること。

　第1学年で学習した常絹漢字の読みに慣れ，更にその他の常稽漢字を300字ぐらいから350字

ぐらいまで読むこと。

　学年別漢字配当表の漢字を主として，1，0GO字程度の漢字を書くこと。なお，それ以外に上記

アで学習した常薦漢字についても，必要な場合，適切に用いるように努めること。

　第2学年までに学習した常用漢字の読みに慣れ，更にその他の常用漢字の大体も読むこと。

　学年溺漢字配当表の漢字を主として，1，000字程度の常用漢字について使い慣れること。な

お，それ以外に上記アで学習した常縮漢字についても，必要な場合，適切に用いるように努め

ること。

〔平成元年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

　小学校学習指導要領第2章第1節国語の学年別漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」とい

う。）に潰す漢字の読みに慣れ，更にその他の常溺漢字のうち250字程度から300字程度までの漢

字を読むこと。

　学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き，文章の中で適切に使うようにするこ

と。

　第1学年で学習した常用漢字の読みに慣れ，更にその他の常用漢字のうち300字程度から350

字程度までの漢字を読むこと。

　学年別漢字配当表の漢字を身に付け，文章の中で適切に使うようにすること。

　第2学年までに学習した常用漢字の読みに慣れ，更にその他の常用漢字の大体も読むこと。

　学年別漢字配当表に示されている漢字について使い慣れ，漢字を文章の中で適切に使うよう

にすること。

　指導計薗の作成および内容の取り扱いに関しては，以下のように記述されている。

小学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版〕
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　　ことばに関する事項は，聞き，話し，読み，書く活動の中に含めて指導するのを原則とする。しかし，

　発音とか文字などのように，くり返して，練習をさせることが必要なものについては，特にそれだけを

　取り上げて学習させることができるように計画を立ててもよい。

〔昭和43年改訂版〕

　　内容の指導に当たっては，児童の必要と能力に応じて話題や題材を選定し，聞き，話し，読み，書く

　活動に有機的な関連をもたせ，それらの活動が総合的に展開されるよう計薙することを原鋼とすること。

　その場合，門標を明確にし，指導の中心をはっきりさせておくことが必要であること。なお，作文およ

　び書写の指導については，学級の実態や措導の効果を考慮して，特にそれだけを取り上げて指導するほ

　うがよいと考える場合には，そのような計颪を立て，指導してもさしっかえないこと。

　　ことばに関する事項については，聞き，話し，読み，書く活動のなかに含めて指導するのを原期とす

　ること。

　　ただし，発音，文字などくり返して学習させることが必要と認められるものについては，特にそれだ

　けを取り上げて学翌させることとしてもさしっかえないこと。

〔昭和52年改訂版〕

　　作文及び書写の指導については，学級の実態や指導の効果を考慮して，特にそれだけを取り上げて詣

　導することも差し支えないこと。

　　欝語事項に示す発音，文字及び文法的事項並びに表現及び理解の能力の基礎となる事項のうち，繰り

　返して学習させることが必要なものについては，特にそれだけを寄り上げて学習させるように配慮する

　こと。

〔平成元年改訂版〕

　　音声，文字，文法的事項などのうち繰り返して学翌させることが必要なものについては，特にそれだ

　けを取り上げて学習させるよう工夫すること。

　　学年ごとに配当されている漢字は，原剛として当該学年で振叙することとするが，必要に応じて1学

　年前の学年又は1学年後の学年において指導することもできること。

　　当該学年よりも後の学年に配当されている漢字及びそれ以外の漢字を必要に応じて提添する場合は，

　振り仮名を付けるなど，児童の学習負担が過重にならないように十分配慮すること。

中学校学習指馨要領

〔昭和33年改訂版〕

　　ことばに関する事項の学習は，具体的な言語経験を通して行うようにし，機械的な暗記，形式的な文

　例の学習に陥らないように特に留意して指導する。

〔昭和44年改訂版〕

　　指導再々の作成に当たっては，第2の各学年の内容のA，B，　CおよびDについて相互に密接な関連

　を図り，効果的に指導するように配慮するものとする。また，他の教科，道徳および特別活動ともよく

　関連を図ることが必要である。

〔昭和52年改訂版〕

　　第2の各学年の内容の〔欝語事項〕については，A及びBの指導を通して身につけさせるとともに，

　ある程度まとまった知識を得させるための詣導もできるように配慮する必要がある。その場合，内容の

　取扱いが必要以上に細部にわたったり形式的になったりしないように注意する必要がある。

〔平成元年改訂版〕
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　〔言語事項〕（2）のイにおいて書くことを指導する漢字以外に，アにおいて読むことを指導する漢字

についても，必要な場合には適切に使うように努めさせること。

注

1）これについて詳しくは，

　　武部良明『環本語の表記書角川書店，昭和54年（1979年），466頁

　　藤原宏『小学校国語科線β学習指導要領の対比と考察s明治図書，平成元年（1989年），72

　　　頁
　を参照のこと。

2）木藤才蔵「小学校改訂教育課程趣旨徹底講習会よりj，「初等教育資料』106号，昭和34年（1959

　卑）

3）学年別漢字配当表に掲載された当用漢字別表881字は，「義務教育の期間に，読み書きともに

　できるように指導することが必要であると認め」（当絹漢字溺表前書き）られた漢字である。そ

　のため，教育漢字の呼称がある。

4）　　「〔資料〕膏訓の取り扱いについて（音訓等調査研究協力者会議）」，「中等教育資料』358

　号，昭和52無（1977年）

5）　文部省初等中等教育局小学校課「音訓の小・中・高等学校段階別割り振り表3平成3年（1991

　年）

6）　昭和56年（1981年）IO月1日の常用漢字表の告示にともない，同日付けの文部省告示第152

　号によって学習指導要領の一部が改正された。ここには，その改正後のものをあげた。

（3）書写（筆順・字形指導を含む）

　筆順については，文部省から『筆順指導の手びき』（昭和33年）が出されている。ただし，この中

で具体的に筆順が示されているのは，当用漢字別表881字についてだけである。

　字形については，教科書体と，当用漢字字体表にあげられている漢字の形とが異なるということ

が問題としてあった。教科書体は，手書きの形にもとづいたものであり，当用漢字字体表は活字の

形にもとづいたものである。そのため，教科書の検定では，特別の措置がとられていた1）。しか

し，それでもなお教科書問で若干の字形の違いがあったため，字形指導に混乱を起こすことがあっ

た。そこで，小学校学習指導要領昭和52年改訂版で統一が行われ2），「漢字の指導においては，学年

別漢字配当表に示す漢字の字体を標準とすること。」と定められ，平成元年改訂版に引き継がれて

いる。

小学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

文字の形に注意し，筆順に従って書くこと。

文字の形や筆順に注意して正しく書くこと。

文字の組立方の基本に注意して，形を整えて書くこと。

文字の大きさや配列に気をつけて書くこと。

書かれた文字の形，大きさ，配列などのよしあしを見分けること。

文字の点画が乱れないように注意して正しく速く書くこと。

〔昭和43年改訂版〕

第1学年　　姿勢を正し， また，用具のもち方を正しくして文字を書くこと。
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第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学隼

　文字の形に注意して，筆順に従ってていねいに書くこと。

　点画に気をつけて文字を正しく書くこと。

　文字の形に注意して，筆順に従って正しく書くこと。

　二三の交わり方，方向などに注意して文字を正しく書くこと。

　筆順に従って文字を正しく書くこと。

　文字の組み立て方に注意して，形を整えて書くこと。

　毛筆を壷網して，文字の点画の長短，始筆，終筆（とめ，はね，払い）などの筆づかいに注

意しながら，文字をていねいに書くこと。

　文字の組み立て方に注意して，形を整えて書くこと。

　文字の大きさや配列に注意して書くこと。

　毛筆を使溺して，文字の点画の交わり方，方向などに注意しながら，文字を正しく書くこと。

　書かれた文字の形，大きさ，配列などのよしあしを見分けること。

　きめられた形式に合うように書くこと。

　毛筆を使賞して，文字を正しく整えて書くこと。

　文字の形，大きさ，配列などに注意して書くこと。

　いろいろな形式に従って書くことに慣れること。

　毛筆を使用して，文字の形や大きさなどに注意しながら字くばりよく書くこと。

〔昭和52年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。

　点画に注意して，文字を正しく書くこと。

　面高の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。

　点蘭の接し方，交わり方，方向などに注意して，文字を正しく書くこと。

　筆順に従って文字を正しく書くこと。

　文字の組立方に注意して，文字の形を整えて書くこと。

　毛筆を使用して，点画の長短，始筆，送筆（折れ，lisがりなど），終筆（とめ，はね及び払い）

などの筆使いに注意しながら，文字を丁寧に書くこと。

　文字の組立方に注意して，文字の形を整えて書くこと。

　文字：の大きさや配列に注意して読みやすく書くこと。

　毛筆を使用して，点画の接し方，交わり方，方向などに注意しながら，文字を正しく書くこ

と。

　書かれた文字の形，大きさ，配列などのよしあしを見分け，文字を書くときに役立てること。

　毛筆を使晒して，文字の組立方に注意しながら，正しく整えて書くこと。

　文字の形，大きさ，配列などに注意して書くこと。

　毛筆を使治して，文字の形，大きさなどに注意しながら字配りよく書くこと。

〔平成元年改訂版〕

第1学年　　姿勢や糟具の持ち方を正しくして書くこと。

　　　　　　文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。

　　　　　　点画の長短，方向などに注意して，文字を正しく書くこと。

第2学年　　姿勢や稽具の持ち方を正しくして書くこと。
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第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書くこと。

点画の接し方，交わり方，方向などに注意して，文字を正しく書くこと。

姿i勢や用異の持ち方に注意して，筆順に従って文字を正しく書くこと。

文字の組立て方に注意して，文字の形を整えて書くこと。

毛筆を使用して，墓薙の始筆，省筆（折れ，趣がりなど），終筆（とめ，はね及びはらい）な

どの筆使いに注意しながら，文字を丁寧に書くこと。

毛筆を使用して，点藪の長短，方向などに注意しながら，文字を正しく書くこと。

文字の組立て方に注意して，文字の形を整えて書くこと。

文字の大きさや配列に注意して読みやすく書くこと。

毛筆を使用して，点癒の接し方，交わり方，方向などに注意しながら，文字を正しく書くこ

と。

毛筆を使矯して，文字の中心，画と画との間などに注意しながら，文字の形を整えて書くこ

と。

書かれた文字の形，大きさ，配列などのよしあしを見分け，文字を書くときに役立てること。

毛筆を使窮して，文字の組立て方に注意しながら，文字の形を整えて書くこと。

毛筆を使用して，文字の大きさなどに注意しながら，字配りよく書くこと。

文字の形，大きさ，配列などを理解して書くこと。

毛筆を使用して，文字の組立て方を理解しながら，文字の形を整えて書くこと。

毛筆を使用して，文字の大きさなどに注意しながら，字配りよく書くこと。

中学校学習指導璽領

〔昭和33年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

　硬筆による基礎的な書写の技能を高め，正しく速く書くとともに，正しい書写の態度を伸ば

すこと。

　毛筆による書写の基礎的な技能や態度を養うこと。

　かい書およびやさしい行書を書く。

　硬筆および毛筆による書写の指導においては，筆の持ち方や運び方に慣れさせ，字画を正し

たり，字形を整えたりして書くことに注意させるとともに，目的によって文字の大きさや位置

を判断して書かせ，用具，書式などに慣れさせることを考慮する。

　目的や必要に応じて，適当な書写ができること。

　書写については，その技能を高め，目的に応じた書きぶりで書くことができるように留意す

る。

　目的や場に応じた書写の効果を理解し，書写された文字を鑑賞すること。

　書写については，必要に応じて，美しく，読みやすく，速く書くようにさせるとともに，書

写された文字の表現やその美に対する感覚を養うように考慮する。

〔昭和44年改訂版〕

第1学年　　硬筆と毛筆による書算の能力を高め，文宇の書き方を理解し，形を整えて書くこと。

　　　　　　文字の大きさと配置に気をつけて書くこと。

　　　　　　やさしい行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。

　　　　　　かなおよび漢字の楷書を書く。
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第2学年

第3学年

やさしい行書を書く。

圏的に応じて，適切な用具を選び，文字の大きさと配置などを判断して効果的に書くこと。

やさしい行書の書き方を理解して書くこと。

かなおよび漢字の楷書ややさしい行書を書く。

硬筆と毛筆のそれぞれの特質を生かし，書式に従って正しく書くこと。

書写された文字に対する理解と関心をもつこと。

かなおよび漢字の楷書ややさしい行書を書く。

書写された文字を鑑賞する。

〔昭和52年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

硬筆と毛筆による文字の書き方を理解し，字形を整え，文字の大きさと配置に気を付けて書

くこと。

漢字の楷書と仮名に書き慣れるとともに，易しい行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。

字形，文字の大きさと配置などを判断して書くとともに，適切な用具を選び，効果的に書く

こと。

漢字の槽書や易しい行書とそれらに調和した仮名の書き方を理解して書くこと。

　目的や必要に応じて適切な形式を考え，用具の特質を生かして，調和よく書くこと。

書写された文字，形式，配置などについて理解を深め，その美しさを感じ取ること。

〔平成元年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

　字形を整え，文字の大きさ，配列・配置に気を付けて書くこと。

　漢字の楷書とそれに調和した仮名に注意して書き，漢字の行書の基礎的な書き方を理解して

書くこと。

　字形，文字の大きさ，配列・配置などの適・不適を判断して，効渠的に書くこと。

　漢字の楷書や行書とそれらに調和した仮名の書き方を理解して書くこと。

　冒的や必要に応じて適切な形式や文字の書き方を考え，調和よく書くとともに，書写された

文字の形，大きさ，配列・配置の調和などについて理解を深めること。

　漢字の楷書や行書とそれらに調和した仮名に書き慣れて，読みやすく速く書くこと。

　なお，書写の取り扱いについては，次のように記述されている。

小学校学習擦鱒要領

〔昭秘33年改訂版〕

　　学校においては，必要に応じて第4学年以上の適宜の学年で，毛筆による書写を課することができる。

　ただし，その指導に充てる時聞は年間35時問をこえてはならない。

　〈1）毛筆による書写の匿標および内容は次のとおりである。

　ア初歩の段階

　　　目標毛筆に慣れ親しんで興味をもって文字が書けるようにする。

　　　内容　字画の簡単な文字による短いことばを書く。

　　　　この段階では，点画の長短，始筆，終筆，はね，払いなどを指導する。

　イ進んだ段階
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　　　目標　漢字のかい書やかなが正しく書けるようにする。

　　　内容　短いことばを書く。

　　　　この段階では，文字のへん，つくり，かんむり，にょうなどの組立方や点画の接し方を指導する。

　ウさらに進んだ段階

　　　イの冒標，内容に基いて，さらに習熟させる。

（2）毛筆で書写させる文字，語句，文はその学年の昌標や内容と考え合わせて選ぶことが必要である。

（3）毛筆による書写の学習は，書くことの指導の一環として行うものであるから，その学翌によって文

　　字の筆順や字形をよく記憶するのに役だち，文字や文を硬筆で筆写するときにも，正しく美しく書け

　　るようにすることがたいせつである。

〔昭和43年改訂版／

　　硬筆を使用する書写の指導は，すべての学年で行なうものとする。

　　また，毛筆を使用する書写の指導は，第3学年以上の各学年で行ない，文字の筆順を正し，字形を正

　確に理解して，文字を正しく整えて書かせるようにするものとする。なお，毛筆を使用する書写の指導

　に充てる授業蒔数は，各学年それぞれ年間20時間程度とするものとする。

〔昭和52年改訂版〕

　　毛筆を使嘉する書写の学習は，第3学年以上の各学年で行い，硬筆による書写の能力の基礎を養うよ

　う招奇し，文字を正しく整えて書かせるようにすること。なお，毛筆を使絹する書写の旛導に充てる授

　業時数は，各学年それぞれ隼間20単位歯間程度とすること。

　　漢字の指導においては，学年皇漢字配嶺表に示す漢字の字体を標準とすること。

〔平成元年改訂版〕

　　毛筆を使頃する書写の指導は，第3学年以上の各学年で行い，硬筆による書写の能力の基礎を養うよ

　う指導し，文字を正しく整えて書くことができるようにすること。また，毛筆を使用する書写の指導に

　配当する授業蒔数は，各学年年間35単位時間程度とすること。なお，硬筆についても，毛筆との関連を

　図りながら，特に取り上げて指導するよう配慮すること。

　　漢字の指導においては，学年別漢字配当表に示す漢字の字体を標準とすること。

中学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版〕

　　書くことのうち，書写の学習は，硬筆や毛筆を使って，主として，第1学年で指導するものとし，そ

の輔駆麟麟の鉾朧・れ疏てるようにする．第2学年第3学年では，賄・・応じて緬

　的に指記する。

〔昭和44年改訂版〕

　　第2の各学年の内容のAおよびCに充てる授業時数の国語の授業時数に対する割合は，次のとおりと

　する。

　　　Cのうち，書写については，第1学年は10分の2程度，第2学年は10分の1程度とすること。なお，

　　第3学年は適宜面面的に指導すること。

〔昭和52年改訂版〕

　　第2の各学年の内容のAのうち，作文及び書写の指導に充てる授業時数の国語科の授業時数に対する

　割合は，次のとおりとする。

　　　謂の鱒・ついては，第・蜘ま蓋繊藻2学年喘醸とすること．なお，第3学年は鶴
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　　計颪的に指導すること。

〔平成元年改訂版〕

　　文字を正しく整えて速く書くことができるようにするとともに，文字感覚を養うよう配慮すること。

　　文字を自ら進んで工夫して丁寧に書く態度を育てるとともに，書写の能力を生活に役立てる態度を育

　てるよう配慮すること。

　　毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い，硬筆による書写の能力の基礎を養うようにすること。

　　　書写の指導に配当する授業蒔数については，第1学年は35単位時間程度，第2学年及び第3学郊は

　　各学年15～20単位時…問とすること。

（4）辞書指導

小学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版｝

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　上に示す指導事項のほか，「国語辞典などが使えること」などについて指導することも望まし

い。

〔昭和43年改訂版｝

第1学年　　一

第2学年　　一

第3学年　　一

第4学年　　わからない文字や語句について辞書を利稲して調べる方法を理解すること。

第5学年　　わからない文字や語句を辞書で調べること。

第6学年　　わからない文字や語句を辞書で調べながら文章を読む習潰をつけること。

（昭和52年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　表現したり理解したりするために必要な文字や語句について，辞書を馬絹して調べる方法を

理解すること。

　表現したり理解したりするために必要な語句について，辞書を利用して調べること。

　表現したり理解したりするために必要な語句について，辞書を利用する習慣をつけること。

〔平成元年改訂版〕
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第王学年

第2学庫

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　表現したり理解したりするために必要な文字や語句について，辞書を利用して調べる方法を

理解すること。

　表現したり理解したりするために必要な語句について，辞書を利用して調べること。

　表現したり理解したりするために必要な語句について，辞書を利用する習慣をつけること。

中学校学習指遜要領

〔昭和33年改訂版〕

第1学年　　辞書，参考書などを利用すること。

第2学年　　辞書，参考書の利用に慣れること。

第3学年　　辞書，参考書，新聞，雑誌など，いろいろな資料を適切に利用する態度を身につけること。

〔昭和44隼改訂版〕

第1学年　　一

呑2学年　　一

第3学年　　辞書，参考資料，新聞などの利用に慣れること。

〔昭和52年改訂版〕

第圭学年　　一

頭2学年　　一

緒3学年　　一

〔平成元年改訂版3

第1学年　　一

画2学年　　一

第3学年　　一一

（5）漢字の由来・構成等についての知識

　漢字の由来・構成等の知識に関しては，小学校学習指導要領昭和33年改訂版・昭和43年改訂版お

よび中学校学習指導要領にはまったく述べられていない。

小学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版3

第1学年　　一

志2学年　　一

門3学年　　一

第4学年　　一

隅5学年　　一

第6学年　　一

〔昭和43年改訂版）

第1学年　　一
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第2学年　　一

第3学年　　一

第4学年　　一

第5学年　　一

霞6学年　　一

〔昭和52年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

漢字の由来，特質，構成などについての初歩的な知識をもつこと。

仮名及び漢字の由来，特質などについての理解を深めること。

〔平成元年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

漢字のへん，つくりなどの構成についての初歩的な知識を持つこと。

漢字の構成についての知識を持つこと。

漢字の由来，特質などについての初歩的な知識を持つこと。

仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。

中学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版3

第1学年　　一

第2学年　　一

第3学年　　一
〔昭和44年改訂版｝

第1学年　　一

霞2学年　　一

第3学年　　一

〔昭和52年改訂版〕

第1学年　　一

第2学年　　一

第3学年　　一
〔平成元年改訂版〕

第1学年　　一

第2学年　　一

第3学年　　一
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（6）送り仮名

小学校学習指灘要領

〔昭和33年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　漢字で書く部分とかなで書く部分の区別をすることにより，送りがなについての初歩的な意

識をもつこと。

〔昭和43年改訂版〕

第1学皆

野2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

送りがなに注意し，また，活用についての初歩的な意識をもつこと。

送りがなに注意して書くこと。

送りがなに注意して書き，また，正しいかなづかいで書くこと。

〔昭和52年改訂版〕

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

送り仮名に注意して書き，

送り仮名に注意して書き，

送り仮名に注意して書き，

送り仮名に注意して書き，

また，活用について気付’くこと。

また，活用についての意識をもつこと。

また，仮名遣いに注意して正しく書くことe

また，正しい仮名遣いで書くこと。

（平成元年改訂版）

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

送り仮名に注意して書き，また，活用について気付くこと。

送り仮名に注意して書き，また，活用についての意識をもつこと。

送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。

送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。

中学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版／

第1掌年　　一

門2学年　　一

門3学年　　一

〔昭和44隼改訂版〕

第圭学年　　一

第2学年　　一
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第3学年　　一

〔昭和52年改訂版〕

第1学年　　一

群2学年　　一

第3学年　　一

〔平成元年改訂版〕

第1学年　　一

第2学年　　一

群3学年　　一

（7）漢字の活用

小学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版〕

第1学年　　一

第2学年　　読むために必要な文字や語句を増すこと。

第3学年　　わからない文字や語句を見つけ出すこと。

第4学隼　　わからない文字や語句を文脈にそって考えること。

第5学年　　一

第6学年　　一

〔昭和43年改訂版3

第1学年　　読むために必要な文字や語句を身につけようとすること。

　　　　　　わからない文字や語句に注意すること。

　　　　　　文章を書くために必要な文字や語句を身につけるようにすること。

　　　　　　文のなかでの漢字の使い方がわかること。

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

読むために必要な文字や語句を増すこと。

わからない文字や語句を見つけ出すこと。

学習した漢字を文や文章のなかで進んで使うようにすること。

読むために必要な文字や語句を増すこと。

わからない文字や語句を見つけ出すこと。

学習した漢字を文章のなかで正しく使うようにすること。

学習した漢字を文章のなかで正しく使うようにすること。

知っている漢字を文章のなかで適切に使うようにすること。

漢字の役翻を理解して，知っている漢字を文章のなかで適切に使うようにすること。

〔昭和52年改訂版）

第1学年　　文の中で漢字を適切に使うこと。

　　　　　読み方や意昧の不明な文字や語句に注意すること。

第2学年　　学習した漢字を文や文章の中で進んで使うようにすること。

　　　　　表現したり理解したりするために必要な文字や語句を増すこと。
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第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　文章を読みながら，読めない文字，意味の不明な語句，理解できない箇所などをはっきりさ

せること。

　学習した漢字を文章の中で正しく使うようにすること。

　表現したり理解したりするために必要な文字や語句を増すこと。

　学習した漢字を文章の中で正しく使うようにすること。

　文章の中において漢字が果たしている役翻を理解して，知っている漢字を文章の中で適切に

使うようにすること。

　漢字仮名交じり文の形態である現代の文章の中で漢字が果たしている役翻に対する理解を深

め，知っている漢字を文章の中で適切に使うようにすること。

〔平成元年改訂版3

第1学年

第2学年

第3学年

第4学年

第5学年

第6学年

　学習した漢字を文の中で適切に使うようにすること。

　学習した漢字を文や文章の中で進んで使うようにすること。

　学習した漢字を文章の中で正しく使うようにすること。

　学習した漢字を文章の中で正しく使うようにすること。

　文墨の中で漢字が果たしている役罰を理解して，知っている漢字を文章の中で適切に使うよ

うにすること。

　漢字仮名交じりの文である現代の文章の中で漢字が果たしている役割に頬する理解を深め，

知っている漢字を文章の中で適切に使うようにすること。

中学校学習指導要領

〔昭和33年改訂版〕

第1学年　　一

第2学年　　一

第3学年　　一

〔昭和44年改訂版〕

第1学年　　次の事項を理解させるようにする。

　　　　　　　音声と文字，表記のしかたなど。

第2学年　　一

軍3学年　　一一

〔昭和52年改訂版〕

第1学年　　一

第2学年　　一

第3学年　　一

〔平成元年改訂版3

第1学年　　一

軍2学年　　一

軍3学年　　一
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　　　第1章

現代の児童・生徒の

　漢字習得の傾向



　本章では，主に，序章第1節に述べた漢字の習得度調査の結果にもとづいて，現代の児童・生徒

の漢字習得の傾向について分析する。

　　　　　　　　　　第丑節　漢字の習得度調査の概要

（1）漢字の習得度調査の構成

　漢字の習得度調査は，到達度調査，定着度調査，習得量調査の3つの下位調査から構成されてい

る。以下に，それぞれの調査の概要を述べる1）。

①到達度調査

　　　小学校各学年の配当漢字について，それぞれの学年の終了時点で，その学年の児童を対象に

　　音訓溺に読み書き調査を行うもの。小学校配当漢字996字2＞，2，0G5音訓3）について調査を行っ

　　た。

　　　ただし，学年末に調査を行うことが難しかったため，実際には，1っ学年が上の児童「生徒

　　を対象に，年度が変わってまもない5月上扇に調査を行った。また，3年配当漢字4）と6年配当

　　漢字については，東京都だけでなく秋田県と奈良県でも調査を行った。

②定着度調査

　　　小学校各学年の配当漢字について，その配当学年の1つ学年が下の児童，1つ学年が上の児

　　童・生徒，2っ学年が上の児童・生徒，4つ学年が上の児童・生徒を対象にして音訓別に読み

　　書き調査を行うもの。ただし，1年配当漢字については，1つ学年が下の児童（幼児）を対象

　　にした調査は行わなかった。また，小学校配当漢字外常用漢字のうち児童・生徒にとって習得

　　が比較的容易と思われる302字5），ならびに中学音訓・高校音訓6）および付表の語7）についても，

　　同じように読み書き調査を行うもの。年度のだいたいまん中にあたる11月に行った。

　③習得：量調査

　　　中学1年生，高校1年生それぞれ10名を対象に，常用漢字1，945字について，読みの調査を行

　　うもの。到達度調査と定着度調査ではペーパーテストを採用したが，この調査では面接法を採

　　用した。

　上の3つの調査のそれぞれについて，調査漢字（音訓）と調査学年（調査対象の児童・生徒の学

年）とを対照させると，次のようになる。

　①到達度調査

　　　1年配当漢字　　小学2年忌

　　　2年配当漢字一小学3年生

　　　3年配当漢字一一小学4年生

　　　4年配番漢字　　小学5年生

　　　5年配当漢字　　小学6年生

　　　6年配当漢字　　中学1年生

　②定着度調査
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　　　1年配当漢字一小学2・3・5年生

　　　2年配当漢字一小学1・3・4・6年生

　　　3年配盗漢字一小学2・4・5年生，中学1年生

　　　4年配盗漢字一小学3・5・6年生，中学2年生

　　　5年配轟漢字一小学4・6年生，中学1・3年生

　　　6年配当漢字　　小学5年生，中学1・2年生，高校1年生

　　　配当外302字　　小学5・6年生，高校1年生8＞

　　　中学音訓　　　小学5・6年生，高校1年生

　　　高校音謂　 中学3年生

　　　付表の語　　小学5・6年生，中学1・3年生，高校1年生

③習得量調査

　　　常用漢宇　　　中学1年生，高校1年生

　本章で扱うのは，到達度調査と定着度調査だけであり，そして小学校配当漢字についてだけであ

る。各配当漢字を基準にして，到達度調査と定着度調査の調査学年を整理すると，表1－1－1のように

なる。ただし，到達度調査は，実際には配蚤学年よりも1つ上の学年の児童・生徒を対象としたが，

その配当学年の終了長点での調査ということを目指したので，表H－1では配当学年と同じ学年に◎

を付けた。

ee　1－1－1調査漢字と調査学年

調　　査　　学　　年

1　　　；　　　：　　　：　　　：

ｬi小i小i小i小i小
P　i　2　i　3　i　4　i　5　i　6：　　　1　　　：　　　：　　　：

1　　　：

?ｉ中ｉ申
Pi2i31　　　：

高
1

調
査
漢
字

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配巌漢字

U年配当漢字

，　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　盤

掾FOlO：　：Oll　　　l　　：　　　1　　　：

ni◎iOiOi　iO蓼　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　｝

奄ni◎iOiOi

奄奄n鰯

i　i
堰@i
堰@i

ni　iiOi：　　　：Oi　iO

niOi噛　　　　　　　　　　＝

○

注）　◎は到達度調査，○は定着度調査。

注

1）以下の説明は，報告9591児壷・生徒の常用漢字の習得2（1988年）の第2章第3節の翫1述にもと

　つく。

2）昭強52年改訂の小学校学習指導要領に掲載されている学年娼弓漢字配影表にあげられている996

　字のこと。．以下，特に断らない限り，本報告書で「学年別漢字配当表」という場合，この昭和52

　年改訂の小学校学翌指導要領に掲載されている学年溺漢字配当表を指す。

3＞　これは書きの場合で，読みの場合は2003音調。6隼配当漢字の「尊」は，漢字表記（尊い・尊

　ぶ）からは，「とうとい」「たっとい」と「とうとぶs「たっとぶ」の読み分けが不可能なので，「尊

　い」と「尊ぶ」で提出して，「とうとい」ドたっとい」と「とうとぶ」「たっとぶ」のどちらで読ん

　でもそれぞれ正答とし，集計表では「とうとい」と「とうとぶ」にまとめた。そのため，読みは

　書きよりも2音調少ない。

4）第3学年に配当されている漢字のこと。以下，第1学年に配当されている漢字を1年配当漢字，

　第2学年に配当されている漢字を2年配当漢字，第3学年に配当されている漢字を3年配当漢字，
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　第4学年に配当されている漢字を4年配当漢字，第5学年に配当されている漢字を5年配当漢字，

　第6学年に配当されている漢字を6年配当漢字とそれぞれ呼ぶことにする。

5）　この302字の選定方法については，報告95の第7章第2節第2項を参照。

6）中学音訓・高校音訓とは，中学校・高等学校に指導段階が定められた音訓のこと。序章第3節

　（2）を参照。

7）付表の語も，小学校，中学校，高等学校に指導段階が定められているので，実施にあたって，

　漢宇と同様の考え方で調査学年を決めた。報欝95の第8章を参照6

8）ただし，集計の対象としたのは，小学6年生と高校1年生だけである。中学音訓も同様である。

　報告95の第7章を参照。

（2）調査校

　調査校の選定方法については，報告95e児童・生徒の常用漢字の習得』の第2章第4節に詳しく

説明した。また，調査校の名簿についても，報告95にあげた。ここでは，簡単に説明する。

　①到達度調査

　　　東京都の小，中学校。それぞれ各区1校，郡部5校を原則とした。3年配当漢字と6年配妾

　　漢字については，秋白票と奈良県の小，申学校でも実施した。本報告書では，東京都の結果だ

　　けを扱う。

　②定着度調査

　　　到達度調査と同じ東窟都の小，中学校，および高等学校。

　③習得量調査

　　　東京都の中学校，高等学校それぞれ2校。

（3）実施時期

①到達度調査

　　　昭和58年5月上旬　　　　　1年配盗漢字，2年配当漢字，3年配当漢字

　　　昭和59年5月上旬　　　　　4年配当漢字，5年配当漢字，6年配当漢字

②定着度調査

　　　昭和57年昼月中旬～下旬一1年配当漢字，2年配盗漢字，3年配当漢字

　　　昭和58年昼月中旬～下句　　4年配当漢字，5年配当漢字，6年配当漢字，高校音訓

　　　昭和59年翌月中旬～下匂　　小学校配当漢字外常用漢字302字，中学音訓

　　　昭和60年11月中旬～下句一付表の語

　③習得量調査

　　　昭和59年5月

　この実施時期を考慮して，表1－1－1の調査漢字と調査学年の関係を図に示すと，どの配当漢字につ

いても図1－1一・1のようになる。ただし，1年配当漢字については，1つ下の学年の児童（幼児）を調

査していないことは，すでに述べた通りである。この図で，！年葭，到達度，1年後，2年後，4

年後は，次のような意味を持っている。

　1年前　　配当学年の1つ下の学年の児童を対象に調査した結果。つまり，学習する1年前の児
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　　　　　童を対象に調査した結果である。

劉達度　　学習した覆後の児童・生徒を対象に調査した結果である。

1年後　　配当学年の1っ上の学年の児童・生徒を対象に調査した結果。つまり，学習してから

　　　　　1年たった後の児童・生徒を対象に調査した結果である。

2年後一配当学年の2っ上の学年の児童・生徒を対象に調査した結果。つまり，学習してから

　　　　　2年たった後の児童・生徒を対象に調査した結果である。

4年後一門蜜学年の4っ上の学年の児童・生徒を対象に調査した結果。つまり，学習してから

　　　　　4年たった後の児童・生徒を対象に調査した結果である。

図H一茎　1年前，到達度，1年後，2年後，4年後の関係

1　　　　　　　到　　　1　　　　　2　　　　　　　　　　4
年　　　　　　　達　　　年　　　　　年　　　　　　　　　年
前　　　　　　　度　　後　　　　　後　　　　　　　　　後

ト嘘→ト辞÷ト÷→i
　1年前，到達度，1年後，2年後，4年後と雷っても，岡一の児童・生徒を縦断的に追跡調査し

たわけではない。そのため，報告95『児童・生徒の常驚漢字の習得asでは，そのような誤解を避け

るために，1年下，到達度，1年上，2年上，4年上というように表現したが，本報告書では，研

究の計画蒔の考え方に従って，1年前，到達度，1年後，2年後，4年後という言い方をすること

にする。

（4）調査方法

　到達度調査と定着度調査は，学校で学級単位にペーパーテストによって音訓別に読み書きさせた。

習得量調査は，調査員との1対1の面接による。

（5）音訓のレベルの習得率，文字のレベルの習得率

　到達度調査，定着度調査では，音訓別に読み書き調査を行った。したがって，音訓別に正答率が

求められる。これを音訓のレベルの習得率と呼ぶことにする。この調査では，文字のレベルの習得

率も設けた。文字のレベルの習得率とは，読みでは，文字を提出して，どの読み（音訓）でも読め

れば正答とした場合の習得率であり，書きでは，どの用例でもよいからその文字を書けた場合の習

得率のことである。しかし，この調査では，そのような調査方法を採っていないので，操作的に，

その漢字の音訓の中で，もっとも正答率の高い音訓の正答率を，文字のレベルの習得率とした。音

訓のレベルの習得率，文字のレベルの習得率をまとめると，次のようになる。

　音訓のレベルの習得率一音半それぞれの正答率

　文字のレベルの習得二一その漢字の音訓の中で，もっとも正答率の高い音訓の正答率

　例えば，1年配当漢字の「森」は，「シン」と「もり」という2つの音訓を持っている。到達度の

それぞれの正答率は次のとおりである。
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　　　　　　　　　　　　読み　　　　書き

　　　　　　シン　　　9．5％　　　4．0％

　　　　　　もり　　　98．0％　　 96．0％

　この正答率が，音訓のレベルの習得率である。そして，もっとも高い正答率が文字のレベルの習

得率であるから，文宇のレベルの習得率は，読み98．0％，書き96．0％である。

第2節　配当学年と漢字習得

　児童・生徒の漢字習得は，漢字の配当学年によって大きく変わる。本節では，このことについて

述べる1＞。

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

全　　　　体 92．7 66．2 76．0 53．5

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

93．5

X4．9

X3．2

X3．3

X0．6

X2．0

88．3

V5．7

U7．1

U4．1

T7．6

UG．4

58．2

U9．3

V5．2

W2．0

W0．8

W7．0

54．9

T1．2

T2．4

T5．7

T0．1

T7．4

（1）配当学年別平均習得率　　到達度の場合

　表1－2－1は，漢字の配当学年別に到達度の平均習得率を示したものである。そして，図1－2－1はそ

れをグラフに表したものである。読み書きともに，高学年の配当漢字ほど，文字のレベルの平均習

得率と音訓のレベルの平均習得率との違いが小さくなる。文字のレベルの習得率は，その漢字の音

訓の中でもっとも習得率の高い音訓の習得率である。したがって，高学年の配当漢字ほど1音訓し

か持たない漢字が多いことが，このことの理由として考えられる。1音訓しか持たない漢字の割合

は，1年配当漢字10．5％，2年配妾漢字13．1％，3年配当漢字32．8％，4年配盗漢字45．1％，5年

配当漢字53．8％，6年配当漢字61．1％である。

表1－2－1　到違度の平均習得率　　　　　　　　　　　ec　1－2－1　到達度の平均習得率
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　さて，読みの場合，文字のレベルの平均習得率はどの配当漢字も90％台であって，比較的高い。

これに対して，書きの場合，文字のレベルの平均習得率は，高学年の配当漢字ほど低い。上述のよ

うに，文字のレベルの習得率は，その漢字の音訓の申でもっとも習得率の高い音訓の翌得率である。

文字のレベルの平均習得率に注闘することによって，次のように，読みと書きとの違いをまとめる

ことができるだろう。

　読み一どれか1っの音訓を読むだけならば，どの学年の配当漢字でもほとんどの児童・生徒が

　　　　　読める。

　書き一どれか1っの音謂を書くのでも，高学年の配当漢字ほど難しくなる。

（2）1年後，2年後，4年後の場合

　1年後，2年後，4年後の場合はどうであろうか。表1－2－2～表1－2－4は，1年後，2年後，4年

後の配墨学年劉平均習得率を示したものである。そして，図1一2－2～図1－2－4はそれをグラフに表し

たものである。（1）で見た到達度の習得傾向は，だんだん弱くなるものの，1年後，2年後，4年後

でも，依然として続くようである。

表1－2－2　1年後の平均習得率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

全　　　　体 93．5 62．6 79．5 52．4

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

96．0

X6．4

X4．5

X2．8

X1．6

X2．1

89．6

V7．0

U3．5

T6．4

T3．3

T6．0

66．2

V5．5

V9．8

W1．9

W3．3

W7．3

61．2

T7．9

T1．2

�V．8

S6．5

T2．3

表1－2－3　2年後の平均習得率
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文字のレベル　音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

全　　　　体 96．3 73．6 86．3 64．4

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

97．8

X7．6

X6．9

X6．9

X5．4

X4．4

95．2

W4．8

V5．7

V1．0

U3．9

U6．9

77．6

W2．4

W6．9

W9．3

W8．6

X1ユ

74．4

U8．8

U4．3

U2．7

T5．2

U3．4
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襲レ2纏　4年後の平均習得率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

全　　　　体 98．6 86．0 93．7 79．5

1年配当漢字

Q年配当漢字

R庫配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

99．3

X9．2

X8．8

X8．6

X8．0

X8．圭

98．1

X3．1

W8．8

W3．3

V9．3

W2．3

89．4

X2．3

X4．6

X4．1

X4．0

X6．8

86．3

W4．0

W三．4

V5．2

V1．9

V9．3

図1－2－4　4隼後の平均習得率
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（3）他の調査の場合

　（1）と（2）で見た読みと書きの習得傾向は，どの程度一般性があることなのだろうか。この調査だ

けの特殊な結果なのだろうか。他の調査の結果も見てみることにしよう。

　次の①～③の調査は，到達度と同じく，漢字の配当学年の1っ上の学年の児童・生徒を対象に調

査している。それぞれ，次のように到達度と比較した。

　①文化庁調査

　　　文化庁『児童・生徒の読み書きのカー当用漢字についで一』（1972年）で報告されている

　　調査である。配当学年の同じ音訓のみを比較する。比較した音訓数は，613音訓（553字）であ

　　る。

　②N本標準教育研究所調査

　　　日本標準教育研究所『全国学力調査シリーズ2　漢宇』（1980年）で報告されている調査であ

　　る。書きの結果だけが報告されている。比較した音訓数は，994音訓（994字）である。

　③総合初等教育研究所調査

　　　総合初等教育研究所『小学生の漢字の力s（1982年）で報告されている調査である。比較した

　　音訓数は，1，283音訓（996字）である。

　図1－2－5～図1－2－7は，その比較を行った結果である。全般的に読みよりも書きのほうが，到達度

との平均習得率の違いが大きい。書きの場合，正誤判定の基準が，調査によってかなり異なること

が影響していると思われる。しかし，いずれも到達度と岡じようなグラフを描いている。したがっ

て，①～③の調査とも，劉達度と同じように小学校配当漢字996字2，005音訓を調査していたならば，

図1－2－1のような結果になっていたと考えられる。

40　第1薫現代の！　pt・生徒の漢字習得の傾向



製1－2－5文化庁調査との比較
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　なお，次の④と⑤の調査は，①～③の調査と異なり，到達度とは直接比較できない。配当学年甥

平均習得率だけを，図1－2－8と図1－2－9に示す。書きだけについてであるが，高学年の配当漢字ほど

習得しにくいという結果が示されていると論えるだろう。

　④日本私学教育研究所調査

　　　日本私学教育研究所『中等学校における漢字書写能力調査i昭和43年度』（1969年）で報告さ

　　れている調査である。中学2年生，高校1・3年生を対象にした200字（200音訓）の書きの調

　　査である。配当学年は，昭和33年改訂版小学校学習指導要領にもとつく。

⑤京都市立中学校教育研究会調査

　　　京都市立中学校教育研究会国語部会「漢字を書く力」調査委員会『中学生の漢字を書く力の

　　調査毒（1980年）で報告されている調査である。中学1・3年生を対象にした小学校配当漢字1，707

　　音訓（985字目についての書きの調査である。配当学年は，昭和53年改訂版小学校学習指導要領

　　にもとつく。
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（4）1年前の場合

　表1－2－5は，1年前の配当学年別平均習得率を示したものである。図1－2－10は，それをグラフに表

したものである。学校で組織だった学習をした後の結果である到達度，1年後，2年後，4年後の

場合とは，違った結果が見られる。読み書きとも，また文字のレベル，音訓のレベルとも，高学年

の配当漢字ほど平均習得率が高くなっている。しかし，この結果は，高学年の配当漢字ほど習得が

容易であると考えるよりも，高学年の児童・生徒ほど，漢字の自然習得（学校教育によらない葬組

織的な学習）が盛んになると考えるほうが妥当であろう。このことと，（D～（3）で見たこととを関

連させると，書きの場合，自然習得は増すが，学校教育による負担はそれを超えていると言うこと

ができるだろう。効果的な学習指導が望まれるところである1｝。

衰1－2－5　1年前の平均習得率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

全　　　　体 43．3 6．0 30．4 4．1

2年配当漢字

R年配当漢字

S年配当遠回

T年配当漢字

U年配当漢字

19．4

R5．4

S3．3

S9．4

U3．6

L6
R．5

S．7

T．6

P3．5

11．3

Q3．3

RL7
R7．0

T5．3

0．8

Q．2

R．3

S．0

P1．7
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注

1）同様の指摘は，以下の文献においてもなされている。

　　有本良彦「小・中学校の諸教科における学習効果の現状に関する調査研究」，『国立教育研究斯

　　蘇己要』　93集，　1977墨髭

　　　　このように，小・中学校のすべての段階を通じて，床習の段階における「書き」の力は，

　　　「読み」の場合にくらべ相当に低いことが明らかであり，ほとんどすべての文字は，少数の

　　　生徒を除けば，学校における指導をへなければ正しく書くことができないのである。したが

　　　って，学校における理解な指導が，ヂ書き」においてはとくに大切だと考えられる．（60頁）

　　天野清・裁須俊夫『小学生の国誘・箕数の学力2秋山去店，1992無

　　　　漢字の読み・書きの響得について，上記の諸資料が示している興昧ある第二の事実は，漢

　　　掌の読み・書きの習得過程の相違に関するものである。第4－1－1図が示しているように，漢字

　　　の読みの場合，児童は，まだ教科書では提示されていない1学年，あるいは2学駕上の学年

　　　で学習する漢字についても，その一一部ではあるが，かなり正しく読むことができる。しかし，

　　　漢字の告ぎの場合，第5学年で6学無の漢字を書く場舎が，多く認められたが，他の学年で

　　　は，そのようなケースは，非常に少ない。いわば，その学年で教科書に出てきて，そこで書

　　　き方を習得する栃合が，圧倒的に多く，それが習得の中心的な位置を右めているのである。

　　　（107頁）

第3節　漢字習得の経年比較

　戦後，児童・生徒の漢字の読み書きの能力に関して，何回かの教育論議が行われている1）。本節で

は，児童・生徒の漢字習得の経年変化について見ることにする。

注

1）児童・生徒の漢字の読み書きの能力の向上は，学1響指導要領の改訂のたびごとに問題とされて

　きたことである。戦後，このことに関して行われた鍍育論議の中で最大のものは，昭和20年代に

　行われた学力低下に関する論争であろう。これは，「一品の子どもは集会をうまく運営し，さまざ

　まな場で油分の意見を率直に発表できるようになった反颪，漢字の読み書きや計算の学力がおち，

　県庁所在地や歴史上の璽要人物などを知らないという常識に欠けるという批判であった。問題は，

　まず読み書き算，次に地理や歴史であった。」（大田発編著『戦後日本教育史書岩波書店，1978年，

　23頂）というものである。このことに関連して，いくつかの学力調査が行われている。国語に関

　するもののみ，以下にあげる。

　　理本教育学会学力調査委員会『和学校生徒の基礎学力al東京大学出版会，1954年

　　臼本教職員綴合学力調査委衰日『国語の学力調査』大日本図憲，1955年

　　国立教育研究所『学力水準調査（第三次中貫報告）a1956年

（1）4つの事例

　このことに関係する事例を4つ見ることにする。これらの事例は，いずれも児童・生徒の漢字の

読み書きの能力が向上していることを，直接ないしは間接に示すものである。

事例1　漢字の習得度調査と文化庁調査との比較

　報告95「児童・生徒の常用漢字の習得』の第4章第4節で，漢字の習得度調査の結果と，その20

年ほど前に行われた文化庁調査の結果との比較を行った。報告95にもとづいて述べる。なお，ここ

では難字の習得度調査」を「国語研調査」と呼ぶ。

1）　文化庁調査の概要
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　調査の目的

　　　　義務教育の期問中における漢字の習得状況を調査して，国語施策の検討上，および，国語

　　　の学習指導上の基礎資料を得ること1）

　調査内容

　　　　主な当用漢字についての音訓別読み書き調査

　調査年度

　　　　昭和39（1964）～44（1969）年度

　調査校

　　　　全国から選んだ小学校12校（昭和39～42年度），中学校12校（昭和39～42年度），高等学校

　　　59校（昭和43・44年度）

　調査方法

　　　　学級ごとに行うペーパーテスト

　この文化庁調査で，小，中学生を対象に当用漢字別表の漢字について行った調査は，昭和39年度

に実施された。国語研調査の小学校配当漢字についての調査は，昭和57（1982）～59（1984）年度の

3年間に実施された。したがって，この2つの調査は，正確には18～20年あいていることになる。

2）　比較の内容

　文化庁調査と国語研調査を，次の要領で比較する。

　　音訓の習得率を比較する。

　　文化庁調査の職と国語研調査の蒔とで，配当学年が同じ音調（漢字）だけを比較する2）。

　　文化庁調査と国語研調査で，ともに調査した音訓だけを比較する。

　　音訓（漢字）の配当学年の次の学年の児童・生徒を対象にした結果を比較する。

　　　　したがって，国語研調査の到達度と1年後と比較することになる。表1－3－1に示すように，

　　　9月に行われた文化庁調査は，5月に行われた到達度と，11月に行われた1年後の中聞に入

　　　る。

表1－3－1比較の対象となる調査

実施時期 調査漢字 比較の対象とする児童・生徒

文化庁調査 昭和39奪9月 当用漢字別表の漢字 配当学年の次の学年の児童・生徒

到達度
昭和58年5月

ｺ和59年5月

1～3年配当漢字

S～6年配当漢字
配当学年の次の学年の児童・生徒国

語
研
調
査 1年後

昭和57年11月

ｺ和58鍛1月

1～3年配当漢字

S～6年配当漢字
配当学年の次の学年の児童・生徒
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3）　比較の結果

　表1－3－2｝a，文化庁調査，到達度，1年後の平均習得率を示した。図1－3－1は，全体をグラフに表

したものである。読みでは，文化庁調査の平均翌得率がいちばん低い。そして，図ユー3－2と図1－3－3

は，配墨学年別に平均習得率をグラフに表したものである。また，表1－3－3は，平均習得率の大小関

係を不等号表示で示したものである。読み書きとも，低学年に配当されている音訓（漢字）は，文

化庁調査のほうが高く，高学年に配当されている音訓（漢字）は，国語研調査のほうが高い3）。特．

に，書きの場合，この傾向が強い。しかし，全体をまとめて見ると，上に述べたように，国語研調

査のほうが高いという結果になる。

衰1－3－2文化庁調査と国語研調査との一思習得率の比較 （o／o）

読 み 書 き

国語研1 国語研
音訓数 文化庁

到達度 1年後
音訓数 文化庁

到達度 1年後

全　　　　体 613 87．9 9G．3 91．3 612 62．6 64．5 6i．1

1年配当漢字

Q年配当漢享

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漠字

U年配当漢字

36

W5

P26

P43

P48

V5

96．5

X3．9

X0．9

W7．0

W5．1

V9．2

93．0

X2．3

X2．1

X1．3

W9．0

W4．2

96．0

X5．1

X3．4

X0．5

X0．4

W4．5

36

W5

P26

P43

P47

V5

93．嘆

W2．7

V1．2

T0．4

T5．0

S9．2

88．4

V5．0

U7．4

U4．0

T8．4

S9．3

90．7

V8．2

U4．0

T6．3

T5．3

S2．6
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表1－3－3　配当漢掌別に見た平均習得率の大小関係

読　　　み 書　　　き

1年配当漢字 到達響く1年後く文化庁 到達度く1年後く文化庁

2年配当漢字 到達度く文化庁く1年後 到達度く1年後く文化庁

3年配当漢字 文化庁く到達度く1年後 1年後く到達度く文化庁

4年配当漢字 文化庁く1年後く到達度 文化庁く1年後く到達渡

5年配当漢字 文化庁く到達度く1年後 文化庁く1年後く到達度

6年配当漢字 文化庁く到達導く！年後 1年後く文化庁く到達度

図1－3－2　配当三二ごとの文化庁調査と
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注

1）文化庁「児童・生徒の読み書きのカー当用漢字について一」大蔵省印脳局，1972年，1頁。

　文化庁調査の結果は，この報告書による。

2）報告95の第4章第4簸の「集計表（3）一文化庁調査と国語研調査一一」にあげた「折（おれる）」

　は，文化庁調査の実施当蒔（昭和39年度）と国語研調査の実施当時（昭和57～59年度）とで配当

　学年が異なっている。報告95の第4章第4節の表4－23は，この「折（おれる〉」を高めて計算して

　いる。今圓，修正した計箪結果を表王一3－2に載せた。比較した音訓の数は，読み613音訓，書き612

　音調である。

3）　この結果を見るにあたって，文化庁調査の実施当特（昭和39年度）の漢字の学年配当と，国語

　研調査の実施当購（昭和57～59年度）の漢字の学年配当との違いを考慮に入れる必要がある。序

　章第2節に述べたように，文化庁調査の実施当時よりも，低学奪の配当漢字が多くなっている。

　したがって，文化庁調査のほうが低学年の配当漢字の平均習得率が高いことは，当然であると言

　えるだろう。なお，昭和43年改訂版小学校学園指導要領で低学年の配当漢字を増やした理由の1

　つとして，この文化庁調査で，低学年1の配当漢字の習得率がひじょうによかったことがあげられ

　ている。輿水実編「改訂小学校学習指導要領の展朋　国語科編明治図書，1968年，214～2王5頁

　を参照。

事例2　幼児のひらがなの読み書き調査

　児童・生徒を調査したものではないが，幼児のひらがなの読み書き調査の結果は間接的に児童・
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46文字中 46文字中 71文字中 71

調査年月 対　　象 被調査児数 読める字 書ける字 読める字 書

の平均 の平均 の平均 の

昭
和
2
8
年
調

昭和28年

S～5月

6歳児（入学し

ｽ児童）

読み65G名

曹ｫ613名
26．1 17．8 34．8

査

ム 4歳児クラス
薗
昭和42年

幼稚園児（4歳
818名

24．4 8．7 33．5

の 児クラス　5歳
調
査

11月
児クラス）

5歳児クラス

@’1，399名
36．8 19．9 53．0

生徒の漢字の読み書きの能力の向上を示すものと言えるだろう。表1－3－4の「昭和28年調es．」　「今回

の調査」とも，国立国語研究所が実施したものである1）。報告45拗児の読み書き能力』（1972年）

から引用する。

tc　1－3－4幼児のひらがなの読み轡きの経年比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71文字中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書ける字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の平均

22．7

IO．8

26．0

注）　「46文字」とは，「清音＋同音（ん＞」の46文字のこと。「71文掌」とは，「清音＋擁膏（ん）÷濁音＋半濁音」の71文字のこと。

注

D　昭和28年調査，今圓の調査は，それぞれ次の報告霧に報欝されている調査である。ただし，表

　1－3－4の「昭和28年調査」の結果は，報告45において再計籏されたものである。

　　ll召和28年調査一報告7「入門期の欝語能力2秀英出版，1954難

　　今囲の調査一報告45『幼児の読み書き能力』東京書籍，1972年

事例3　児童の作文の漢字禽有率調萱

　児童の書いた作文の漢字含有率1）についても，調査結果が残されている。表1－3－5の「I」「11」「頂」

とも，国立国語研究所が実施したものである2）。いずれも，児童に「ともだち」という課題で書かせ

た作文の漢字含有率を調べた結果（平均値）である。だんだんと漢字を多く使うようになるという

傾向が見られるであろう。

表重一3－5課題作文「ともだち」の漢字含有率の経年比較

調査時期 調査対象
漢字書

ﾌ平鯵

1 昭和33年1月 菓京都新宿区，栃木県小由市の小学校6年生84名 11

夏
1 昭和48年5月

東京都杉並区，新潟県新潟市，奈良県奈良市の小学

Z6年生99名
！4

111 昭和58年2・3月 千葉梁松戸市の小学校6年生60名 21

注

1）　漢掌含有率には，いろいろな求め方（計舞式）があり，それによって結果がかなり異なる。野

　村雅昭「週刊誌の漢字含禽率」（『計量囲語学』12巻5号，1980年）は，4つの計鏡式による結果を

　比較している。「lll」では，記号などを除く全文字申の漢字の割合として求めた。「1」「難」は計

　籏式を明示していないが，「Hl」と瞬じと思われる。

2）　「l」「王王J「HI」は，それぞれ次のものに報告されている調査である。ただし，「1」は，報告

　63『児量の表現力と作文』（1978年）において再計算されたものである。

　　1一報告26「小学生の言語能力の発達」明治園書，1964年

第3節漢宇翌得の経年比較　47



鰹難　温＝ゴ灘』惚灘謙轟論縣犠、、磯版、987年

事例4　文部省の教鳶課程実施状況に関する総合的調査研究

　文部省が全国の小，中学生の1パーセントを対象に昭和56（1981）～58（1983）年に行った教育課

程実施状況に関する総合的調査研究の中のペーパーテスト（達成度調査）の結果によると，岡一問

題によって昭和31（1956）年度に行われた全国学力調査の結果と比較すると，国語の学力は向上し

ている1｝。

（2）日教組調査

　国罠教育研究所と環本教職員組合とが昭和50年（1975年）10～11月に行った学力実態調査（以下

「日教組調査」と略す）が，児童・生徒の「読み書き能力の低下ないし停滞」を指摘して，（1）にあ

げた4つの事例とは違った結果を報告している。以下，この調査について見ることにする。

日教組調査の概要D

1）　鼠的

　　いまの「学習指導要領」と，それをもとにして作られた教科書のもとで，多くの子どもたちが

　授業にとり残され，もっとも基礎的な学力，つまり，子どもの将来の発達をうながすような学力

　を身につけることができないでいる。その実態を明らかにし，教育課程の抜本的改善のための基

　礎的資料のひとつを得ること。（『国忌教育s29号，9頁）

2）調査科目

　　算数，国語

3）国語の調査内容

　【基本調査】

　　漢字の読み

　　漢字の書き

　　語句の意味

　　短文作り

　【補充調査（歴史比較調査））

　　昭和26年（1951年）に文部省初等教育課で実施した教育漢字1OO字の書きのテスト（1GO字テス

　ト）2）

4）調査対象

　【基本調査〕

48　ee　1章現代の児璽・生徒の漢字習得の傾向



　　A県の小学5年生，中学1年生

　【補充調査一歴史比較調査】

　　3つの票の小学4・6年生，中学1・2・3年生

5）調査蒔期

　　昭和50（1975）年10月～11月

6）調査結果

　①基本調査（漢字の読み書き）

　　読みについては，次のような結果が得られている3）。

　　　　第2に，では〈読み〉についてはどうであろうか。

　　　　申学校1年の場合，100語の読みについてみると，平均77．2％の正答率（女子81．7％，男子

　　　73．7％）であり，一見して，結果はよい。しかし，〈読み〉についても生徒問，男女間の格差

　　　は大きく，小学校で習得すべき漢字についての生徒への定着率は決してよい結果を示しては

　　　いない。0点が全体で1．2％（女子1，3％，男子1．1％）あり，70点以下が26％，すなわち4人

　　　に1人もおり，これらの生徒は毎日学校で使用する教科書も読むことにきわめて困難を感ず

　　　るであろうことを予想させる。（『国民教育』29号，13頁）

　　　　小学校5年生の場合，平均得点は84．5点であり，一晃して高い正答率であるように思われ

　　　る。だが，半分以下しか読めなかった子どもが全体の6．7％一1080名中72名（そのなかには

　　　0点が3名ふくまれている）　　いる。比較的少数といえども，この数字を軽視するわけに

　　　はいかない（響町教育』29号，14頁）

　　書きについては，次のような結果が得られている。なお，中学1年生の書きは，100字テストの

　後半50字の問題をそのまま出題している。

　　　　第3は，〈書き〉の力が停滞ないし低下している傾向についてである。

　　　　曲学1年の漢字の書きの調査についてみると平均正答率は60．4％であって，しかも得点の

　　　ばらつきが大きい。ただし，女子は平均正答率は69．6％でばらっきは相対的に少なく，男子

　　　は53．4％でばらっきも大きい。男女の格差があまりにも！まなはだしいことが，今回調査の結

　　　果の一つの特徴であった。（『国民教育』29号，15頁）

図1－3－4漢字恥きの得点のばらつきの大きさ

％　［至困

告
翌
O　5　IO　15　2e　25　30　35　40　45　50

　　　　　　　　正答数

董［弼　　　　　董國
？oli　｛i）y｛t（Y〈1￥〉（）（llli　llll￥il］tlillF（）1＞　i？（；o　is　2ew？．s．．　30　3s　40　4s　so　／iL．，，roc｛tClrf（1）lll）21N

　　　　　　　　正答数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　5　10　15　2e　25　30　35　40　45’一5Jt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正答数
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　　　　小学校5年生の場合，平均得点は52点であり，全体として書けていない。半分以下しか書

　　　けなかった子どもが全体の44．2％一そのなかには0点が12名ふくまれている　　であった。

　　　また，得点のばらつきが大きく，得点を5殺階に区分すれば20点以下のものが13．3％，21～40

　　　点のものが19．5％，41～60点のものが25．8％，61～80点のものが29．6％，81点以上のものが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　　11．9％である。さらに男女差は平均得点で見れば46．74点対58．30点であり，11．54点の差であ

　　　る。（『国民教育』29号，16頁）

　　　　このく書き〉について，今日の学習指導要領に示されている漢字の配当学年が低学年つめ

　　　こみ主義になっていることから，子どもたちがいわゆる消化不良をおこしていることである。

　　　（『国民教育誰29号，16頁）

②補充調査（歴史比較調査）

　　　補充調査は，100字テスト（100字の書き取りテスト）である。次のような結果が得られてい

　　る。

　　　　1950年から51年にかけて文部省初等教育課の行った漢字書きの調査結果と今圓100字にっ

　　　いて行った「歴史比較調査」と対照してみても，漢字のつめこみ教育が逆の結果を生んでい

　　　ることが明らかである。すなわち，25年前では，教育漢字の読み書きを義務教育期聞中に習

　　　得す紅ばよいということになっており，新出漢字も現在よりは少なかったが，それでいて漢

　　　字習得は学年進行にともなって向上していた。ところが，今回の調査では，学年進行にとも

　　　なう向上のカーブは緩慢となり，全体として，書きの能力の低下をきたしている。すなわち，

　　　25年前のあり方をそのまま肯定する意味ではないが，当時は，いわゆるF大器晩成型」であ

　　　るのにたいし，現在は，「早期つめこみによる学習不振型」となっている。（『国民教育』29

　　　号，18～19頁）

図1－3－5習熟と手播の少ない現在の漢字学習　　翻1－3－6漢字学習における学年進行にともなう停滞

IOO

50

　　　　　　　　　　　　III王I

　　　　　　　　　　　　　II
　　，’　　　　　　　　　　　　田

II　”　！　　　　7　　　　　　　　！’IV
II’　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ
　　　o’　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ’

　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ

　　”
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

III　　　　！　1　1～25字：の群

　　　　／　II　26～50字の群
　　　／’　　III　51～75字の群i

　，・t　　　　IV　76～100字の群
IV　　　　　　　　一今回調査
　　　　　　　　　一””1950年調査

　　　　　　　　　　　　1
レ＿＿．・…二＝＝：＝＝＝＝ごご遁

loe％

50

耳1年（2年黙契和26年）配当
母2年（2年）　一一一今回調査

通2年（4年）　…・1950年調査

底4年夏中2年）　　　　耳母
母・∵」♪鵠霊＝∵二＝誤’ ＝F：樋

耳／　　　一…　“’一一一’”“’　．底

鑑ノ　　！・！響

耳底：ぴ＝農
　　　底・’

ノjx4　 ノ』、6　 中1　　中2　　中3
ij、4　 ノ」、6　　中1　　中2　　中3
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注

1）　日教組調査は，以下のものに報雀されている。

　　　日本教職員組金・國民教育研究所「教育課程改善のための学力実態調査一一その結果と分

　　　析一一」，『国民教育』29号，1976年

　　　伊ヶ崎暁生「II調査の結果　　その1・蟹語一一」，「教育評論』338号，1976年

2）　この文部省調査とは，

　　　文部省『児意生徒の漢字を書く能力とその基準』明治図書，1952年

　に報告されている調査のことである。

3）以下，『国民教育』29号からの引朋にあたって，漢数字を舞用数字に改めた。

（3）日教組調査の検証

　H教組調査でいちばん強く主張されたことは，漢字の読み書きの定着がよくないということであ

った。しかし，実は，国語研調査（漢字の習得度調査）の結果からは，このような事実は晃られな

いのである。表1－3－6～表1－3－12は，小学校配当漢宇全体および各学年の配当漢字について，到達

度，1年後，2年後，4年後の平均習得率の推移を示したものである。そして，図1－3－7～図1－3－13

は，それをグラフに表したものである。読みでは，どの場合も，到達度，1年後，2年後，4年後

ge　1－3－6　小学校配当漢字全体の平均習得率　　　　　　ee　l－3一・7　1年配当漢字の平均習響率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

到達度

P年後

Q年後

S年後

92．7

X3．5

X63
X8．6

66．2

U2．6

V3．6

W6．0

76．0

V9．5

W6．3

X3マ

53．5

T2．4

U4．4

V9．5

図ト3－7
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4e
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10

　0

小学校配当漢字全体の平均習得率の三下

。一一一一““”一〇一一一
秩F．r＝：8．．．o

　　　　　　　顔“◎齢夢ρ
o．．一一一‘’O”’r@／．．e
　　　　　　　r．／

⑱・・帽扁鞠聯⑧’

到
達
度

　　1　　　　2　　　4
　郊　　　年　　　年
　後　　　後　　　後

N読み文字のレベル
ひ・つ読み音訓のレベル

←一⑳書き文字のレベル

伽⑲書き音訓のレベル

文字のレベル 音訓の

読み 書き 読み

到達度

P年後

Q年後

S年後

93．5

X6．0

X7．8

X9．3

88．3

W9．6

X5．2

X8．1

58．2

U6．2

V7．6

W9．4

図1－3－8
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1年配当漢字の平均習得率の推移

書き

54．9

61．2

74．4

86．3

到　　　1　　　2
達　　　年　　　年
度　　　後　　　後

械読み文字のレベル
ひ・ゆ読み音訓のレベル
ep・一・一e：P書き文字のレベル

⑲・e書き音訓のレベル

4
年
後
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表1一・3－8　2年配当漢字の平均習得率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

到達度

P年後

Q年後

S年後

94．9

X6．4

X7．6

X9．2

75．7

V7．G

W4．8

X3．1

69．3

V5．5

W2．4

X2．3

51．2

T7．9

U8．8

W4．0

図1－3－9
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2年配当漢字の平均習得率の推移

　　　　　　　　．”　．e
5”’””’Ur　．e”’

・。，・…”e’

@→読み文字のレベ，レ

　　　　　　0・℃読み音訓のレベル

　　　　　　一書き文字のレベル
　　　　　　Pt・e書き音訓のレベル

4
年
後

表1－3－9　3年配当漢掌の平均習得率

到
達
度

1
年
後

2
年
後

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

到達度

P年後

Q年後

S年後

93．2

X4．5

X6．9

X8．8

67．1

U3．5

V5．7

W8．8

75．2

V9．8

W6．9

X4．6

52．畦

T1．2

U4．3

W1．4

図1－3－10
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IOO
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3年配当漢字の平均習得率の推移

。一一〇一tor
秩F．：8．一〇

　　　　　　，の’．oρ
　．．．．．o．’”　／　．m
o一　”r　pu　．一
　　　　　　　e一一一

＆’匿’一ny　’e” @（〉一・m・・O読み文字のレベル

　　　　　　ひ・っ読み音訓のレベル

　　　　　　N書き文字のレベル
　　　　　　⑩・下書き音訓のレベル

到
達
度

1
年
後

2
年
後

4
年
後

表1－3－19　4年配当漢字の平均習得率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

到達度

P年後

Q年後

S年後

93．3

X2．8

X6．9

X8．6

64ユ

T6．4

V1．0

W3．3

82．0

W1．9

W9．3

X4．1

55．7

S7．8

U2．7

V5．2

ee1－3－ll

e
／
e

／
i
：
8

4年配当漢字の平均習得率の推移

“．一〇．．一一一．o
◎幽層日葡■瞬鱒。●，

　　　　　　　　　　．．e

　　　　　　　．m
　　　　　　’⑧亀輸　　　　　　　　，’

　　　哩（mo読み文字のレベル

　　　　　o・一〇読み音訓のレベル

　　　　　pm書き文字のレベル
　　　　　di・…e書き音訓のレベル

2
年
後

表1－3－11　5年配当漢字の平均習得率

到
達
度

1
年
後

4
年
後

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

到達度

P年後

Q年後

S年後

90．6

XL6
X5．4

X8．0

57．6

T3．3

U3．9

V9．3

80．8

W3．3

W8．6

X4．0

50．1

S6．5

T5．2
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5年配当漢字の平均習得率の推移

。一一一一一一〇’一’一
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到
達
度

1
年
後

　　2　　　　4
　　年　　　年
　　後　　　後

H読み文字のレベル
a一つ読み音訓のレベノ、，

pm書き文字のレベル

伽噸 曹ｫ音訓のレベル
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ee　1－3－12　6年配当漢字の平均習得率

文字のレベル 音訓のレベル

読み 書き 読み 書き

到達度

P年後

Q奪後

S年後

92．0

X2．1

X4．4

X8．1

60．4

T6．0

U6．9

W2．3

87．0

W7．3

X1．1

X6．8

57．4

T2．3

U3．4

V9．3
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6年配当漢字の平均習得率の推移
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となるに従い，平均習得率が上昇している。書きでは，全体および3～6年配妾漢字の場合，1年

後でいったん到達度よりも平均習得率が低くなるが，2年後，4年後となるに従って，平均習得率

は上昇していく。1～2年配当漢字の場合は，読みと同様に，到達度，1年後，2年後，4年後と

なるに従い，着実に平均習得率が上昇している。この事実から，第3学年以上に配当されている漢

字は，学習したすぐ後は児童の書く経験によって習熟されないので一時習得率が低下するが，その

後の書く経験によって習熟し，2年後，4年後となるに従って習得率が上昇していくのだと言うこ

とができるだろう。しかし，M教組調査が主張するほどの問題は見られない。そこで，β教組調査

の結果を検証するための調査を実施した。以下，この検証調査の結果について報告する。

検証調査の概要

1）目的

　　漢字の書き（100字テスト）に関して，日教組調査の結果を検証すること。

2）調査内容

　　漢字の正答率は，調査問題の形式によって大きく変わる1）。日教組調査の結果は，文部省調査の

　問題文が古い（難しい）ためとも考えられたので，次の2種類の調査票を作成した。（本節の終わ

　りに調査票A・Bの問題文を掲載する。）

　　　調査票A一文部省調査の100字テストとまったく同じ問題2）

　　　調査票B　　原則として国語研の漢字の習得度調査で使われた問題

3）調査対象

　　東京都の公立小学校3校，公立中学校2校3｝の小学4・6年生，中学1・2・3年生。各学年と

　も，学校と性による偏りをなくすため，調査の実施後，各学校男女それぞれ同じ人数分調査票を

　無作為に抽出した。その結果，調査票A・Bとも，小学4年生は96名を，そしてそれ以外の学年

　は120名を対象とすることとなった。日教組調査よりも対象数が少ない4）が，調査票のAとBとを

　比較することによって，誤差をチェックすることができると考えた5）。

4）調査時期

　　1985年11月
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5）臼教組調査の検証

　①基本調査（中1・漢字の書き）の検証

　　中1・漢字の書きについて見ることにする。これは，100字テストの後半50題と同じ問題であ

　る。調査票A・Bの後半50題の結果と比較してみることにする。表1－3－13は，3つの調査の平均

　正答数を示したものである。調査票のA・Bとも，男子よりも女子のほうが得点（平均正答数）

　が高い。そして，調査票のA・Bとも日教組調査よりも得点（平均正答数）が高い。また，調査

　票のAとBとを比べると，男女とも調査票Bのほうが得点（平均正答数）が高い。すなわち，日

　教組調査が使った文部省調査の悶題よりも，国語研の漢字の習得度調査の問題のほうがやさしい。

表匪一3－13平均正答数

男　子 女　子 全体

日教維 26．7 34．8 30．2

調査票A 33．4（11．4） 38．5（8．2） 36．0（10．2＞

調査票B 36．0（10．8） 41．1（7．3） 38．5（9．5）

注）　（）の中はSD

　　また，表1一・3－14は，正答数の分布を示したものである。そして，図1－3－14は，全体の正答数の

　分布を日教組調査と対照させてグラフに表したものである。H教組調査よりも調査票のA・Bの

　ほうが正答数のバラツキが小さい。そして，調査票のA・Bとも，日教組調査と同じく，男子よ

　りも女子のほうが正答数のバラツキが小さい。後者のことは，表1－3－！3の標準偏差の大きさから

　も言えることである。

　②補充調査（歴史比較調査二100字テスト）の検証

　　100字テストの結果を見ることにしよう。表1－3－15は，学年進行による定着の度合を見るため

　に，文部省調査，日教組調査，調査票のA・Bについて，日教組調査の整理の仕方にならって結

　果を示したものである。そして，図1－3－15，図1－3－16は，図1－3－5，図1－3－6と同じようにグラフ

　に表したものである。「鼻」「底」のように習得率の停滞する漢字はあるが，霞教組調査が指摘す

　るほどの停滞は見られないと言ってよいだろう。

6）日教組調査と調査票のA・Bとのくいちがいの理由

　　現代の児童・生徒の漢字の読み書きの力がナ分に満足すべきものであるかどうかという議論は

　劉にして，調査票のAとBとによる澱教組調査の検証の結果からは，臓教組調査が示したような

　漢字の書きの停滞という事実は見いだされなかった。ここでは，日教組調査と調査票のA・Bと

　のくいちがいの理由について考えてみることにしよう。
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表1－3－14　正答数の分布 （o／o）

調 査　票 A 調 査　票 B
日教組

男　子 女　子 全　体 男　子 女　子 全　体

0－　5 3．8 1．7 0．0 0．8 L7 0．0 0．8

6－10 3．3 1．7 0．0 0．8 1．7 G．0 0．8

11－15 7ユ 6．7 0．0 3．3 5．0 0．0 2．5

16－20 7．5 3．3 5．G 4．2 1．7 0．0 0．8

21－25 9．6 5．0 6．7 5．8 3．3 5．0 4．2

26－30 11．7 21．7 1．7 11．7 11．7 3．3 7．5

31－35 15．1 10．0 15．0 12．5 13．3 13．3 13．3

36－40 16．7 18．3 28．3 23．3 1L7 13．3 12．5

41－45 17．7 15．0 2G．0 17．5 36．7 30．0 33．3

46－50 7．5 16．7 23．3 20．0 13．3 35．0 24．2

調査人数 1，080 60 60 120 60 60 120

ew　1－3－14　漢字轡きの得点のばらつきの大きさの比較
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ee　1－3－15　学年進行による定藩の度合（正答率） （o／o）

調　査（調査時期） 小　4 小　6 中　1 中　2 中　3

文部省（1950・5ユ年） 92 93 97 98 99

第　1　群 日教組（1975年） 86 90 90 87 88

（1～25） 国語研A（1985年） 98 99 98 98 98

国語研B（1985年） 97 98 99 99 99

文部省（1950・51年） 66 88 92 94 96

第　II群 β教組（1975年） 75 87 87 87 86

（26～50） 国語研A（1985年〉 91 95 95 96 96

国語研B（1985年） 90 96 96 95 97

文部省（1950・51年） 46 65 76 82 90

第　IH　群 日教組（1975年） 46 70 75 78 82

（51～75） 国語研A（1985妬） 69 83 85 88 92

国語研B（1985年） 66 84 86 89 92

文部省（1950・51年） 17 31 50 59 76

第　IV　群 日教組（1975年） 17 42 50 57 64

（76～100） 国語硯A（1985年〉 31 58 59 68 77

国語研＝B（1985年） 35 65 68 76 82

文部省（1950・51年） 55 69 79 83 90

全　　　体 日教組（1975年） 56 72 76 77 80

（1～100） 国語礒A（1985年） 72 84 84 88 91

国語研B（1985年） 72 86 87 90 93

耳　（1年） 文部省（1950・51年） 86 94 92 95 97

（1年） 日教組（1975無） 61 63 63 61 65

（1年） 国語研A（1985年） 94 93 93 98 97

（1年） 国語研B（1985年） 90 94 97 98 99

母　（2年） 文部省（1950・51年） 93 95 97 98 98

（2年） 日教組（1975年） 78 81 74 73 62

（2年） 国語醗A（1985年） 96 98 93 88 86

（2年） 国語蘇B（1985年） 90 94 93 91 go

野　（4年） 文部省（1950・51年） 75 94 94 97 96

（3年） 日教組（1975年） 66 73 78 76 66

（2年） 国語研A（1985年） 99 93 98 91 94

（2年） 国語醗B（1985年） 92 98 95 96 99

時　（3年） 文部省（1950・51年） 84 96 96 97 98

（2年） B教組（1975年） 92 87 90 81 77

（2隼） 国語研A（1985年） 99 98 97 96 96

（2年） 国譲研Bα985年） 97 98 98 97 96
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間　（4年） 文部省（1950・51年） 76 94 93 97 96

（3年） 日教組（1975年） 74 70 68 64 61

（2年） 国語磧A（1985年） 97 99 98 96 95

（2奪） 国語研B（1985年） 99 98 97 95 98

通　（4年〉 文部省（1950・51年） 66 82 87 87 92

（3年） 日教組（1975年） 70 85 74 78 77

（2年） 国語硯A（1985年） 80 90 89 88 93

（2年） 国語研B（1985年） 81 92 87 85 86

農　（6年） 文都省（1950・51年） 28 68 79 81 89

（4年） 日教組（1975年） 46 68 75 70 76

（3年） 国語研A（1985年） 48 77 80 80 84

（3年） 国語研B（1985年） 44 81 87 87 85

底　（中2） 文部省（1950・51年） 0 41 58 68 84

（4年〉 日教組（1975年） 1 53 50 53 52

（4年） 国語研A（1985年） 39 86 78 75 76

（4年） 国語研B（1985年） 42 76 78 80 83

開　（中1） 文部省（1950・51年） 21 53 67 72 87

（3年） 日教組（1975年） 32 53 44 53 58

（3年） 国語研A（1985年） 73 86 86 84 92

（3年） 国語研B（1985年） 7G 78 83 83 91

鼻　（中3＞ 文部省（1950・51年間 1 42 49 55 70

（4年） 日教組（1975年） 27 40 63 58 49

（3年） 国語研A（1985年） 54 51 50 70 69

（3年） 国語硯B（1985年） 60 53 59 67 81

注1）　第1群：王～3年配当漢掌，第II群：1～4年配当漢字，

　　　第m群：2～5年配当漢字，第W群：3～6年配当漢字
注2）　（）の中は配当学年（文部省の場合は，適すると思われた学年）
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　実は，日教組調査については，児童書語研究会編集の『国語の授業』（17号，1976年）に特集さ

れ，検討が行われている6＞。この特集の中で，松井四郎が述べていることが参考となる。松井四郎

は次のように述べている。

　　松山氏ばかりでなく多くの人が，中学段階でイ申び悩んでいる漢字の書きを憂えているが，そ

　の字の内容を見ると次の字である。主なものだけを拾ってみる。

　　①中学校で低下しているもの

　　月，元，母，時，間，犬等の字である。これらの漢字は中1よりも中2，中3と進むに従っ

　て正答率が低下している。わたしはこれらのデータを信じないわけではないが，思うに，本墨

　に書けないのではなくて，これらの字を書く，書きくせの悪さ一一例えば楷書で書いていなか

　つたり，くずしてあったりして　　が出て，厳重な採点の結果こうなったのではないかと思わ

　れる。だからわたしはあまり心配しない。むしろこれを救えるのは，基本点画をしっかり書か

　せる教育（指導）にまっということになる。
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　②申学校で横ばいのもの

　風，耳，気，池，治，駅，南，野，地，通，底などである。これらの字を見ても，中1～3

で書けないというのは，おそらく不注意によるものと思われる。例えば，え＿や，ジ，一3，い

口，」，窪など満足に書かない児童生徒はかなりあるとみてよい。（「国語の授業』17号，30頁）

　日教組調査で問題となった漢字は，一般に，調査によって正誤判定の基準が大きく違うもので

ある。このことが，田教組調査と調査票のAとBとのくいちがいの理由ではないかと考えられる。

　以上の検討から結論的に書うと，日教組調査で指摘された漢字の読み書きの能力の低下ないし

停滞ということは，筆者の行った検証調査では，はっきりとは認められなかった。しかし，第2

節で見たように，漢字の書きの学習指導は，漢字の学習指導の中で克塗しなければならない大き

な課題である。このことを指摘したものとして，日教組調査を位置付けることができるだろう。

なお，表1－3－16に，調査票のA・Bの漢字ごとの正答率を示した。

注

1）提出語彙の難易凌や，語で提出するか句で提出するかによって，結果に違いが出る。このこと

　については，報告95『児童・生徒の常胴漢字の翌得』の第3章第1節第3項に詳しく論じた。

2）問題文は，文部雀『児童生徒の漢字を書く能力とその基準s（明治図書，1952年）で使われてい

　るものと同じものを使胴した。El教組調査は，少し問題文を変えている。

3）調査校は，報告95「児巌・生徒の心中漢字の翌得sの第2章第4節第4項にあげた昭和60年度

　の以下の学校である。

　　　港区立青南小学校

　　　北区立滝lgjil第一小学校

　　　田無市立棚1沢小学校

　　　北区立面付中学校

　　　練馬区立豊玉中学校

4）　日教組調査の対象については，次のように説明されている。

　　　　基本調査

　　　A県の全学校生徒から，「溶化二段比例紬出法」により標本を抽娼した。

　　　漿内小・中学校を12の層にわけ，各摺から全児魔・生徒数に比例して，欄賦する数の学校を

　　無作為に抽出し（比例抽出・一段巨D，さらに調査校の対象八戸全員に調査を実施して，このな

　　かから無作為に一一定数の標本をとりだした（二段抽出）。

　　　標本数は，1080とした。（『国民教育」29号，10頁〉

　　　　補充調査
　　　B～F県での補充調査は，基本調査とあわせて，事態を構造的・歴史的に考察するために行

　　つた。

　　　典型調査の考え方で，サンプル数は各調査とも200ないし400を基準とした。

　　　（『網引教育』　29号，　10頁）

5）飽戸弘によれば，回収数（対象数）は「誤蓋」に関係し，回収率は「偏り」に関係する。飽戸

　弘『社会調登ハンドブックas（日本経済新聞社，1987年，78頁）を参照。

6）　日教組調査に関係する論稿として，以下のものが掲載されている。

　　　松1蹟行造「提案：『圏語の学力低下sをどう克服するか」

　　　揮ケ騎暁生「意見1；国語の学力実態調査を鐙当して」

　　　松井四郎「意児2：もっと明確化したいこと」

　　　田山輝夫「目引3：文化遺産としての漢字の指導」

　　　馬場正男「意見4：教育課程改善のたすけとはならない！」

第3鮪漢宇翌得の経年比較　　59



　　　　　　　　　　　　　　　調査票Aの問題（原文は縦書き）

・［］のなかに，かんじを　かきなさい。

1．おんなの　こ［子］iが　おお［大］2きな　にもつを　て［手］3に　もって，おかの　うえ［上］］4

　から　おりて　きます。

2．ばんごはんを　たべてから，うちの　ひと［人］5と　いっしょに　おはなしの　ほん［本］6を　か

　いに　いきました。そらには　あかるい　つき［月］7が　でて　いました。

3．なつは　いえの　なか［中］8に　いても　あついので，わたくしは　き［木］9の　したの　ひかげ

　で　べんきょう　する　ことが　あります。

4．さむい　かぜ［風］ioが　ふく，ゆきの　ふる　ひ［日］11でした。あたりは　もう　しろ［白］12く　な

　りはじめて　いました。ぼくは　となりむら［村］13まで　おつかいに　いきました。さむくて　みみ

　［耳］14が　いたいくらいでしたが，げんき［元］15［気］16を　だして　かけあしで　いきました。

5．ちぢと　はは［母］17が　ろの　ひ［火］18に　あたりながら，ことしは　むぎも　おこめ［米］19も　た

　くさん　とれたと　はなして　いました。

6．うらやまに　のぼる　みちは，いし［石］20ころが　あって，あるきにくかった。やまの　うえからは

　うみの　ほう［方］21まで　みえた。この　やまから　せかい［界］22の　すみずみまで　みる　ことが

　できたら　おもしろい　ことだと　おもった。

7．いえの　ひがし［東］23には　ひろい　はたけが　ある。あに［兄］24と　おとうとは　そこで　ここ

　ろ［心］25を　あわせて　はたらいて　いた。

8．みなみ［南］26の　そらに　くろ［黒］27い　くも［雲］28が　もくもくと　でて　きた。

9．あき［秋］29も　すぎて，ふゆが　ちかづいて　きた。しもの　おりる　あさ［朝］30が　おおくなつ

　て，の［野］31はらの　くさ［草］32も　かれはじめた。ぼくは　しもと　いう　だいで　さくぶん

　［作］33［文］34を　かこうと　おもう。

10．こくご［語］35の　じかん［聴］36［間］37に　へいわ［和］38な　くにと　いう　ことに　ついて　は

　なしあった。

11．おおきな　いぬ［犬139が　はなを　ち［地］40に　つけるようにして　くすりやの　みせ［店］41の　ま

　えを　はしって　とお［通］42つた。

12．きのはが　あかや　き［黄］43いうに　いろ［色］44ついて，やまも　たに［谷］45も　うっく［美］46

　しく　なった。

13．ぼくの　がっこうでも　うん［運］47どうでは，やきゅうが　さかんで　ある。しかし，たろうくん

　［書］48の　ピッチャーは　いいが，ない［内］49やが　よわい。

14．にもつが　おも［重］50いので　とちゅうで　かわの　きし［岸］51の　いわ［岩］52に　こしを　かけ

　て　二十ぶん［分］53ほど　やすんだ。

15．もんを　はいると　しょうめん晒］54に　げんかんが　ある。げんかんの　よこ［樹55には　いけ

　［池］56が　あって，きんぎょが　およいで　いる。

16．ひが　くれたが　こう［交］57つうの　ふべんな　いなかだから，あるいて　いくより　しかたが　な

　い。あね［姉］58と　いもうとは，よりそって　ぜん［前〕59ごを　みまわしながら　くら［暗］60い　さ

　か［坂］61みちを　のぼって　いった。

17．うしや　うまを　ほ［保］62こ　しよう。どちらも　のう［農］63ぎょうに　やくだつ　ことが　おお

　い。
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18．がっこうでちょう［帳］6’；めんを　とじる　とき，きりでゆび［指］65さきを　いためた。せんせ

　いがすぐ　くすり［薬］66を　つけて　くださった。

19．ありの　すの　ちかくに　パンくずを　な［投］67げて　やった。二ひきの　ありが　おもそうに　ひ

　［弓目68いて　いった。

20．せんそう［争］69の　ない　たのしい　せかいに　するには，あかるい　せいじ［治］70の　ちからが

　ひつようで　ある。

21．わたくしは　ようふくを　き［着］71ものに　きがえて，きしゃの　えき［駅］72の　ほうへ　さん

　［散］73ぽに　いきました。どこかで　しお［塩］74ざかなを　や［焼］75く　においが　して　いまし

　た。

22．かわは　ずいぶん　きゅう［急］76りゅうだが，そこ［底］77まで　すきとおって　いる。ゆうがたに

　なると，どての　つきみそうの　はなが　ひら［開］78く。

23．ぼくが　すいえい［泳］79の　けいこを　して　いるのは，みずに　おぼれない　ためだが，がっこう

　の　せん［選］80しゅに　なるほど　じょうずに　なりたい。

24．びょうきの　くろう［労］81を　くりかえすより，つね［常］82に　けんこう［健］83［康］84に　きを

　つけるように　したい。

25．さすが　きぬ［網］85おりものの　さんちだけあって，まちの　まつ［祭］86りには　まいとし　きぬ

　に　ついての　でん［伝］87せっを　おりこんだ　しばいが　おこなわれる。

26．とりは　こう［航］88くうに　つこうの　いい　かる［軽］89くて　じょうぶな　はねを　もって　い

　るから　うらやましい。つばめなどは　はねの　ちからで　いくつもの　くにの　こっきょう［境］90を

　こえて　いったり　きたり　する。

27．Aしは　ざいさんが　あるので　はな［＃「　］91を　たかく　して　いると　いう　ひとも　あるが，そ

　れは　ぎゃく［逆］92で　ある。まご［孫］93を　つれて　さんぽして　いる　ときなど，だれに　たい

　しても　こしの　ひく［低］94い　ぜん［善］95りょうな　ろうじんで　ある。Aしは　よく　まちの　ひ

　とを　まね［招］96いて　はなしを　きく。そうして，くらしに　こまって　いる　ひとが　あるのを　き

　けば，いろいろな　しなものを　だまって　とど［届］97けて　やる　ことが　ある。Aしは　じこ

　［己］98を　わすれて　しゃかいに　つくす　ひとで　ある。

　　Aしの　あっ［厚］99い　どうじょうに　よって　すく［救iooわれた　ひとは　この　まちだけでも

　すくなくない。
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調査票Bの閤題（原文は縦書き）

・目のなかに，かんじをかきなさい。

1．こ〔子］1どもとおとな

2．おお［大］2きい長ぐつ

3．切で［手」3をあつめる

4．年うえ［上］4のともだち

5．たくさんのひと［人］b

6．絵ほん［刺6をよむ

7．つき［月ゴの光

8．はこのなか［中］8

9．山のき［木］9を切る

10．北かぜ［風］iOがふく

11．ひ［日］11の丸の旗

12．しろ［白］12い雪

13．町やむら［村］13

14．目とみみ［耳］14

15．げんき［元］15［気］16にあるく

16．はは［母］17親にほめられる

17．花び［火］18をあげる

18．こめ［米］19をつくる

19．小いし［石］20をなげる

2G．北のほう［方］21角

21．世かい［界］22の国ぐに

22．ひがし［東］23の空

23．あに［兄124と弟

24．ひとりではこころ［心］25細い

25．みなみ［南］26の空

26．くろ［黒］27い長ぐつ

27．空にポッカリくも［雲］28がうかぶ

28．あき［秋］29晴れ

29．あさ［朝］30早くおきる

30．の〔野］31山をかける

31．くさ［草〕32むしり

32．さくぶん［作］33［文］34をかく

33．国ご［語］35のべんきょう

34．じかん［賭］36［聞」37がたつ

35．昭わ［和］38六十年

36．いぬ［犬］39小麗をつくる

37．ち［地］40図をみる

38．おもちゃのみせ［店］41

39．トラックがとお［通】42る

40．きいろ［黄］43［色］44のぼうし

41．たに浴］45　m　cl）水

42．うっく［美］46しいひと

43．うん［運］47動をする

44．ともだちの○○くん［君］48

45．あん［案］49目する

46．にもつがおも［重］50い

47．川のきし［岸］51をあるく

48．おおきないわ［岩］52

49．十五ふん［分］53たっ

50．正めん［面］54をみる

51．よこ［横］ooをむく

52．いけ［池］56の水

53．かれは社こう［交］57家だ

54．あね［姉］58と妹

55．午ぜん［前］59と午後

56．くら［暗］60い夜道

57．さか［坂〕61道をのぼる

58．まいごをほ［保］62護する

59．のう［農］63業をいとなむ

60．漢字の練習ちょう［帳］64

61．親ゆび甘旨］65でおす

62．くすり［薬］66をつける

63．ボールをな［投］67げる

64．つなをひ［引］68く

65．戦そう［争］69に反対する

66．にっぽんの政じ［治］70

67．赤い服をき［着］71ている

68．えき［駅］72のホーム

69．さん［散］73歩をする

70。しお［塩］74水でうがいをする

71．魚をや［焼ゴ5く

72．きゅう［急］76行にのる

73．海のそこ［底］77にしずむ
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74．教科書をひら［開］78く

75．水えい［泳］79のれんしゅう

76．学級委員のせん［選］80挙

77．苦ろう［労］81がむくわれる

78。つね［常］82に努力する

79．けんこう［健］83［康］84にきをつける

80．きぬ［絹］85織物

81．おまつ［祭］86りにいく

82．でん［伝］87記をよむ

83．ぶじにこう［航］88海をおえる

84．かる［軽］89いにもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　9085．アメリカとカナダの国きょう［境］

86．目とはな［弊］91

87．ぎゃく［逆］92転してかっ

　　　　　　　　　　　　9388．おじいさんとまご［孫］

89．温度がひく　［低］94くなる

90．体質を改ぜん［善］95する

91．友だちを家にまね［招］96く

92．荷物をとど［届］97ける

93．霞こ［己］98を主張する

g4。あっ［厚］99紙で箱をつくる

95．命をすく［救］100う
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表1－3－16 漢字ごとの圧答率 （o／o）
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●
　
　
．
　
　
9
　
　
の
　
　
。
　
　
。
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
，
　
　
，
　
　
「
　
　
辱
　
　
。
　
　
．
　
　
○
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
・
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
。
　
　
。
　
　
・
9
9
5
9
9
0
0
0
9
7
0
0
9
3
0
0
2
5
9
0
5
5
0
3
9
2
2
3
8
9
8
9
6
9
9
6
7
5
0
4
5
9
2
9
6
6
9
9
9
9
9
0
0
0
9
9
0
0
9
9
0
0
9
9
9
G
9
9
0
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
9
9
9
0
8
9
8
9
9
9
9
　
　
　
　
　
1
1
1
　
　
　
　
1
王
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

生
年
6

2
0
7
0
2
0
0
0
2
2
0
0
2
5
2
2
5
7
3
0
0
5
0
7
2
2
5
2
7
2
3
5
3
0
5
3
2
0
2
5
7
0
0
2
5
0
・
　
　
の
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○
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・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
．
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9
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0
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
●
　
　
　
●
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「
　
　
　
○
　
　
　
．
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●
　
　
　
，
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量
　
　
●
　
　
　
．
　
　
，
　
　
　
．
　
　
●
　
　
　
．
　
　
。
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
。
　
　
　
陰
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
9
0
6
0
9
0
0
0
9
4
0
0
9
2
9
9
7
6
8
0
0
7
0
6
9
9
2
4
6
9
3
7
8
0
7
8
9
5
9
7
6
G
5
9
7
0
9
0
9
0
9
0
0
0
9
9
0
0
9
9
9
9
9
9
9
0
0
9
0
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
0
9
9
9
9
9
8
9
9
8
9
9
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1
　
　
1
　
　
1
1
1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

生
年
4

O
G
O
O
O
O
O
O
O
8
0
0
9
8
0
0
8
5
9
0
8
6
0
8
0
4
8
6
6
8
0
9
8
9
7
0
9
5
8
8
9
2
3
9
3
5
．
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
，
　
　
●
　
　
●
　
　
「
　
　
辱
　
　
。
　
　
。
　
　
．
　
　
9
　
　
，
　
　
，
　
　
・
　
　
匿
　
　
．
　
　
G
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
9
　
　
。
　
　
量
　
　
冒
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
9
　
　
●
　
　
辱
　
　
。
　
　
．
　
　
■
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
噂
　
　
雪
　
　
・
　
　
0
0
0
9
9
9
0
0
9
0
4
9
0
7
3
9
9
5
8
6
9
4
0
0
4
9
5
5
0
0
5
9
7
4
6
1
9
6
7
5
0
6
0
2
7
2
6
G
O
9
9
9
0
0
9
0
9
9
0
9
9
9
9
9
8
9
9
9
9
0
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
9
7
9
8
8
9
8
8
1
上
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
閉
⊥
　
　
　
　
　
　
　
等
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

漢
　
字

子
大
手
上
入
本
月
中
木
風
日
白
村
耳
元
気
出
火
米
油
方
界
東
面
心
南
黒
雲
秋
朝
野
面
作
文
語
時
間
和
犬
地
上
通
黄
色
谷
美

配
　
当

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
2
2
2
1
2
1
2
3
2
3
2
2
2
2
2
2
3
2
2
2
3
2
2
3
2
2
3
3
3
2
2
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
2
1
2
1
2
3
2
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
3
1
2
2
2
2
2
2
3

番
　
号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
G
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭
1
1
圭
1
1
1
1
1
王
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
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7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9

3
3
4
3
3
3
2
3
4
2
3
4
2
3
3
5
4
4
3
4
3
3
4
4
3
3
4
4
4
3
4
3
4
4
4
5
5
5
6
4
5
4
4
6
4
6
4
5
6
6

3
3
4
3
3
3
2
3
3
2
2
4
2
3
3
5
3
3
3
3
3
2
4
4
3
3
4
4
4
3
4
3
3
4
4
5
4
4
5
3
4
4
3
5
3
5
4
4
5
5

運
霜
案
重
岸
岩
分
面
横
池
交
姉
前
暗
坂
保
農
帳
詣
薬
投
引
争
治
着
駅
散
塩
焼
急
底
開
泳
選
労
常
健
康
絹
祭
伝
航
軽
境
録
逆
孫
低
善
招

5
7
6
4
2
8
9
8
3
7
1
6
2
3
3
9
9
6
9
5
7
5
5
9
7
7
5
2
4
8
5
9
7
0
4
3
6
8
0
9
4
9
0
2
2
2
9
7
0
3

6
1
9
4
4
3
7
4
2
1
7
5
0
2
1
6
7
4
2
8
6
7
1
7
7
1
1
0
5
8
8
2
6
9
0
6
0
0
0
6
9
1
9
5
4
4
7
1
1
8

8
9
8
8
5
9
9
9
8
9
7
6
8
8
8
4
4
6
7
8
6
8
6
4
6
9
！
3
3
6
3
7
6
4
6
　
4
2
　
4
5
2
4
　
5
　
4
4

5
5
7
8
7
G
O
O
3
5
0
3
2
5
3
2
7
7
2
5
3
0
2
5
5
0
5
2
3
3
8
8
8
2
5
2
3
8
5
0
0
7
8
8
8
3
3
8
2
7

7
7
6
0
6
5
0
0
3
7
0
3
4
7
8
9
6
6
4
7
8
0
9
7
2
5
7
4
3
3
5
5
0
9
7
9
8
0
2
0
5
6
0
5
0
8
8
5
4
6

8
9
9
9
7
9
0
0
8
9
9
8
9
8
7
8
7
6
8
8
7
9
7
8
7
8
4
7
6
6
8
8
8
6
6
4
6
6
4
6
8
3
6
4
5
6
4
6
3
5

　
　
　
　
　
　
1
1

3
0
5
2
2
5
0
5
8
7
2
8
3
7
3
0
0
2
2
8
7
8
5
0
5
8
3
8
7
7
3
8
5
7
2
3
5
3
0
3
2
2
5
5
0
5
2
5
7
5

3
5
7
9
9
7
0
7
0
6
4
0
3
1
8
G
O
9
9
0
1
5
7
5
2
0
3
5
1
1
8
5
7
1
4
8
2
3
5
8
9
4
7
7
0
2
4
7
6
2

9
9
9
8
7
9
0
9
9
9
9
8
9
9
7
9
8
6
8
9
8
8
7
8
6
8
6
8
8
6
7
8
7
7
6
5
7
6
4
5
7
3
6
5
5
7
4
6
3
5

　
　
　
　
　
　
1

7
2
3
5
7
3
0
2
5
2
7
7
2
3
0
7
0
3
8
7
7
2
0
0
5
8
8
2
5
2
0
2
8
2
8
7
2
0
3
2
5
2
0
7
0
3
8
8
5
5

1
4
8
2
6
8
0
9
7
4
6
6
9
3
0
1
0
3
0
6
6
4
0
5
7
0
0
9
7
4
5
4
0
4
5
1
9
5
8
9
7
9
5
1
0
3
G
O
7
2

9
9
9
9
8
9
0
9
8
9
9
8
9
9
9
9
8
6
9
8
8
9
7
9
7
9
6
8
8
7
7
8
9
8
7
6
6
6
6
7
8
4
7
6
7
8
7
7
3
6

　
　
　
　
　
　
1

7
2
3
3
7
3
2
3
0
2
7
2
5
3
8
3
2
2
2
7
8
0
8
2
5
0
2
5
2
7
8
7
2
2
8
8
8
7
7
8
8
2
5
0
2
7
3
3
0
5

6
4
8
3
1
8
9
8
5
9
6
4
7
8
5
3
4
9
4
6
5
5
0
4
7
0
9
2
4
1
5
1
9
9
0
0
0
6
6
0
0
4
2
5
9
6
8
3
0
7

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
8
7
9
9
9
9
8
9
8
9
7
9
8
8
7
9
8
8
8
7
8
7
6
8
9
6
9
8
6
8
7
7
6
8

2
6
4
3
0
6
9
8
1
3
9
5
5
1
0
0
8
1
9
5
7
7
6
9
4
4
4
5
5
3
7
8
0
0
0
3
6
2
0
9
0
5
0
5
4
4
1
7
0
5

0
0
4
1
1
0
7
5
7
2
2
3
8
8
5
0
3
8
2
6
6
1
5
6
9
5
0
8
8
1
1
9
6
1
4
7
9
9
1
6
1
6
0
1
0
9
2
1
0
1

8
9
8
8
5
9
9
9
7
8
2
6
8
7
7
5
4
7
7
8
6
9
6
4
5
8
玉
3
3
8
4
6
7
5
7
　
3
2
　
4
5
3
5
1
6
　
5
4
　
1

7
8
3
7
7
5
3
0
2
3
2
7
2
8
5
5
8
3
8
8
3
0
7
2
3
7
2
7
3
0
8
5
2
5
3
7
7
3
0
2
5
0
3
2
5
5
0
2
8
5

1
5
3
！
1
7
8
5
9
3
4
1
9
0
7
2
0
3
5
5
3
5
6
4
8
1
4
1
3
0
5
7
9
2
3
6
！
8
0
9
2
5
3
4
2
7
5
4
0
7

9
9
9
9
8
9
9
9
8
9
2
8
9
9
8
9
8
7
8
8
8
9
8
9
7
9
6
7
7
8
7
7
7
8
7
5
7
6
5
6
8
4
6
5
5
6
5
6
4
6

2
3
0
3
3
5
5
7
0
8
5
2
0
5
8
3
7
3
5
8
2
5
8
8
2
8
7
5
8
3
3
5
2
0
2
3
7
0
0
8
0
8
5
3
2
3
2
5
5
2

9
3
5
3
8
7
7
6
0
5
7
4
0
7
5
3
6
3
7
0
4
7
0
5
4
5
1
7
0
3
8
2
4
0
9
3
1
0
5
5
5
0
7
8
9
8
4
7
7
4

8
9
9
9
7
9
9
9
9
9
3
8
0
8
8
9
8
7
8
9
8
9
9
9
7
8
7
8
8
9
7
8
7
8
7
6
8
6
4
7
8
4
7
6
5
6
5
7
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
0
3
5
3
8
0
3
3
8
8
3
2
3
3
7
7
8
7
5
7
7
8
5
7
5
0
5
0
2
0
3
5
3
8
3
0
2
0
8
8
7
3
2
7
3
3
2
7
3

0
0
8
2
3
5
0
8
8
5
5
3
9
3
3
6
6
0
1
2
1
6
0
7
6
2
5
2
5
4
0
3
7
3
5
3
5
4
5
5
5
1
3
9
6
3
3
4
1
8

9
9
9
9
8
9
0
9
8
9
5
8
9
9
9
9
8
7
9
9
9
9
9
9
8
9
7
9
8
9
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
8
6
8
6
6
8
7
7
5
7

　
　
　
　
　
　
1

3
5
5
0
0
5
2
5
8
5
0
5
3
7
5
7
0
0
7
8
0
0
7
3
3
0
7
3
5
7
3
8
0
3
3
3
2
2
3
0
5
8
2
2
8
3
8
8
5
5

3
2
7
5
G
7
9
7
5
7
5
7
8
6
7
6
5
0
1
5
5
5
6
8
8
5
6
3
2
6
3
0
0
3
8
3
9
9
3
0
7
0
4
9
0
3
0
5
7
7

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
6
8
9
9
8
9
8
8
9
9
9
9
8
9
8
9
8
9
9
9
8
9
9
9
8
6
8
7
7
9
8
7
8
7
8
9
8
8
5
7
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97 66 届 0．0 60．8 60．8 70．0 84．2 3．1 59．2 57．5 73．3 82．5

98 66 己 2．1 40．8 46．7 47．5 56．7 4．2 70．8 78．3 80．0 88．3

99 55 厚 2．1 22．5 15．0 31．7 34．2 14．6 64．2 65．8 73．3 82．5

10G 45 救 10．4 50．8 51．7 59．2 75．8 22．9 58．3 55．8 64．2 73．3

注〉　「配当」の欄には，調査票A・Bの実施聴（昭和60年）の漢字の葭己当学年（昭和52年改訂版小学校学習指導要領〉と，臼

　教組調査の実施時（昭和50年）の漢掌の配当学年（昭和43隼改訂版小学校学習詣導要領〉とを併記した。

第4節　画数・使用率と漢字習得

　報告95『児童・生徒の常用漢字の習得sでも見たことであるが1＞，画数・使用率と漢字蕾得との

関係について，本節で改めて見ることにする。

　　　　　　　注

　　　　　　　1）報告95『児童・生徒の常用漢字の習得』では，画数を3画ずつまとめておおまかな傾向だけを

　　　　　　　見た。また，使雪面についても，雑誌使網率と薪閣使用率とを総合しておおまかな傾向だけを見

｝痘ll／ll　彌縫驚冤瓢、↓野との齢そして・購につし〉ては綿辮と

（1）画数・使用率・学年配当

　漢和辞典等の違いによって画数の異なる漢字がある1＞。ここでは，鎌田正・米山寅太郎編『漢語

林s（大笹下書店，！987年）に従った2）。そして，漢字および音訓の使用率3）を，それぞれ次の2つ求めた。

　雑誌使用率

　　　報告22『現代雑誌九圭種の用語用字（2）　漢字表　　s（秀英出版，1963年）に報告されて

　　いるもの。昭和31年（1956年）に発行された雑誌90誌を対象に調査した結果である。総延べ漢

　　字数は28G，094字である。

　新聞使用率

　　　報告56『現代新聞の漢字』（秀英出版，1976年）に報告されているもの。昭和41年（1966年）

　　に発行された朝H・毎日・読売の3誌を対象に調査した結果である。総延べ漢字数は991，375

　　字である。

　画数・使用率と習得率との関係を見る前に，画数と使用率と配墨学年との間の関係について見て

おくことにしよう。表1－4－1とtCl－4－2は，配当学年ごとに薗数の分布を示したものである。表1－4－

1は文字単位で集計したものであり，表1－4－2は音訓単位で集計したものである。そして，表1－4－3は，

配当学年別に平均画数を求めたものである。図1－4－1は，それをグラフに表したものである。文字

単位と音訓単位とで，傾向はあまり変わらない。高学年に配当されている漢字ほど，画数の多い漢

字が多い4）。

　そして，表1畷一4は，配当学年甥に平均使用率を求めたものである。また，図1－4－2と図1－4－3は，

それをグラフに表したものである。高学年に配当されている漢字ほど使用率の低い漢字・音訓が多

い。そして，雑誌よりも新聞のほうが，全般的に平均使用率が高い。つまり，雑誌よりも新聞のほ

うが，基本的な漢字（小学校配蚤漢字）が多く使われていると言えるだろう。
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tc　1－4－1配当学年鋼画数の分布一文掌単位一

両数
配 当 学 年

1 2 3 4 5 6
全体

1 1 0 0 0 0 0 1

2 8 1 1 0 0 0 10

3 13 2 1 1 1 6 24

4 王4 16 5 5 3 3 46

5 12 1！ 16 14 11 7 71

6 11 19 14 9 8 15 76

7 8 17 15 20 ！4 11 85

8 6 12 28 22 19 19 106

9 1 18 30 18 13 22 圭02

10 1 12 17 23 20 22 95

慧 0 11 19 18 27 20 95

12 1 10 26 21 23 17 98

13 0 6 10 14 14 13 57

14 0 6 5 10 20 11 52

15 0 0 3 10 9 8 30

16 0 2 4 3 5 7 21

17 0 0 0 0 3 4 7

18 0 2 1 3 3 3 12

19 0 0 0 2 1 2 5

20 0 0 0 2 1 0 3

合計 76 145 195 195 195 190 996

表1－4－2配当学年別画数の分布一膏訓単位一

配 当 学 年
繭i数

1 2 3 4 5 6

1 4 0 0 0 0

2 30 2 1 0 0

3 50 3 1 1 2 1

4 35 43 10 9 6

5 44 30 37 24 16

6 24 55 29 18 14 2

7 25 34 31 47 21 ！

8 19 32 75 37 35 3

9 3 38 56 33 21 3

10 1 35 34 44 32 3

11 0 28 46 32 50 3

12 2 23 62 41 39 3

13 0 16 12 26 26 2

14 0 18 7 21 30 ！

15 0 0 5 14 14

16 0 7 8 5 10

17 0 0 0 0 3 1

18 0 3 1 3 5

19 0 0 0 4 1

20 0 0 0 3 1

合計 237 367 415 362 326 29
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表1－4－3　配当学年溺平均画数

学年 文字単位 音訓単位

全体 9．4（3．6） 9．0（3．5）

1 4．9（2．1） 4．7（2．1）

2 8．3（3．3） 8．3（3．3）

3 9，3（2．9） 9．1（2．8）

4 10．0（3．5） 9．9（3．3）

5 10．7（3．4） 1G．6（3．3）

6 10．2（3．6） 1G．2（3．4）

注）　（　）内はSD
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表1－4－4配当学年別平均使用率 （yg，）

文 字 単 位 立
国 訓 単 位

学年
雑

雪」：

告S 新 聞 雑 薫＝L

漫氏E 新 聞

全体 0，858 （1．247） 0，905 （1．401） 0，373 （0．655） 0399 （0．819）
一

1 2，985 （2．927） 3，083 （3．394） 0，793 （1．335） 0，821 （L669）

2 1，409 （！．239） L455 （1．繧67） 0，493 （G．679） 0，490 （0．852）

3 0，878 （0。699） 0，942 （0．829） 0，373 （0．492） 0，406 （0、643）

4 0，554 （0．477） 0，644 （0．599） 0，271 （0．37！） 0，318 （0．481）

5 0，446 （0．340） 0，487 （0。421） 0，239 （G．287） G，290 （0．500）

6 0，301 （0。353） 0，271 （0．267） 0，164 （0．277） 0，156 （0．226）

闇闇）　　（　）内はS王）
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表ト糞一5 画数別平均使用率

文　字 単　位 音　訓 単　位
蘭数

雑　　　　誌 新　　　　聞 雑　　　　誌 新

全体 G．858（1．247） 0。905（1．401） 0．373（0．655） G，399（0。8

1 ！6．345（0．000） 1娃．927（0．000） 3．402（5．107） 3．443（6．0

2 4．068（3．765） 4．649（4．324） 王．127（1．793） 1．322（2．5

3 2．293（2。497） 2．056（2．649） 0．610（0。909） 0．553（1．0

4 1．745（1．864） 2．006（2．736） 0．643（0．926） 0．736（1．1

5 1．129（1．406） 1．117（1．356） G．418（0．640） 0．402（0．6

6 1．065（1．242） 1．183（1．534） 0．456（G．753） 0．502（1．0

7 0、889（0．943） 0．723（G．712） 0．393（0．585） G．322（0．4

8 0．832（0．914） 0．977（1．313） 0．335（0，564） 0．373（0．7

9 0．761（0．817） 0．798（0．781） 0．373（0．531） 0，394（0、5

10 0．602（0．679） 0．657（0．813） 0．276（0．363） 0．310（0．5

11 0．571（0．538） 0．654（0．698） 0．256（0．371） 0．302（0．5

12 0．574（0．639） 0．576（0．647） 0．246（0．345） 0．289（G．5

13 0．610（0。626） 0．639（0．768） 0．318（0．463） 0．331（G．5

14 0．443（0．374） 0．465（0．396） 0．239（0，264） 0．248（0．3

！5 0．478（0．363） 0．565（0．467） G，318（0．321） 0．374（0．3

16 0．427（0．356） 0．485（0．457） 0．198（0．252） 0．230（0．3

17 0．235（0．198） 0．245（0．170） 0．118（0．168） 0．129（0．1

18 0．529（0．4！8） G．584（0．490） 0．377（0．408） 0．431（0．4

19 0．275（0．144） G．280（0．233） 0．185（0．162） 0．198（0．2

20 0、489（0．362） 1．257（1．552） 0。354（0．377） G．935（1．4

注） （　）内はSD

聞

191）

621）

044）

484）

573）

544）

320）

390）

366）

17e）

491）

228）

414）

（offoo）

図1－4－4 画数別平均使用率一文字単位一 図1－4－5 画今別平均使用率一音訓単位一

％o

16

14

｝2

10

8

6

4

2

o

　　　　　　雑誌

一一一一一
@新母打

％
4

s

！

3

2

1

o

、
“

へ

一

雑誌

一一一一・ V聞

ノ
’
ん

1 3 5　7 9　ll　13　i5　17　19
画　数

行
1 3　5 7　9　ll　13　15　i7　19

　　懸　数

第4節画数・使用率と漢字習得　69



新字源 学習漢和 漢語林

学 9 9 8

臣 5 5 4

御 12 12 11

極 13 12 12

孤 9 9 8

弧 9 9 8

紫 11 11 12

雌 13 13 14

芝 7 6 6

収 5 4 5

衷 10 9 10

露 20 21 21

泣

1）試みに，常用漢字王945字について，次の3っの漢和（漢字）辞典で画数を調べてみた。この3，

　つの辞典で画数の一致しない漢掌は，表M－6にあげるように12寧あった。（小高京子の調査によ

　る。）

　　小川環樹・西田太一郎・赤塚忠編『薪字源a角川書店，1968年

　　藤堂明保編『例解学習漢字辞典』小学館，第4版，1990隼

　　鎌田正・米山寅太郎編『漢語林』大修館隅田，1987年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1－4－6　3つの漢和辞典で画数の一致しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤恥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）　数字は画数

2）報省95『南幌・生徒の常用漢字の習得書では，文部省調査局の編集による『当爆漢字・送りが

　な・筆順al（『文部時報di別冊，196G年）の付録のf「教育漢字の筆順2索引」に従った。『漢語

　林』と異なるものが若干ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　リ　ミ　ル
3）漢字，音訓の使用率とも，次の式で計目した。（単位は千分率。）

　　　　　　　　　　　　　　その漢字（音訓）の使潮度数
　　　ある漢字（音謝の使用率＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×IOOO　　　　　　　　　　　　　　　　　総延べ漢字数

4＞　6卑配当漢寧は5卑配当漢字よりも平均颪数が小さい。これは，6年配当漢掌に，いわゆる備

　考漢字が含まれているためである。備考漢字として，「字画の少ない漢字，口細漢字の部分や組

　み合せになる漢字，漢字字典の部首になる漢字」等が選ばれた。武部良㎎『日本語の表記』（角

　川書店，1979年，469頁）を参照。

（2）画数と習得率

　河井芳文は，「国字問題では，漢字の字形の複雑性が申心的課題のひとつとして扱われてきた。

そのとき，複雑姓を論じるのに，薗によって複雑性を代用するか，あるいは，ただ漠然と複雑とい

うことばを用いながら，一切その性質や定義に触れないのが，これまでの多くの，漢字の複雑性の

扱い方の実際の姿であった。」Dと述べている。確かに，河井の言う通りであろう。しかし，画数の

代わりに提案されているもの2）が，漢字の字形の複雑性の指標として，薗数よりも優るという根拠

もまたないのである。点画は漢字の運筆上の単位であり，画数はその数のことである。それ故に，

画数は，漢字の字形の複雑性の指標として，直観的な理解が得やすいのである。本節で漢字習得の

要因の1つとして画数を取り上げる理由は，ここのところにある。

　さて，表1－4－7～表1－4－10は，小学校配当漢字全体について，画数ごとの平均習得率を示したも

のである。そして，図1－4一一6～図1－4－9は，それらをグラフに表したものである。17画の漢字の書き
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表1－4－7画数別平均習得率一読み文字のレベルー

藪数 1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

全体 43．3 92．7 93．5 96．3 98．6

1
㎝ 97．0 96．2 96．9 98．2

2 40．2 90．9 93．9 96．5 98．9

3 61．5 94．3 95．9 97．7 99．4

4 38．2 93．5 95．1 97．3 99．0

5 45．9 92．7 93．8 96．8 98．8

6 44．6 94．S 94．7 96．7 98．4

7 37．3 92．2 93．2 96．2 98．5

8 41．8 92．7 93．3 96．4 98．7

9 43．0 92．6 93．5 95．8 97．9

10 43．5 91．9 92．5 95．3 98．2

11 46．2 92．5 93．4 96．4 98．5

12 40．8 92．4 93．6 96．5 98．8

13 43．4 92．1 92．2 95．2 98．0

14 46．6 92．9 93．3 96．3 98．8

15 47．0 92．2 93．6 96．9 99．0

16 40．6 93．4 93．8 96．2 98．7

17 52．6 92．0 91．4 93．4 99．2

18 38．2 94．2 9荏．3 96．8 99．0

19 69．1 96．9 95．9 97．6 99．1

20 41．5 95．3 93．5 98．0 99．3

表1－4－8 薦数別平均習得率一読み音訓のレベルー

颪数 1年前 到達度 1年後 2．年後 4年後

全体 30．4 76．0 79．5 86．3 93．7

1
一 63．0 69．0 72．！ 84．9

2 27．5 62．0 68．5 81．2 89．9

3 58．5 63．7 71．6 82．0 90．8

4 22．4 72．3 77．7 84．7 92．5

5 29．8 69．0 73．7 81．7 91．6

6 29．4 72．2 76．6 83．8 93．6

7 27．5 76．4 79．3 86．3 93．6

8 27．6 73．3 77．3 85．0 93．2

9 33．5 80．2 82．6 88．2 94．0

10 31．2 79．5 81．8 87．9 94．9

11 30．9 79．4 82．2 88．9 95．3

12 27．9 76．1 80．0 86．8 94．i

13 33．8 85．0 86．0 90．9 95．6

14 32．1 79．0 81．5 86．8 93．4

15 39．6 86．9 89．3 93．9 97．8

16 27．7 74．5 77．5 84．6 90．6

17 33．2 79．2 83．1 87．2 94．8

18 32．0 85．0 86．7 91．2 96．4

19 53．9 91．6 91．3 94．5 98．4

2G 40．9 88．6 87．4 91．3 92．3

fi　1－4－9画数別平均習得率一難き文字のレベルー

画数 エ年前 到達度 1年後 2年後 4年後

全体 6．0 66．2 62．6 73．6 86．0

1
… 92．0 96．7 97．8 10G．0

2 16．6 87．5 89．3 94．1 97．2

3 27．2 88．5 87．4 92．3 97．0

4 6．8 80．0 8G．2 86．9 93．0

5 8．5 72．0 68．5 79．0 89．4

6 11．3 77．3 74．9 82．8 90．4

7 6．2 67．6 63．9 75．0 87．7

8 7．7 67．2 63．8 75．2 86．3

9 6．7 69．0 65．5 76．4 88．2

10 4．8 62．6 57．2 69．5 82．9

王1 42 60．2 57．3 70．0 84．6

12 3．4 59．1 54．1 66．6 82．2

13 3．6 59．7 56．0 68．1 82．0

14 3．2 56．2 53．2 65．1 81．9

15 2．7 60．0 50．4 62．7 80．8

16 2．9 58．9 55．7 67．3 79．7

17 2．3 50．1 42．6 49．3 66．7

18 3．0 56．7 55．7 66．8 84．3

19 2．2 55．8 48．6 61．8 82．2

20 2．3 55．7 48．3 67．3 80．0

表1－4－10　画数別平均習得率一書き音訓のレベルー

画数 1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

全体 4．1 53．5 52．4 64．4 79．5

1
一

53．3 61．6 73．8 85．5

2 11ユ 62．3 67．1 79．3 89．7

3 25．0 58．4 63．1 75．8 86．7

4 4．2 60．3 64．3 73．2 84．3

5 5．3 52．9 54．0 66．1 80．6

6 6．7 54．9 56．5 67．0 81．6

7 4．2 56．1 54．2 66．6 81．7

8 4．7 50．8 51．0 63．2 77．6

9 5．2 57．7 55．6 67．8 88．2

10 3．ユ 52．7 49．2 62．8 77．2

11 3．2 52．3 49．4 62．1 78．6

12 2．3 48．1 44．5 573 74．9

13 2．8 53．7 52．0 62．7 77．5

14 2．2 46．9 46．0 57．7 75．2

15 2．4 56．6 47．6 60．4 79．1

16 1．8 48．2 45．2 56．8 73．9

17 2．2 55．7 45．2 54．5 71．8

18 2．6 49．7 51．2 62．8 81．8

19 1．6 49．7 43．3 56．1 80．0

2G 2．0 57．8 48．0 64．0 76．5
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の平均習得率の低いことが目に付く。17画の漢字の書きの習得率を表1－4－11と表1－4－12にあげる。

また，第3節で見た到達度と1年後との書きの平均習得率の逆転現象は，画数の多い漢字で特に見

られるようである。そして，表1－4－13に，小学校配当漢字全体について，画数と習得率との相関係

数を示した。書きの場合，文字のレベル，音訓のレベルとも，負の相関である。すなわち，書きの

場合，画数の多い漢字ほど習得率が低いという傾向がある。しかし，読みの場合，画数との相関係

数の絶対値は書きよりも小さく，また，音訓のレベルでは正の相関である。すなわち，読みの場合，

音訓のレベルでは，画数の多い漢宇ほど習得率が高いという傾向がある。

　実は，この結果を見るにあたって，配当学年による漢字の画数の分布の違いと，甲声学年による

習得率の分布の違いとの2つのことを考慮する必要がある。表1－4－3に示したように，文字単位，

音訓単位とも，高学年ほど画数の多い漢字が配当されている。そして，図1－4－10に見られるように，

到達度の読みの音訓のレベルは，高学年に配当されている音訓ほど習得率が高く，また，第2節で
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表1－4－11　冒画の漢字の旧きの習得率一文字のレベルー

配嚢

w年
漢字 1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

5 講 1．0 25．0 22．0 24．0 49．0

5 謝 1．0 62．0 55．0 67．0 80．0

5 績 1．0 58．0 38．0 30．G 39．0

冒　　w　　w　　P　　H　　一　　一　　置

6 厳 3．0 30．0 20．0 42．0 60．0

6 縮 4．0 76．G 71．0 80．0 93．0

6 優 4．0 61．0 62．G 61．0 83．0

6 覧 2．0 39．0 30．0 41．0 63．0
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表1－4－12　17画の漢字の轡きの習得率一音訓のレベルー

配当

w年
漢字 音　訓 1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

5 講 コウ ！．0 25．0 22．0 24．0 49．0

5 1謝 シヤ 1．0 62．0 55．0 67．0 80．0

5 績 セキ 1．0 58．0 38．0 30．0 39．0

P　　¶　　鵬　　謄　　幽　　一　　冒　　■　　一　　一　　一

6 厳 ゲン 2．0 29．G 10．0 42．0 60．0

きび一しい 3．0 30．0 20．0 34．0 5LO
6 縮 シュク 4．G 70．Q 70．G 73．0 93．0

ちぢ一む 2．0 73．0 62．0 66．0 90．0

ちぢ一まる 1．0 75．0 71．0 73．0 88．0

ちぢ一める 4．0 65．0 62．0 80．0 92．0

ちぢ一れる 3．0 61．0 48．0 67．0 73．0

ちぢ略す 1．0 76．0 37．0 51．0 73．0

6 優 ユウ 4．0 61．G 62．G 61．0 83．G

6 覧 ラン 2．0 39．0 30．0 41．0 63．0

表1－4－13画数と習得率との相関係数一小学校配当漢掌全体一

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

読み
文字のレベル

ｹ訓のレベル

0，026

O，049

一〇．020

@0．158

一〇．052

@0．130

一〇．039

@0．1G9

一〇．004

@0．083

書き
文字のレベル

ｹ訓のレベル

一〇．249

|0ユ82

一〇．416

|0，092

一〇．412

|0，189

一〇．389

|0，186

一〇．314

|0．廻7
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見たように，この傾向は，1年後，2年後，4年後でも同様である。そのため，到達度，1年後，

2年後，4年後とも，読みの音訓のレベルでは，小学校配当漢字全体をまとめて見ると，画数の多

い漢字ほど習得率が高いという結果となるのである。表1－4－14～表i－4－17は，配当学年甥に画数と

習得率との相関係数を示したものであるが，配当学年溺に見ると，読みの音訓のレベルでは，小学

校配当漢字全体をまとめて見たときのような傾向は見られない。

表1一・4－14画数と習得率との相関係数一読み文字のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1年配当漢字 一 0，006 0，G85 0，148 0，122

2年配当漢字 一〇，093 0，089 0，100 0，083 一〇．019

3年配当漢字 一〇．141 0，137 0，118 0，079 0，058

4年配当漢字 一〇．006 0，097 G，104 0，016 0，120

5年配遜漢字 一〇．159 一G．056 一〇．068 一〇．101 一〇．052

6年配当漢字 一〇．120 一〇．006 0，013 0，048 0，086

表1畷一雀5画数と習得率との相関係数一読み音訓のレベルー

1年前 到達度 1年度 2年後 4年後

1年配当漢字 ㎜
一〇．040 一〇．046 一〇．066 0，018

2年配当漢字 一〇．054 0，019 一〇．005 一〇．003 一〇．038

3年配当漢字 一G．087 0．〇三〇 0，G39 0，056 0，053

4年配当漢字 G，016 0，062 0，0？8 0，048 0，047

5年配当漢字 一〇．076 0，052 0，046 0，037 G，020

6年配当漢字 一〇．180 一G．084 一〇．037 一〇．013 0，001

表ト4－16　画数と習得率との晶晶係数一斗き文字のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1年配当漢字 …
一〇．284 一〇．252 一〇．2！8 一〇．102

2年配当漢字 一〇，383 一〇．253 一〇．213 一〇．218 一〇．131

3年配当漢字 一〇．367 一〇．214 一〇．139 一〇．138 一〇．177

4年配当漢字 一〇．335 一〇．214 一G．216 一〇．223 一〇．169

5年配当漢字 一〇．368 一〇，322 一〇．342 一〇．318 一〇．216

6年配当漢字 一〇．424 一〇．323 一〇．303 一〇．24G 一〇．141
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表1－4－17画数と習得率との相開係数一轡き音訓のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1年配当漢字 一 一G．1G4 一〇．1G3 一〇。139 一〇ユ！6

2年配当漢字 一〇．278 一G．048 一〇．067 一一 Z．048 一〇．010

3年配当漢字 一〇．285 一〇．058 一〇．G59 一〇。028 一〇．007

4年配当漢字 一〇．269 一〇．122 一〇．121 一〇．100 一〇．027

5年配当漢字 一〇．311 一〇．143 一〇．170 一〇．！34 一〇．048

6年配当漢字 一〇．405 一〇。251 一〇．251 一〇．180 一〇．131
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　また・書きの文字のレベルでは，高学年に配当されている漢字ほど習得率が低い。そのため，小

学校配当漢字全体をまとめて晃ると，画数の効果がより大きく出るのである。表1－4－13と表1－4－16

とを比べると，そのことがよく分かるであろう。

　そして，図1－4－11に見られるように，！年莇は，どの場合も，高学年の配当漢字ほど平均習得率

が高い。特に，読みの場合，その傾向が強い。そのため，読みでは，配当学年男　iJ　ll見ると，文字の

レベル，音潮のレベルとも，相関係数は負の値であるが，小学校配当漢字全体をまとめて見ると，

両方とも，相関係数は正の値となるのである。

　なお，文字のレベル，音訓のレベルとも，読みよりも書きのほうが，相関係数の絶対値が大きい。

すなわち，読みよりも書きのほうが，画数の影響が強いと書えるだろう。
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注

1）　河井芳文「漢竿の画の分布と複雑性」，『巣京学芸大学紀要（第1部門）』22集，1971無，68

　頁

2）画数以外に漢字の字形の複雑性の指標として提案されているものに，次のものがある。

　線数

　　渡辺茂『漢字と図形m（El本放送出版協会，1976年）にあげられているもの。

　物理的複雑牲（C）

　　河井芳文「漢字の物理的複雑性と読みの学翌」，「教育心理学研究』（14巻3号，1966年）にあ

　げられているもの。漢字の「物理的複雑牲（C）」｛ま，次のようにして求められるものである。

　「漢字を無意味線分パターーンとみなし，その物理的複雑性（C）を測定する。この場脅の複雑性

　は，独立した線分，支点または接点によって分けられる線分，および点などの数によって規定す

　る。線分の長さは考慮しない。したがって，点も1単位として計上される。また，惜報論的に見

　た場合，単位のとり方によっては，直線と曲線では乱雲礫｛三は異なってくるが，ここでは，さしあ

　たって，両者を等揖な蝋位と仮定する。たとえば，“二”のC（複雑性）は2，“入”のCは3と

　して計上する。」（同上，2頁）

　複雑価

　　賀集寛・石猿岩太郎・井上道雄・斎藤洋典・前田泰宏「漢字の視覚的複雑性」，「人文論究』

　（29巻1母，1979年）にあげられているもの。被験者（大学生）に漢字の視覚的複雑轍を評定さ

　せたものである。具体的な手続きは，次のようなものである。「評定尺度は左端を非常1こ簡単，

　右端を輿三常に複雑とし，その間を7段階に分ける7点スケールとした。そして，各スケールの左

　舗の漢字を見て感じた複雑さの程度を，スケール上に○印で承すようにという教示を与えた。5

　文字の練習と質疑ののち，被験者ペースでll三馴してもらった。」（岡．L，107頁）そして，漢字の

　視覚的複雑姓の指標である「複雑価」は，次のようにして求められる。「各漢掌：40名の評定の平

　均値を視覚的複雑性の指標とし，これを複雑価となずける。1（飼上，107厩）

（3）使用率と習得率

　よく使われる漢字・音調の習得の率いことは，常識的にも考えられることである。表1－4－！8は，

小学校配当漢字全体について，雑誌使用率・新聞使僧率と習得率との相関係数を示したものである。

雑誌使層率・新聞使用率とも，成人を主な対象とした活字媒体の使用率であるが，児童・生徒の接

する活字媒体の使用率も，それらのなんらかの関数であると考えられる。到達度，1年後，2年後，

4年後のいずれの場合も，使用率と習得率とは正の相関をしており，そして，そのどの場含も読み

よりも書きのほうが相関関係が強い。しかし，1年前は，それほど梢関係数の絶対値が大きくなく，

しかも負のものが多い。表1－4－19～表1－4－22は，配当学年朋に使用率と習得率との相関係数を示し

たものであるが，配当学年別に見ると，小学校配慮漢字全体をまとめて見たような傾向は見られな

い。すなわち，1年前の場合も，便用率と習得率とは正の相関をしており，そして，読みよりも書

きのほうが枳関関係が強い。使用率の場合も，颪数の場合と嗣じように，配当学年が大きな要因と

なっているようである。
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表1－4一紹　使屠率と習得率との相関係数一小学校配当漢字全体一

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

文字のレベル
雑　誌

縺@聞

一〇．170

|0，161

0，103

O，076

0．玉59

O，137

0，130

O，122

O，103

O，098

読　み

音訓のレベル
雑　誌

縺@聞

0，G56

O，080

0，177

O，154

0，200

O，178

0，198

O，184

0，160

O，153

書　き

文字のレベル
雑　誌

縺@聞

一〇．083

|0，101

0363
O，337

0，410

f，374

0，403

O，372

0，342

O，320

音訓のレベル
雑i誌
V　聞

一〇．003

|0，013

0，260

O，212

0，326

O，265

0，344

O，291

0，3G9

O，270

ee　1－4－19使用率と習得率との相関係数一読み文掌のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1年配当漢字 ｝ 0，095 0，097 0，039 0，215

雑
2年配当漢字 0，158 一〇．034 0，080 0，！41 0，157

3年配当漢字 0，127 0，077 0，092 0，120 0，030

景士
4年配当漢字 0，160 0，117 0，163 0，139 0，110

ゆひ

5年配当漢字 G，210 0，144 0，178 0，255 0，228

6年配当漢字 0，199 0，167 0．三76 0，166 0，126

1年配当漢字 ｝ 一G．G60 一〇．031 一〇．02G 0，163

新
2年配当漢字： 0，204 0，038 0，131 0，188 0，183

3年配当漢字 0，132 0，029 0，098 0，139 0，064

4年配豪漢字 0，114 0，102 G，149 0，144 0，138
聞
5年配当漢字 0，263 0，181 0，213 0，275 0，209

6年配当漢字 0，063 0，119 0，114 0，142 0，144

表1－4－2e使馬率と習得率との相関係数一読み音訓のレベルー

1年前
　　　，／
梺B度 1年後 2年後 4年後

雑
　
　
誌

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

一G，171

f，315

O，326

O，408

O，129

0，349

O，275

O．3圭6

O，328

f，361

O，058

0，331

O，293

O，321

f，336

O，360

O，O16

0317
f，276

O，305

O，295

O，368

O，015

　0，249

@0．214

@0．240

@0．249

@0．321

|G，082

新
　
　
聞

玉年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

k年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

一〇，173

O，294

O，295

O，367

O，115

0，282

O，197

O，265

O，312

O，290

f，165

0，266

O，229

O，277

O，322

O，271

O，142

0，260

O，233

O，272

O，287

O，278

f，！49

0，202

O，199

O，211

f，248

O，230

O，106
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表1－4－21使用率と習得率との相関係数一轡き文字のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

雑
　
　
誌

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U隼配当漢字

　…
黶Z．024

@0．108

@0．126

@0．063

@0．254

0，198

O，166

O，2！8

O，275

O，115

O，246

0，300

O，213

O，29G

n363
O，164

O，266

0，305

O，317

O，328

O，385

O，252

O，270

0，206

O，300

O，301

O，319

O，240

f，259

新
　
　
聞

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

一〇，129

O，097

O，082

O，164

O，065

0，224

O，236

O，200

O，216

O，084

O，081

0，28G

n，290

O，268

O，287

O，169

O，051

0，296

O，376

O，296

O347
O，205

f，111

G，209

O，382

O，326

O，252

O，231

O，173

表1－4－22使用率と習得率との相関係数一斗き音訓のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1年配当漢字 … 0，342 0，348 0，342 0，301

雑
2年配当漢字

R年配当漢字

0，032

O，118

0，265

O，275

0，287

O，314

0，336

O，344

0，304

O，326

菱士
4年配当漢字 0，171 0，279 0，374 0，392 0362

ロ心

5年配当漢字 0，158 0，257 0，286 0，366 0，350

6年配当漢字 0，191 0，171 0，197 0，193 0，196

1年配当漢字 … 0，293 0，296 0，287 0，259

新
2年配当漢字 0，079 0，187 0，227 0，275 0，263

3年配当漢字 0，115 0，222 0，262 0，301 0，305

4年配当漢字 0，147 0，243 0，319 0，360 0，321
聞
5年配当漢字 0，207 0，206 0，213 0，296 0，290

6年配当漢字 0，018 0，051 0，054 0，108 0，170
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音訓単位一

誌
一一新 ｷ

用率順位一一→大
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　なお，図1－4－12と図1－4－13に示すように，小学校配当漢字全体の漢字・音訓の使用率の分布は，

高使用率の漢字・音訓のほうに大きく歪むという特異なものとなっているD。使用率の数字をその

まま用いるよりも，何らかの変数変換をして用いるほうが，習得率との関係をもっとよく説明でき

るかもしれない。また，画数と使用率との関係を個別に見るのではなく，両者を関連づけて見るこ

とも必要だろう。これらについては，今後の課題としたい。

注

1）河井芳文は，前掲論文の中で次のように述べている。「漢字の使用頻度の決定には，国立国語

　研究所『現代雑誌九十種の用語用字：漢字表2（1963）を贋いた。これは，標本に現われた3328

　字に関してその使用頻度が調べられてある。ことば（単語）の場合と同様，漢字の使朋頻度の分

　布は，高使罵頻度の文字の方へ大きく歪んでいる。つまり，使用頻度と，使用頻度の順位との問

　に，一種の指数関数的な関係が成立すると考えられる。たとえぼ，高使用頻度の字から数えると

　き，使月瀕度は，最初の100字で約40％，200掌で約55％，500字で約80％，1，000字で約90％の使

　用率を占める。」（河井芳文「漢字の物理的複雑性と読みの学欝」，『教育心理学研究』14巻3号，

　1966年，2頁）

第5節　音読み・訓読みと漢字習得

　第3節で見た日教組調査では，読みの場合，謂読みに弱点があることが指摘されている1｝。本節

では，漢字習得における音読みと訓読みの違いと，漢字習得における訓読みの役翻とについて考察

する。

注

1）　『国民教育譜（29号，1976無，14頁）から当該簸所を引用する。

　　　小学校5年生の場合，平均得点は84．5点であり，一見して高い正答率であるように思われ

　　　る。だが，半分以下しか読めなかった＝g一どもが全体の6．7％一1080名中72名（そのなかには

　　　0点が3名ふくまれている）一いる。比較的小数といえども，この数字を軽視するわけ

　　　にはいかない（中略）

　　　また，「改める」，「帯」，「整える」，「種jの置答率は，それぞれ，26．5％，39，4％，54．4％，

　　51．9％であり，いずれも訓読みであって，調読みに弱点があることが指摘できる。「改める」

　　　は4年字，「整える」は3年で禦うこともあるとされる4年字である

（D音読みと訓読み

　表1－5－1は，小学校配当漢字全体について，音読みと訓読みの平均習得率を示したものである。

大小関係を不等号で示し，そして，訓読みのほうが高いものに下線を付けた。読みでは，どの場合

も音読みのほうが高い。しかし，書きでは，到達度と1年後は訓読みのほうが高く，2年後と4年

後は音読みのほうが高い。つまり，読みと書きとで，傾向がやや異なるのである。

　そして，表1－5－2と表1－5－3は，音読みと訓読みのそれぞれについて，習得率の度数分布を示した

ものである。読み書きとも，到達度では，謂読みよりも音読みのほうに習得率の低い音訓が多い。

しかし，1年後，2年後，4年後となるに従って，調読みのほうに習得率の低い音訓が多くなる。

80　第1章現代の児璽・生徒の漢学習得の傾向



表1－5－1　音読みと訓読みの平均習得率一小学校配当漢字全体一

読　み 書　き

音読み　訓読み 音読み　訓読み

4，4＞　3．7

T1．1く56。0

1年前

梺B度
P年後

Q年後

S年後

36。i＞23．9

V7．1＞74．8

W1ユ＞77．7
W8．2＞84．3

X5．3＞92．0

50．8く54．1

64。7＞64．2

WL6＞77。2

注）　1年前は，1年配当漢字を調査していない。

Pt　1－5－2　読みの習得率の度数分席一小学校配当漢字全体一

血　　　　　　≡…＝燥

? 覗 み 訓　　　読 み

到達度 1年後 2年後 4年後 到達度 1年後 2年後 4年後

90．0－100．0 517 570 746 915 401 454 580 759

80．0－89．9 圭78 184 113 62 i73 155 144 88

70．0－79．9 78 73 51 20 89 103 72 53

60．0－69．9 45 44 34 15 73 5虞 49 26

50．0－59．9 42 4三 28 9 56 49 31 16

40．0－49．9 39 24 20 10 48 47 32 6

30．0－39．9 34 29 11 3 31 35 21 5

20．0－29．9 28 26 18 3 33 23 13 6

10．0～19．9 36 21 7 0 30 24 16 6

0．0－　9．9 40 25 9 0 32 22 8 1

合　　計 1037 1037 1037 1037 966 966 966 966

衷1－5－3懇さの習得率の度数分布一小学校配当漢字金体一

立　　　　　　…排
ｪヨ　　　　　資冗 み 訓 読 み

到達度 1年後 2年後 4年後 到達度 1年後 2年後 4年後

90．0－10G．0 40 48 119 382 59 65 139 335

80．0－89．9 84 83 174 297 121 115 167 202

70．0－79．9 140 104 187 170 152 123 147 157

6G．0－69．9 173 130 165 89 149 116 136 93

50．0－59．9 147 王92 152 57 圭31 137 116 83

40．0－49．9 118 139 96 22 108 117 91 39

30．0－39．9 125 148 65 圭3 87 107 69 26

20．0－29．9 72 82 40 5 60 92 51 三7

10．0－19．9 63 65 27 2 62 57 37 13

0．0－　9．9 75 46 12 G 39 39 15 3

合　　計 1037 1037 1037 1037 968 968 968 968

　以下に，「音」と「訓」とに分けて，読み書きのそれぞれについて，到達度で10％未満の習得率の

音訓と10％台の習得率の音訓とを一覧する。
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到遼度・読みで10％未満の習得率の「音」

［1年配当漢字］一イッ，右ウ，雨ウ，気ケ，口・ウ，ロク，子ス，糸シ，森シン，青e／，石シャク，赤セキ，

早ソウ，村ソン，町チ・ウ，田デン，文モン，目モク，林リン［2年配当漢字］絵カイ，玉ギ・ク，戸・，広・ウ，

首・・，色シキ，声セイ，雪セッ，組ソ，矢目ち昼チ・ウ，頭ズ，読トク，読トウ，分ブ，米ベイ，米マイ，明ミ・ウ

［3年配当漢字ユ持ジ，重チ・ウ，和オ

到達度・読みで10％台の習得率の「音」

［1年配当漢字］下ゲ，休キュウ，金コン，見ケン，山サン，手シュ，出シュツ，正ed，男ナン，土ト，　Hジツ，

木ボク，名ミ・ウ，立リツ，カリキ［2年配当漢字］引イン，雲ウン，夏力，帰キ，原ゲン，後・ウ，エク，

寺ジ，晴セイ，買バイ，鳴メイ，楽ラク，里リ［3年配当漢字］軽ケイ，取シュ，息ソク，都ツ，平ビ・ウ，

葉・ウ，緑リ・ク［4年配当漢字］治チ

到達度・読みで組％未満の習褥率の「訓」

［1年配当漢字〕音ね，下しも，下くだ一す，空あ一く，空あ一ける，空から，十と，上のぼ一る，上のぼ一せる，

上のぼ一s，生は一やす，足た一りる，足た一る，足だす，白しら，木こ，六む［2年配当漢字］外ほか，外はず一

す，計はか一らう，語かた一らう，交まじ一える，行おこな一う，高たか，自みずか一ら，逆なか一ば［3年配当漢字］苦

にが一る，四つか一　ftる，反そ一る，反そ一らす［4年配当漢字］栄は一える，費つい一える

到達度・読みでIS％台の習得率の「訓」

［1年配当漢字］円まる一い，下くだ一る，下くだ一さる，学まな一ぶ，上かみ，正まさ，生い一かす，八や，本もと

［2年配当漢字］記しる一す，計はか一る，語かた一る，交まじ一わる，交ま一ざる，行ゆ一く，新あら一た，親した一しむ，

通かよ一う，風かざ，歩あゆ一tr，用もち一いる［3年配当漢字］幸さいb一い，直ただ一ちに，有あ一る，路じ［4年

配当漢字1宿やど一す，治おさ一まる［5年配当漢字］在あ一6，燃も一す［6年配当漢字］危あや一ぶむ

到達度・恐きで10％未満の習得率の「膏」

［1年配当漢字］一イツ，右ウ，雨ウ，気ケ，休キュウ，口・ウ，ロク，子ス，糸シ，手シュ，森シン，正姻，

生シ・ウ，青切，石シャク，赤セキ，早ソウ，村ソン，男ナン，町チ・ウ，懸デン，Hジツ，文モン，木ボク，

名ミ・ウ，目モク，立リツ，林リン［2年配当漢字］雲ウン，夏ち絵カイ，帰キ，玉＄・ク，原ゲン，戸コ，

古・，広・ウ，考・ウ，合ガ・，合ヵ・，思シ，寺ジ，色シキ，声姻，晴セイ，雪セッ，組ソ，多タ，知チ，

昼チュウ，刀トウ，答トウ，読トウ，分ブ，明ミ・ウ，鳴メイ，楽ラク，里リ［3年配当四丁］寒カン，去コ，

軽ケイ，持ジ，守シ・，守・，取・・，重チ・ウ，深シン，息ソク，待タd，都ツ，波ハ，様・ウ，緑リ・ク，禾酔

［4年配当漢字］勢セィ

到達度・書きでIO％台の習得率の「aSa

［1年配当漢字］下力，下ゲ，金・ン，見ヶン，山サン，出シュツ，石セキ，足ソク，土ト［2年配当漢字］

引イン，海カイ，近キン，エク，黄オウ，合ゴゥ，作サ，自シ，首シ・，秋シ・ウ，西セイ，走ソウ，池チ，冬トウ，

頭ズ，読トク，買バイ，売バイ，米ペイ，米マイ，明メイ［3年配蜜漢字］飲イン，起キ，宮キュウ，祭サイ，

細サイ，指シ，受ジュ，暑シ・，消シ・ウ，打ダ，着チ・ク，柱チュゥ，追ッイ，定ジ・ウ，皮ヒ，平ビ・ウ，由ユ，

葉ヨウ，落ラク，流リュウ［4年配当漢字］喜キ，折セツ，治チ［5年配当漢字3寄キ，興・ウ，再サ，

蚕サン，衆シ・ウ，述ジュツ，除ジ・［6年配当漢字］革カク，降コウ，縦ジ・ウ
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到達度・書きでIO％未満の習得率の「訓」

［1年配当漢字］円まる一い，音ね，空あ一く，空あ一liる，空から，十と，生い一かす，生い一　lsる，足た一りる，

足た一る，足た一す，木こ［2年配当漢字］外ほか，記しる一s，計はか一る，計はか一らう，後のち，語かた一る，

語かた一らう，交まじ一kる，交ま一　S’る，交ま一ぜる，行おこな一う，自みずか一ら，親した一しむ，晴は一らす，半なか一ば，

明あ一く［3年配当漢字］仕つか一える，次っ一ぐ，代か一える，直ただ一ちに，反e一る，反そ一らす，放はな一れる，

路じ［4年配当漢字］説と一く［5年配当漢字］在あ一る，修おさ一　Skる

到達度・書きでIO％台の習得率の「訓」

［1年配当漢字］雨あま，下しも，下くt」一す，学まな一ぶ，上うわ，上のぼ一せる，上のue一す，正まさ，生は一やす，

千ち，八や，八やつ［2年配当漢字］外はず一す，外はず一　itる，教おそ一わる，交まレわる，交9一じる，社やしろ，

新あら一た，親した一しい，通かよ一う，歩あゆ一t・，明あき一らか，明あ一くる，用もち一いる［3年配墨漢字］温あたた

一か，　温あたた一かい，球たま，苦にが一る，係かか一る，　幸さいわ一い，　才旨さ一す，fkか一わる，　注そそ一ぐ，　等ひと一しい，

負お一う，放はな一　s一，放はな一〇，有あ一る［4年配轟漢字］栄（i－xる，挙あ一がる，欠か一く，捌す一る，試こころ

一みる，唱とな一える，成な一7・，成な一す，節ふし，帯お一びる，満み一たす［5年配当漢字］易やさ一しい，解と一かす，

経へ一る，構かま一う，収糖吻る，収泌球る，託せ一める，絶た一やす，絶たつ，善よ一い，務つピめる［6年配

盗漢字］危あや一ぶむ

　そして，4年後でも20％未満の習得率の音訓は，読みでは，

　栄は咳る，十と，上のぽ嚇る，上のぼ一す，臼しら，費つい一　」1．る，燃tJ一す

の7つであり，書きでは，

　明あ一く，収SS＃一gる，善よ一い，空あ一esる，上のぼ一す，足t：一す，外ほか，代タイ，代か一わる，放はな一れる，

　栄は一える，量はか一る，解と一力・ち構か9一う，収塒曲る，修おさまる，留と一まる，弐こ

の18である。（郵達度で20％以上の習得率の音訓には下線を付けた。）H教組調査で指摘された「訓」

もそうであるが，旧習得率の音訓は，書き言葉的で使用頻度の低いものが多いようである。

　さて，表！－5－4～表1－5－8は，配当学年別に音読みと訓読みの平均習得率を示したものである。表

1－5－1と二様に，大小関係を不等号で示し，そして，訓読みのほうが高いものに下線を付けた。1～

3年配当漢字は訓読みのほうが平均習得率が高く，4～6年配当漢字は，全般的に，音読みのほう

が平均習得率が高い。特に到達度と1年後の場合は，その傾向がはっきりとしている。林四郎は，

「昔から日本人の漢字教育は，一字一字が語であることを無条件の前提として行われてきた。」1）と述

べている。この場合，「語」とは一般に「訓」であることが多いであろう2）。この林四郎の醤葉を参

考にすると，到達度，1年後で訓読みのほうが平均習得率が高いのは，児童・生徒が，「訓」から先

に漢宇の読み書きを学習しているからだと言うことができるだろう。そして，4～6年配当漢字で

音読みのほうが平均習得率が高いのは，表1－5－9に示すように3＞，4～6年配当漢字で，「音」の割合

が大きくなることが関係しているのかもしれない。（2）で，漢字習得における音読みと訓読みとの違

いについて，別の方向から見ることにする。
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衷1－5－4 音読みと訓読みの平均習得率

一1年前・配当学年別一

読　　み 書　　き

音読み　訓読み 音読み　訓読み

P0。8＜1L6 Z．7＜　LO

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

27．圭＞19．6

R8，0＞23．7

S6．7＞22．3

T7．1＞52．8

2．6＞　茎．8

R．9＞　2．5

T．0＞　2．6

P0．2＜13．8

衷1－5－5 音読みと訓読みの平均習得率

一到達度・配当学年別一

読　　み 書　　き

音読み　訓読み 音読み　訓読み

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

49．5く64．0

U0。0＜77．0

V4．0〈76．3

W7．9＞74．6

W6．6＞72．0

W9．3＞83．9

46．1〈60．9

S0．3＜60．4

S9。8〈55，0

T8．2＞52．7

T3．0＞45．8

T5．3＜60．3

表蒙一5－6 音読みと訓読みの平均習得率

一1年後・配当学年別一

読　　み 書　　き

音読み　訓読み 音読み　訓読み

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

59．0く71．0

U8．7＜8王．3

V9。7＜79．9

W8．5＞73．6

W8．4＞75．4

W9．8＞83．9

53．2＜66．5

S9．8＜64．6

S9．8＜52．6

T1．3＞43．5

T0．3＞40．8

T1。7＜53．2

eel－5－7 音読みと訓読みの平均習得率

一2年後・配当学三障一

読　　み 書　　き

音読み　講読み 音読み　訓読み

74．0＜79。9 70．2＜77．2

78．8〈85．4 64．7＜72．3

1年配当漢字

Q年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

87．7＞86．2

X4。0＞83．4

X3．4＞81．5

X3．2＞88．3

64．5＞64．2

U6．5＞57．8

U1．0＞46．3

U3．7＞63．1

袈1－5－8 音読みと訓読みの平均習得率

一4年後・配当学年三一

読　　み 書　　き

音読み　訓読み 音読み　訓読み

90．1＞88．9

X0．8〈93．6

88．2＞85，1

W3．4＜84，4

1年配当漢字

Q年配嶺漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T無配当漢字

U隼配当漢字

95。9＞93．2

X7。1＞90．2

X6，7＞89．9

X7，9＞95．4

83，3＞79。5

W0．2＞68．9

V7。5＞63．3

W0。4＞77．7

衰1－5－9　配当学年別音訓数の分布

音 訓 合計

王年配当漢字 95 142 237

2年配当漢字 167 200 367

3年配当漢字 205 210 415

4年配当漢字 201 161 362

5年配当漢字 197 129 326

6年配当漢字 172 126 298

合　　計 1037 968 2005

注

1）林四郎『言語行動の諸相s明治書院，1978年，5G頂

2）林四郎は，上記文献において，さらに当用漢字1850字の音訓の一語としての独立性を調べて

　（用言を除く），溜lbで独立する漢字は373字，「音」で独立する漢字は288字，「訓」でも「音」

　でも独立する漢字は54字あるという結果を報皆している。

3）　中学音訓・高校音訓は集計から除いた。
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（2）音訓と漢字習得

　漢字によって音訓数に違いがある。表1一一5－10は，小学校配当漢字全体について，音訓数別に漢字

の数を集計したものである1）。音訓数のもっとも多い漢字は，下1と明2で，11音訓である2）。それでは，

音訓数の多い漢字は習得が難しいのだろうか。そして，同一漢字の音訓の習得率には，どのような

違いがあるのだろうか。表1－5－11～表1－5－14は，音訓数男曝に平均習得率を示したものである。表1－

5－11と表1－5－12は，文字のレベルについてであり，表1－5－13と表1－5－14は，音訓のレベルについて

である。そして，到達度についてのみ，図1－5－1と図1－5一一2にそれをグラフに表した。文字のレベル

では，音訓数の多い漢字ほど習得率が高いという傾向がある。しかし，音訓のレベルでは，反対に，

音訓数の多い漢字ほど習得率が低いという傾向がある。つまり，どれか1つの音訓を習得するとい

うだけならば音訓数の多い漢字ほど習得が容易なのであるが，音訓全体を均して見ると，音訓数の

多い漢字ほど習得が難しいのである。そして，集計表は省略するが，この傾向は，配当学年別に見

てもほとんど変わらない。

　さて，表1－5－i5は，7音訓以上の漢字について，音訓別に習得率を示したものである。どの漢字

でも，1つないし2，3，学校での学習の初め（到達度）から，ほかの音訓に比べて特に翌得率の

高い音訓のあることが認められる。表1－5一・15にあげた漢字について言えば，

分
冷
上
生
下
階

フン，フン

レイ，つめ一たい，ひ一やす

うえ

セイ，う一まれる

した

あか一るい

などがそうである。これら以外の音訓は，到達度ではそれほど習得率が高くなく，1年後，2年後，

4年後となるに従ってだんだんと習得率が上昇していく。つまり，「訓」ないしょく使われる「音」

が漢字習得の上で中核となっているようである。このことを仮説として，「音」と「訓」のどちら

が漢字習得の上で中核となっているかを，小学校配当漢字全体について概観してみよう、，「音」と

「訓」をどのように持つかということで漢字を分類すると，次のようになる。表1－5－16は，配当学

年別にその数を示したものである。

　「音」だけを持つ漢字

　「訓」だけを持つ漢字

　「音」と「訓」の両方を持つ漢字

　そして，「音」と；’Wll．，の両方を持つ漢字について，それぞれその漢字の「いちばん習得率が高

い音読み」と「いちばん習得率が高い訓読み」とを比較して，

　音読みのほうが習得率の高い漢字

　訓読みのほうが習得率の高い漢字

　両方同じ習得率の漢字
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表1－5－10　1漢字あたりの音訓数の分喬

配　　当 学　　年
音訓数 合計

1 2 3 4 5 6

1 8 圭9 64 88 105 116 40G

2 26 71 72 69 59 52 349

3 17 35 40 24 22 14 152

4 14 10 9 10 8 5 56

5 8 5 9 2 1 2 27

6 0 3 1 1 0 1 6

7 0 1 0 G 0 0 1

8 G 0 0 1 0 0 1

9 1 0 0 0 0 0 1

圭0 1 0 0 0 0 0 1

11 1 i 0 0 0 0 2

合　計 76 145 195 195 195 190 996

衷1－5－ll音訓数別平均習得率一読み・文字のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1音訓の漢字 48．6 92．6 92．6 95．5 98．2

2音訓の漢字 41．3 92．8 93．9 96．6 98マ

3音訓の漢字 36．3 93．0 94．3 96．8 98．9

4音訓の漢字 39．1 93．5 95．0 97．9 99．圭

5音訓の漢字 34．8 91．6 94．5 96．8 98．9

6音訓の漢字 24．3 92．4 93．6 97．3 99．4

7音訓の漢字 20．5 92．5 96．2 98．8 100．0

8音訓の漢字 75．0 99．0 98．5 100．0 99．5

9音訓の漢字 一 89．5 93．8 95．3 99．4

10音訓の漢字 一 96．5 96．2 98．9 10G．0

11音訓の漢字 14．0 90．5 91．5 96．8 99．4

Pt　1－5－12　音訓数溺平均習得率一轡き・文字のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1音訓の漢字 63 60．7 55．5 67．2 82．0

2音訓の漢字 5．9 67．8 64．8 75．7 87．2

3音訓の漢字 5．1 7圭．6 69．5 79．0 89．6

4音訓の漢字 7．9 74．G 71．9 82．8 90．8

5音訓の漢字 3．7 76．0 74．4 84．3 93．0

6音訓の漢字 2．6 72．0 71．7 86．6 94．8

7音訓の漢字 4．0 87．0 88．7 98．8 99．0

8音訓の漢字 5．0 83．0 73．0 83．0 97．0

9音訓の漢字 一 9LO 94．8 97．3 99．4

10音訓の漢字 ｝ 90．0 94．8 94．1 97．7

H音訓の漢字 1．0 79．0 86．0 93．5 98．3
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表1－5－13　音訓数別平均習得率一読み・音訓のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1音訓の漢字 48．6 92．6 92．6 95．5 98．2

2音訓の漢字 30．1 76．5 79．8 86．7 94．2

3音訓の漢字 22．3 71．7 76．0 8喋．1 92．8

4音訓の漢字 23．3 7三．5 75．3 83．8 91．8

5音訓の漢字 15．9 61．5 69．1 78．0 89．4

6音訓の漢字 9．7 58．G 67．5 76．1 89．3

7音訓の漢字 6．1 66．1 71．7 77．2 86．0

8音訓の漢字 45．1 80．4 81．0 85．0 93．9

9音訓の漢字 … 34．6 4圭．5 60．2 72．6

10音訓の漢字 一 42．7 54．7 67．4 8L8
11音訓の漢字 5．7 41．9 56．3 68．3 82．7

Ptl一§一・14　音訓数別平均習得率一醤き・音訓のレベルー

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後

1音訓の漢字 6．3 60．7 55．5 67．2 82．0

2音訓の漢字 4．2 52．8 51．8 64．0 79．6

3音訓の漢字 2．7 5L7 51．0 63．2 78．7

4音訓の漢字 4．2 54．3 53．9 65．7 79．1

5音訓の漢字 1．4 48．7 50．9 62．2 76．6

6音訓の漢字 1．5 45．5 52．7 61．8 76．4

7音訓の漢字 1．1 49．9 52．9 55．9 69．7

8音訓の漢字 2．8 58．1 50．3 60．9 77．3

9音訓の漢字 一 34．G 41．6 63．7 72．4

10音訓の漢字 一 34．0 46．4 66．2 77．7

1圭音訓の漢字 0．2 30．2 44．7 60．7 78．6

図1－5一重 音訓数別平均習得六

一四達度・文字のレベルー

図1－5－2 音訓数別平均習得十

一鰯遠度・音訓のレベルー
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表1－5－15音訓数の多い漢字の音訓別習得率
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くだ一さる … 12．0 8．8 21．5 57．6 一 3G．0 34．8 48．1

お一うす 一 62．0 83．4 87．8 96．4 … 34．0 42．6 52．7

お一りる 一 68．0 80．9 90．1 92．3 一 45．0 59．7 62．9

明2 メイ 5．0 44．0 73．0 94．5 100．0 0．0 17．0 34．1 75．1

ミョウ 2．0 9．0 15．6 28．7 65．0 0．0 9．0 19．9 32．9

（11） あ一かり 6．5 78．5 85．6 95．2 99．0 G．5 41．0 57．7 83．1

あか一るい 14．0 93．5 97．8 98．8 100．0 1．0 65．0 81．4 92．8

あか一るむ 2．0 52．0 65．4 72．1 88．5 0．0 49．0 61．3 66．1

あか一らむ 0．5 26．5 43．0 28．7 50．5 0．0 26．G 45．1 55．5

あき一らか 3．5 20．5 50．0 61．6 82．0 1．0 12．0 28．8 44．5

あ一ける 11．5 79．0 83．6 95．8 98．5 G．0 43．0 57．1 73．4

あ一く 1．0 22．5 21．9 38．7 39．5 G．0 4．0 4．3 7．0

あ一くる 13．0 49．5 68．6 74．8 80．0 0．0 19．0 55．2 64．2

あ一かす 4．0 41．5 44．9 75．2 89．5 0．0 22．0 25．5 32．9

71．9

61．5

76．7

94．5

77．9

92．5

96．5

78．0

68．5

69．2

92．5

9．5

79．0

64．5

注）　（）の中の数字は音訓数

表1－5－16音訓の持ち喉越漢字数の分布

音だけ 訓だけ 両　方 合　計

1年配当漢字 7 3 66 76

2年配当漢字 2三 5 119 145

3年配当漢宇 6三 6 128 195

4年配当漢字 92 3 1GO 195

5年配当漢字 103 6 86 195

6年配当漢字 102 22 66 190

合　　計 386 45 565 996

に分類して示したものが，表1－5－17と表1－5－18である。括弧の中の数字は，表1－5－16の「音だけ」

と「訓だけ」とを，「音読みのほう」と「訓読みのほう」にそれぞれ加えたものである。揺弧の中

の数字に注目して小学校配当漢字全体について見ると，どの場合も「音読みのほう」が圧倒的に多

い。つまり，「音」が漢字習得の上で中心的な役割を果たしているのである。林四郎は，「昔からN

本人の漢字教育は，一字一字が語であることを無条件の前提として行われてきた。」と述べた後，

「それは，教育の基本方針としては，今も正しさを失わないが，現代臼本語の語彙の実態は，漢字

の一字一字が，そのまま語であるよりも，各駅は語の一部すなわち造語要素に過ぎないという性格

を次第に強くしつつある。」3）と続けている。「音」だからといって語として独立しないというわけ

ではないが4＞，「音読みのほう」が圧倒約に多いというこの結果は，「一字一字が語であることを無

条件の前提として」漢字の教育を行うことが，現代ではしにくくなっていることを示していると書

えるだろう。

　さて，児童・生徒の漢字習得の傾向を見るために，「音」と「’SILの両方を持つ漢字に注目する

ことにしよう。読みでは，1年前以外は「訓読みのほう」が多い。そして，書きでは，どの場合も

「訓読みのほう」が多い。また，配当学年携に見ると，1～3年配当漢字は，「訓読みのほう」が
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多く，4～6年配当漢字は，「音読みのほう」が多い。つまり，高学年に配当されている漢字より

も低学年に配当されている漢字のほうが，そして読みよりも書きのほうが，「訓」に依存した漢字

習得が行われていると言えるだろう。

表1－5一・17　同一漢字の音読みと訓読みの比較一小学校配当漢字全体一

1年前 到達度 1年後 2年後 4年後
漢　　　字　　　数 499（920） 565（996） 565（996） 565（996） 565（996）

読　み

音読みのほう

P読みのほう

ｼ方岡じ

261（640）一　　　　　㎝

Q38（280）

@0

229（615）　　一

R30（375）

246（632）　　一

R15（360）

R
263（649）　　一

Q89（33娃）

ｰ
255（641）　　『

Q68（313＞

ﾍ

書　き

音読みのほう

P読みのほう

ｼ方同じ

180（559）　　一

Q12（254）

o
191（577）　　一

R63（408）

H
216（6G2）　　一

R43（388）

A
241（627）　　一

R王4（359）

e
258（644）　　一

Q90（335）

¥
注）　（）の中の数字は，表1－5－16の「音だけ」「訓だけ」を加えた数

衷1－5－18　同一漢字の音読みと訓読みの比較一到卍巴。配当学年別一

読 み 書 き

漢字数 音読み 訓読み 両　方 音読み 訓読み 両　方

のほう のほう 同　じ のほう のほう 同　じ

1年配当漢字 66（76） 23（30） 43（46） 0 22（29） 44（47） 0
…　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　｝

2年配当漢字 119（145） 23（44） 96（101） 0 21（42） 98（103） 0
…　　　　　　　一 ～　　　　　一

3年配当漢字 三28（195） 42（103） 85（91） 1 4隻（102） 87（93） 0

一 一 一 ～4年配当漢字 100（195） 57（149＞ 40（43） 3 52（144） 46（49） 2
…　　　　　　一 　　　　　　一

5隼配当漢字 86（195） 49（152） 37（43） 0 48（151） 36（42） 2
　　　　　　　　一 　　　　　　一

6年配当漢字 66（190） 35（137） 29（51） 2 32（134） 32（54） 2
｝　　　　　　一

一
注）　（）の中の数字は，表1－5－16の「音だけ」「訓だけ」を加えた数

注
D
勿
紛
の

中学音訓・高校音訓は，集計から除いた。

漢字の右肩の数字は，配当学年である。表1－5－13も同じ。

林四郎『言語行動の諸根』明治書院，1978年，501頁

（1）の注2）を参照。
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（3）漢字習得の機構

　福沢周亮は，「漢字の読字学習の原理的な形態は，漢字に音が結びつくことにあるわけで．これは，

漢字を刺激項，音を反応項とした対連合学習である。」1）と述べている。文字と音節とが原則として

1対1の対応をしている仮名文字の場合，このような説明はなじみやすい。

　しかし，漢字は，通例，複数の読み（音訓）と複数の意味とを持っている。そして，このことが，

現代濤本語における漢字の用法の複雑さの元ともなっており，漢字習得の上での困難さの原因とも

なっている。福沢の説明は，事態をやや単純にしすぎているようである。

　（2）で見たように，現代の漢字教育では「一字一字が語であることを無条件の前提として行」う

ということが難しくなっている。このことに対応した漢字の学習指導の方法の開発が必要とされる

ところであり，そして，本報告書に報告する「分類学習漢字表」の有用性は，実はここのところに

ある。なお，本項では，「漢字習得の機構」という題圏としながらも，即興的に触れ得なかった。

次の武部良明の文章を引用することによって，このことに代えることにする。

　　しかし，一つの漢字の読み方が何種類にもわたるのは，個々の漠字を単位として見た場合の結

　論である。個々の語を表すために用いられる漢字のほうは，それぞれの語ごとに固定しているの

　が実情である。問題は，その場合に個々の漢字の読み方をすべて学習したとしても，そのことか

　ら特定の語の読み方が導き出せないということである。ただし，そのことは，漢字の場合に限ら

　ないのである。個々の語の習得に当たっては，その語の意味や発音を覚えるとともに，その語の

　文字表記を覚え，その文字表記の読み方を覚えるべきである。未学習の語の漢字表記に出会った

　ときにそれが読めないと非難するのは，全くの筋違いである。また，未学習の語の漢字表記も自

　由に読みこなしたいと意図して個々の漢字の読み方をすべて習得しようとすることは，全くむだ

　なことである。漢字の指導に当たっては，まず，このことを心得ておくべきである。

　　ただ，この場合，次のことを見逃してはならないのである。それは，漢字が基本的には意昧を

　表す文字として用いられるということである。そうして，このことは，漢字の持つ利点として，

　大いに役立てるべきである。それは，漢字を単位としてその漁父を習得することが，大いに役立

　つということである。特に理解の立場では，読み方が分からなくても，意味が分かれば十分であ

　る。一般に言語を理解する場合，文字表記から発音が分かるのと文字表記から意味が分かるのと

　どちらが役立つかといえば，意味の分かるほうが役立つはずである。その点では，漢字が意味を

　表す文字だということを，もっと積極的に活用すべきである。そうして，このことが，漢字で書

　かれた語の意味を記憶の中に定着させる上でも，大いに役立っことをナ分に心得ておくべきであ

　る2）Q

注

1）福沢周亮「漢字の読字学翌一その教育心理学的研究一s秘露社，1976年，78頁

2）武部面明『臼本語表記法の課題』三省堂，玉981年，332～333頁
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第6節　誤答と漢字習得

　誤答が，正答と同じか，あるいはそれ以上に，児童・生徒の漢字習得の傾向を示すことがある。

報告95『児童・生徒の常用漢字の習織では，誤答の分析を行うまでには至らなかった。本節で，

誤答の分析を行うことにする。

（1）誤答分析

　誤答に関する研究は，以前からさまざまな分野で行われてきた。しかし，ここで言う誤答分析

（error　analysis）とは，1960年代にアメリカの第2言語習得（外国語教育）の研究の中から生まれ

てきた考え方を指している1）。すなわち，言語習得は，単純な習慣形成ではなく，学習者の能動的な

規則発見のプUセスであって，誤答とは，「学習者が学習段階において目標書語に対して持っている

自己の仮設〔中略〕をうかがわせる資料である」2），という考え方である。

　吉田章宏・松懸彌生・志村正子「漢字の教授＝学習一誤字分析からの接近一」，『東京大学教

　　育学部紀要』14巻，1974年

は，第1言語習得（母国語教育）の領域においてであるが，島村の知る隈り，漢字習得に関して，

上のような考え方で誤答分析を行った最初の研究である3）。吉賑等によれば，誤答（誤字）の研究に

は，次の3つの意義がある。

　　第一には，誤りを除くために誤りを知ること。すなわち，克服し排除すべき対象である誤字を

　まず研究すべきだということ。

　　第二は，正しいものを知るために誤りを知ること。すなわち，正字を書く過程の研究からだけ

　では見出すことの困難な様々な側面を，誤字発生の研究を通じて明らかにすることである。たと

　えば，正字を書く活動の根底には，生じやすい誤りを抑剃する活動がある。このような側面は，

　誤字の研究によって明らかになると期待される。正しいものを真に理解するためには誤りを理解

　しなければならないという考えは，より一般的には，心理学における病理的方法の考え方に通じ

　ている。子どもの誤答の研究から「臨床法」を生み出したピアジェ（1955）にも，思考の病理を

　研究したツァイガルニック（Zeigamik，1965）にも，また，雷い誤り，書き誤りの分析における

　フmイド（1970）にも，同様に，この考え方がみられる。

　　さて，第三は，正しいものを生むために誤りを知ること。すなわち．正字の教授法の改善のた

　めに誤字を研究するということである。誤字の研究の重要性については，ロシア語の読み書きの

　学習の教授法の改善という立場から，アナニエフも次のようにいっている。「同じ子どもでくり返

　されたり，また，異なった学級や学校でくり返しくり返し現われるような誤りを研究することは，

　……方法学の完成にとって，すなわち，一一一ec的にいえば，教授＝学習の，また特殊的には，読み

　および書きの教授＝学習の改良にとって大きな意味を持っている」（Ananjew，1963，　p．384）4）

　漢字習得の研究において，誤答の研究は，これまで，もっぱら誤答の分類という形式で行われて

きた。そして，その場合，多くの研究は，吉田等のあげる誤答分析の3つの意義のうち，第1と第
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3の意義にのみ注目して，第2の意義，すなわち「正字を書く過程の研究からだけでは見出すこと

の困難な様々な側面を，誤字発生の研究を通じて明らかにすること」には，あまり注目してこなか

ったように思われる。たとえば，

　東京都立教育研究所教科研究部国語研究室『児童・生徒の漢字学習に関する基礎的研究（1＞

　　　　漢字の読みの習得の実態と学習指導一』非売品，1989年

　東窟都立教育研究所教科研究部国語研究室『児童・生徒の漢字学習に関する基礎的研究（II）

　　一漢字の習得の実態と学習指導　　』非売品，1990年

は，漢字の読みと書きの誤答の分類を行っている。すなわち，読みについては，

　ア　読まない又は飛ばして読む。

　イ　類似の字形に当てはめて読む。〔例〕島（とり），働き（うごき），銀色（きんいろ）

　ウ音と訓を混同して読む。〔例〕加えた（か），建物（けんぶつ），部下（ぶした）

　工　文脈の中で類推して読む。〔例〕喜んで（ふくらんで），運び（とび），午後（ごぜん）

手
甲
キ
ク
ケ

片仮名と混同して読む。〔例〕力（カ），八（ハ），夕やけ（タ）

知っている語に当てはめて読む。〔例〕相談（ほうこく），原子力（でんしりよく）

知っている読みに当てはめて読む。〔例〕部屋（ぶや），置き代え（ちきだえ）

発音の不明瞭なままに読む。〔例〕授業中（じぎょうちゅう〉，級友（きゆゆう）

一字の読みから創作して読む。〔例〕願望（ねんぽう，げんぽう），散在（たんざい）

に分類しており，書きについては，

　ア　誤答がなく無答になる。

イ
ゥ
ェ
ォ
カ
キ
ク
ケ
に分類している。

かがわせはするが，児童・生徒の漢字習得の傾向をうかがわせはしないだろう。本節では，吉田等

のあげる誤答分析の第2の意義に注冒して，誤答を分析することによって，児童・生徒の漢字習得

の傾向に接近することにする5＞。

無答がなく誤答になる。

字形の認識が不明確で誤って書く。

同じ読みの異なる字を当てはめて書く。　〔例〕子→小，天気吟手木，世話→世和

意味から類推して書く。　〔例〕川→水，上→下，木一一・林，努力→協力

知っている字，似ている字を当てはめて書く。　〔例〕続け→空け，残す一一一〉賛す，苦→若

偏（へん）や秀（つくり）を誤って書く。　〔例〕校→躰，輪一→論，録→詠，緑→線

熟語の語の順序を取り違えて書く。〔例〕変化→化変，案内→内案

かがみ文字に書く。　〔例〕下→i

　　　　　しかし，このような分類では，漢字のテスト図幅での児童・生徒の解答傾向をう
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注

1）誤答分析に関する以下の説明は，小篠敏明編『英語の誤答分析s（大修館書店，1983年）にも

　とつく。

2）小篠敏明編『英諮の誤答分析s，2～3頁

3）そして，鶴村の知る限り，唯一の研究でもある。ただし，この研究がアメリカの誤答分析の研

　究を参照して行われたものかどうかということは，不明である。

4）　吉田章宏・松田彌生・志村正子ド漢字の教授＝学習一誤字分析からの接近一一」，『東京大学

　教育学部紀要214巻，1974年，224頁

5）島村にはこの問題に別の方法でアプローチしたものがある。島村直己「児童の漢字学習一一ア

　ンケート調査の結果から一」（報告96v研究報告集10s秀英出版，1989年）を参照。

（2）読みの誤答分析

1）誤答のカテゴリー

　解答の正誤判定の基準については，報告95『児童・生徒の常用漢字の習得』の第3章第3節第2

項に述べたので，説明は省略する。ここでは，この調査で設けた読みの誤答のカテゴリーについて

説明する。読みの場合，誤答には，次の3～9および0のコードを付けた1＞。

　3………連濁の表記を誤ったり2＞，促音・拗音・長音・撲音などの音節の表記を誤ったりしたも

　　　　　の〔例〕番組（ばんくみ），北海道（ほかいどう），兄弟（きょだい）

　4………正しい読みであるが，表外音訓（常用漢字表に掲載されていない音訓）を書いたもの

　　　　　　〔例〕空く（すく），注ぐ（つぐ），留まる（とどまる），私（わたし）

　5～8…コード3・4以外の誤答で，漢字の学習指導上参考になると思われる以下のもの

　　　　　　似た文字を誤って書いたと思われるもの〔例〕子犬（こいね），馬（うは）

　　　　　　濁点・半濁点を付けてないもの〔例〕半分（はんふん），勝負（しょうふ）

　　　　　　濁点・半濁点を付け加えたもの〔例）自転車（じでんしゃ），土地（どち）

　　　　　　音声を付け加えたもの〔例〕番組（ばあんぐみ），由来（ゆうらい）

　　　　　　音声を脱落させたもの〔例〕強い（っおい），体育（たいく）

　　　　　　発音がなまったもの〔例〕親しい（ひたしい），原因（げいいん）

　　　　　　その他（その漢字の別の音訓を書いたものなど）

　9・。一。・…　無答

　0………3～9以外の誤答
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l
l
i
l
l
l
l
l
l
l
l
l
i
l
l
．

注

1）　「わ」「え．1に，「はJ「へ」の文字をあてたものは，コード3に入れた。また，コー一一・ド5～8は，

　「コード3・4以外の誤答で，漢字の学習指導上参考になると思われるもの」に，鵠現1頂に5・

　6・7・8のコードを順番に付けた。

2）　この調査では，文字としてだけでなく，語としても読めていないと正答としなかった。そのた

　め．連濁することが通常のものはs連濁表記をしていないと，誤答とした。
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2）コ・一ド3の解答の分析

　コード3の解答は，「連濁の表記を誤ったり，促音・拗音・長音・擾音などの音節の表記を誤っ

たもの」である。実は，これには，表記の誤りと，発音の誤りとが混在している。そして，正答に

もっとも近い誤答であって，ソビエト連邦の心理学者ヴィゴツキーの用語を借りれば，次に発達す

る領域，すなわち「発達の最近接領域」1）と言えるものである。ここでは，到達度についてのみ，

コード3の解答について見ることにする。

　まず，1つ1つの音訓について，次の2つの数字を求める。

　正答率　　正答の割合

　正3率　　「正答÷コード3の解答」の割合

　図1－6－1と図1－6－2は，配盗学年別に平均正答率と平均正3率をグラフに表したものである。文字

のレベル，音訓のレベルとも，平均正答率と平均正3率との間の違いはほとんどない。これは，

「連濁の表記を誤ったり，促音・拗音・長音・擾音などの音節の表記を誤った」りする可能性のあ

るものが，提出した問題のごく一部だということが関係しているだろう。そして，コード3の解答

を正答に入れるかどうかということは，全体の結果にそれほど影響を与えるものではないと言える

だろう。以下に，コード3の解答の割合が5％以上のものを一覧する。左に漢字と音訓とを示し，

右に提出語彙と，括弧の中に実際に出現したコード3の解答とを示した。漢字の右肩の数字は，配

当学年である。

図1－6－1配当学年別平均圧答率と平均正3率

　　　　一読み文字のレベルー

％
．
∞
9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0

1

，pmavMM’一一一・M・・一．一・一一一一一d一一．．．．．h．．w．“．一

　　　平均正答率

一一““一一 ｽ均正3率

6
年
配
当
漢
字

5
年
配
当
漢
字

4
年
配
当
漢
字

3
年
配
当
漢
字

2
年
配
嶽
漢
字

1
年
配
当
漢
掌

図1一一6－2　配当学年別平均正答率と平均正3率

　　　　一読み音調のレベルー

％
0
0
9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0

　
1

／

平均蕉答率

一一一一一 ｽ均正3率
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年
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28％台

空1そら

十’ジ・

出㌧ユ・

称5シ・ウ

Io％台

九碑ユウ

三三み

十㌧ユウ

川1かわ

牛2ギユウ

高2たか

組豪くみ

借4シャク

授5ジユ

青空（そら）

十本（じ，じゅ）

出発（しゅ，しつ）

名称（しょ）

九こ（きゆ）

三日め（み）

十月（じゅ，じう）

小川（かわ）

牛乳（ぎゆ，ぎう）

売り上げ高（たか）

番組（くみ）

借金（しゃ）

授業（じ）

5％以上組％未満

火1ひ

十iとお

小㌧・ウ

正㌧。ウ

ダゆう

花火（ひ）

十B（と）

小学校（しょ）

正月（しょ）

夕方（ゆ）

中三チュウ

入1ニユウ

何2なん

顔2ガン

教2キ・ウ

形2かた

合2カ・

弱2よわ一い

秋2シ＝ウ

少2シ・ウ

分2かかる

北賑ク

話2ワ

讐3ゴン
ロ

住3ジ＝ウ

勝3シ・ウ

注3チュウ

丁3チ・ウ

表3ヒ・ウ

願4ガン

河5カ

中心（ちゆ，ちう）

入学（にゅ，にう）

何度（な〉

顔面（が）

教室（きょ）

ひし形（かた）

雪合戦（かっ，が）

弱い（よは，よあ）

秋分の日（しゅ）

少年（しょ）

分かる（は）

北海道（ほく）

電話（は）

伝言板（ご，こう）

住所（じゅ）

勝負（しょ）

注意（ちゆ）

一一嚮G（ちょ）

発表（ぴょ，ひょう，ひよお）

念願（が）

運河（か）

1
｝

注

1）L，S．ヴdゴツキー，柴田義松訳「思考と言語　上al（明治図書，1962年，268～269頁）から

　引罵する。

　　　上述の例を思いおこそう。われわれのまえに知能年齢が同じ七才の子どもが二人いる。しか

　　し，そのうちの一人は，ちょっとした援助で，九才の問題を解くが，もう一人は七才半の問題

　　しか解けない。これら両人の知能発達が同じだろうか？　かれらの自主的活動という点では同

　　じである。だが，発達の最近接可能性という点では，かれらは鋭く分れる。大人の援助を得て

　　子どもがすることのできるものは，われわれにかれの発達の最近接領域を示してくれる。これ

　　は，この方法によるときわれわれは，すでに今日完成した発達過程だけでなく，すでに完結し

　　た発達サイクルだけでなく，すでにしあがった成長過程だけでなく，現在生成しつつある過程，

　　成長しはじめたばかりの過程をも考講ずることができることを意味する。

　　　子どもが今H，大人の助けを受けてできることは，明日には，自主的にできるようになるだ

　　ろう。このように，発達の最近接領域は，われわれが，発達においてすでに到達したものだけ

　　でなく，成長過程にいまあるものを考慮しつつ，子どもの明日，子どもの発達の動的状態を明

　　らかにすることを助ける。上述の二人の子どもは，すでに完結した発達サイクルの点では同一

　　の知能年齢を示す。だが，かれらの発達の動態は，まったく異なっている。このようなわけで，

　　子どもの知能の発達状態は，少なくとも二つの水準一現在の発達水準と発達の最近接領域

　　一を明らかにすることによって，明確にされることができる。
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　3）誤答例

　コード5～8の解答，すなわち「コード3・4以外の誤答で，漢字の学習指導上参考になると思

われるもの」について，到達度で5％以上のものを一覧する。表記の誤りは，実際には発音の誤り

であることが多い。そして，その漢字の別の音訓を書くという誤答は，コード5～8の解答の中で

もっとも多いが，テスト場面での自然な選択行動であるだろう。

濁点・半濁点；を付け加えたもの

点2テン　　　　　点線　　　　　　　　でんせん（IO．0）

細3サイ　　　　　細工　　　　　　　　ざいく（6．0）

神3シン　　　　　神話　　　　　　　　じんわ（5，0）

転3テン　　　　　霞転車　　　　　　　じでんしゃ（11．5）

畑3はた　　　　田畑がひろがる　　　たばた（5。5）

臣4シン　　　　　家臣　　　　　　　　かじん（42．5）

治4チ　　　　　　自治会　　　　　　　じじかい・じちかい（44．5）

音簿；を付け加えたもの三

十㌧ツ

立1た一てる

六1む一つ

湖3・

酒3シ・

由3ユ

油3ユ

勢4いきお一い

十本

立てる

六つ切り

塑水

ぶどう酒

豊三

石素

水の勢い

じゅうぼん・じうぼん・じゅつうぼん（32．5）

たってる（10．0）

むっつぎり・むっつぎり

こうすい（10．5）

ぶどうしゅう（8．5）

ゆうらい（20．5＞

せきゆう（14．0）

いきよい（6．0）

・むっっつぎり（30．0）

二三を脱落させたもの

体2タイ　　　体育

育3イク　　　　体育

温3あたた一まる　　　温まる

栄4は一える　　　優勝に栄えるチーム

低4ひく一い　　　低くなる

／・t‘　O一ける　　　付ける．

発曹がなまったもの

七1シチ　　　　　七五三

千1セン　　　　千円

原2ゲン　　　　　原因

退5タイ　　　　退院

たいく（10．5）

たいく（18．0）

あったまる（10．0）

あえる（50．0）

ひくなる（19，0）

うける（7．0）

ひちこさん（14．0）

せいえん（5．0）

げいいん。げえいん（9．5）

たんいん（8．5）
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その他（その漢字の別の音訓を書いたものなど）1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
る
　

つ
　

る
　

す
　
　
　

け
　
る
な
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
つ
　
　
つ
　

リ
ウ
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
ロ
く
　

り
　
　
　
　
　
　
　
る

”
礁
随
α
櫨
ク
ひ
恥
よ
計
傭
照
油
防
こ
鳴
輪
’
ゆ
シ
諏
砂
碍
砺
赴
舵
帥
跡
赫
哲
舛
費
ト
獣
ゆ
｛

」
雨
ヂ
下
金
ぼ
門
門
四
四
四
四
把
劇
ボ
譜
図
戸
・
律
酵
艦
予
州
一
一
二
二
灘
塗
置
僧
溜
門
門
樹

章鰍98

同二

二戸

JII工：

川を下る

金づち

口調

三つ子

三つ

璽人

道の四つ角

圭着

罵を上る

正月

工む

本かげ

莚す

魚市場

亘外

行く二

二然

二三

国語の読本

二上

土地が開ける

しばいの幕が開く

四つ角

錘る

廼屋

重なる

二十一世紀

交岱

塗ぐ

登山

照畑がひろがる

反る

どういち（40．5）

あめど（31．5）

かわした（56．5）

おりる（11．5）

かねつち（6．0）

くちちょう（46．5）

みっつご（11．5＞

みつ（34．5）

よんにん（10．0）

よっつかど。よっつかど・よっつつかど（30．5）

うえぎ（39．0）

あがる（14．0）

おしょうがつ・おしょがつ（9．0）

しろむ（44．0）

きかげ（60．0）

きす（24，0）

さかないちば（24．5）

とカsい（62．0）

いくすえ（74．0）

じぜん（21．0）

ふねたび（44．5）

よみほん（18．0），どくほん（6。5）

かぜかみ（57．0）

あける（28．5）

ひらく（71．0）

よつカ〉く　（23．0）

かかわる（5．0）

さけや（35．0）

おもくなる（12．5）

せ（i3．0）

こうだい（7．5）

つぐ（5．0）

とうざん（12．5）

たばたけ・たはたけ（21．0）

かえる（10．0）
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宿4やど一す

不4ブ

再5サ

志5こころざ一す

任5まか一す

燃5ひす

判5バン

武5ム

預5・

巻6まき

私6わたくし

背6せい

宿す

不細工

亘来年

乱す

但iす

寵す

小週

武者ぶるい

璽金

源氏物語の巻の一

公と私

背くらべ

しゅくす（31．5）

ふさいく（61．5）

さいらいねん（24．0）

』す（10．5）

記す（5．0）

鼓す（76．5）

ごはん（10．5）

ぶしゃぶるい（9．5＞

盤きん（38．0）

かんのいち（15．5）

わたし（48．0）

せくらべ（38．5）2）

注

1）　コード4の表外音訓も含める。

2）　「背くらべ」は，「せくらべ」と読むこともあるが，現代語では「せいくらべ」が通常の読み

　方であると考えて，「せくらべ」は誤答とした。

（3）書きの誤答分析

1）誤答のカテゴリV一一

　解答の正誤半掟の基準については，報告95『児童・生徒の常用漢字の血液の第3章第3節第3

項に述べた。誤答には，次の3～9，および0のコードを付けた1＞。

　3………その漢字を書こうとして，字形の面で誤ったもの

　　　　　〔例〕漉（塩），初（初），賑（脈），紙（紙），矧（順），倍（借），昨（昨）

　4………同じ読みをもった別の漢字を書いたもの

　　　　　〔例〕三（算サン），坂（逆さか），正（青セイ），休（安やすい），箱（運はこぶ）

　5………形の上で似た劉の漢字を書いたもの

　　　　　　点薗の過不足・長短のちがい等によって別字となったもの〔例〕土（士），大（犬）

　　　　　　偏簿冠脚が付け加わったり，脱落したもの〔例｝関（門），虫（蚕），売（読）

　　　　　　岡じ部分（偏労冠脚等）を共有する別の漢字を書いたもの〔例〕学（字），空（究）

　6………構じ読みをもち，かつ形の上で似た別の漢字を書いたもの

　　　　　〔例〕頭（登トゥ），思（志シ），黄（横オウ），竹（築チク），星（生セイ）

　7・8…意味の類似した別の漢字を書いたもの（通用字体・旧字体を書いたものを含める）

　9・。・…　。・4無答

　0・…・…・3～9以外の誤答
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注

1）　コード7・8の「意味の類似した溺の漢字」は，「異字同訓の用法」（国語審議会参考資料，

　1972年）を参考｝こして決めた。〔例｝のうち，括弧の中の漢字が問題として提出した漢字であり，

　括弧の外の漢字が誤答例である。

2）コード3の解答の分栃

　コード3の「その漢字を書こうとして，字形の面で誤ったもの」は，正答にもっとも近い誤答で

ある。読みと同じように，1っ1つの音訓について，次の2つの数字を求めることにしよう。

　正答率　　正答の割合

　正3率　　「正答十コード3の解答」の割合

　図1－6－3と図1－6－4は，配当学年別に平均正答率と平均正3率をグラフに表したものである。文字

のレベル，音訓のレベルとも，読みと異なり，平均正答率と平均正3率とが相当に隔たっている。

「その漢字を書こうとして，字形の面で誤ったもの」というコード3の基準をどの程度強く適用す

るかで，結果（正答率）にかなりの違いが出てくると言えるだろう。

　さて，コード3の解答の割合（コード3率）だけを見ることにする。図1－6－5は，配当学年別に

平均コード3率を示したものであり，そして，図1－6－6は，画数劉に平均コード3率を示したもの

である。高学年に配当されている漢字ほどコード3率が高く，そして，画数の多い漢字ほどコード

3率が高い，という傾向が見られる。
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　欝字習得の傾向を見るために，次のような書字と誤答発生のモデルを考えてみた。入力はF読

み」である。「読み」から「字形イメージ」を思い浮かべる。なんの「字形イメージ」も思い浮か

ばなかったら，「無答」を出力する。その後，読みや意味などを手がかりに，「目的の漢字の字形イ

メージ」を思い浮かべる。「目的の漢字の字形イメージ」に的中しないで出力すれば，「他の漢字」

である。最後が，実際に書くこと，つまり「字形の再現」である。だが，その前に他の類似した字
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形に干渉されて出力すれば，「類似字形」である。そして，無事に字形が再現できれば，「正答（正

字）」を出力し，そうでなければ，「不完全字形」を出力する。

図1－6－7盤字と誤答発生のプmセス・モデル

〈書字プロセス〉

　入力；読み

成
功

〈誤答発生プロセス〉

　失敗
　　　　　鑑＿答［9］

字形イメージ

成
功

失敗
他の漢字［4・7・8・0］

騒的の漢字の

字形イメージ

成
功

失敗
類似字形［5・6］

字形の再現
：書字

成
功

失敗
不完全字形［3］

正字＝出力

pa1－6－7に示したこのモデルに合うように，解答のカテゴリーを次のようにまとめる。

　　　　9　　　　　　→無答

　　　　4・7・8・0→他の漢字（他漢字と略す）

　　　　5・6　　　　→類似字形（類似形と略す）

　　　　3　　　　　　→不完全字形（不完全と略す）

　　　　正答　　　　　→正答

ただし，概略的に，文字単位に見ることにする。まず，文字単位に各コードの合計を求める。

「一」を例にすると，次のようになる。

正答 3 4 5 6 7 8 9 0 合計

一イチ

[イツ

[ひと

黷ﾐと一つ

92

X
3
8
7
4

0
0
0
0

0
7
5
1
2
1

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
G

0
0
0
0

5
8
1
1
0
3

3
3
1
2

100

P00

P00

ﾊ00

合　　計 213 0 79 0 0 0 0 99 9 400
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それから，上にあげた新しいカテゴリーで数字をまとめ，カテゴリーごとの割合を求める。次の

「一」の例では，上段に実数，下段に割合（％）を示した。

無答 他漢字 類似形 不完全 正答

一
99

Q4．8

88

Q2．0

0
0
．
0

0
0
．
0

213

T3．2

　表1－6－1と表1－6－2は，1字1字について上のような計算を行って，配当学年別および画数別に，各

カテゴリーの平均値を計算したものである。（1字1字の数字については，本節末の表1十5にあげ

る。）高学年の配当漢字ほど，そして，画数の多い漢字ほど，「類似形」と「不完全」の割合が大きい。

表ト6一1　解答の内訳一配当学年別平均十一　　　　　　　　　　　（％）

無　答 他漢字 類似形 不完全 正　答

全　　　体 24．9 8．5 4．0 6．9 55．7

1年配当漢字 29．9 7．6 1．2 2．3 59ユ

2年配当漢字 25．7 12．1 2．7 5．8 53．8

3年配当漢字 25．4 8．5 3．6 6．8 55．6

4年配当漢字 22．6 7．6 4．1 8．0 57．8

5年配当漢字 27．4 8．2 5．1 6．9 52．4

6年配嚢漢字 21．9 7．5 5．0 8．7 56．9

Pt　1－6－2解答の内訳一画数別平均値一 （o／o）

無　答 他漢字 類似形 不完全 ．正　答

全　体 24．9 8．5 4．0 6．9 55．7

1 24．8 22．0 0．0 0．0 53．3

2 25．5 7．2 2．0 0．9 64．4

3 22．2 7．0 0．9 0．7 69．2

4 23．5 9．4 L9 3．0 62．2

5 25．0 11．4 3．4 3．7 56．6

6 24．3 9ユ 2．9 3．9 59．8

7 24．4 8．6 3．9 5．4 57．7

8 24．9 8．0 4．2 6．7 56．3

9 22．0 7．4 3．9 6．9 59．8

10 24．9 8．4 4ほ 8．1 54．5

11 26．9 8．3 5ユ 7．7 52．0

12 28．8 10．1 3．8 8．4 48．9

13 23．2 7．5 4．8 10．4 54．1

14 27．5 8．6 5．7 9．2 49．0

15 23．0 6．8 4．0 9．8 56．4

16 25．2 8．3 5．5 11．1 49．9

17 23．2 5．8 8．6 13．1 49．2

18 26ユ 4．9 3．4 13．0 52．6

19 27．4 4．4 5．2 10．6 52．4

20 20．7 3．0 1．3 20．5 54．5
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　正答を除外して誤答だけを取り出し，各カテゴリーの割合を求め，上と同様に計算したものが，

表1－6一・3と表1－6－4である。そして，図1一・6－8と図1－6一・9は，それをグラフに表したものである。高学

年ほど「無答」の割合が小さくなり，それに代わって，「類似形」と「不完全」の割合が大きくなる。

高学年の児童・生徒ほど，ともかくも何かの漢字を書こうとするようである。そして，記憶してい

る漢字数が多くなると，他の一宇の影響（干渉）が強くなるようである。しかし，「他漢字」の割合

があまり変わらないところを見ると，読みや意味の類似よりも，字形の類似のほうが，影響が強そ

うである。そして，高学年の配当漢字ほど「不完全」の割合が大きくなるのは，高学年の配当漢字

ほど字形の複雑な漢字が多くなるということと，高学年の児童・生徒ほど書字が雑になるというこ

との2つのことが関係しているように思われる。

袋1－S－3　誤答の内訳一配当学年別平均値一　　　　　　　（％〉

無　答 他漢字 類似形 不完全

全　　　体 55．4 18．3 9．7 16．7

1年配当漢字 70．3 17．8 3．5 8．4

2年配当漢字 54．6 24．5 6．7 14．2

3庫配当漢字 55．8 18．1 9．0 17．2

4年配当漢字 5L9 17．7 10．6 19．7

5年配当漢字 57．0 16．4 11．3 15．3

6年配当漢字 5L4 16．5 12．4 19．7

衰1－6－4　誤答の内訳一薦数別平均99　一 （e／e）

錘　致’昌、　　　口

他漢字 類似形 不完全

全　体 55．4 18．3 9．7 16．7

1 52．9 47．1 0．0 0．0

2 68．9 18．4 8．3 4．5

3 67．9 21．4 5．7 5．0

4 60．7 23．9 6．4 9．0

5 57．2 24．4 7．9 10．5

6 58．3 21．0 9．3 11．4

7 57．4 19．1 9．6 13．8

8 54．7 17．2 10．7 17．4

9 53．0 16．9 圭0．6 19．5

10 52．9 17．3 10．4 19．4

11 55．0 17．0 10．8 17．2

12 56．3 19．1 7．8 16．9

13 49．9 15．6 11．1 23．5

圭4 53．1 15．9 11．7 19．3

15 52．8 15．4 9．1 22．6

16 49．6 15．3 11．3 23．8

17 45．2 9．3 17．8 27．7

18 54．5 9．8 6．8 28．8

19 55．6 8．8 11．8 23．8

20 47．0 7．1 2．4 43．6
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（o／o）表1－6一一5文掌別解答の内訳
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5
0
0
7
7
0
3
0
5
4
0
5
5
0
7
5
0
0
5
0
零
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
P
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
曾
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O
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●
　
　
　
．
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辱
　
　
　
．
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．
　
　
　
・
　
　
　
●
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．
　
　
　
P
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1
1
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1
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1
　
　
1
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7
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0
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5
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G
O
5
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0
0
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9
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e
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
畠
　
　
　
　
O
　
　
　
　
冒
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．
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0
2
0
3
1
0
5
4
6
1
7
5
0
6
7
9
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5
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2
1
　
　
　
　
2
三
　
　
2
　
　
2
3
1

答
辞

0
5
5
6
0
8
3
0
0
5
0
5
7
7
0
5
5
0
2
0
0
0
5
7
5
3
0
0
0
陰
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
匿
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
噂
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
O
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．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
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1
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8
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0
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1
6
8
0
7
0
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4
3
5
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5
2
2
2
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2
3
4
　
　
3
2
2
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4
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4
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3
0
0
5
0
5
5
0
0
0
5
5
0
G
2
3
5
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曾
　
　
　
○
　
　
　
◎
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
陰
　
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
，
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量
2
2
0
8
8
王
3
2
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2
9
8
7
8
4
G
3
4
3
1
　
　
3
2
2
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1
2
　
　
4
1
3
1

字
漢

川
先
早
足
封
大
男
中
虫
町
天
田
土
二
日
入
学
自
八
葉
文
木
本
名
本
立
力
林
六

引
耳
遠
何
出
差
家
歌
画
厩
平
海
絵
貝
外
間
顔
汽

当
年
配
学

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

呼
唱

3
7
3
0
0
7
5
0
5
5
5
0
5
8
0
7
0
8
0
3
0
0
3
5
3
4
5
0
0
8
5
0
5
7
5
8
0
0
3
5
2
0
3
0
3
8
5
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「
　
　
　
陰
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
量
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
噂
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
嫡
　
　
　
○
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
「
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
C
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
曾
　
　
　
○
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
冒
3
8
6
9
3
1
2
6
9
9
3
4
1
5
3
5
4
8
7
6
0
6
5
7
6
2
0
8
4
5
0
9
3
6
8
5
4
0
3
8
1
4
4
3
4
4
4
5
3
3
4
9
5
3
7
5
3
4
7
6
5
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9
6
6
7
3
9
5
8
5
4
8
4
7
8
7
9
3
6
5
8
6
3
5
8
9
4
3
4
9
3
6
4

全
完
不

0
0
0
5
0
7
1
0
5
0
5
5
5
5
0
0
0
3
7
3
0
0
0
0
3
6
5
0
0
0
5
0
0
0
5
5
1
5
3
0
8
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0
0
2
5
甲
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．
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．
　
　
　
．
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●
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．
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曾
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
雪
　
　
　
C
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
b
　
　
　
●
　
　
　
・
0
0
4
1
1
2
1
0
0
3
2
2
1
2
2
0
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4
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0
5
1
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0
1
0
4
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9
2
1
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0
1
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0
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0
8
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形
似
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0
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0
G
O
O
O
O
O
O
O
5
5
3
2
0
5
3
3
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0
0
0
5
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0
0
0
0
0
0
0
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7
0
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．
　
　
．
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匿
　
　
・
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●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
曹
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0
　
　
。
　
　
・
　
　
．
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●
　
　
●
　
　
陰
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．
　
　
．
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．
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0
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2
0
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0
0
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0
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4
0
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0
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1
0
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1
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0
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2
0
2
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O
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2
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字
削
回

0
7
0
5
0
7
9
0
5
5
0
0
8
8
2
0
5
0
7
3
0
0
5
5
3
0
5
0
0
0
0
5
8
7
5
8
6
5
3
0
8
0
7
0
7
6
0
・
　
　
零
　
　
●
　
　
O
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
，
　
　
陰
　
　
曾
　
　
量
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
の
　
　
，
　
　
聖
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
脅
　
　
．
　
　
辱
　
　
辱
　
　
○
　
　
●
　
　
，
　
　
。
　
　
，
　
　
の
　
　
の
　
　
陰
　
　
・
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
・
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巳
　
　
陰
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
．
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0
0
9
3
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8
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5
2
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3
4
三
5
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9
5
1
3
6
7
4
1
8
2
1
5
0
6
6
7
0
7
5
2
2
0
8
7
3
0
7
2
8
2
2
1
1
　
　
　
　
　
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
i
王
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答
無
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3
7
0
0
0
5
0
5
0
0
0
8
8
6
3
0
8
3
0
0
0
3
5
0
0
5
0
0
3
0
5
0
7
5
8
1
5
3
5
4
5
0
0
3
4
5
零
　
　
冒
　
　
○
　
　
．
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
9
　
　
。
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
・
　
　
P
　
　
辱
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
9
　
　
●
　
　
，
　
　
の
　
　
陰
　
　
，
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
，
　
　
“
　
　
辱
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
，
　
　
．
　
　
，
　
　
匿
　
　
匿
　
　
曾
　
　
●
　
　
．
　
　
●
4
8
9
0
2
0
7
2
4
3
4
6
9
7
0
3
0
4
9
8
4
6
8
4
8
6
6
3
4
7
8
6
9
4
9
5
0
6
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O
5
6
8
4
5
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3
2
3
4
3
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5
1
2
5
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1
3
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3
2
　
　
3
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王
4
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3
4
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字
引

一
右
黒
円
王
卑
下
火
花
学
気
九
十
金
車
月
犬
見
五
口
校
左
三
山
子
四
糸
蔵
耳
思
議
手
十
出
女
小
上
森
上
水
正
生
青
翠
石
赤
斑

当
年
月
月

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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5
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3
6
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0
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0
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0
5
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．
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O
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
冒
　
　
　
冒
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
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齢
　
　
　
齢
　
　
　
の
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
讐
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曹
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
・
7
1
0
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5
1
0
0
0
4
4
1
2
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0
0
2
2
0
3
5
1
2
4
1
0
2
1
1
3
1
1
0
5
0
1
0
5
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1
2
1
4
4
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字
漢
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7
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3
5
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0
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5
0
5
0
0
5
5
0
8
5
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0
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5
5
7
G
7
7
5
5
8
5
●
　
　
○
　
　
O
　
　
O
　
　
辱
　
　
P
　
　
，
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
・
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●
　
　
●
　
　
9
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．
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．
　
　
聖
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2
5
2
2
1
8
4
4
4
0
8
5
3
4
2
2
7
7
7
5
1
2
1
0
5
8
3
5
0
6
3
8
7
6
9
6
5
4
5
3
1
3
4
7
9
8
7
5
　
1
1
　
　
圭
　
　
3
　
　
　
2
2
　
　
2
1
1
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2
1
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
1
2
2
　
　
1
2
　
　
　
1
1

答
無

3
5
7
7
0
0
G
5
7
3
5
5
0
7
0
0
0
0
5
5
0
5
0
5
5
0
0
0
0
5
0
0
5
3
5
0
0
0
5
0
3
0
0
0
5
0
5
0
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脅
　
　
　
●
　
　
　
．
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●
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．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
…
　
　
　
○
　
　
　
「
　
　
　
・
　
　
　
量
　
　
　
，
　
　
　
匿
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0
0
7
5
8
0
8
7
3
2
4
2
9
3
8
1
2
9
9
8
9
3
6
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9
7
0
5
7
7
9
3
3
1
8
2
4
8
7
9
7
3
4
4
9
6
6
9
2
1
3
3
1
2
3
2
1
1
2
2
1
4
3
4
3
　
　
4
3
圭
3
1
1
1
1
2
3
3
1
1
1
2
2
3
2
1
1
1
2
2
3
　
　
2
2
3
2
4
2

字
漢

少
場
面
食
心
新
語
図
数
震
声
星
歯
切
雪
船
前
直
走
草
多
総
体
台
盤
地
嘉
吉
茶
畑
長
鳥
朝
通
弟
店
点
電
冬
刀
蟻
蚕
答
頭
捻
道
議
南

当
年
配
学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

答
正

0
3
5
3
0
7
3
0
5
3
0
0
0
5
7
0
8
7
0
5
5
0
0
5
2
5
3
0
0
3
0
0
3
0
0
G
5
0
5
0
5
0
5
6
0
0
0
0
，
　
　
0
　
　
●
　
　
，
　
　
9
　
　
●
　
　
，
　
　
噂
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
。
　
　
。
　
　
。
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
O
　
　
量
　
　
○
　
　
◎
　
　
，
　
　
讐
　
　
曹
　
　
「
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
9
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
・
　
　
●
　
　
●
　
　
冒
　
　
・
　
　
・
　
　
曾
　
　
O
　
　
，
　
　
○
　
　
巳
　
　
・
　
　
○
　
　
噸
9
8
2
1
9
2
6
三
9
5
8
5
3
8
7
6
5
4
6
8
9
2
3
3
0
4
7
9
8
8
4
8
2
8
3
8
5
3
0
7
0
5
2
7
6
3
1
0
3
3
8
6
7
4
6
5
3
5
2
4
4
3
5
6
3
3
4
6
1
7
3
4
6
3
3
5
8
6
6
7
6
7
6
4
4
4
5
3
7
7
5
6
4
4
6
7

全
完
不

5
3
5
7
0
3
5
0
5
5
7
3
5
5
3
0
2
0
0
5
2
7
6
5
0
0
5
0
5
7
0
0
0
0
3
0
0
5
5
3
0
0
0
2
5
0
0
0
0
　
　
，
　
　
曹
　
　
，
　
　
9
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
冒
　
　
冒
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
・
　
　
9
　
　
．
　
　
冒
　
　
●
　
　
，
　
　
量
　
　
巳
　
　
○
　
　
，
　
　
陰
　
　
雪
　
　
。
　
　
匿
　
　
9
　
　
。
　
　
，
　
　
噌
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
，
　
　
○
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
9
　
　
量
　
　
．
　
　
O
　
　
ゆ
2
7
2
6
6
7
2
0
1
6
1
0
6
1
0
2
2
2
0
2
0
2
0
1
2
7
0
4
2
7
0
5
2
3
0
7
1
7
1
0
3
3
4
5
4
5
2
4
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

形
似
類

字
漢
他

0
3
5
3
0
0
0
5
0
8
0
0
5
0
G
O
O
3
5
0
5
7
4
5
8
0
8
0
0
0
0
0
3
0
7
0
0
5
5
0
0
0
5
2
0
0
5
0
齢
　
　
　
陰
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
曝
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
燗
　
　
　
○
　
　
　
噸
　
　
　
“
　
　
　
「
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
冒
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
0
3
2
2
4
0
護
6
1
7
5
9
9
3
5
4
6
1
1
5
3
6
2
8
7
2
2
1
0
2
2
4
2
6
三
2
5
9
5
6
9
3
1
4
2
5
1
6
5
2
2
　
　
　
　
　
　
　
1
2
1
　
　
1
2
3
2
　
　
2
2
1
1
1
1
1
2
1
3
3
　
　
　
圭
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
2

答
無

5
0
5
0
0
3
3
0
0
3
G
7
0
0
3
0
0
3
0
7
2
7
8
5
0
0
2
0
5
7
5
0
3
0
7
5
5
0
0
3
5
0
5
4
5
0
5
0
陰
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
冒
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
陰
　
　
　
辱
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
6
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
卿
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
レ
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
○
　
　
　
レ
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
噸
　
　
　
，
　
　
　
，
2
2
4
7
3
7
4
7
0
2
1
5
7
5
7
0
1
9
8
5
0
1
7
4
5
6
9
6
7
9
1
4
8
8
2
9
3
2
5
0
9
0
8
4
2
9
8
1
3
2
　
　
2
1
3
1
3
3
2
6
3
2
2
1
1
4
3
3
1
6
1
4
2
2
1
2
1
　
　
　
3
1
2
　
　
2
2
4
2
2
4
1
1
3
2
4
2
2
1

字
漢

記
載
白
魚
京
教
強
玉
蟻
形
計
元
原
戸
古
午
後
語
工
皇
尊
光
行
鼻
高
黄
蓮
谷
国
黒
蟻
才
作
算
止
血
獣
心
嵜
自
蒔
室
社
雌
蕊
秋
春
書

当
年
配
学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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筈
正

0
0
2
0
3
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
5
5
7
0
0
3
0
0
8
0
5
0
0
5
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
5
3
0
0
0
。
　
　
・
　
　
の
　
　
，
　
　
「
　
　
，
　
　
の
　
　
●
　
　
。
　
　
曹
　
　
3
　
　
骨
　
　
甲
　
　
「
　
　
，
　
　
O
　
　
齢
　
　
陰
　
　
甲
　
　
●
　
　
6
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
，
　
　
●
　
　
●
　
　
9
　
　
，
　
　
P
　
　
，
　
　
胃
　
　
贋
　
　
曾
　
　
・
　
　
9
　
　
．
　
　
・
　
　
，
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
の
　
　
曾
　
　
，
　
　
O
　
　
●
7
9
3
1
4
1
3
1
1
7
7
6
9
3
7
4
8
0
5
5
5
8
8
8
9
1
0
6
5
0
0
9
3
4
2
9
2
2
4
8
4
8
1
4
1
0
7
4
5
8
5
4
7
8
2
4
6
2
6
4
5
6
6
7
7
4
3
2
5
5
5
6
6
4
8
8
8
4
2
7
4
7
6
5
3
5
9
5
3
3
7
6
3
6
3
5

金
山
不

0
0
4
0
3
0
5
0
0
0
G
O
O
O
O
5
0
0
0
3
5
0
0
0
0
2
0
5
0
7
0
5
3
0
0
5
0
5
0
2
3
5
0
5
3
6
0
0
幽
　
　
　
O
　
　
　
…
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
「
　
　
　
，
　
　
　
齢
　
　
　
の
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
曹
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
「
　
　
　
の
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
O
　
　
　
「
3
5
2
3
4
4
5
4
0
7
3
5
2
5
5
3
1
3
7
0
7
5
0
4
6
2
7
5
1
8
2
3
7
9
1
0
0
4
0
1
3
7
4
5
0
0
4
5
　
　
　
2
1
　
　
1
1
2
1
　
　
　
i
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
　
1

形
似
類

0
0
8
0
0
0
5
0
0
0
5
5
0
0
0
5
0
5
0
0
5
0
7
0
0
3
0
0
0
3
5
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
G
3
8
0
0
・
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
6
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
齢
　
　
　
O
　
　
　
電
　
　
　
●
　
　
　
…
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
○
　
　
　
「
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
曾
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
「
6
0
4
2
0
7
1
5
0
4
4
圭
4
3
3
1
2
4
3
4
1
0
1
0
8
1
4
0
0
0
4
王
2
0
0
2
1
3
0
1
3
1
2
3
1
0
7
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
0

二
二
他

0
0
6
0
3
0
0
0
0
0
5
0
G
O
O
O
O
5
0
7
0
0
0
0
0
8
0
5
0
0
0
5
0
0
0
5
0
5
0
0
3
5
0
5
3
2
0
5
電
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
曾
　
　
．
　
　
O
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
9
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
e
　
　
●
　
　
●
　
　
曾
　
　
○
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
，
　
　
，
　
　
「
　
　
「
　
　
「
　
　
O
　
　
．
　
　
○
　
　
・
　
　
・
1
4
4
9
2
0
0
8
3
5
3
9
6
1
2
4
2
0
0
3
8
2
3
1
0
6
1
1
3
6
4
1
0
4
4
2
6
1
2
9
6
4
5
1
2
3
3
4
　
　
1
1
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
2
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
1
1
2
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
1

二
三

0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
G
5
0
0
0
0
0
5
5
3
0
0
0
0
0
8
0
5
0
0
0
0
3
0
0
0
0
5
0
8
3
5
0
5
7
4
0
5
●
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
齢
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
の
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
電
　
　
　
電
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
，
　
　
　
○
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
量
　
　
　
・
　
　
　
◎
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
噂
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
0
3
2
5
5
9
8
0
2
6
6
2
8
9
8
3
7
7
1
4
6
8
5
7
7
7
7
8
6
1
5
9
5
7
3
3
6
1
8
4
0
3
8
8
5
4
5
9
2
3
　
　
2
1
　
　
　
4
3
三
4
2
3
1
1
2
1
　
　
3
1
4
2
2
2
2
1
4
　
　
　
1
4
5
1
3
1
2
2
5
1
　
　
3
4
3
　
　
2
3
2
1
2

二
二

荷
界
開
脚
角
帯
華
甲
館
岸
岩
起
期
客
警
急
懸
軍
即
事
橋
業
曲
興
銀
苦
異
君
兄
係
軽
解
決
県
硯
言
庫
湖
畔
瓢
箪
港
網
野
祭
細
仕
死

当
年
配
学

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

答
正

5
5
0
0
0
0
0
3
9
7
3
7
5
5
・
．
5
，
，
0
0
9
8
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
7
9
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
齢
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
■
9
3
6
6
3
1
8
0
9
1
9
5
7
9
2
6
9
7
2
3
1
1
3
7
1
8
2
3
0
0
5
5
4
4
6
3
6
6
5
4
6
3
3
6
6
6
7
5
2
4
4
8
5
5
6
3
5
4
6
4
8
7

0
5
0
0
0
7
0
0
0
5
0
0
0
5
0
6
3
脅
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
刷
　
　
　
電
　
　
　
曾
　
　
　
○
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
2
2
1
1
2
7
1
9
8
9
3
6
3
4
0
9
5
6
7
6
6
8
8
7
4
3
6
5
6
8
4
6
2
5

全
完
不

5
0
7
0
5
0
5
3
9
3
7
7
5
5
0
0
0
0
5
0
0
7
5
5
0
0
5
5
5
0
3
Q
　
　
　
●
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
智
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
冒
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
7
3
0
8
1
7
0
3
0
3
0
6
6
圭
1
3
2
2
2
4
1
3
G
3
1
3
2
3
0
2
2
　
　
1
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
　
　
1
　
　
　
三
1
　
　
　
2

5
5
5
0
0
0
0
0
0
5
5
0
0
0
5
2
7
●
　
　
　
●
　
　
　
の
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
贋
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
●
5
3
2
7
2
1
0
5
9
1
7
9
4
7
7
2
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

形
似
類

0
0
3
0
5
0
0
0
0
7
7
3
5
0
5
0
0
8
8
0
0
7
5
0
0
0
0
5
5
0
3
「
　
　
　
，
　
　
　
“
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
脅
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
齢
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
贋
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
⇒
　
　
　
曾
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
曹
　
　
　
儒
　
　
　
量
　
　
　
「
　
　
　
量
　
　
　
，
　
　
　
・
1
4
0
7
1
0
2
0
3
3
Q
O
O
1
0
2
0
0
1
4
0
0
4
2
0
0
0
0
7
5
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
0
5
0
0
3
0
0
5
0
0
0
0
5
5
4
3
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
P
　
　
　
・
　
　
　
尋
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
，
2
0
0
3
3
0
1
2
1
5
4
2
0
2
Q
7
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王

字
漢
他

5
0
7
0
5
0
5
0
4
3
0
3
0
0
0
0
0
5
3
0
0
7
0
5
5
0
5
8
0
0
0
●
　
　
　
　
「
　
　
　
曜
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
曹
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
の
　
　
　
，
　
　
　
「
　
　
　
　
，
　
　
　
塵
　
　
　
　
電
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
曾
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
　
9
　
　
　
　
曾
　
　
　
0
0
7
2
4
3
1
2
5
9
1
2
9
4
7
6
3
2
8
7
5
0
7
4
7
1
3
2
2
5
4
4
1
1
1
　
　
4
　
　
　
　
　
　
2
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
王

0
0
5
0
0
0
0
0
5
0
5
0
0
5
5
8
0
0
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
0
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
卿
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
響
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
，
3
7
3
5
5
2
8
7
5
4
1
2
0
4
5
9
2
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

答
無

5
5
3
0
5
0
0
3
9
0
3
0
5
0
0
0
0
7
8
0
0
0
0
0
5
0
5
3
5
0
7
・
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
の
　
　
　
，
　
　
　
陰
　
　
　
「
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
畢
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
Q
　
　
　
O
1
2
0
5
0
三
7
i
6
0
7
8
1
1
0
6
7
0
5
4
8
7
8
0
6
6
2
0
6
9
4
2
3
3
1
1
2
2
3
3
1
4
4
2
2
3
　
　
麦
娃
3
4
　
　
1
2
2
5
1
4
3
3
　
　
1

5
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
0
7
電
　
　
　
電
　
　
　
・
　
　
　
畢
　
　
　
曾
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
，
　
　
　
「
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
7
7
2
4
8
9
0
7
6
0
4
王
3
1
6
1
8
1
1
2
2
　
　
　
2
2
3
2
1
2
　
　
4
2
5
2

字
漢

馬
買
売
麦
半
番
悪
風
分
聞
米
歩
母
方
北
蓮
華
明
黒
毛
準
夜
野
友
用
埠
頭
楽
暉
暉
話

悪
筆
早
場
帯
革
員
院
蝉
吟
泳
訳
筆
横
屋
温
化

当
年
配
学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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匡正

0
0
0
6
0
0
0
0
4
5
5
0
5
0
G
G
5
0
0
6
3
0
5
0
5
3
0
3
0
0
0
0
5
5
0
0
3
0
7
0
3
5
0
0
5
0
5
5

7
9
8
7
0
6
0
0
5
7
1
5
7
5
2
0
5
3
5
4
5
8
7
7
6
6
4
6
4
7
4
6
9
4
0
4
2
5
8
6
0
1
1
0
9
3
9
3

2
5
2
2
7
6
4
5
3
4
4
6
5
4
4
9
3
6
5
6
3
8
4
7
4
4
3
7
5
7
9
3
2
4
9
6
2
6
5
3
4
7
6
4
4
8
3
8

全
完
不

。5

@
。
0
冷
β
』
　
。
0
β
』
β
』
ゆ
』
ゆ
焔
焔
ゆ
あ
3
』
　
。
6
　
。
3
』
β
　
。
5
5
ゆ
愚
　
。
0
つ
　
9
0
沿
　
’
0
ゆ
　
’
5
』
⑩
乃
』
焔
焔
　
’
0
ゐ
3
あ
添
』
沿
愚
3
5
3
0
8
1
4
3
1
0
1
2
1
3
1
4
2
0
3
2
3
1
3
1
8
三
7
4
3
1
3
2
7
2
6
4
1
0
2
1
1
0
4
4
1
0
0
5
1
1
1
1
7
1
7
2
4
1
1
1
4
2
1
5
0

形
似
類

。5

R
錫
0
1
5
0
8
7
1
6
1
8
1
7
0
1
4
2
1
4
2
2
0
7
2
1
6
4
6
2
1
9
0
4
1
6
4
1
7
0
1
3
3
3
1
G
1
2
2
0
5
0
0

字
漢
他

』
ゆ
』
つ
』
日
頃
　
。
5
3
』
　
8
0
沿
　
。
5
β
β
3
3
』
　
’
0
洛
忍
刃
　
’
0
洛
ゆ
3
あ
　
。
7
』
ゐ
』
』
惑
あ
　
’
0
』
　
。
7
　
。
0
3
ゆ
7
沿
　
。
0
　
。
5
　
“
8
つ
5
沿
9
5
1
8
3
7
3
4
1
2
3
7
9
2
1
5
7
1
3
7
ユ
ー
1
3
1
4
1
0
1
9
2
6
1
2
2
6
3
1
4
4
0
5
6
5
0
2
1
2
4
3
8
8
2
1
8
5
1
5
2

答
無

ゆ
』
あ
β
　
’
0
』
あ
み
護
5
　
’
0
冷
澄
β
あ
の
β
沿
』
　
。
4
　
。
7
　
。
0
』
沿
』
沿
』
コ
つ
沿
沿
沿
惑
渇
渇
　
。
0
3
沿
』
沿
』
』
』
β
β
沿
沿
　
’
0
5
8
2
8
3
5
3
3
4
1
6
3
6
2
9
4
2
3
6
1
6
1
5
2
5
3
9
4
5
3
4
7
1
9
2
2
2
6
4
4
7
3
3
5
2
9
3
0
綴
1
1
9
1
7
2
3
7
4
7
4
1
4
1
7
6
4
1
3
3
4
4
2
3
3
9
1
3
1
7
3
0
9
4
0
1
4

字
漢

言
忌
待
代
素
面
炭
膚
着
長
柱
帳
面
直
追
丁
定
庭
面
転
都
度
投
盤
面
品
等
動
童
正
肉
農
波
面
畑
疎
漏
面
板
皮
悲
島
島
氷
晶
秒
病
品

当
年
配
学

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

婬
心

』
3
3
ゆ
　
。
0
　
’
3
ゐ
ゐ
沿
フ
⑩
3
J
J
惑
」
3
ゆ
　
’
0
　
。
7
β
　
’
0
沿
3
洛
』
　
。
O
J
』
沿
　
’
0
』
沿
2
　
。
0
』
洛
沿
β
　
。
0
3
3
』
』
洛
あ
⑩
冷
5
3
5
8
2
5
4
8
6
7
3
6
7
1
3
4
7
4
4
2
6
2
6
5
4
3
2
6
2
5
5
8
2
7
7
9
5
7
6
2
6
5
6
8
6
3
5
4
5
7
7
1
3
6
6
0
7
6
5
4
5
5
4
9
4
2
5
1
5
6
5
9
3
3
5
9
4
8
4
9
7
5
5
6
6
3
6
4
5
0
3
6
3
6
5
8

全
完
不

』
潔
　
’
0
⑩
つ
』
ゆ
惑
沿
フ
　
。
7
』
　
。
3
』
』
ゆ
　
’
0
』
』
ゴ
惑
』
沿
　
’
7
②
あ
』
　
9
3
沿
3
沿
』
』
　
’
3
3
ゆ
沿
3
　
。
0
　
。
0
3
ゆ
ゆ
沿
　
’
0
　
’
0
冷
』
4
1
6
1
7
1
2
5
0
1
3
7
8
2
0
0
0
2
1
0
8
2
2
0
3
7
1
2
2
4
7
1
0
2
1
1
3
2
9
1
4
0
1
1
3
1
7
1
1
0
1
2
2
2
1
7
6
1
3
1

形
似
類

』
　
’
3
」
』
』
2
沿
5
　
’
0
3
　
。
7
　
。
0
　
8
3
　
’
0
沿
の
　
。
7
』
　
’
0
　
。
7
　
8
0
』
3
』
』
　
。
0
惑
沿
ゆ
　
’
0
　
’
0
　
’
0
β
」
7
日
目
⑩
』
3
』
3
沿
　
’
5
ゆ
⑩
』
』
6
2
1
0
4
3
0
8
i
O
O
O
2
3
0
7
0
1
3
0
0
G
O
5
1
0
1
5
3
2
0
4
0
0
臥
8
0
1
1
3
0
1
5
0
3
5
3
9
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

字
此
他

’5

X
9
7
1
2
8
9
2
6
1
1
3
6
2
1
2
0
2
1
2
9
1
2
1
2
3
8
9
9
4
1
2
6
8
4
1
2
6
0
1
0
8
1
1
2
6
1
5
3
1
9
1
6
1
7
1
5
1
2
3
0
6
2
1
9
2
1
0

婬
心

5
　
。
0
3
　
8
5
沿
3
』
洛
乃
」
』
沿
3
　
’
3
ゐ
　
’
3
　
。
7
』
沿
3
ゆ
ゆ
　
。
0
　
。
3
β
惑
沿
3
⑩
』
』
つ
』
」
　
’
0
　
’
0
愚
3
　
。
0
3
沿
コ
ゆ
　
’
0
　
’
0
洛
』
ゆ
2
5
2
8
5
7
2
7
1
7
2
9
1
4
3
0
1
1
3
5
2
2
1
2
3
3
4
9
4
5
2
0
4
9
9
3
0
2
4
2
5
1
5
1
7
3
2
3
0
2
2
4
6
2
0
1
1
3
1
2
6
3
3
2
6
2
6
2
3
2
9
3
4
2
2
2
6
2
1
1
2
2
6
1
0
2
8
3
7
3
3
3
6
2
2

字
漢

使
始
指
嘉
詩
次
事
湿
式
実
写
宿
主
臨
画
酒
面
州
捨
終
習
週
集
住
重
激
暑
助
昭
消
商
計
添
乗
意
義
身
神
深
乱
世
整
磁
全
顎
息
族
他

当
年
配
学

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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答
正

0
0
0
5
7
0
0
0
5
0
0
0
G
5
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
0
0
0
5
5
0
0
0
0
5
0
0
0
5
7
0
0
8
0
0
9
　
　
　
0
　
　
　
辱
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
虞
　
　
　
○
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
陰
　
　
　
欄
　
　
　
●
　
　
　
冒
　
　
　
0
　
　
　
9
　
　
　
曹
　
　
　
，
　
　
　
巳
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
層
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
○
　
　
　
零
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
噌
4
3
7
6
5
2
9
2
5
2
1
4
8
9
1
9
8
7
5
9
5
0
0
8
3
8
8
2
2
4
4
6
7
5
3
6
3
4
2
2
9
0
7
4
3
4
5
3
7
3
3
7
4
4
5
8
4
7
4
4
4
4
5
4
6
6
6
3
2
8
6
5
4
2
8
3
4
5
8
3
6
6
6
5
5
5
8
7
3
5
5
7
5
6
5
5

全
完
不

3
0
0
5
3
0
0
0
3
0
0
0
5
5
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
5
0
7
0
5
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
・
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
曹
　
　
　
脅
　
　
　
O
　
　
　
卿
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
巳
　
　
　
・
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
暉
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
「
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
聾
　
　
　
●
　
　
　
冒
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
匿
　
　
　
「
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
響
　
　
　
陰
　
　
　
幽
　
　
　
■
　
　
　
嫡
　
　
　
．
0
2
5
6
2
9
6
0
7
0
4
7
1
4
1
3
8
3
3
0
4
0
0
3
3
1
2
6
1
0
4
7
9
6
0
1
7
5
5
2
2
6
8
7
4
1
4
8
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
3
1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
2
2
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
1

形
似
類

3
G
O
O
7
0
0
0
3
0
0
0
5
0
0
5
0
0
0
5
0
0
0
0
0
5
0
0
G
G
O
5
0
0
0
0
G
O
O
O
7
0
0
0
0
5
0
0
●
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
G
　
　
　
曾
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
●
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’
7
　
’
0
ゆ
　
’
0
ゆ
ゆ
沿
ゆ
マ
二
二
二
二
二
二
　
’
5
惑
の
ゆ
1
3
1
8
1
4
1
0
3
8
4
4
1
4
1
5
1
1
9
2
1
5
0
1
1
2
6
8
4
2
4
1
9
9
5
6
3
1
3
3
9
4
1
3
2
2
2
2
5
1
1
3
3
9
n
3
1
1
2
4
1
2

形
似
類

つ
　
。
0
β
ゐ
』
』
　
。
0
　
。
0
』
惑
』
』
乃
　
。
3
』
　
。
0
沿
二
二
』
沿
沿
　
’
0
　
’
5
ゐ
ゐ
β
沿
　
’
3
3
沿
　
8
8
沿
β
」
ゆ
5
』
二
二
②
ゆ
　
8
7
二
刀
惑
ゆ
　
8
0
9
0
2
1
5
1
0
1
9
1
2
3
1
王
0
2
2
0
1
1
1
1
4
4
6
4
3
8
1
2
0
4
2
1
4
1
0
8
1
0
1
4
3
5
1
4
3
2
8
0

字
漢
他

』
』
洛
渇
渇
β
　
。
0
』
』
』
』
　
。
0
』
2
ゴ
』
⑩
　
’
0
二
二
ゆ
ゆ
み
藩
β
　
。
0
β
沿
あ
沿
洛
　
“
5
刃
あ
沿
　
8
0
の
』
　
’
0
　
8
5
②
沿
マ
　
’
8
刃
　
’
0
沿
5
8
5
1
6
4
0
1
2
7
6
3
3
1
2
7
3
1
2
7
6
4
5
0
4
1
沁
6
n
7
1
7
4
4
！
3
8
9
9
8
2
2
5
4
5
1
5
1
2
2
2
H
O
9
1
0
2
1
1
4
臥

答
無

』
』
つ
洛
』
』
』
』
』
』
』
　
。
5
過
コ
フ
』
　
’
0
　
’
0
冷
』
洛
　
’
0
5
β
』
渇
3
』
二
二
ゆ
沿
ゆ
　
’
5
沿
沿
　
。
0
』
⑩
沿
　
’
4
沿
マ
β
の
　
’
5
沿
沿
2
1
1
8
4
4
2
8
9
3
0
2
0
9
5
6
3
0
2
9
3
7
3
0
1
9
1
7
2
1
1
3
5
1
0
1
4
1
9
1
6
2
7
4
1
2
1
1
3
1
8
1
7
4
4
0
4
1
3
2
1
8
2
5
綿
8
2
3
4
8
3
4
3
9
2
0
1
2
2
5
4
1
4
9
4
5
2
8
2
5

字
漢

航
康
告
差
菜
最
材
昨
鋼
殺
二
二
散
産
残
物
氏
史
二
言
二
二
失
借
種
周
宿
順
初
省
二
二
賞
焼
臣
信
真
成
清
勢
静
席
積
折
節
説
浅
戦

当
年
配
下

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
闇
闇
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

111誤答と漢字習得第6節



答
正

0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
5
0
5
7
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
5
0
5
5
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
．
　
　
　
　
．
　
　
　
卿
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
“
　
　
　
　
電
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
脅
　
　
　
O
　
　
　
「
　
　
　
．
　
　
　
Q
　
　
　
¢
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
　
「
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
g
　
　
　
O
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
　
畢
　
　
　
曾
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
○
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
　
量
　
　
　
甲
　
　
　
Q
　
　
　
齢
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
・
0
7
4
1
1
1
4
7
9
7
8
7
0
8
9
5
2
8
0
6
2
8
2
8
2
6
1
4
8
4
3
9
8
5
0
3
1
7
3
2
7
8
6
8
6
9
7
8
6
7
5
6
5
7
8
7
3
3
6
5
3
6
4
4
3
5
8
3
4
5
5
5
8
2
5
3
3
4
5
6
7
4
4
3
5
6
4
3
5
4
3
6
5
6
7
3

全
部
不

0
0
5
5
5
0
0
0
0
3
0
0
5
0
5
3
0
0
0
3
0
0
0
3
0
0
0
0
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
5
3
3
0
0
0
0
　
　
　
・
　
　
　
6
　
　
　
曾
　
　
　
○
　
　
　
贋
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
　
曾
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
■
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
「
　
　
　
の
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
曹
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
0
8
3
2
1
1
4
5
5
1
1
3
4
0
2
8
0
3
7
4
6
1
1
6
0
0
1
4
9
5
2
5
2
1
0
3
6
5
9
3
0
1
0
2
7
3
7
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
　
　
1
1
　
　
1
1
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
1
　
　
1
　
　
4
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
2

形
似
類

0
0
0
8
0
0
0
0
0
3
0
3
0
0
0
7
0
0
0
3
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
0
0
0
5
0
0
0
3
7
0
0
0
曾
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
曾
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
「
　
　
　
●
　
　
　
の
　
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
．
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
，
　
　
　
■
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
．
　
　
　
■
　
　
　
O
　
　
　
冒
2
3
5
0
1
0
2
0
4
0
4
王
6
3
1
1
3
6
3
4
2
8
4
1
1
0
0
6
5
0
9
1
0
6
7
3
2
三
〇
9
6
7
8
0
3
6
5
3
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1

字
年
三

0
0
5
5
0
7
0
0
0
5
0
7
5
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
3
0
0
0
0
5
0
0
5
3
3
0
0
0
曾
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
”
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
…
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
噂
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
○
　
　
　
・
8
0
2
3
9
5
2
2
0
9
4
0
4
5
6
3
2
5
4
8
7
8
2
0
5
9
4
7
2
8
3
0
1
3
2
2
0
6
2
5
3
4
0
5
7
6
3
4
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
2
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
4
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

答
無

0
0
G
3
5
3
0
0
0
3
0
0
5
0
0
0
0
0
0
7
0
0
0
7
0
0
5
0
0
5
0
0
0
0
3
0
0
0
0
5
0
0
0
0
7
0
0
0
…
　
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
○
　
　
　
曾
　
　
　
　
○
　
　
　
曾
　
　
　
．
　
　
　
　
O
　
　
　
の
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
匿
　
　
　
陰
　
　
　
．
　
　
　
辱
　
　
　
，
　
　
　
　
匿
　
　
　
陰
　
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
G
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
陰
　
　
　
，
　
　
　
陰
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
陰
　
　
　
　
巳
　
　
　
P
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
9
0
2
5
2
7
2
8
6
2
1
3
8
4
4
1
1
3
8
6
6
3
5
1
3
2
5
3
9
5
1
3
5
9
5
0
8
1
1
6
9
4
0
5
4
5
6
8
6
3
1
2
3
1
2
　
　
1
3
4
1
1
5
1
3
3
3
1
　
　
4
3
2
2
2
1
2
3
4
3
3
1
　
　
1
3
3
4
3
2
　
　
3
1
3
4
1
2
1
　
　
2

字
書

応
漏
壷
果
河
無
価
賀
快
解
格
確
論
刊
髭
面
歓
面
出
寄
規
技
義
急
難
旧
居
許
境
面
均
禁
句
晶
群
経
読
件
券
険
検
温
限
現
減
故
山
護

当
年
配
学

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

答
正

0
0
3
0
0
7
3
3
0
0
5
0
0
7
0
0
0
0
0
5
3
0
0
0
0
0
0
0
0
1
5
0
0
5
5
0
0
，
　
　
　
　
，
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
卿
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
“
　
　
　
曾
　
　
　
　
O
　
　
　
甲
　
　
　
甲
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
Q
　
　
　
．
　
　
　
曾
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
　
電
　
　
　
・
　
　
　
　
O
　
　
　
曾
　
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
量
　
　
　
曾
0
7
4
3
0
8
0
5
6
9
9
3
1
3
3
8
3
0
4
5
9
6
4
1
9
4
5
0
9
8
3
4
0
2
1
1
3
4
7
5
6
7
6
8
4
4
7
6
6
4
2
4
6
6
7
7
4
4
7
6
5
5
4
3
6
6
5
5
7
5
6
6
5
5

0
7
3
0
5
0
0
0
0
0
0
．
　
　
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
畠
　
　
　
　
巳
　
　
　
e
　
　
　
陰
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
4
2
8
9
4
6
3
0
4
8
2
6
3
6
8
7
4
3
5
5
4
6

全
完
不

0
0
3
0
0
0
3
3
5
0
0
0
0
7
0
0
0
5
0
5
7
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
5
5
5
0
0
，
　
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
”
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
曾
　
　
　
　
甲
　
　
　
O
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
“
　
　
　
巳
　
　
　
匿
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
　
量
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
　
零
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
●
4
4
4
7
5
2
3
0
6
7
3
0
0
6
6
2
5
5
5
2
2
0
8
9
8
5
1
4
2
3
0
6
3
1
1
7
2
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
3
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
1

0
3
0
0
0
5
0
0
0
0
0
．
　
　
　
O
　
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
　
辱
　
　
　
．
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
，
5
9
3
G
3
7
4
6
8
6
2
　
　
　
　
　
　
9
自
　
　
　
　
喋
i
　
－

形
似
類

0
0
3
0
5
0
0
7
5
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
7
0
0
0
0
5
5
0
0
3
5
0
3
0
5
0
0
●
　
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
⇒
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
「
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
‘
　
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
　
甲
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
　
匿
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
e
　
　
　
匿
　
　
　
の
　
　
　
，
　
　
　
脅
3
2
4
0
3
0
0
2
2
3
0
9
9
圭
亙
1
2
2
8
0
6
0
2
0
4
4
2
2
3
2
9
1
6
2
2
1
3
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肇
■

字
漢
他

0
0
3
0
0
7
7
0
0
0
0
0
5
7
0
0
0
0
0
0
7
G
G
O
O
O
O
O
O
O
5
0
3
0
0
0
0
曹
　
　
　
　
○
　
　
　
，
　
　
　
B
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
9
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
‘
　
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
　
O
　
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
曹
　
　
　
讐
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
「
8
2
5
0
5
5
4
5
0
6
5
3
8
2
2
3
7
4
9
1
4
8
3
3
4
7
0
2
0
2
8
0
8
4
8
6
0
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
2
　
　
1
1
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9
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
．
7
2
8
0
8
2
6
9
6
0
1
7
6
8
4
1
5
1
1
0
1
5
1
5
4
9
8
6
4
2
7
5
9
5
6
6
0
2
2
4
4
0
1
9
5
2
3
0
3
1
2
5
2
3
4
1
2
3
3
4
2
4
2
2
3
3
1
3
5
2
4
3
5
1
　
　
2
3
1
1
1
3
4
4
1
2
2
1
3
5
4
4
4
2
2
1
3

字
漢

管
厚
耕
構
講
鉱
混
査
再
選
妻
採
堕
在
財
罪
雑
蚕
酸
賛
支
示
志
師
資
三
児
識
野
牛
謝
授
収
修
衆
祝
述
照
準
平
物
招
承
称
証
甲
状
常

当
年
配
学

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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飯
氏

5
G
O
O
O
O
O
O
7
0
0
0
0
0
0
3
0
G
O
O
O
O
5
0
0
5
0
0
5
0
0
0
0
0
G
O
O
O
5
5
0
5
0
0
0
0
0
5
0
　
　
．
　
　
・
　
　
・
　
　
量
　
　
・
　
　
．
　
　
P
　
　
P
　
　
9
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
辱
　
　
，
　
　
陰
　
　
，
　
　
．
　
　
露
　
　
，
　
　
冒
　
　
，
　
　
．
　
　
噌
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
○
　
　
・
　
　
9
　
　
噸
　
　
，
　
　
匿
　
　
甲
　
　
3
　
　
●
2
0
3
7
5
7
9
6
8
6
6
9
3
8
6
4
7
6
0
3
9
9
3
4
1
7
4
8
6
8
7
6
1
5
7
4
1
8
6
9
5
2
8
8
9
2
1
8
4
7
5
7
6
1
7
7
7
3
5
5
3
3
7
7
2
9
6
5
3
8
7
7
5
6
4
4
5
7
5
4
5
2
8
3
6
5
7
2
7
7
4
4
8
6
7
7

全
完
不

5
0
0
0
5
0
0
0
0
0
5
3
0
G
O
5
0
0
0
0
5
0
0
0
3
0
0
0
5
0
0
5
0
0
0
0
0
0
5
0
0
5
0
0
3
0
0
5
曾
　
　
・
　
　
○
　
　
，
　
　
齢
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
9
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
9
　
　
．
　
　
O
　
　
●
　
　
匿
　
　
量
　
　
匿
　
　
●
　
　
曹
　
　
9
　
　
，
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
・
　
　
．
　
　
●
　
　
，
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
○
　
　
巳
　
　
○
　
　
巳
　
　
匿
　
　
，
　
　
，
　
　
●
　
　
，
　
　
●
2
4
9
0
5
7
4
0
2
1
0
4
0
3
6
0
1
0
2
1
2
0
4
2
0
6
1
3
8
σ
1
1
3
3
4
1
6
3
2
4
0
4
5
1
0
0
5
1
　
　
　
　
　
王
　
　
　
　
　
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
1
2
1
　
　
　
　
　
　
1
5
　
　
1
　
　
1
　
　
2

形
似
類

5
0
0
0
5
0
0
0
3
0
5
7
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
3
5
0
3
5
G
O
O
O
O
O
O
O
O
5
0
0
5
5
0
3
0
0
0
，
　
　
陰
　
　
辱
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
○
　
　
…
　
　
　
○
　
　
曾
　
　
．
　
　
・
　
　
陰
　
　
冒
　
　
，
　
　
‘
　
　
，
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
。
　
　
●
　
　
．
　
　
・
　
　
零
　
　
●
　
　
■
　
　
，
　
　
○
　
　
○
　
　
0
　
　
8
　
　
，
　
　
●
　
　
甲
　
　
9
　
　
9
　
　
・
　
　
●
　
　
，
　
　
・
6
0
4
7
3
1
1
1
0
6
4
1
2
3
3
0
0
2
2
3
0
2
3
1
0
1
2
2
7
1
8
0
3
0
1
4
0
9
5
0
0
1
2
2
0
8
0
2
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
2

字
漢
他

5
0
0
0
0
0
0
G
7
0
5
7
0
0
0
5
0
0
0
0
5
0
5
0
0
0
G
O
5
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
G
7
0
0
5
3
．
絃
4
3
2
a
ε
3
，
乞
蝕
4
4
甑
4
甑
＆
生
0
，
9
．
乳
4
L
4
3
翫
翌
日
型
押
4
3
佳
乳
2
L
4
L
4
L
ε
6
，
甲
州
型
押
＆
翫
乳
1
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
3
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1

氏
寺

0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
5
3
0
0
0
8
0
0
0
0
5
0
0
0
3
0
0
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
G
O
5
5
0
7
0
0
5
0
　
　
，
　
　
，
　
　
・
　
　
，
　
　
．
　
　
○
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
・
　
　
。
　
　
・
　
　
9
　
　
．
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
。
　
　
量
　
　
齢
　
　
，
　
　
，
　
　
讐
　
　
，
　
　
，
　
　
脅
　
　
。
　
　
，
　
　
．
　
　
曹
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
噂
　
　
●
　
　
●
　
　
冒
　
　
・
　
　
，
　
　
陰
　
　
，
　
　
，
　
　
陰
　
　
．
5
8
0
3
4
9
0
0
6
4
4
0
5
2
5
6
8
2
7
6
3
8
5
0
3
5
3
1
7
7
1
2
6
0
7
7
2
6
4
0
9
6
4
4
9
2
9
0
3
1
3
1
1
4
1
1
1
4
2
2
4
1
1
1
3
　
　
2
2
3
　
　
1
1
2
1
2
2
2
　
　
1
4
2
2
　
　
3
2
1
1
4
　
　
1
3
4
　
　
2
1
1

字
漢

訟
訴
我
灰
皿
革
威
面
割
株
干
巻
看
勧
簡
丸
危
机
熱
論
疑
弓
吸
湿
供
胸
郷
勤
筋
温
温
面
罵
劇
毒
干
鳥
権
源
厳
己
呼
誤
后
好
孝
皇
紅

当
年
配
学

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

答
正

0
0
5
0
0
0
4
7
0
0
5
5
0
0
5
0
0
0
5
0
0
0
0
0
5
0
0
0
5
3
0
0
0
7
3
0
0
0
3
0
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
齢
　
　
　
曹
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
G
　
　
　
“
　
　
　
・
　
　
　
量
　
　
　
○
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
脅
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
●
9
4
4
3
6
2
4
4
6
5
1
0
8
4
2
1
1
9
6
2
8
6
9
5
6
6
2
8
5
1
1
5
4
6
2
3
0
9
5
6
4
4
4
3
6
8
3
4
4
4
5
6
3
5
5
7
5
7
4
8
7
4
4
7
5
4
5
6
2
6
8
3
5
3
5
8
5
4
4
4

5
0
0
0
0
0
3
8
”
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
G
　
　
　
齢
　
　
　
陰
　
　
　
σ
3
3
0
3
3
8
2
8
5
3
6
3
6
7
5
3

全
完
不

0
0
5
0
5
0
6
0
5
0
0
5
0
7
5
0
0
0
0
0
0
5
0
5
5
0
5
0
5
3
0
0
0
7
0
0
0
0
3
0
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
零
　
　
　
0
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
○
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
■
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
陰
　
　
　
讐
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
．
8
1
2
7
1
5
4
9
6
3
4
1
9
4
8
6
8
0
0
8
1
3
2
4
G
5
9
2
3
7
1
7
4
3
9
3
9
5
4
6
　
2
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
臼
　
　
　
　
　
　
1
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

5
0
0
0
0
0
0
5
．
　
　
　
・
　
　
　
冒
　
　
　
．
　
　
　
　
噸
　
　
　
「
　
　
　
O
　
　
　
ρ
4
4
0
9
3
0
4
2
　
　
り
0
　
　
　
　
1

形
似
類

3
0
0
0
5
0
0
7
0
0
5
0
0
G
O
O
O
5
5
0
5
5
0
5
0
0
0
0
5
0
0
5
0
7
G
G
5
0
8
0
，
　
　
9
　
　
3
　
　
の
　
　
，
　
　
，
　
　
9
　
　
。
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
。
　
　
，
　
　
・
　
　
，
　
　
，
　
　
甲
　
　
，
　
　
●
　
　
9
　
　
，
　
　
●
　
　
。
　
　
●
　
　
9
　
　
．
　
　
●
　
　
”
　
　
，
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
．
4
2
6
2
1
1
1
2
圭
0
1
4
3
1
4
9
8
2
2
G
O
1
0
1
4
3
0
4
1
0
9
6
2
2
9
2
4
4
0
2
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
3

0
0
0
0
0
0
0
5
0
　
　
　
，
　
　
　
0
　
　
　
甲
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
の
G
O
1
0
4
0
1
3
　
　
　
　
　
　
　
1

字
漢
他

7
0
5
0
0
0
0
3
0
0
5
0
0
3
0
0
0
0
5
0
0
5
0
5
G
O
O
O
5
7
0
0
0
3
0
0
5
0
8
0
，
　
　
甲
　
　
，
　
　
・
　
　
曹
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
ρ
　
　
噸
　
　
○
　
　
○
　
　
○
　
　
・
　
　
噸
　
　
「
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
．
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
9
　
　
9
　
　
。
　
　
．
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
．
　
　
9
　
　
．
　
　
冒
　
　
●
　
　
巳
5
8
5
6
5
2
8
4
3
3
2
8
4
5
8
1
6
4
3
2
2
1
0
3
4
6
2
2
9
3
2
7
圭
3
3
4
2
1
3
1
　
　
！
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
2

0
0
0
0
0
0
G
O
，
　
　
　
　
　
倫
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
●
7
4
0
0
0
7
3
6
1
　
り
勧
　
　
　
　
9
自
　
り
砲
　
　
　
　
り
0
　
1

答
無

0
0
5
0
0
0
G
3
5
0
5
0
0
0
0
0
0
5
5
0
5
5
0
5
G
O
5
0
0
7
0
5
0
7
7
0
0
0
0
0
●
　
　
，
　
　
。
　
　
，
　
　
．
　
　
顧
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
■
　
　
匿
　
　
●
　
　
e
　
　
。
　
　
匿
　
　
胴
　
　
。
　
　
，
　
　
甲
　
　
，
　
　
．
　
　
噂
　
　
。
　
　
冒
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
冒
　
　
・
　
　
。
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
○
　
　
帥
　
　
，
　
　
■
　
　
，
　
　
。
3
5
1
2
6
0
2
9
3
9
0
6
6
5
7
3
7
4
7
8
8
7
9
5
5
0
6
4
0
7
7
4
9
3
6
8
4
1
6
5
3
2
3
3
2
1
4
3
2
3
4
2
3
3
1
1
1
1
2
　
　
1
2
1
1
3
4
3
1
4
2
　
　
3
　
　
4
2
　
　
2
4
2
4

0
0
0
0
0
0
7
3
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
噂
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
冒
　
　
　
0
5
9
9
8
0
5
9
9
2
　
り
0
　
　
　
　
3
　
　
　
　
1
　
　
　
　
2

字
漢

破
子
判
子
比
罪
与
野
野
冊
雪
布
婦
富
武
復
複
仏
聖
弁
笹
野
報
豊
防
野
冊
未
野
性
迷
児
町
勢
預
容
鷺
洲
留
男

異
遺
域
壱
興
野
映
延

当
年
配
学

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
6

第1章現代の児童・生徒の漢字習得の領向114



答正

0
0
0
0
5
5
0
0
G
O
O
O
O
O
O
5
8
0
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7

0
5
4
5
4
9
9
9
8
0
8
？
2
0
5
3
6
6
4
1
5
0
8
6
7
3
3
2
3
9
8
2
6
4
5
2
4
6
2
8
3
2
9
5
0
0
5
0

6
4
5
4
4
7
8
3
5
5
4
6
5
7
4
6
3
6
7
5
5
5
6
9
7
6
5
5
8
6
6
4
6
3
5
4
3
6
4
2
8
6
4
3
6
3
5
7

」
國
一

釜
完
不

0
0
0
0
5
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
0
0
4
0
0
G
O
O
O
G
7
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
G
O
O
O
O
・
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
曹
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
冒
　
　
　
曾
　
　
　
匿
　
　
　
，
　
　
　
の
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
・
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1
2
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2
1
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1

形
似
類

0
0
0
0
5
0
5
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0
0
0
0
0
G
G
5
8
0
0
5
0
4
5
0
0
0
0
0
0
3
5
0
3
0
0
0
0
0
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G
G
O
7
0
0
0
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．
　
　
　
9
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
齢
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，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
冒
　
　
　
冒
　
　
　
■
　
　
　
冒
　
　
　
冒
　
　
　
，
　
　
　
○
　
　
　
「
　
　
　
，
　
　
　
レ
　
　
　
“
　
　
　
「
　
　
　
甲
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
噛
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
讐
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
0
0
1
三
2
2
2
3
8
1
2
1
0
4
5
6
0
3
1
9
1
0
1
1
2
6
8
G
1
2
8
7
3
0
0
7
9
2
3
4
0
2
0
4
5
1
7
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

字
漢
他

0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
3
5
0
5
G
O
G
O
O
5
0
0
0
0
0
G
5
0
3
・
　
　
　
●
　
　
　
冒
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
，
　
　
　
曹
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
”
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
冒
　
　
　
噸
　
　
　
○
　
　
　
，
　
　
　
匿
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
レ
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
●
4
2
4
2
3
2
1
3
7
8
2
2
0
2
9
4
6
3
1
5
6
7
2
0
1
5
3
4
3
3
7
3
王
4
8
8
4
2
3
9
0
8
8
0
1
．
4
4
3
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
1

答
無

0
0
0
0
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
0
0
5
0
4
5
0
0
0
G
G
O
7
0
0
3
0
0
0
0
5
5
0
0
G
3
0
0
5
0
3
．
　
　
　
・
　
　
　
量
　
　
　
レ
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
○
　
　
　
“
　
　
　
9
　
　
　
量
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
「
　
　
　
巳
　
　
　
「
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
9
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
巳
　
　
　
匿
　
　
　
匿
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
巳
2
2
1
6
1
9
6
7
9
7
0
8
5
G
8
5
4
4
2
4
8
7
3
3
3
6
2
3
8
1
2
3
7
2
2
9
0
6
5
0
1
5
0
0
7
7
8
9
2
2
2
1
3
　
　
　
2
1
2
3
　
　
2
1
1
2
4
2
1
2
1
1
1
　
　
　
1
3
2
　
　
2
1
3
1
2
2
2
3
2
2
4
1
2
2
2
1
3
2
1

字
漢

盤
誠
聖
明
染
泉
洗
飛
騨
創
層
難
壁
臓
俗
存
尊
宅
担
探
段
暖
値
仲
響
町
著
庁
兆
頂
潮
賃
痛
展
党
討
糖
届
洋
学
欝
欝
納
脳
派
軽
車
背

当
年
配
意

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

答
正

5
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
7
5
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
5
0
0
0
0
0
．
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
○
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
巳
　
　
　
甲
　
　
　
甲
　
　
　
9
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
巳
　
　
　
曹
　
　
　
甲
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
，
4
1
6
4
1
4
5
7
7
8
0
8
4
6
9
9
5
5
9
8
9
1
6
2
5
5
5
4
2
2
0
0
4
4
1
8
4
8
1
1
4
4
1
5
1
6
6
3
4
5
5
3
8
6
8
6
4
4
4
7
4
8
5
5
3
5
4
5
4
6
2
9
3
6
6
4
4
3
7
3
3
4
6
7
6
6
4
5
8
2
7
3
4
4
8
3

全
完
不

8
0
5
0
0
0
0
0
7
5
0
0
5
0
5
0
0
0
0
5
5
0
0
0
0
0
0
0
7
5
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
0
0
7
0
0
0
，
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
脅
　
　
　
，
　
　
　
曹
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
　
冒
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
巳
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
，
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9
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9
　
　
　
●
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●
　
　
　
●
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●
　
　
　
・
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9
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
　
．
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冒
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1

三
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．
　
　
　
・
　
　
　
O
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◎
　
　
　
○
　
　
　
陰
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．
　
　
　
9
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，
　
　
　
・
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7
6
6
2
7
1
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8
2
8
5
畦
9
6
9
4
9
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0
2
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2
4
6
9
9
9
7
3
6
0
6
5
7
4
6
3
4
2
5
0
0
G
2
1
2
3
1
1
1
2
3
3
2
1
4
　
　
2
　
　
1
1
2
2
1
2
3
　
　
3
1
2
4
3
3
1
3
2
3
　
　
1
1
1
2
3
　
　
2
1
3
3
2
1
5

字
漢

降
欝
欝
穀
骨
掌
理
陽
解
裁
策
冊
至
私
警
視
詞
誌
磁
壁
照
尺
釈
尊
需
樹
宗
野
際
縦
縮
熱
純
処
署
諸
将
笑
傷
障
城
蒸
母
野
垂
推
寸
是

当
年
配
学

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
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答
正

0
0
0
0
0
0
5
5
0
8
0
5
0
5
0
0
0
0
5
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
0
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
匿
　
　
　
の
　
　
　
O
　
　
　
¢
　
　
　
O
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
9
　
　
　
の
　
　
　
辱
　
　
　
C
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
Q
　
　
　
陰
7
1
4
6
1
1
0
6
1
1
0
8
9
7
5
2
5
6
1
2
7
5
4
5
7
1
0
9
5
2
3
7
9
0
1
0
6
6
5
9
5
4
3
7
5
3
3
8
4
2
8
5
8
8
3
8
5
8
6
4
7
5
5
6
6
6
4
5
6
6
3
5
6
5
荏
5

全
完
不

0
0
0
0
0
0
5
5
0
8
0
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
7
0
0
0
0
0
0
0
．
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
，
　
　
　
O
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
齢
　
　
　
・
　
　
　
O
　
　
　
電
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
●
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
「
　
　
　
●
　
　
　
の
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
辱
　
　
　
甲
　
　
　
．
　
　
　
○
　
　
　
・
　
　
　
量
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
齢
　
　
　
Q
7
7
8
1
6
1
2
8
6
1
6
1
0
1
0
4
3
3
6
7
8
7
2
1
8
7
4
6
7
6
0
2
6
2
7
5
3
3
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
娃
1
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
1
　
　
　
　
　
　
2
1
3
　
　
1
　
　
1

形
似
類

0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
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第2章

小，申学校における

漢字の学習指導の実態



第1節調査の目的

　序章第1節に述べたように，本章では，漢字の学習指導に関するアンケート調査の結果について

報告する。この調査は，漢字の学習指導の改善のための資料を得ることを目的として，昭和62年

（1987年〉度に行ったものである。

　この調査を行うことは，総合研究（B）「「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究』にとも

なう研究計画の検討」（昭和56年度）の中で計画されていたことであった。しかし，特定研究（1）

「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」（昭和57～59年度）の中では，残念ながら，行う

ことができなかった。そのため，一般研究（A）「漢字情報のデータベース化に基づく常用漢字の学

習段階配当に関する研究」（昭和61～63年度）の中で行ったのである。

　だが，常用漢字の学習段階配当をめぐる状況は，この調査を計画した昭和56年（1981年）度当時

と比べると，大きく変化していた。三時は，常用漢字の学習段階配当を検討するための資料を作成

することが，緊急の課題であった。このアンケート調査も，そのために計薗されたものであった。

しかし，この調査を行った昭和62年（1987年）度には，常用漢字の学習殺階配当の検討を行う研究

協力者会議が文部省内にすでに発足していて，改訂案が取りまとめられつつあった。そのため，墨

初の計画よりも冒的を広げ，上記の目的で行ったのである。

第2節　調査の概要

（1）調査票

　小，中学校の教師を対象に，漢字の学習指導に関して，全国的な規模で行われたアンケート調査

には，次の2つがある。

国立国語研究所「中学校の漢字学習の実態に関する質問紙調査」

　　国立国語研究所が昭和41（1966）年12月～昭和42（1967）年3月にかけて行った調査である。

　申学校の教師1，236名を対象に実施して，643名から回答を得ている。調査結果は，報告36「中学

　生の漢字習得に関する研究』（秀英出版，1971年）に報告されている。

文化庁「漢字学習指導についてのアンケート調査」

　　文化庁国語課が，昭和39（1964）年度から行っていた漢字の習得状況調査の付帯調査として，

　昭和46（1971）年2月に行った調査である。小学校の教師684名を対象に実施して，全員から回

　答を得ている。調査結＝果は，文化庁国語課『「漢字学習指導についてのアンケート調査」集計

　表』（1971年9月）に報告されている。

　この2つの調査を参考にして，調査票を作成した。作成にあたって，林大，斎賀秀夫，村石昭三

の助言を得た。調査票は，小学校教師用と中学校国語教師用とを分けたが，申学校については，さ

らに，他教科の教師用のものも作成した。したがって，次の3種類の調査票を作成したことになる。

　小学校教師用
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　中学校国語教師用

　中学校他教科教師用

　以不に，この3つの調査票の質問項目と心組項目とをあげる。小学校教師用と中学校国諮教師用

とは，一部を除いて同じである。

小学校教師用

1．性別をお答：えください。

　　1）男　　　　　　　　　　2）女

II．何歳ですか。

　　1）25歳以下　　2）26～30歳　　3）31～35歳　　4）36～40歳

　　5＞　41～415歳　　　 6）　46～50歳　　　　7）　51～55歳　　　 8）　56歳以上

III．教職についてから，何年になりますか。（非常勤講師の経験のある方は，その年数も加えてください。）

　　1）1～5年　　　2）6～10年　　　3）11～15年　　4）16～20年

　　5）21～25年　　6）26～30年　　7）31～35年　　8）36年以上

IV。今年度は，何学奪の児童の学級担任をしていますか。

　　1）1学年　　　　　2）2学年　　　　　3＞3学年

　　4）4学年　　　　　5）5学年　　　　　6）6学年

V．興味を持っている教科を三つ選んでください。（三つない場合は，一一つまたは二つ選んでください。）

　　1）国語　　2）算数　　3）理科　　4）社会　　5）音楽

　　6）体育　　7）図工　　8）道徳　　9）家庭　　10）特別活動

i．　「嗣語」の指導の中でs漢字の読み書きの指導を重視していますか。

　　1）非常に重視している

　　2）比較的重視している

　　3）あまり重視していない

2．漢字の読みの指導と書きの指導とでは，どちらを重視していますか。

　　1）読みの指導　　2）書きの指導　　　3）両方同じ程度

3．教科書に出てきた漢字の読みの指導をするとき，次のことをしますか。

　　①教科書を音読して，児童に聞かせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　②漢字の読みカを指導してから，児童に教科書を音読させる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　③文脈から漢字の読み方を想像させて，児童に教科書を音読させる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　④黒板に漢字の読み方を書いて，児童に示す。

　　　1）よくする、　2）ときどきする　　　3＞ほとんどしない

　　⑤授業中，教科書の巻宋の漢字表で調べさせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑥授業中，辞書（国語辞典，漢和辞典）で調べさせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑦カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。
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4．

5．

ρ
0
7

8

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑧前もって，家で調べさせる。

　1＞よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑨漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑩そのほかの方法で指導をすることがありましたら，具体的に書いてください。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

教科書に出てきた漢字の書きの指導をするとき，次のことをしますか。

①黒板に漢字を書いて，児童に見せる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

②どのような形から組み立てられているかを説明する。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

③薙数を数えさせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

④手や指で，空中に漢字を書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑤教科書を見させて，教科書の形どおりに漢字を書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑥授業中，同じ漢字を何事もノートに書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑦家で，凝じ漢字を何回もノートに書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑧漢字を使った熟語をつくらせる。

　1）よくする　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑨漢字を使った短文をつくらせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑩漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑪そのほかの方法で指導をすることがありましたら，具体的に書いてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

薪出漢字の中で，どのような漢字に重点をおいて指導していますか。（複数回答可）

1）全部

2）これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字

3＞児童の生活の中で，よく使われる漢字

4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

薪出漢字の読みを指導するとき，同一時間内に，その漢字の書きも指導することがありますか。

1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

読み替え漢字の中で，どのような漢字に重点を置いて指導していますか。（複数回答可）

1）全部

2）これまでの経験から，児童にとって警得が難しい漢字

3）児童の生活の中で，よく使われる漢字

4）その他（　　　　　　　　　　　　）

その学年ですでに指導した漢字や，下の学年に配当されている漢字を指導することがありますか。
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　　1）よくある　　2＞ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　s

　　l）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　8－1．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）

　　　　1）教科書に出てきた女皇全部

　　　　2）これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字

　　　　3）児童の生活の中で，よく使われる漢字

　　　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

9．上の学年に配当されている漢字や，小学校に配当されていない常用漢字を，教科書には出てこなくても，

　措導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　9－1．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）

　　　　1）人名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる漢字

　　　　2）児童が興味を持ちそうな漢字

　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

　　9－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　2）書きも指導するが，ii勇みのほうが多い

　　　　3）読み書き同じ程度

　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　5）ほとんど書きだけ

10．常用漢字表に示された漢字以外の漢字を指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　；

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　10－1．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）入名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる漢字

　　　　　2）児童が興味を持ちそうな漢字

　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

　　10－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　　　　3）読み書き同じ程度

　　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　　5）ほとんど書きだけ

11．新出漢字の指導のとき，教科書に出てきた音訓（読み方）だけでなく，ほかの音訓も指導することが

　ありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　，

　　1＞と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　11－1．どのような音訓を指導しますか。（複数回答可）

第2節調査の概要121



　　　　　1）その漢字の常用漢字表の音訓全部

　　　　　2）児童の生活の中で，よく使われる音訓

　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

12。読み替え漢字の指導のとき，教科書に出てきた音訓（読み方）だけでなく，それまでに指導した音訓

　も指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　12－1．どのような音訓を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）それまでに指導した音訓全部

　　　　　2）これまでの経験から，児童にとって習得が難しい音訓

　　　　　3）児童の生活の中で，よく使われる音訓

　　　　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

13．常粥漢字表に示された音訓以外の音訓を指導することがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　．1

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　13－1．どのような音訓を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）人名や地名などに使われていて，児童の副こよくふれる音訓

　　　　　2）児童が興味を持ちそうな音訓

　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

14．新出漢字を指導するとき，筆順も指導することがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　＄

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　14・一1．辞書によって筆順が違う漢字がありますが，そのことについて困ることがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

15．同じ漢字について，何度も筆順を指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　15－1．どのような漢字について，何度も筆順を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）画数の多い漢字

　　　　　2）画数は多くなくても，筆順のまちがえやすい漢字

　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

16．児童の筆順が旛乾した筆順とは違っていても，筆順の大原購からはずれていなければ黙認するほうが

　よい，という意見があります。この意見に賛成ですか。

　　1）賛成（筆順の大原則からはずれていなけれぼ黙認するほうがよい）

　　2）反対（振導した筆順以外の筆順は認めるべきではない）

　　3）分からない

　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

17．指導した筆順とは違った筆順で漢字を書いている児童を見たとき，指導した筆順で書くように注意を

　することがありますか。

122　第2章小，中学校における漢字の学習摂導の実態



　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

18．ある漢字がどういう部首に属しているか，ということについて指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　18－1．辞書によって，部首の立て方や呼び方や配列の仕方が違うことがありますが，そのことについ

　　　　て困ることがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

19．漢字の字源について指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　；

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　19－1．辞書によって，字源の説明が違うことがありますが，そのことについて困ることがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

20．長短，とめ，はね，点の方向など，漢字は教科書の形どおりに書かなければいけない，と指導するこ

　とがありますか。

　　Dよくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

21．あなたの担任している学級には，いわゆるマンガ文字を書く児童がいますか。

　　1）たくさんいる　　　2）まあまあいる　　　3）ほとんどいない

　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　21－1．マンガ文字を書く児童は，男子と女子とでは，どちらが多いですか。

　　　　　1）ほとんど男子だけ

　　　　　2）女子もいるが，男子のほうが多い

　　　　　3）男子と女子とで同じぐらい

　　　　　4）男子もいるが，女子のほうが多い

　　　　　5＞ほとんど女子だけ

　　21－2．マンガ文字を書く児童に対して，マンガ：文字を書かないように指導することがありますか。

　　　　　1）よくある　　2＞ときどきある　　3）ほとんどない

22．国語辞典を持っている児童は，学級にどのくらいいますか。

　　1）ほとんどの児童が持っている

　　2）半分くらいの児童が持っている

　　3）ほとんどの児童が持っていない

　　4）どのくらいの児童が持っているか分からない

23．漢和辞典を持っている児童は，学級にどのくらいいますか。

　　1）ほとんどの児童が持っている

　　2）半分くらいの児童が持っている

　　3）ほとんどの児童が持っていない

　　4）どのくらいの児董が持っているか分からない

24．国語辞典の使い方を指導しますか。

　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

25．漢和辞典の使い方を指導しますか。

　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない
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26．授業中，国語辞典や漢和辞典を使わせていますか。

　　1）自由に使わせている

　　2）指導して使わせている

　　3）使わせていない

27．あなたは「国語」以外の教科の授業で，漢字の指導をすることがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　27－1．どのような教科の指導のときに，漢字の指導をしますか。揖導をすると思われる教科を，いく

　　　　つでもよいですから選んでください。

　　　　　1）社会　　2）算数　　3）理科　　4）音楽　　5）図画工作

　　　　　6）家庭　　7）体育　　8）道徳　　9）特溺活動

　　27－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　　　　3）読み書き同じ程度

　　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　　5）ほとんど書きだけ

28．たとえば，毎週何分，毎日何分，毎授業時間何分のように，学校のなかで特別に時間を決めて，漢字

　の練習をさせていますか。

　　1）させている　　　　　2）させていない

29．漢字のテストは，どういうときに行っていますか。

　　1）教科書の区切りのよいとき

　　2）毎B

　　3）毎週

　　4）その他（　　　　　　　）

30．漢字のテストは，読みと書きとでは，どちらのほうが多いですか。

　　1）ほとんど読みだけ

　　2）書きもするが，読みのほうが多い

　　3）読み書き購じ程度

　　4）読みもするが，書きのほうが多い

　　5）ほとんど書きだけ

31．漢字の書き取りのテストで，児童の書いた漢字の字形の評価については，長短，とめ，はね，点の方

　向など，教科書にある形に従っていますか。

　　1）厳密に従っている　　2）だいたい従っている　　3）ほとんど従っていない

32．教科書の予習・復習以外に，漢字学習を宿題として出すことがありますか。

　　i）よくある　　2＞ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　32－1．どのような課題を出しますか。（複数回答可）

　　　　　1＞漢字の書き取り練習

　　　　　2＞市販されている練習問題（集）

　　　　　3）教師作成の練習問題（集）
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　　　　　4）その他（　　　　　　　）

中学校国語教師用

1．性腺をお答えください。

　　1）男　　　　　　　　　2）女

II．何歳ですか。

　　1）25歳以下　　2）26～30歳　　3）31～35歳　　4）36～40歳

　　5）　41～45歳　　　　6）　46～50歳　　　　7）　51～55歳　　　　8）　56歳以上

HI．教職についてから，何年：になりますか。（非常勤講師の経験のある方は，その年数も加えてください。）

　　1）1～5年　　　2）6～10年　　3）11～15年　　4）16～20年

　　5）21～25庫　　6）26～30年　　7）31～35年　　8）36年以上

IV．今年度は，何学年の生徒の国語の指導を受け持っていますか。（複数の学年を受け持っている場合は，

　受け持っている学年を全部選んでください。）

　　1）1学年　　　2）2学年　　　3）3掌年

1．　「国語」の指導の中で，漢字の読み書きの指導を重視していますか。

　　1）非常に璽毒している

　　2）比較的重視している

　　3）あまり重視していない

2．漢字の読みの指導と書きの指導とでは，どちらを重視していますか。

　　1）読みの指導　　　2）書きの指導　　　3）両方同じ程度

3．教科書に出てきた漢字の読みの指導をするとき，次のことをしますか。

　　①教科書を音読して，生徒に聞かせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　②漢字の読み方を指導してから，生徒に教科書を音読させる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　③文脈から漢字の読み方を想像させて，生徒に教科書を音読させる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3＞ほとんどしない

　　④黒板に漢字の読み方を書いて，生徒に示す。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑤授業中，教科書の巻宋の漢字表で調べさせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑥授業中，辞書（国語辞典，漢和辞典）で調べさせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑦カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑧前もって，家で調Nさせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑨漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑩そのほかの方法で指導をすることがありましたら，具体的に書いてください。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．教科書に出てきた漢字の書きの揚導をするとき，次のことをしますか。
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5．

6．

7．

8．

①黒板に漢字を書いて，生徒に見せる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

②どのような形から組み立てられているかを説明する。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

③颪数を数えさせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

④手や指で，空中に漢字を書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑤教科書の巻末の漢字表を見させて，その形どおりに書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3＞ほとんどしない

⑥授業中，局じ漢字を何園もノートに書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑦家で，同じ漢字を何回もノートに書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑧漢字を使った熟語をつくらせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑨漢字を使った短文をつくらせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑩漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑪そのほかの方法で指導をすることがありましたら，具体的に書いてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

小学校に配当されている漢字以外の常用漢字について，どのような指導目標を立てて指導していますか。

1）すべての漢字を読み書きできるようにする

2）書けない漢字が何宇かあっても，読みだけはすべての漢字を読めるようにする

3＞ほとんどの漢字が書けなくても，読みだけはすべての漢字を読めるようにする

4）書けない漢字が何字かあって，また読めない漢字も何字かある，というぐらいにする

5）ほとんどの漢字が書けなくても，読めない漢字が何字かある，というぐらいにする

6＞ほとんどの漢字が書けなくても読めなくてもよい

7＞特にはっきりとした目標を立てていない

8）その他（　　　　　　　　　　　　）

新出漢字の中で，どのような漢字に重点をおいて指導していますか。（複数回答可）

1）全部

2）これまでの経験から，生徒にとって習得が難しい漢字

3）生徒の生活の中で，よく使われる漢字

4＞その他（　　　　　　　　　　　　）

新出漢字の読みを指導するとき，同一時間内に，その漢字の書きも掲導することがありますか。

1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

小学校ですでに揃導された漢字（小学校に配当されている漢字）を，指導することがありますか。

1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　i

1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

8－i．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）
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　　　　1）教科書に出てきた漢字全部

　　　　2）これまでの経験から，生徒にとって習得が難しい漢字

　　　　3）生徒の生活の中で，よく使われる漢字

　　　　4）その他（　　　　　　　　　　　　）

9．すでにその学年で指導した漢字や，（中学校の）下の学年で旛導した漢字を指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　9－1．どのような漢字を指導しますか。（複数團答可＞

　　　　1）教科書に出てきた漢字全部

　　　　2）これまでの経験から，生徒にとって習得が．難しい漢字

　　　　3）生徒の生活の中で，よく使われる漢字

　　　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

10．常用漢字表に承された漢字：以外の漢字を掲導することがありますか。

　　1）よくある　　2＞ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　10－1．どのような漢字を揚導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）人名や地名などに使われていて，生徒の瞬によくふれる漢字

　　　　　2）生徒が興味を持ちそうな漢字

　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　）

　　10－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　　　　3）読み書き同じ程度

　　　　　4）読みも揺導するが，書きのほうが多い

　　　　　5）ほとんど書きだけ

11，新出漢字の指導のとき，教科書に出てきた音訓（読みカ）だけでなく，ほかの音訓も指導することが

　ありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1＞と2）を選んだ場禽だけ答えてください。

　　11－1．どのような音訓を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）その漢字の常絹漢字表の音訓全部

　　　　　2）生徒の生活の中で，よく使われる音訓

　　　　　3）その他（　．　　　　　　　　　　　）

12．常用漢字表に示された音訓以外の音訓を指導することがありますか。

　　Dよくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　i2－1．どのような音訓を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）人名や地名などに使われていて，生徒の臼によくふれる音訓

　　　　　2）生徒が興味を持ちそうな音訓
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　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

13．新出漢字を指導するとき，筆順も指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　13－1．辞書によって筆順が違う漢字がありますが，そのことについて困ることがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

14．同じ漢字について，何度も筆順を指導することがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　14－1．どのような漢字について，何度も筆順を指導しますか。（複数團答可）

　　　　　1）画数の多い漢字

　　　　　2）画数は多くなくても，筆順のまちがえやすい漢字

　　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

15．生徒の筆順が指導した筆順とは違っていても，筆順の大原則からはずれていなければ黙認するほうが

　よい，という意見があります。この意見に賛成ですか。

　　1）賛成（筆順の大原則からはずれていなければ黙認するほうがよい）

　　2）反対（指導した筆順以外の筆順は認めるべきではない）

　　3）分からない

　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

16．指導した筆順とは違った筆順で漢字を書いている生徒を見たとき，指導した筆順で書くように注意を

　することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

17．ある漢字がどういう部首に属しているか，ということについて指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　・

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　17－1．辞書によって，部首の立て方や呼び方や配列の単方が違うことがありますが，そのことについ

　　　　て困ることがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

18．漢字の字源について詣課することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　18－1．辞書によって，字源の説明が違うことがありますが，そのことについて困ることがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

19．長短，とめ，はね，点の方向など，漢字は教科書の巻末の漢字表の形（教科書体）どおりに書かなけ

　ればいけない，と指導することがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

20．あなたの指導している生徒のなかに，いわゆるマンガ文字を書く生徒がいますか。

　　⊃たくさんいる　　　2）まあまあいる　　　3）ほとんどいない

　　　　　　　　　　　　i
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　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　20－1．マンガ文字を書く生徒は，男子と女子とでは，どちらが多いですか。

　　　　　1）ほとんど男子だけ

　　　　　2）女子もいるが，男子のほうが多い

　　　　　3）男子と女子とで同じぐらい

　　　　　4）男子もいるが，女子のほうが多い

　　　　　5）ほとんど女子だけ

　　20－2．マンガ文字を書く生徒に対して，マンガ文字を書かないように指導することがありますか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

21．国語辞典を持っている生徒は，どのくらいいますか。

　　1）ほとんどの生徒が持っている

　　2）半分くらいの生徒が持っている

　　3）ほとんどの生徒が持っていない

　　4＞どのくらいの生徒が持っているか分からない

22．漢和辞典を持っている生徒は，どのくらいいますか。

　　1＞ほとんどの生徒が持っている

　　2）半分くらいの生徒が持っている

　　3）ほとんどの生徒が持っていない

　　4＞どのくらいの生徒が持っているか分からない

23．霞語辞典の使い方を今町しますか。

　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

24．漢和辞典の使い方を指導しますか。

　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

25．授業中，国語辞典や漢和辞典を使わせていますか。

　　1）自宙に使わせている

　　2）振即して使わせている

　　3＞使わせていない

26．たとえば，この漢字は，理科の用語によく使われる漢字だから，よく教えておこう，というように，

　国語以外の教科のことを考えて，漢字の指導をすることがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　26－1．どのような教科のことを考えて，漢字の指導をしますか。その教科を，いくつでもよいですか

　　　　ら選んでください。

　　　　　1）社会　　　2）数学　　　3）理科　　　4）音楽　　　5）美徳

　　　　　6）保健体育　7＞技術　　　8）家庭　　　9）英語

　　26－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを掲帯することが多いですか。

　　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　　　　3）読み書き同じ程度

　　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　　5）ほとんど書きだけ

27．たとえば，毎週何分，毎日何分，毎授業時間何分のように，学校のなかで特別に蒔間を決めて，漢字
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　の練習をさせていますか。

　　1）させている　　　　　　2）させていない

28．漢字のテストは，どういうときに行っていますか。

　　1）教科書の区切りのよいとき

　　2）毎日

　　3）毎週

　　4）その他（　　　　　　　）

29．漢字のテストは，読みと書きとでは，どちらのほうが多いですか。

　　1）ほとんど読みだけ

　　2）読みのほうが多い

　　3）読み書き岡じ程度

　　4）書きのほうが多い

　　5）ほとんど書きだけ

30．漢字の書き取りのテストで，生徒の書いた漢字の字形の評価については，長短，とめ，はね，点の方

　向など，教科書の巻末の漢字表の形（教科書体）に従っていますか。

　　1）厳密に従っている　　2）だいたい従っている　　3）ほとんど従っていない

31．教科書の予ew　・復習以外に，漢字学習を宿題として出すことがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　s

　　l）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　31－1．どのような課題を出すことが多いですか。（複数回答可）

　　　　　1）漢字の書き取り練習

　　　　　2）市販されている練習問題（集）

　　　　　3）教師作成の練習問題（集）

　　　　　4）その他（　　　　　　　）

中学校他教科教師用

1．性別をお答えください。

　　1＞男　　　　　　　　　2）女

II．何歳ですか。

　　1）25歳以下　　2）26～30歳　　3）31～35歳　　4）36～40歳

　　5）41～45歳　　6）46～5G歳　　7）51～55歳　　8）56歳以上

斑．教職についてから，何年になりますか。（非常勤講師の経験のある方は，その年数も加えてください。）

　　1）1～5年　　　2）6～10年　　3）11～圭5年　　4）16～20年

　　5）21～25年　　6）26～30年　　7）31～35年　　8）36年以上

IV．どの教科を担当していますか。（二つ以上の教科を担当している場合は，主に担当している教科を一つ

　だけ選んでください。）

　　1）社会　　　2）数学　　3）理科　　4）音楽　　5）美術

　　6）保健体育　　7）技衛　　　8）家庭　　　9）英語

V．今年度は，何学年の生徒の指導を受け持っていますか。（二つ以上の学年を受け持っている場合は，受

　け持っている学年を全部選んでください。）

　　1）1学年　　　　2）2学年　　　　　　3＞3学年
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1．あなたの（主に）担当している教科の授業中に，漢字の指導をすることがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　．1

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　1－1．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　　　3）読み書き同じ程度

　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　5）ほとんど書きだけ

2、あなたの（主に）担当している教科の授業申に，「国語Jでもうすこし漢字の読み書きの指導をしても

　らいたい，と思うことがありますか。

　　1＞よくある　　2＞ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場含だけ答えてください。

　　2－1．その場合，読みと書きのどちらを，f国語」でもうすこし指導してもらいたい，と思いますか。

　　　　1）読みのほう

　　　　2）読み書き両方

　　　　3）書きのほう

3．　「国語」以外の教科でよく使われる漢字については，「国語」のなかで指導するよりも，その教科のな

　かで指導するほうがよい，という意晃があります。この意見に賛成ですか。

　　1）賛成（その教科のなかで指導するほうがよい）

　　2）賛成でも反対でもない（その教科と「国語」の両方で指導すべきだ）

　　3）反対（囑語」以外の教科では揃耀しなくてよい）

　　4）分からない

　　　　　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　3－1．その場合，その教科では，読み書き両方とも措導すべきだと思いますか。

　　　　1）読み書き爾方とも指導すべきだと思う

　　　　2）読みだけ指導すべきだと思う

　　　　3）書きだけ掲導すべきだと思う

（2）調査対象

　調査対象は，東東都・秋蟹県・奈良県の公立小，中学校の教師である。漢字の習得度調査と同じ

く，東京都・秋田県・奈良県を調査地域とした。そして，集落調査法1）によって，調査対象の教師

を抽出した。すなわち，まず小学校250校，中学校250校を抽出し，それから調査対象の教師に調査

票を割り当てた。ただし，規模（生徒数）の極端に小さい学校は，複式学級などの特劉の学級編成

を行っていることが考えられたので，とりあえず，生徒数が100人以上の公立小，中学校を母集圃

とした。抽出の台帳として，e昭和62年版学校総覧s（原書房，1987年）を使った。そして，秋霞県

と奈良県を市部と郡部とに分け，東窟都を区部と市・郡部とに分けて，小，申学校とも，

　秋田県市部………20校
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　秋田県郡部………30校

　奈良県市部………30校

　　〃　郡部………20校

　東京都区部………100校

　　〃　市・郡部………50狡

を抽出した。表2－2－1に，この6つの地域の学校数，抽出数，抽出率を示した。東京都と秋田県と

奈良県の抽出数の比が3：1：1になっているのは，東京都の学校数が秋田県と奈良県に比べてき

わめて多いので，秋田県と奈良県に重みをつけて抽出したためである。

衷2－2－1　学校数，抽出数，抽出率

小　学　校 中　学　校

学校数 抽出数 抽出率　（％） 学校数 抽出数 抽出率
@（％）

秋田県

i100校）

市　　部

S　　部

105

P55

20

R0

19．0

P9．4

50

V1

20

R0

娃0．0

S2．3

奈良県

i100校）

市　　部

S　　部

120

V9

30

Q0

25．0

Q5．3

55

R5

30

Q0

54．5

T7．1

東京都

i300校）

区　　部

s・郡部

934

S50

100

T0

10．7

PL1

427

Q12

100

T0

23．4

Q3．6

　そして，抽出した学校を，それぞれの地域（秋田県市部，秋田県郡部，奈良県市部，奈良県郡部，

東京都区部，東京都市・郡部〉で，小規模校，申規模校，大規模校に3等分して，それぞれ次の人

数分調査票を割り当てた。

〔小学校教師用〕

　小規模校　　各学年1人，合計6人

　中規模校　　各学年2入，合計12人

　大規模校　　各学年3人，合計18入

〔中学校麗語教師用〕

　小規模校　　3人

　中規模校　　3人

　大規模校　　6人

（中学校他教科教師用〕

　小規模校

　中規模校

　大規模校

27人

27人

27入

注

1）　喋落調査法」とは，「最初から冒的とする抽出単位を選出するのではなく，グループ（集落，

　クラスター）を抽出し，その構成単位を標本とする方法である。」（松井敬『標本調査論』内田老

　鶴圃，1990年，89頁）この調査では，一段匿に学校を抽出し，二段匿に教師を抽出する二段集落

　調査i法を採瑚した。
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（3）実施経過

　昭和62年（1987年）6月23欝に，調査校の校長あてに次のものを郵送した。

　依頼状

　実施要領

　調査票（回答用紙とも）

　返送用の封筒

　7月10日までに圓答絹紙を入れた封筒を投函するように依頼したのであるが，その日までに回答

があったのは，6割ほどの学校にすぎなかった。そこで，電話によって，調査の協力を重ねて依頼

した。その結果，8月末日までに9割ほどの学校から回答：があった。そして，9月になって，さら

に葉書による督促状を出した。最終的に，小学校232校（92．8％），中学校233校（93．2％）から麟

答を得た1＞。回答のあった学校には，葉書による礼状を出した。

　さて，表2－2－2は，回収数（学校数）と圓収率の推移を示したものである。H付は，趨収した封

筒の消印による。そして，図2－2－1は，表2－2－2の日付区分による累積遽収率の推移をグラフに表し

たものである。小，中学校とも，調査票発送（6月23日〉後，10日以内で1割4分の学校から回答

があり，20日以内で5罰，1カ月以内で7割引学校から回答があったことになる。また，表2－2－3は，

地域別罎収数と圓収率を示したものである。奈良県市部の申学校を除いて，どの地域も9割を超え

る回収率である。集計結果に調査不能による偏りはあまりないと見てよいだろう。

表2－2－2回語数と鷹版画の推移

小　学　校 中　学　校

1：6月24日～6月30日
　　　％
R4　13．6

　　　％
R4　13．6

H：7月1日～7月10日 124　49．6 126　50．4

IH：7月11ヨ～7月20日 50　20．0 52　20．8

W：7月21日～7月31日 11　　4．4 10　　4．0

V：8月1日～8月31日 1　　0．4 1　　0．4

VI＝9月1日～9月30日 8　　32 8　　3．2

VII：10月1日～10月5日 1　　0。4 0　　0。0
一　　一　　醒　　・　　一　　一　　一　　・　　■　　幽　　・　　曽　　，　　剛　　輸　　悸　　醇　　”　　雫　　F　　P　　雫　　F　　一　　「　　一　　一　　一　　「　　一　　一　　P　　辱　　r　　一　　一 ＿　　噛　　噛　　輸　　爵　　R　　r　　騨　　P　　雫　　F　　一　　一　　一　　一　　醒　　一　　幽　　曹　　曽

日　　付　　不　　明 3　　1．2 2　　0．8

厘　　答　　な　　し 18　　7．2 17　　6．8

合　　　　　計 250　100．0 250　100．0

翻2－2－1累穫翻収率の推移

％

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
9
8
7
6
5
4
3
2
1

1

校
校
学
学
、
　
コ

　　　　　　　　　　　
IIIII至】VVVIV慶
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表2－2－3地域別回収数と遡叡率

小　　学　　校 中　　学　　校

回収数 回収率 國乱数 回収率

秋田県

i1GO校）

市　　部

S　　部

20

Q9

1GO．G

X6．7

19

Q9

95．0

X6．7

奈良県

i沁0校）

市　　部

S　　部

28

P8

93．3

X0．0

25

P8

83．3

X0．0

東京都

i300校）

区　　部

s・郡部

90

S7

90．0

X4．Q

95

S7

95．0

X4．0

合　　　　計 232 92．8 233 93．2

　回答用紙に学校コードと通し番号を付けたのち，パーソナル・コンピュータを利用して集計作業

を行った。そして，調査の概要と集計結果とを，『漢字の学習指導に関するアンケ・・一一ト調査i（科研

費報告書，1988年10月）という冊子に印刷して，調査校に送った。

実施要領

　調査の実施要領は，調査の取りまとめにあたる教員を対象に作成した。次のような内容のものである。

〔小学校小規模校〕

　1．調査対象となる先生の選定の仕方

　　　各学年1組の学級担任の先生を対象とします。したがって，それぞれの学年で1人，全部で6人の

先生を対象とします。（調査票は，控えの1部を含めて，全部で7部入れてあります。）

2．調査票の配付の仕方

　職員会議の始まる前や終わった後など，調査対象となった先生がたが同晴に集まるときに渡してく

　ださい。

3．園答の記入方法についての説明の仕方

　調査紺象となった先生がたのお一人お一入に対して，次のように説明してください。「画答は，調査

票にはさみこんである回答用紙の所定の欄に，選んだ選択肢の番号を，鉛筆ではっきりと記入してく

ださい。『その他sにあたる番号を記入した場合は，矢印の後の欄に具体的に書いてください。なお，

　どのような鳳答を記入するかということに関して，ほかの先生と絶対に椙談しないでください。」

4．團答用紙の厩収の仕方

　　即答二野は，調査票を配付したそのBのうちに囲収してください。（したがって，調査票を配付する

　ときに，そのBのうちに回答を記入して回答用紙を返してくださいと，調査対象となった先生がたの

お一人お一人に伝えてください。）

5．回答罵紙の返送について

　　演答用紙のみ，同封した返送用の封筒に入れて，7月10日までに，投函してください。（調査票は，

学校側で処分してください。回答を記入した回答用紙だけ送ってください。）

　＊下線の部分は，中規模校では，次のようになる。

　　　各学年1組2組の学級担任の先生を対象とします。したがって，それぞれの学年で2人，全

　　部で12人の先生を対象とします。（調査票は，控えの1部を含めて，全部で13部入れてあります。）

　　そして，大規模校では，次のようになる。

　　　各学年1組，2組，3組の学級担任の先生を対象とします。したがって，それぞれの学年で3人，

　　全部で18人の先生を麟象とします。（調査票は，控えの1部を含めて，全部で19部入れてあります。〉
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〔中学校小規模校・申規模校〕

1．調査対象となる先生の選定の仕方

　　調査票は，「国語科」用と「（国語科以外の）他教科」用の二通りあります。それぞれについて，調

　査対象となる先生を，次のように選定してください。

　　①「国語科」常の場合

　　　　　「国語」の授業を担当しているすべての先生を対象とします。しかし，「国語」の授業を担駕し

ている先生が，全校で4人以上いる場合には，3人までを対象としてください。（調査票は，控え

　　　の1部を含めて，全部で4部入れてあります。）

　　②「他教科」用の場合

　　　　「他教科」とは，「国語」以外の，次の9教科を指します。

　　　　　1）社会　　　2）数学　　3）理科　　4）音楽　　5）美衛

　　　　　6）保健体育　7）技術　　8）家庭　　9）英語

　　　　この九つの教科を掲当しているすべての先生を対象とします。しかし，この九つの教科の先生が，

　　　全校で28人以上いる場合には，それぞれの教科について，なるべく均等に，27人までを対象とし

　　　てください。（調査票は，控えの1部を含めて，全部で，28部入れてあります。）

2．調査票の配付の仕方

　　職員会議の始まる前や終わった後など，調査対象となった先生がたが同時に集まるときに渡してく

　ださい。

3．圓答の記入方法についての説明の仕方

　　調査対象となった先盈がたのお一人目一人に対して，次のように説明してください。「回答は，調査

票にはさみこんである回答用紙の所定の欄に，選んだ選択肢の番号を，鉛筆ではっきりと記入してく

ださい。「その他diにあたる番号を記入した場合は，矢印の後の欄に異体的に書いてください。なお，

　どのような回答を記入するかということに関して，ほかの先生と絶対に相談しないでください。」

4。國答藁紙の回収の仕方

　　圃答胴紙は，調査票を配付したその日のうちに園悪してください。（したがって，調査票を配付する

　ときに，その日のうちに回答を記入して回答用紙を返してくださいと，調査対象となった先生がたの

お一人お一人に伝えてください。）

5．回答絹紙の返送について

　　園答用紙のみ，岡直した返送爾の封筒に入れて，7月10日までに，投函してください。（調査票は，

学校側で処分してください。圓答を記入した回答用紙だけ送ってください。）

　＊下線の部分は，大規模校では，次のようになる。

　　　①「国語科」絹の場合

　　　　　「国論の授業を担当しているすべての先生を対象とします。しかし，ド国語」の授業を担当

　　　　している先生が，全校で7人以上いる場合には，6人までを対象としてください。（調査票は，

　　　　控えの1部を含めて，全部で7部入れてあります。）

繋

浅

1）調査校には，『漢字の学習指導に関するアンケート調i査s（科研費報告書，1988年10月）を配付

　して，調査結果について報告したが，その後，小学校1校から囲答があった。それは，含めてい

　ない。

　　また，圓新した中学校233校のうち，国語と他教科の爾方に同答した学校は，230校で，2校が

　国語だけに睡答し，1校が他教科だけに嗣答した。
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第3節　調査対象の教師

回収した回答用紙の枚数，すなわち回答数は，次のとおりである1）。以下，これを調査対象とする。

小学校教師用 232校　2，557枚

申学校国語教師用　　232校　　781枚

中学校他教科教師用　231校　4，054枚

小規模校

中規模校

大規模校

小規模校

中規模校

大規模校

小規模校

中規模校

大規模校

77校　　447枚

75校　　818枚

80校　1，292枚

78校　　193枚

74校　　220枚

80校　　368枚

78校　1，040枚

73校　1，346枚

80校　1，668枚

これから，1校あたりの回答用紙の枚数（画答数）を計算すると，次のようになる。

小学校教師用

中学校国語教師用

U．0枚

3．4枚

中学校他教科教師用　　17．5枚

小規模校

中規模校

大規模校

小規模校

中規模校

大規模校

小規模校

中規模校

大規模校

5．8枚

10．9枚

16．2枚

2．5枚

3．0枚

4．6枚

13。3枚

18．4枚

20．9枚

しかし，繭節に述べたように，調査票は，各学校に次のように割り当てたわけであった。

小学校教師用

中学校国語教師用

中学校他教科教師用

小規模校

中規模校

大規模校

小規模校

中規模校

大規模校

小規模校

中規模校

大規模校

各学年1人，合計6人

各学年2人，合計12人

各学年3人，合計18人

3人

3人

6人

27人

27人

27人

　したがって，依頼したとおりに調査を実施しなかった学校があったことになる2）。対象となる教師

の数が少なかったためか，それとも不完全に実施したための，そのどちらかであると思われる。し

かし，上に述べたように，翻射した回答用紙をそのまま調査対象とした。

　さて，調査対象の教師は，どのような構成をしているのであろうか。表2－3－1～表2－3－4は，小学
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校教師，中学校国語教師，中学校地教科教師のそれぞれについて，地域別，性別，年齢別．J教職年

数別の構成を示したものである。秋田県と奈良県と東京都との比が1：1：3になるように学校を

抽出したわけであるが，調査対象の教師の人数の比もほぼそのようになっている。そして。小学校

教師，中学校国語教師とも，男性よりも女性のほうが多い。男性の割合は，小学校教師が3割5分

であり，中学校国語教師が4割強である。それに対して，中学校他教科教師は，男性の割合が高く，

3分の2を占めている。年齢別の構成を見ると，小学校教師は30歳代がいちばん多く，4割以上で

ある。そして，中学校国語教師，中学校他教科教師とも，20歳代後半がいちばん多く，どちらも2

割以上である。ただし，中学校国語教師，中学校他教科教師の爾方とも，50歳代前半が，その前後

の年代に比べて少し多い。教職年数を見ると，小学校は，6～15年がいちばん多く，4割以上を占

めている。そして，中学校国語教師，中学校他教科教師は，1～10年がいちばん多く，どちらも4

割以上である。なお，表は省略するが，年齢と教職年数との問には，当然のことながら，きわめて

高い正の相関がある。今後，年齢ないしは教職年数を問題にするときは，年齢で代表させることに

する。そして，表2－3－5は，小学校教師の担任学年別構成を示したものである3）。男性に比べ女性

のほうが低学年を担任している人が多い。担任学年は重要な属性なので，表2－3－6～表2－3－8に，年

齢との関係を示した。表2－3－7と表2－3－8は，男女別々に示したものである。特徴をつかむために，

全体の欄の数字よりも大きいものに下線を付けた。男性のほうが女性よりも，そして，中間の年齢

の教師のほうがそうでない教師よりも，高学年を擦任する傾向がある。

　また，表2－3－9は，中学校他教科教師の担当教科別の構成を示したものである。社会，数学，理科，

保健体育，英語を担当する教師が，音楽，美術，技術，家庭を担当する教師よりも多い。そして，

男性の割合を担当教科別に見ると，社会83．2％，数学75．1％，理科83。2％，音楽32．3％，美衛59．5

％，保健体育68。9％，技徳98．8％，家庭1．8％，英語52．5％である。中学狡国語の男性の割合は，

42．4％であったから，国語は，家庭，音楽に次いで女性の割合の高い教科であると言えるだろう。

　さて，中学校国語教師は，当然のことながら，国語に興味を持っていることであろう。そして，

中学校他教科教師は，国語よりもそれぞれの握当教科に興味を持っていることであろう。それでは，

教科担任制でない小学校教師は，いったいどのような教科に興味を持っているのだろうか。小学校

教師用の質問V（「興昧を持っている教科を三つ選んでください。（三つない場合は，一つまたは二

つ選んでください。）」）は，興昧を持っている教科をたずねるものである。結果は，表2一一3－10に示

すとおりである。国語，算数にいちばん興味を持つことは，男女とも変わりはないが，この2つの

教科への興味の集中度は，女性のほうが大きい。また，国語に興味を持つ割合も，男性より大きい。

これに対して，男性教師の特徴として，体育に興味を持つ教師の割合が大きいことがあげられる。

ただし，以上の傾向は，表2・一3－11に示すように，担任学年によって少し異なる。国語と算数が1位

と2位を占めることは同じであるが，高学年の担任ほど，概して，国語に興味を持つ教師が少なく

なる。その代わり，社会に興味を持つ教師が多くなる4）。なお，算数に興味を持つ教師の割合も担

任学年によって異なり，第2～第4学年で少し高くなるが，国語ほど大きく違わない。
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表2－3－1調査対象の教師の地域別構成

小学校 中学校早@　語
中学校
ｼ教科

秋田県

ﾞ良県
結椏s

　　　％
T12　20．0

T20　20．3

P525　59．6

　　　％
P58　20．2

P61　20．6

S62　59．2

　　　％
U71　三6．6

W17　20．2

Q556　63．3

合　計 2557100．0 781100．0 4054100．0

表2－3－2調査対象の教師の性別構成

小学校 中学校早@　語
中学校
ｼ教科

男　性

浴@性
ｳ回答

　　　％
W92　34．9

P663　65．0

@2　0，1

　　　％
R31　42．4

S50　57．6

@0　0．0

　　　％
Q716　67．0

P336　33．0

@2　0。0

合　計 2557100．0 781王00．0 4054三〇〇．0

表2－3－3調査対象の教師の年齢別構成

小学校 中学校早@　語
中学校
ｼ教科

％ ％ ％

25歳以下 141　5．5 79　10ユ 476　11．7

26～30歳 433　16．9 204　26．1 829　20．4

31～35歳 542　21。2 114　14．6 656　16．2

36～40歳 541　2L2 104　13．3 548　13．5

41～45歳 315　12．3 85　10．9 294　7．3

46～50歳 207　8．1 50　6．4 379　9．3

51～55歳 237　9．3 94　12，0 521　12．9

56歳以上 141　5．5 50　6．4 348　8．6

無圃答 0　0．0 1　0．1 3　0．1

合　計 2557100．0 781100．0 4054100．0

表2－3－4　調査対象の教師の教職年数溺構成

小学校 中学校早@　語
中学校
o教科

％ ％ ％

1～5年 340　13．3 192　24．6 986　24．3
6～10年 528　20．6 177　22．7 767　18．9

11～15年 547　21．4 112　14．3 603　14．9

16～20年 472　18．5 94　12．0 367　9．1

21～25年 236　9．2 48　6．1 310　7．6

26～30年 168　6．6 63　8．1 432　10．7

31～35年 156　6．1 59　7．6 403　9．9

36年以上 108　4．2 34　4．4 181　4．5

無回答 2　0．1 2　0．3 5　0．1

合　計 255710G．0 781100．0 4054100．0

衰2－3－5　小学校教飯の七一学年別・性別構成

男　　性 女　　性 無回答 全　　体

％ ％ ％ ％

第1学年 64　7．2 345　20．7 1　50．0 410　16．0

第2学年 72　8．1 359　21．6 1　50．0 432　16．9

第3学年 131　14．7 289　17。4 0　0．0 420　16．4

第4学年 158　17．7 274　16．5 0　0．0 432　16．9

第5学年 228　25．6 193　11．6 0　0．0 421　16．5

第6学年 237　26．6 197　11．8 0　0．0 434　17．0

無回答 2　0．2 6　0．4 0　0．0 8　0．3

合　　計 892100．0 1663100．0 2100．0 2557100．0
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袋2－3－S　小学校教師の担任掌年溺・年齢別構成

25歳以下 26～30歳 31～35歳 36～40歳 41～45歳 46～50歳 51～55歳 56歳以上

第1学年 12．8 15．2 17．5 14．4 1娃．6 19．8一 18．1 14．9

第2学年 20．6 14．8 16．8 16．5 14．0 20．8… 20．3一 17．0

第3学年 19．1｝ 18．2一 15．9 14．6 15．6 17．4一 16．0 18．4一

第4学年 19．9 16．9 15．1 16．5 19．0 16．9 14．8 21．3

一第5学年 18．4 17．6 16．2 16．3 19．4 14．5 12．7 15．6

一 一第6学年 9．2 17．3一 18．5 21．3 17．1 9．2 16．9 12．8

無燕答 G．0 0．0 0．0 0．2 0．3 1．4 1．3 0．0

人　　数 141 433 542 541 315 207 237 141

　（e／e）

全体

16．0

16．9

16．4

16．9

16．5

17．O

　e．3

2557

表2－3－7小学校男性教師の担任学年別。年es男lj構成

25歳以下 26～30歳 31～35歳 36～40歳 41～45歳 46～50歳 51～55歳 56歳以上

第1学年 3．3 6．5 6．6 鎧 10．1｝ 10．9｝ 3．2 脇
第2学年 麦5．0 5．4 3．0 鎚 6．3 21．7㎜ 15．9｝ 硫
黄3学年 i8．3 16．3 14．6 12．9 7．6 13．G 17．5 19．1

一 一第4学年 23．3 17．4 17．7 13．4 20．3 15．2 17．5 25．0

一 … ｝第5学年 31．7 26．6 25．3 24．2 29．1 26．1 19．G 23．5

一 一 …第6学年 8．3 27．7 32．8 32．5 26．6 10．9 25．4 16．2

一 ｝無團答 0．0 G．0 0．0 0．0 G．0 2．2 1．6 0．0

入　　数 60 184 198 194 79 46 63 68

　（o／o）

全体

　7．2

　8．1

14．7

17．7

25．6

26．6

　0．2

　892

表2－3－8小学校女性教師の担任学年別・年齢別構成

25歳以下 26～30歳 31～35歳 36～40歳 41～45歳 46～50歳 51～55歳 56歳以上

第1学年 4．6 15．7 23．8 18．3 10．7 10．4 1L9 4．6

第2学年 24．7 21．7一 24．7 2圭．0 16．6 20．5 21．8一 23．6｝

第3学年 19．8一 19．7一 16．6 15．6 18．3一 18．6一 15．5 18．1…

第4学年 17．3 16．5 13．7 18．2｝ 18．7一 17．4一 13．8 18．1㎜

第5学年 8．6 10．8 1LO 11．8 16．2 1L2 10．3 8．3

第6学年 9．9 9．6 10．2 15．0 14．〇一 8．7 13．8一 9．7

無囲答 0．0 0．0 0．0 0．3 0．4 1．2 1．1 0．0

人　　数 81 249 344 347 235 161 174 72

　（o／o）

全体

20．7

21．6

17．4

16．5

11．6

11．8

　0．4

1663
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衷2－3刃　中学校他数科教師の担当教科別・性別構成

男　　性 女　　性 無圃答 全　　体

％ ％ ％ ％

社　　会 520　19。1 105　7．9 0　　0，0 625　15．4

数　　学 娃74　17．5 157　1L8 0　　0．0 631　15．6

理　　科 509　18。7 王03　7．7 0　　0。0 612　15．1

音　　　楽 92　3。4 圭92　14．4 1　50．0 285　50．0

美　　術 175　6。4 119　8．9 0　　0。0 294　7．3

保健体育 387　14．2 175　13．1 0　　0．0 562　13，9

技　　術 256　9．4 3　0．2 0　　0．0 259　6．4

家　　庭 4　0．1 215　16ユ 0　　0．0 219　5，4

英　　　語 282　10．4 255　19ユ 0　　0．0 537　13．2

無圏答 17　0．6 12　G．8 1　50．G 30　G．7

合　　計 2716100．0 1336100．0 2　100．0 4054100．0

表2－3一紺　小学校敏師の興味を持っている教科 （o／o）

男　　性 女　　性 全　　体

国　　語 43．3③ 70．4① 60．9①

算　　数 56．2① 62．6② 60．3②

理　　科 34．2⑤ 22。5⑥ 26．7⑤

社　　会 40．0④ 27．1④ 31．6④

音　　楽 10．4⑨ 2⑪。4⑦ 16．9⑧

体　　育 5L1② 22，8⑤ 32．7③

図　　　工 12．0⑦ 28．8③ 22．9⑥

道　　徳 11．8⑧ 1L2⑨ 11．4⑨

家　　庭 0，9⑩ 3．5⑩ 2。6⑩

特別活動 26．8⑥ 三9．6⑧ 22ユ⑦

注）数字は，選んだ教師の割合。○の中の数字は，顧位。

ge2－3－11小学校教師の興味を持っている教科一担任学年別一 （％）

年
弾
第

②
①
⑤
③
⑨
④
⑦
⑧
⑩
⑥
8
4
ほ
　
9
2
　
’
8
」
1
1
7
3
5
1
5
7
2
8
4
7
1
0
3
8
1
6
1
1
3
2
5

年
畔
第

②
①
⑤
④
⑧
③
⑦
⑨
⑱
⑥
8
3
β
勲
7
1
8
4
8
8
8
5
1
5
7
3
0
3
8
1
3
4
1
1
5
8
4
2
7

年
瞠
第

①
②
⑤
④
⑨
③
⑦
⑧
⑩
⑥
6
0
8
9
8
5
3
1
4
　
9
2
』
6
2
6
1
2
8
3
0
1
2
3
1
2
1
1
3
1
2
5

庫
瞠
第

②
①
⑥
④
⑦
③
⑤
⑨
⑩
⑦
2
2
2
9
3
3
4
7
」
3
6
1
6
5
2
6
2
7
1
9
2
9
2
6
1
1
1
1
9

年
蝉
第

①
②
④
⑥
⑦
④
③
⑨
⑩
⑧
3
1
5
4
圭
あ
2
溶
β
7
6
5
6
4
2
5
2
3
2
3
2
5
2
9
1
2
1
1
6

年
畔
第

①
②
⑦
⑥
⑤
③
④
⑨
⑩
⑧
ユ
　
8
3
』
　
6
5
4
0
5
0
7
5
7
4
5
6
2
0
2
1
2
2
3
0
2
9
1
1
2
1
8

語
数
科
会
楽
育
引
剥
庭
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
国
論
理
社
音
体
図
道
家
特

注）数字は，選んだ教師の割合。○の中の数字は，順位。
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表2－3－12小学校教師の興味を持っている教科一男女別・担任学年別一 （o／o）

年
瞠
第

④
①
⑤
③
⑨
②
⑧
⑦
⑩
⑥
6
6
3
　
’
3
2
3
3
　
。
2
ユ
3
護
4
2
詑
3
3
5
0
6
5
1
尼
β
1
2
7

②
①
⑥
③
⑧
④
⑦
⑨
⑩
④
9
9
渇
β
マ
2
β
β
洛
洛
β
6
2
6
3
2
1
4
3
賂
2
2
2
0
8
6
2
2

無
瞠
第

④
①
⑤
③
⑧
②
⑦
⑨
⑩
⑥
ゆ
ユ
3
護
②
　
’
1
　
。
6
ユ
β
②
3
9
6
0
3
8
4
0
9
5
6
9
6
1
2
7

①
②
⑥
③
⑧
⑤
⑥
⑨
⑩
④
β
　
。
4
　
。
3
　
。
8
洛
2
3
3
3
惑
6
5
5
4
2
2
3
6
1
7
2
4
2
2
1
1
8
2
8

年
瞠
第

②
①
⑤
④
⑨
③
⑧
⑦
⑩
⑥
2
ユ
ユ
　
。
7
コ
　
’
0
3
洛
』
」
4
6
6
0
3
6
3
6
5
4
3
1
3
1
4
0
2
9

①
②
⑤
③
⑧
⑥
④
⑨
⑩
⑦
②
　
’
8
　
9
8
　
’
4
遵
洛
2
　
8
8
β
　
’
3
7
1
6
2
2
4
2
7
1
6
2
4
2
5
1
2
1
2
2

年
瞠
第

③
①
⑤
④
⑨
②
⑦
⑧
⑩
⑥
2
沿
洛
β
3
」
　
。
3
　
。
5
　
。
0
ユ
3
8
5
8
3
3
3
6
1
0
5
2
1
5
1
4
0
2
2

①
②
⑥
④
⑤
⑦
③
⑨
⑩
⑧
溶
　
’
5
3
　
8
9
2
マ
　
’
5
澱
　
。
4
沿
7
1
6
8
2
2
2
3
2
3
1
8
3
1
1
0
2
1
8

年
蝉
第

②
①
⑤
④
⑥
③
⑨
⑧
⑩
⑦
遵
浴
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注）数字は，選んだ教師の割含。○の中の数字は，順位。

一
目

注

1）前節の表2－2－3に示したように，申学校の圓収学校数は，233校である。この数字は，以下にあ

　げる数字とくいちがうが，その理由は，230校が国語教師用と他教科教師用の両方に棚田し，2

　校が国語教師用にのみ圓脱し，1校が他教科教師朋にのみ回答したためである。

2）割り当てた人数どおり調i査を実施できた学校は，小学撫56校（回収した学校のうちσp67．2％。

　以下同じ。），中学校国語121校（51．9％），中学校他教科15校（6．4％）であった。小学校，中学

　校国語，中学校他教科とも，割り当てた数よりも多く巌答用紙を送ってきた学校があったが，そ

　れはきわめて少なかった。多くは，割り当てた数よりも少なかった。

3）調査票の園答項冒では，1学年，2学年，3学年，4学年，5学年，6学年としたが，以下の

　分析では，通例の呼称に従い，第1学年，第2学年，第3学年，第4学年，第5学年，第6学年

　とする。付録の集計表も同じである。

4）表2－3－12に示すように，男女溺に見ても，この傾向はあまり変わらない。
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第4節　国語の申での漢字の学習指導一調査の結果（1）一一

　本節では，小学校教師用アンケートと中学校国語教師用アンケートとにもとづいて，小，中学校

の国語の授業の中での漢字の学習指導について見る。他教科の授業の中での漢字の学習指導につい

ては，次節で扱う。

（1）漢字の学習指導の位置づけ

　質問1は，国語の指導の中で，漢字の学習指導をどのように位置づけているか，ということをた

ずねるものであるD。そして，質問2は，漢字の読みと書きのどちらの指導を重視しているか，と

いうことをたずねるものである。

1．

2．

「国語」の指導の申で，漢掌の読み書きの指導を重視していますか。

1）非常に重視している

2）比較的重視している

3）あまり重視していない

漢字の読みの指導と書きの指導とでは，

1）読みの指導　　　　2）書きの指導

どちらを重視していますか。

　　　3）　両方同じ蒙呈度

　前節では，調査対象の教師の構成（人数）を見るために，NA（無回答）を回答の1つとして集

計した。しかし，これ以降の分析では，結果の明快さと，同じ回答項目を持つ質問項蹟間の比較を

容易にするために，NAを除去して集計する2）。そして，以下，次の3つの要因に注冒して，結果

を見ることにする。

　①学校段階の違い

　②年齢の違い

　③担任学年の違い

　①は，小学校と中学校という学校段階の違いである。学校段階によって，漢字の学習指導がどの

ように変わるかを見るわけである。②の年齢の違いは，教師集団の対立の要因として取り上げる。

学校の中での指導は，教師がひとりで孤立して行うものではなく，教師集団の中で行うものであろ

う。そして，どのような集団においても，年齢は，対立の大きな要因である。そのため，年齢の違

いに注目する3）。また，児童・生徒の発達の程度によって，学習指導の異なることが当然予想される。

③の担任学年の違いに注目するのは，このことによる4）。

　さて，質問1の結果は，次のとおりである。「あまり重視していない」は，小学校も申学校も，

きわめて少ない。そして，「非常に重視している」は，小学校のほうが多い。

　　　　　　　　　　　　　［小学校］　［中学校］

　非常に重視している　　　33．9％　　　27．8％
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　比較的重視している　　　61．4　　66．3

　あまり重視していない　　4．7　　　5．9

　［図2遷弓一1］「非常に重視している」の割合は，第1学年がやや低い。第1学年は，かな文宇の

指導の比重が大きいことが影響しているだろう。そして，第2学年からは，高学年ほど低くなる。

［図2－4一ユー2］小学校，中学校とも，年齢が高いほど，「非常に重視している」の翻合が高い。そし

て，この傾向は，小学校で特に強い。中学校では，「46～50歳」よりも上の年齢が，きわめて高い。

図2畷一1→　「非常に璽視している」の割合
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　そして，質問2の結果は，次のとおりである。小学校は「書きの指導jの割合が，いちばん高い。

しかし，申学校では，「両方同じ程度」の割合がいちばん高い。

　　　　　　　　　［小学校］　　〔中学校］

　読みの指導　　　　　9．5％　　　23．1％

　書きの指導　　　52．7　　　22，2

　両方同じ程度　　　37．9　　　54．7

　［図2－4－1－3］小学校では，「書きの指導」の割合が，高学年ほど高い。しかし，中学校では，小

学校と比べると，「書きの指導，の割合は極端に低い。［図2－4－1－4・図2－4－1－5］年齢が高いほど

「読みの指導」の割合が高く，「書きの指導」の割合が低い。ただし，申学校では，「両方同じ程

度」がどの隼齢でも多いため，小学校ほどその傾向は強くない。

　なお，中霜割国語教師、には，次の質問も行った。「小学校に配当されている漢字以外の常用漢

字」とは，中学校で新しく指導する漢字のことである。

5．小学校に配壷されている漢字以外の常胴漢字について，どのような指導目標を立てて指導

　していますか。

　　1）すべての漢字を読み書きできるようにする
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2）書けない漢字が何字かあっても，読みだけはすべての漢字を読めるようにする

3）ほとんどの漢字が書けなくても，読みだけはすべての漢字を読めるようにする

4）書けない漢字が何字かあって，また読めない漢字も何字かある，というぐらいにする

5）ほとんどの漢字が書けなくても，読めない漢字が何字かある，というぐらいにする

6＞ほとんどの漢字が書けなくても読めなくてもよい

7）特にはっきりとした目標を立てていない

8）その他（　　　　　　　　　　　　）

結果は，次のとおりである。「書けない漢字が何字かあっても，読みだけはすべての漢字を読め

るようにする」がいちばん多く，5割弱の画答率である。そして，「すべての漢字を読み書きでき

るようにするJが4分の1弱で続いている。しかし，「特にはっきりとした目標を立てていない」

も1割強いる。

すべての漢字を読み書きできるようにする

書けない漢字が何字かあっても，読みだけはすべての漢字を読めるようにする

ほとんどの漢字が書けなくても，読みだけはすべての漢字を読めるようにする

書けない漢字が何字かあって，また読めない漢字も何字かある，というぐらいにする

ほとんどの漢字が書けなくても，読めない漢字が何字かある，というぐらいにする

ほとんどの漢字が書けなくても読めなくてもよい

特にはっきりとした目標を立てていない

その他
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図2－4－1－5　漢寧の読みの指導と旧きの指導と

　　　　　では，どちらを璽回しているか
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1

E

注

D　本報告書では，「指導」と「学習指導」とを同じ意味で用いる。そして，小学校教師用アンケ

　ートと中学校国語教師用アンケートとは，「児童」を「生徒」に変えただけで，ワーディングは

　ほとんど同じである。そのため，以下では，小学校教師用アンケートの質問だけをあげる。しか

　し，小学校教師用アンケートと申学校国語教師用アンケートのどちらかだけに出した質問がいく

　つかある。そのような質問は，溺にあげる。また，小学校教師周アンケートと中学校園語脈心用

　アンケートとで質問の番号が異なる場合があるが，小学校教師用アンケートの番号をあげる。

2）NA（無圓答）の扱い方に関して，一般に，次の2っの方法が使われる。1つは，　NAを同答

　の1つと考え，それを王カテゴリーとして集計する方法であり，もう1つは，NAを全体から除

　去して集計する方法である。「漢字の学翌撫導に関するアンケート調査』（科研費報告書，1988

　年）には，質問項冒ごとにNAの数を明記したが，どの質問項目でも，多くて数バーーセントで

　あった。アンケート調査（質問紙調査）におけるNAの扱い方に関して，詳しくは，

　　島村直己「貞問紙調査における「無配答露の扱い方」，『計騒国語学』19巻3号，1993年

　を参照のこと。

3）同様の趣旨で言えば，性の違いも，対立の大きな要因となるはずである。しかし，前節で見た

　ように，小学校教師，中学校国語教師とも，女性が多数を占めている。そのため，本節および次

　節の分析では取り上げなかった。

4）　中学校では，複数の学年を担任することが一般的であるので，1っにまとめた。

（2）読みの指導

　質問3は，教科書に出てきた漢字の読みの指導についてたずねるものである。全部で10の下位質

問に分かれている。

3．教科書に出てきた漢字の読みの指導をするとき，次のことをしますか。

　　①教科書を音読して，兜童に聞かせる。

　　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　②漢字の読み方を指導してから，児童に教科書を音読させる。

　　　　1）よくする　　2＞ときどきする　　3）ほとんどしない
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③文脈から漢字の読み方を想像させて，児童に教科書を音読させる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

④黒板に漢字の読み方を書いて，児童に示す。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑤授業中，教科書の巻末の漢字表で調べさせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑥授業中，辞書（国語辞典，漢和辞典）で調べさせる。

　1）よくする　　　2＞ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑦カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑧前もって，家で調べさせる。

　1＞よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑨漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑩そのほかの方法で指導をすることがありましたら，具体的に書いてください。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

pa　2－4－2－1　どの読みの指導をどのくらいするか
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　以下，具体的にたずねた①～⑨にっいてだけ見ることにする1）。ee2－4－2一一1と図2－4－2－2は，小学

校と中学校とに分けて，①～⑨の結果をグラフに示したものである。結果を特徴づけるために，

「よくする」の割合に注目することにしよう。「よくする」の割合の大きい順に並べると，小学校

では，次のようになる。

　①教科書を音読して，児童に聞かせる。　　　　　　　　　　62．9％
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②漢字の読み方を指導してから，児童に教科書を音読させる。

④黒板に漢字の読み方を書いて，児童に示す。

⑨漢字の読み方や語例などを書かせた特題のノート（辞書）を作らせる。

⑦カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。

⑧前もって，家で調べさせる。

⑤授業中，教科書の巻末の漢字表で調べさせる。

⑥授業中，辞書（国語辞典，漢和辞典）で調べさせる。

③文脈から漢字の読み方を想像させて，児童に教科書を音読させる。

64．4

61．5

36．5

29．0

24．8

20．8

16．6

16．0

　そして，中学校では，次のようになる。小学校と比べると，⑧の「繭もって，家で調べさせる。」

が多くなり，⑦の「カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。」が少なくなる。

　①教科書を音読して，児童に聞かせる。

　②漢字の読み方を指導してから，児童に教科書を音読させる。

　⑧前もって，家で調べさせる。

　④黒板に漢字の読み方を書いて，児童に示す。

　⑨漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　⑥授業中，辞書（国語辞典，漢和辞典）で調べさせる。

　③文脈から漢字の読み方を想像させて，児童に教科書を音読させる。

　⑤授業中，教科書の巻未の漢字表で調べさせる。

　⑦カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。

担任学年鋼の特徽

　担任学年別の特徴を見ることにしよう。しかし，

58．90／0

52．2

51．7

34．7

25．9

23．0

21．i

11．4

3．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1つ1つの質問について見ると，全体の特徴が

つかみにくいので，「よくする」の割合に注目して，次のように見ることにする。表2－4一一2－1は，

「よくする」の割合を示したものである。そして，各欄の値をそれぞれ「小学全体」の各欄の割合

で翻る。そうすると，表2－4－2－2のようになる。この表2－4－2－2の値は「特化係数」と呼ばれ，この

値が1より大きいと，その学年でよく行われる指導であると見ることができ，反対にこの値が1よ

ee2－4－2－1質問3の「よくする」の割含 （o／o）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

小学全体 62．9 64．4 16．0 61．5 20．8 16．6 29．0 24．8 36．5

第1学年 73．5 78．2 17．4 75．2 20．3 11．4 50．5 19．4 28．8

第2学年 68．1 72．7 14．2 80．3 22．1 4．2 42．4 7．7 39．8

第3学年 65．0 65．2 12．9 70．3 26．3 7．5 30ユ 12．9 36．9

第4学年 58．9 62ユ 圭5．9 57．2 21．9 24ユ 22．1 21．6 41．7

第5学庫 57．2 55．6 16．4 46．4 16．5 22．8 16．2 38．8 33．7

第6学年 54．7 53ユ 19．0 40．0 17．7 28．4 13．4 47．0 37．4

中　学　校 58．9 52．2 21ま 34．7 11．4 23．0 3．9 51．7 25．9
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表2－4－2－2質問3の「よくする」の特化係数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

小学全体 1．00 1．00 1．00 圭．00 1．00 1．00 1．00 1．00 1．00

第1学年 1．17 1．21 LO9 1．22 0．98 0．69 1．74 0．78 0．79

第2学年 1．08 1ユ3 0．89 L3王 1．06 0．25 1．46 0．31 1．09

第3学年 1．03 1．01 0．81 1．1婆 1．26 0．45 1．04 0．52 1．01

第4学年 G．94 0．96 0．99 0．93 1．05 1．45 0．76 0．87 1．14

第5学年 0．91 0．86 1．03 0．75 0．79 1．37 0．56 1．56 0．92

第6学年 0．87 0．82 1．19 0．65 0．85 1．71 0．46 L90 1．02

中　学　校 0．94 0．81 1．32 0．56 0．55 1．39 0ユ3 2．08 0．71

衷2－4－2－3質問3の「よくする」の特化係数の＋一

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

第1学年 十 十 十 十
一 一 十十 … 一

第2学年 十 十
…

十 ÷ 一　　　　一 十 一　　　　一 ÷

第3学年 ÷ 十
｝

十 ÷ 一　　　　｝ 十
一 ÷

第4二巴 『 　 … 一 ÷ 十 … 一 十

第5学年 一 『
十

一 一 十 … ÷十 一

第6学年 一 一 十 … 一 十÷ 一　　　　一 ÷十 十

中　学　校 … 一 十
一 一 十 一　　　　一 ÷十 一

注）　　一一く0．50，　0．50≦一＜1．00，　1．00＜十≦1．50，　÷十＞1．50

り小さいと，その学年であまり行われない指導であると見ることができる2＞。また，表2－4－2－3は，

特化係数を，一一（O．5より小），一（0．5～1），＋（1～1．5），＋＋（1．5より大）に分けて表に

示したものである。

　小学校を低学年（第1～3学年）と高学年（第4～6学年）に分けると，低学年と高学年とで，

はっきりと傾向が分かれる。そして，低学年では，第2・3学年がよく似ていて，第1学年がやや

異質であり，高学年では，第4学年がやや異質である。申学校は，第5・6学年に似ている。

指導の分類

　表2－4－2一・3をもとに，指導を分類すると，次のように分類できる。

〔低学年でよく行われる指導〕

　①教科書を音読して，児童に聞かせる。

　②漢字の読み方を指導してから，児童に教科書を音読させる。

　④黒板に漢字の読み方を書いて，児童に示す。

　⑦カードなどに漢字の読み方を書いて，掲示する。
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〔高学年でよく行われる指導）

　⑥授業中，辞書（国語辞典，漢和辞典）で調べさせる。

　⑧前もって，家で調べさせる。

〔申聞の学年でよく行われる指導〕

　⑤授業中，教科書の巻末の漢字表で調べさせる。

　⑨漢字の読み方や語例などを書かせた特洌のノート（辞書）を作らせる。

〔その他（第1学年および高学年でよく行われる指導））

　③文脈から漢字の読み方を想像させて，児童に教科書を音読させる。

鰯触繍懲ニー一一一一一働・一書
灘叢lllll繋1瀞llll∴：∵　．eo

熱心さとバラエティー

　さて，教師がどの程度熱心に漢字の読みの指導を行っているだろうか。そして，指導の仕方にど

のくらいのバラエティーを持たせているだろうか。ある教師の漢字の読みの指導の熱心さとバラエ

ティーを次のように定義する。

0熱心さ

　　①～⑨の指導の頻度の総和。操作的に，回答を以下のように数量化して，その合計点を求め

　る1）。

　　　よくする　　　　2点

　　　ときどきする　　1点

　　　ほとんどしない　0点

○バラエティー

　　①～⑨のうち，「よくする」と「ときどきする」と答えた質問項目の数2）。

　図2－4－2－3と図2－4－2－4は，担任学年別に熱心さとバラエティーそれぞれの平均値をグラフに表し

たものである。そして，図2－4一一2・一5と図2－4－2－6は，年齢別に熱心さとバラエティーの平均値をグラ

フに表したものである。熱心さとバラエティーの両方とも，握任学年による違いはあまり大きくな

く，年齢による違いが大きい。
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腰畏2－4－2－3 読みの指導の熱心さ

一担任学年鶏一

図2－4－2－4 読みの撰導のバラエティー一
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注

1）　このようにア・プリオリに得点を与える数壁化の方法を，リッカートの方法という。東洋ほか

　編『心理学の基礎知識di（有斐閣，1970年，251頁）を参照。

2）　これは，次のように回答を数量化して合計点を求めたことと等しい。

　　　よくする　　　　王点

　　　ときどきする　　1点

　　　ほとんどしない　0点

（3）書きの指導

　質問4は，教科書に出てきた漢字の書きの指導についてたずねるものである。全部で11の下位質

問に分かれている。
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4．教科書に出てきた漢字の書きの指導をするとき，次のことをしますか。

　　①黒板に漢字を書いて，児童に見せる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　②どのような形から組み立てられているかを説明する。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　③画数を数えさせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　④手や指で，空中に漢字を書かせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑤教科書を見させて，教科書の形どおりに漢字を書かせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3＞ほとんどしない

　　⑥授業中，岡じ漢字を亭亭もノートに書かせる。

　　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

　　⑦家で，同じ漢字を何回もノートに書かせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする

⑧漢字を使った熟語をつくらせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする

⑨漢字を使った短文をつくらせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする

3）ほとんどしない

3）ほとんどしない

3）ほとんどしない

⑩漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

⑪そのほかの方法で指導をすることがありましたら，具体的に書いてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　質問3と同じように，具体的にたずねた①～⑩についてだけ晃ることにする。図2－4－3－1と図2－4

－3－2は，小学校と中学校とに分けて，①～⑩の結果をグラフに示したものである。「よくする」の

割含の大きい順に並べると，小学校では，次のようになる。

　①黒板に漢字を書いて，児童に見せる。　　　　　　　　　　80，9％

　③画数を数えさせる。　　　　　　　　　　　　　　　60・5

　④手や指で，空中に漢字を書かせる。　　　　　　　　　　　60．0

　⑦家で，同じ漢字を何回もノートに書かせる。　　　　　　　　47．8

　⑧漢字を使った熟語をつくらせる。　　　　　　　　　　　45・9

　②どのような形から組み立てられているかを説回する。　　　　　40．6

　⑤教科書を見させて，教科書の形どおりに漢字を書かせる。　　　　　39．8

　⑨漢字を使った短文をつくらせる。　　　　　　　　　　　　37．0
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図2－4－3一匪　どの轡きの指導をどのくらいするか
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　⑩漢宇の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。　36．0

　⑥授業申，岡じ漢字を何画もノートに書かせる。　　　　　　　　26．8

　そして，中学校では，次のようになる。小学校に比べると，全般的に値が小さくなる。順位に注

目すると，③の「画数を数えさせる。」と④の「手や指で，空中に漢字を書かせる。」が低くなり，

⑥の「授業中，同じ漢字を何回もノートに書かせる。」と⑩の「漢字の読み方や語例などを書かせ

た特別のノート（辞書）を作らせる。」が高くなる。

①黒板に漢字を書いて，児童に見せる。

　⑦家で，同じ漢字を何回もノートに書かせる。

　⑧漢字を使った熟語をつくらせる。

　⑩漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

　②どのような形から組み立てられているかを説明する。

　⑥授業中，同じ漢字を何回もノートに書かせる。

　③画数を数えさせる。

　⑨漢字を使った短文をつくらせる。

　⑤教科書の巻末の漢字表を見させて，その形どおりに書かせる。

　④手や指で，空中に漢字を書かせる。

担任学年別の特徴

4s．eo／．

32．7

24．6

22．9

16．7

13．5

1e．5

8．8

8．5

4．7

　表2－4－3－1は，特化係数を示したものである。そして，表2－4－3－2は，特化係数を，一一一一（0．5よ

り小），一（0．5～1），＋（1～1．5），＋＋（1．5より大）に分けて表に示したものである。低学年

（第1～3学年）と高学年（第4～6学年）とではっきりと傾向が分かれる。また，小学校と申学

校とではっきりと傾向が分かれる。
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表2鱗一3司　質問4の「よくする」の特化係数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

全　　体 1．00 1．00 1．00 1．00 1．00 LOO LOO 1．00 LOO 1．00

第1学年 1．17 1．25 1．37 1．43 L16 1．16 0．91 1ユ5 L21 0．86
第2学年 1．19 1．34 1．30 1．40 1．13 1．42 G．91 LO5 1．22 1．08

第3学年 1．11 1．06 1．16 L21 1．15 1．25 1．09 0．97 LO3 0．98
第4学年 1．00 0．95 0．99 0．92 1．00 0．91 1．03 1．01 1．01 1ユ2

第5学年 0．82 0．73 0．72 G．63 0．81 0．62 LG3 0．81 0．71 0．95

第6学年 0．71 0．68 0．48 0．45 0．76 0．65 1．04 1．03 0．85 0．99

謄　　胸　　静　　醇　　P　　P　　騨　　網

中学校 0．59 0．41 0ユ7 0．08 0．21 0．50 G．68 0．54 0．24 0．64

ee2－4－3－2質問4の「よくする」の特化係数の＋一

⑦ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

第1学隼 十 十 十 十 十 十 一
十 ÷

㎝

第2学年 十 十 十 十 ÷ 十
… 十 ÷ 十

三3学年 ÷ 十 十 率 十 十 十
㎜

十
一

二4学年 1．00 一 一 ｝ 1．OG 一
十 ÷ 十 十

第5学年 一 … 一 ｝ 一 一
÷

『 一 一

高6学年 一 ｝
一　　　　　　一 一　　　　一

｝ 一 ÷ 十 一 …

一　　■　　一　　曹　　曹　　曜　　●　　曽 冒　　噛　　齢　　r　　P　　剛　　側　　側

中学校 …
一　　　　　　一 一　　　　… 一　　　　一 『　　　　一 … 一 一

～　　　　一 ｝

注）　　一一く0．50，　0．5e≦一く1．00，　1．00＜十≦1．50，　÷十＞1．50

指導の分類

　tc2－4－3－2をもとに，書きの指導を分類すると，次のように分類できる。

　〔低学年でよく行われる指導〕

　①黒板に漢字を書いて，児童に見せる。

　②どのような形から組み立てられているかを説明する。

　③画数を数えさせる。

　④手や指で，空中に漢字を書かせる。

　⑤教科書を晃させて，教科書の形どおりに漢字を書かせる。

⑥授業中，同じ漢字を何回もノートに書かせる。

　〔低・中学年でよく行われる指導〕

　⑨漢字を使った短文をつくらせる。

　〔中・高学年でよく行われる指導〕

⑦家で，同じ漠字を何圓もノートに書かせる。

　〔その他（はっきりとした傾向のつかみにくい指導）〕
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　⑧漢字を使った熟語をつくらせる。

　⑩漢字の読み方や語例などを書かせた特別のノート（辞書）を作らせる。

熱心さとバラエティー

　漢字の書きの指導について，読みの指導と同じように，教師の熱心さと指導のバラエティーを見

ることにしよう。図2－4－3－3と図2－4－3－4は，担任学年別に熱心さとバラエティーの平均値をグラフ

に示したものである。そして，図2－4－3－5と図2－4－3－6は，年齢別に熱心さとバラエティーの平均値

をグラフに示したものである。読みの指導と異なり，熱心さとバラエティーの両方とも，年齢によ

る違いよりも担任学年による違いのほうが大きい。
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（4）指導漢字

5．新出漢字の中で，どのような漢字に重点をおいて指導していますか。（複数回答可）

　　1）：全部

　　2）これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字

　　3）児童の生活の中で，よく使われる漢字

　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

6．新出漢字の読みを指導するとき，同一時間内に，その漢字の書きも指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

8．その学年ですでに指導した漢字や，下の学年に配当されている漢字を指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　8－1．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）

　　　1）教科書に墨てきた漢字全部

　　　2）これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字

　　　3）児童の生活の中で，よく使われる漢字

　　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

10．常用漢字表に示された漢字以外の漢字を指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　毒

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

10－1．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）

　　1）人名や地名などに使われていて，掘童の霞によくふれる漢字

　　2）児童が興味を持ちそうな漢字

　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

10－2、その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　1）ほとんど読みだけ

　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　3）読み書き岡じ程度

　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　5）ほとんど書きだけ

　質問5は，新出漢字の中で，どのような漢字に重点をおいて指導しているか，ということをたず

ねるものである。複数回答可とした。結果は，次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　全部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71．5％　　　45．1％

　　これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字　　53．5　　　50．3

　　児童の生活の中で，よく使われる漢字　　　　　　　　27．8　　　58．3

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．8　　　　1．4
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　小学校教師は，「全部」がいちばん多く，7割が回答している。だが，「これまでの経験から，児

童にとって習得が難しい漢字」も5卜いる。そして，中学校国語教師は，「児童の生活の中で，よ

く使われる漢字」がいちばん多く，6割が圃塾している。ただし，「これまでの経験から，児童に

とって習得が難しい漢字」「全部」とそれほど大きな違いはない。

　［図2－4－4－1］担任学年別に見ると，「全部」は，第2・3学年で多く，「これまでの経験から，

児童にとって習得が難しい漢字」は，第4～6学年で多い。そして，「児童の生活の中で，よく使

われる漢宅は，第6学年および中学校で多い。［図2－4－4－2・図2－4－4－3］年齢別に見ると，小学

校教師の場合，年齢が上がるほど，「これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字」と

「児童の生活の中で，よく使われる漢字」の割合が高くなる。そして，中学校国語教師の場舎，

「全部」の割合が，年齢が上がるほど高くなる。

図2－4－4－1

　o／0
100

se

60

40

20

o

新出漢字の中で，どのような漢掌に

璽点をおいて揃押しているか

一担任学年別一

全部

習得が難しい漢字

図2－4構一2

　％
100

80

60

よく使われる漢字

中
学
校

第
6
学
年

第
5
学
年

第
4
学
年

第
3
学
年

第
2
学
年

4e

20

第
1
学
年

。

薪出漢字の中で，どのような漢字に

璽点をおいて指灘しているか

一小学校・年齢別一

全部

（X）．一一一〇一一一一〇一一一〇r－KX，．．．（

習得が難しい漢字

よく使われる漢字

25　26　31　36　41　46　51
歳　　～　～　～　～　～　～
以　　　30　　　35　　　40　　　45　　　50　　　55

下　歳　歳　歳　歳　歳　歳

56

ﾎ
以
上

腰璽i2－4－4－3

　o／0
100

薪出漢字の中で，どのような漢寧に

重点をおいて指導しているか

一中学校。年齢別一

80

60

40

20

o

よく使われる漢字

全部
習得が難しい漢字

25

ﾎ
以
下

56

ﾎ
以
上

51

`
5
5
歳

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

156　第2章小，申学校における漢字の学習指馨の実態



　質問6は，新出漢字の指導のときに，読み書き岡階に指導するか，ということをたずねるもので

ある。読み書き分離学習が唱えられることがあるため，たずねた1）。「よくある」と「よくある＋

ときどきある」の2つに分けて見ることにする。結果は次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［申学校］

　　よくある　　　　　　　　　57．0％　　　36．0％

　　よくある十ときどきある　　　89．5　　　83．4

　小学校教師，中学校国語教師とも，8割以上が「ある」（よくある＋ときどきある）と答えている。

そして，小学校教師のほうが，「よくある」と答えた教師が多い。［ec2－4－4－4］担任学年別に見ると，

高学年の担任ほど，「よくある」の割合が低い。［図2一を4－5］また，中学校国語教師は，年齢が上

がるほど，「よくある」の割合が高い。
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質問8は，すでに指導した漢字を繰り返し指導するか，

は，次のとおりである。

　　よくある

　　よくある＋ときどきある

［小学校］　　［中学校］

21．9％　38．2％

88．3　95．1

ということをたずねるものである。結果
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　小学校教師よりも中学校国語教師のほうが，すでに揚導した漢字を繰り返し指導する傾向が強い。

［図2－4－4－6］そして，小学校では，担任学年による違いはあまりない。［図2－4－4－7］また，小学

校教師，中学校国語教師とも，年齢が高いほど，「よくある」の割合が高い傾向がある。
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　そして，質問8護の結果は，次のとおりである。小学校教師，申学校国語教師とも，質問8で

「よくある」または「ときどきある」と回答した教師の4分の3が「これまでの経験から，児童に

とって習得が難しい漢字」と回答している。

　教科書に出てきた漢字全部

　　これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字

　児童の生活の中で，よく使われる漢字

　　その他

質問10は，常用漢字以外の漢字を指導するか，

とおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　　3．7％　　　7．1％

　　よくある＋ときどきある　　　45．3　　　74．3

［小学校］

19．90／．

74．5

34．7

　1．2

［中学校］

15．40／．

74．6

61．2

　2．4

ということをたずねるものである。結果は，次の

　当然のことながら，小学校教師よりも中学校国語教師のほうが，「ある」（よくある÷ときどきあ

る）と答えた教師の割合が高い。しかし，小学校でも，5割弱の教師が「ある」（よくある＋とき

どきある）と答えている。［図2－4－4－8〕そして，担任学年別に見ると，第3学年以降，「よくある

＋ときどきある」の割合が高くなっていく。［図2－4一一4一・9］また，小学校教師の場合，年齢が上がる

ほど，「よくある十ときどきある」の割合が高い。

　そして，質問10－1の結果は，次のとおりである。小学校教師，中学校国語教師とも，「山名や地

名などに使われていて，児童の目によくふれる漢字」がいちばん多い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

人名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる漢字　　87．5％　　　82．7％

　　児童が興味を持ちそうな漢字

　　その他

図2－4－4－8　常用漢寧表に示された漢字以外の

　　　　　漢字を指導することがあるか
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（小学校教師用）

7．読み替え漢字の中で，どのような漢字に重点を置いて詣導していますか。（複数圓答可）

　　　1）全部

　　　2）これまでの経験から，児童にとって醤得が難しい漢字

　　　3）児童の生活の中で，よく使われる漢字

　　　4＞その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

9．上の学年に配当されている漢字や，小学校に配当されていない常用漢字を，教科書には出てこな

　くても，指導することがありますか。

　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　；

第4節国語の中での漢字の学翌振導一調査の結果（1）一　！59



1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

9－1．どのような漢字を指導しますか。（複数演答可）

　1）人名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる漢字

　2）児童が興味を持ちそうな漢字

　3）その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

9－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　1）ほとんど読みだけ

　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　3）読み書き同じ程度

　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　5）ほとんど書きだけ

　上の質問7と9は，小学校教師だけに質問したものである。質問7は，読み替え漢字の中で，ど

のような漢字に重点をおいて指導しているか，ということをたずねるものである。結果は，次のと

おりである。

　　全部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48．8％

　　これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字　　　　58．5

　　児童の生活の中で，よく使われる漢字　　　　　　　　　　38．0

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．4

　「これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字」がいちばん多い。ただし，ギ全部」も

約5割の回答である。［図2一一4－4－10］担任学年別に見ると，高学年ほど，「全部」の割合が低くなり，

そのかわり，「これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字」の割合が高くなる。［図2－4－

4－ll］そして，年齢別に見ると，「全部」「これまでの経験から，児童にとって習得が難しい漢字」

「児童の生活の中で，よく使われる漢字」の3つとも，年齢が上がるほど，高くなる。
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　質問9は，教科書にまだ出てこない漢字（上の学年に配当されている漢字や，小学校に配当され

ていない常用漢字）を指導することがあるか，ということをたずねるものである。結果は，次のと

おりである。

　　よくある　　　　　　　　　　　5．9％

　　よくある＋ときどきある　　　　64．2

　［図2－4－4－12］担任学年男　iJ　II見ると，第1・2学年と第3～6学年とではっきりと分かれる。第

3～6学年のほうが，「ある」（よくある＋ときどきある）の調合が高い。［図2－4－4－133そして，

年齢による違いは，あまりない。
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そして，質問9畦の結果は，次のとおりである。「人名や地名などに使われていて，児童の目によ

くふれる漢字」がいちばん多い。

　　人名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる漢字　　87．4％

　　児童が興味を持ちそうな漢字　　　　　　　　　　　　　　　48。2

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．3

　また，質問9－2の結果は，次のとおりである。読みの指導が中心である。

　　ほとんど読みだけ　　　　　　　　　41．7％

　　書きも指導するが，読みのほうが多い　　42．9

　　読み書き同じ程度　　　　　　　　　　　10．9

　　読みも指導するが，書きのほうが多い　　4．3

　　ほとんど書きだけ　　　　　　　　　　0．2

（中学校国語教師用）

8、小学校ですでに指導された漢字（小学校に配当されている漢字）を，指導することがありますか。

第4節国語の中での漢字の学警指導一調査の結果（1）一　16！



1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　！

1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

8－1．どのような漢字を指導しますか。（複数回答可）

　1）教科書に出てきた漢字全部

　2）これまでの経験から，生徒にとって習得が難しい漢字

　3）生徒の生活の中で，よく使われる漢字

　4）その他（　　　　　　　　　　　．　　　）

上の質問8は，中学校国語教師だけに質問したものである。結果は，次のとおりである。ほとん

どの教師が，「ある」（よくある＋ときどきある）と答えている。［図2今一4－14］年齢による違いは

あまりない。

　　よくある　　　　　　　　　　39。7％

　　よくある＋ときどきある　　　　91．9
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　そして，質問8－1の結果は，次のとおりである。紘れまでの経験から，生徒にとって習得が難し

い漢字」と「生徒の生活の中で，よく使われる漢字」が多い。

　　教科書に出てきた漢字全部　　　　　　　　　　　　　　15．4％

　　これまでの経験から，生徒にとって習得が難しい漢字　　74．6

　　生徒の生活の中で，よく使われる漢字　　　　　　　　61．2

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．4

灘麟　9，。、え無下赤物鱒の読み書，騰翻治図翻脚。参駄
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（5）指導音訓

11．新出漢字の指導のとき，教科書に出てきた音訓（読み方）だけでなく，

　とがありますか。

　　1）よくある　　2＞ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ三舎だけ答えてください。

ほかの音訓も掲導するこ

　　11－1．どのような音訓を指導しますか。（複数回答可）

　　　　　1）その漢字の常絹漢字表の音訓全部

　　　　2）児童の生活の中で，よく使われる音訓

　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

13，常用漢字表に添された音訓以外の音訓を指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　・

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

13－1．どのような音訓を指導しますか。（複数測答可）

　　　1）人名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる音訓

　　　2）児童が興味を持ちそうな音訓

　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　）

　質問11は，新出漢字の指導のとき，教科書に出てきた音訓だけでなく，ほかの音訓も指導するこ

とがあるか，ということをたずねるものである。結果は，次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　29．2％　　　20．0％

　　よくある＋ときどきある　　　81．3　　　8L5

　小学校のほうが，中学校よりも，指導する傾向が少し強い。［図2－4－5－1］担任学年別に見ると，

中学校で「よくある」の割合がやや低いが，大きな違いはない。［図2－4－5－2・図2－4－5－3］そして，

小，中学校とも，年齢が上がると，「よくある」の割合が高くなる傾向がある。

　質問11護の結果は，次のとおりである。小学校，中学校とも，「児童の生活の中で，よく使われ

る音訓」がいちばん多く，8割以上である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　その漢字の常用漢字表の音訓全部　　　　15．5％　　　21．2％

　　児童の生活の中で，よく使われる音訓　　85．6　　　82．0

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7　　　　1．7
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　質問13は，常用漢字表外の音訓を指導することがあるか，ということをたずねるものである。結

果は，次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　　5．0％　　　5．8％

　　よくある＋ときどきある　　　50。4　　　66．3

　中学校のほうが指導する傾向が強い。しかし，小学校とそれほど大きな違いはない。［図2－4－5－

4］担任学年別に見ると，あまり大きな違いはない。［図2－4－5－5・図2－4－5－6］そして，小，中学校

とも，年齢が上がるほど，「よくある」と「ある」（よくある÷ときどきある）の割合が高くなる傾

向がある。
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　質問13－1の結果は，次のとおりである。小，中学校とも，「人名や地名などに使われていて，児

童の園によくふれる音訓」が8割以上の回答である。

人名や地名などに使われていて，児童の目によくふれる音譲

児童が興味を持ちそうな音訓

その他

［小学校］

82．90／．

44．3

1．1

［中学椥

82．10／0

49．5

3．5

（小学校教師用）

12．読み替え漢字の指導のとき，教科書に出てきた音訓（読み方）だけでなく，それまでに指導した

　音訓も指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない
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　　　　　　　　　　，

1）と2＞を選んだ場合だけ答えてください。

12－1．どのような音訓を指導しますか。（複数騒答可）

　　　1）それまでに指導した音訓全部

　　　2）これまでの経験から，児童にとって習得が難しい音訓

　　　3）児童の生活の中で，よく使われる音訓

　　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　）

　上の質問12は，読み替え漢字の指導のとき，すでに指導した音訓も指導することがあるか，とい

うことをたずねるものである。結果は，次のとおりである。

　　よくある　　　　　　　　　30．4％

　　よくある＋ときどきある　　　88．8

　［ma2－4一一5一・7］ただし，高学年ほど，「よくある」の割合が低くなる傾向がある。［図2－4－5－83ま

た，年齢が上がるほど，「よくある」の割合が高くなる傾向がある。そして，質問12－1の結果は，

次のとおりである。「これまでの経験から，児童にとって習得が難しい音訓」と「児童の生活の中で，

よく使われる音訓」の割合が比較的高い。

　　それまでに指導した音訓全部　　　　　　　　　　　　　23．7％

　　これまでの経験から，児童にとって習得が難しい音訓　　56．6

　　児童の生活の中で，よく使われる音訓　　　　　　　　48．6

　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．3
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（6）筆順指導

14．新出漢字を指導するとき，筆順も指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　14－1．辞書によって筆順が違う漢字がありますが，そのことについて困ることがありますか。

　　　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

15．同じ漢字について，何度も筆順を揺導することがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　15－1．どのような漢字について，何度も筆順を指導しますか。（複数回答可）

　　　　1）画数の多い漢字

　　　　2）画数は多くなくても，筆順のまちがえやすい漢字

　　　　3）その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

16．児童の筆順が旛導した筆順とは違っていても，筆順の大原期からはずれていなければ黙認するほ

　うがよい，という意見があります。この意見に賛成ですか。

　　1）賛成（筆順の大原則からはずれていなければ黙認するほうがよい）

　　2）反舛（指導した筆順以外の筆順は認めるべきではない）

　　3）分からない

　　4）その他（　　　　　　　　　　　　　　）

17．指導した筆順とは違った筆順で漢字を書いている児童を見たとき，指導した筆順で書くように注

　意をすることがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　質問14は，新出漢字の筆順指導をするか，ということについてたずねるものである。結果は，次

のとおりである。小学校では，たいていの教師が指導している。中学校でも，小学校ほど多くはな

いが，多くの教師が指導している。

　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　80．8％　　　22．3％

　　よくある÷ときどきある　　　97．6　　　80．5

　［図2－4－6－1］高学年ほど，「よくある」の割合が低い。［図2－4－6－2・図2－4－6－3］そして，年齢

が上がるほど，「よくある」の割合が高い。なお，質問14－1の結果は，次のとおりである。筆順指

導をあまり行っていない中学校のほうが，困ることが多い。

　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　　6．1％　　　6．7％

　　よくある＋ときどきある　　　47．9　　　61．8

第4節国語の中での漢字の学習指導一調査の結果（．1）一167



図2－4－6－1

　o／0
100

新出漢字を指導するとき，筆順も指導

することがあるか一担任学年別一

　　よくあるやときどきある

⑧一顔一　　鴨軸
　　　　　軸⑱．
　　　　　　s　　　　　　　N

図2－4－6－2

se

6e

4e

20

o

　％
100

、電

、

、

、

、

、

、

る
噛

あ
、
く
、
　
、
よ
駄
＼
＼

、

中
学
校

第
6
学
年

第
5
学
年

第
4
学
年

第
3
学
年

第
2
学
年

第
1
学
年

薪出挙寧を指導するとき，籔順も指導

することがあるか一中学校・年齢別一

80

60

4e

20

e

　新出漢字を指導するとき，翻績も指導

　することがあるか一小学校・隼齢別一

　　よくある＋ときどきある

　　　　　　　　　ρ⑱一⑯一融鴨馳⑱　　　ρの⑱鴨
　ρ溜　　　　　　馬tp“tw　．

　　よくある

図2－4－6－3

　o／0
100

80

よくある÷ときどきある

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

51　56
～　歳
55　以
歳　上

60

40

20

o

〆ノ趣
る
！
あ
③
凝
”
　
⑱
　
“
　
轡

　⑱一一⑳’
’
’

　瀞’
’

56

ﾎ
以
上

51

`
5
5
歳

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

　質問15は，すでに筆順を指導した漢字の筆順指導をするか，ということについてたずねるもので

ある。結果は，次のとおりである。新畠漢字ほど多くはないが，筆順を指導している。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　20．3％　　　9．6％

　　よくある÷ときどきある　　　76．5　　　51．3

　［図2－4－6－4］担任学年別に見ると，高学年ほど何度も指導しなくなる。［図2－4－6－5・図2－4－6－

6］また，年齢が上がるほど，何度も指導する。なお，質問15－1の結果は，次のとおりである。小

学校，中学校とも，「画数は多くなくても，筆順のまちがえやすい漢字」が圧倒的に多い。
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　そして，質問16は，教師の持っている筆順指導の方針について，たずねるものである。結果は，

次のとおりである。「賛成」，すなわち「筆順の大原則からはずれていなければ黙認するほうがよ

い」が，小，中学校ともいちばん多い。［PP2－4－6－7］高学年ほど，「賛成」が多くなる。［図2－4－6－

8・図2－4－6－9］そして，年齢が上がるほど，「その他」が少なくなり，「賛成」か「反対」にはっき

りと分かれる。
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　質問17は，質問16で見た筆順指導の方針を，教師が実際に行動の上でどのように実現しているの

か，ということを見るものである。結果は，次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　54．6％　　　28．4％

　　よくある十ときどきある　　　98．7　　　91．8

　頭の中では，「筆順の大原則からはずれていなければ黙認するほうがよい」と考えていても，実

際には，一定の筆順を指導することが多いようである。［図2－3－6－10・図2－3－6－11・図2－3－6－12］

そして，この傾向は，高学年の担任ほど，そして年齢が上がるほど，強くなる。

170第2章小，中学校における漢字の学習指導の実態



図2－4－6－10

　％
100

80

60

40

20

o

　指導した筆順とは違った籔順で轡い
　ている児壷（生徒）を見たとき，揖導

　　した籏順で轡くように注意すること

　があるか一握妊学年別一
〇一一一一〇”Fth1－ttS一；；Mr70Xo〈uatEsgto6

⑧一・ゆ一’ca、　　　よくある

　　　　一s
　　　　　恥噺馬
　　　　　　　、P恥馬、
　　　　　　　　　　噺③軸●
　　　　　　　　　　　　　鴨⑱、
　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　鴎

図2－4－6－11

　％
100

80

6e

40

20

第
5
学
年

第
4
学
年

第
3
学
年

第
2
学
年

第
1
学
年

第
6
学
年

中
学
校

。

　　指導した籔順とは違った簗順で轡い

　　ている児甕（生徒）を晃たとき，指導

　　した三下で磐くように漉愈すること

　　があるか一小学校。年齢十一

〇tc－o－o一一一〇di－e一一〇
　　　　　よくある＋ときどきある

　　　　　　　　　　　　　．．’峨
　　よくある　　　／OV　s・・，SD
　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　t＠t
／tW　’一一艦＼Ψ／

餅

　
一

56

ﾎ
以
上

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

図2－4－6－12

　o／o
loe

80

60

40

20

o

　　指導した籔順とは違った筆順で旧い
　　ている児壷（生徒）を見たとき，指導

　　した籔順で盤くように注意すること

　　があるか一中学校。年齢別一

。－grrofgrT“o
　　よくある＋ときどきある

⑧一一遭

　　　　よくある　　ガ’
t　tege．　．　一　．a」sp．　．　一　’er　”

’

tsi

’

　’
’

’

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

56

ﾎ
以
上

51

`
5
5
歳

（7）部首指導

18．ある漢字がどういう部首に属しているか，ということについて脂導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　3

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

18－1．辞書によって，部首の立て方や呼び方や配列の仕方が違うことがありますが，そのことに

　　ついて困ることがありますか。

　　　i）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

質問18は，漢字の部首の指導をするか，ということについてたずねるものである。結果は，次の
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とおりである。小学校のほうが指導する傾向が強い。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校3

　　よくある　　　　　　　　　33．4％　　　2L8％

　　よくある十ときどきある　　　87．4　　　86．4

　［図2－4－7－1］担任学年溺に見ると，第2学年で「よくある」「ある」（よくある＋ときどきあ

る）ともに低いが，そのほかの学年では，あまり大きな違いがない。［図2－4－7一・2・図2－4十3］そ

して，小，中学校とも，年齢が上がるほど指導する傾向が強い。なお，質問18－1の結果は，次のと

おりである1）。中学校のほうが困ることが多いようである。
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鉱

注

1）　山田忠雄「近代国語辞書の歩み（上・下）s（三省堂，1981年）によると，漢和辞典における実

　用的な部首見出しの立て方は，すでに明治時代に始まっていたという。

（8）字源指導

19．漢字の字源について指導することがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　19－1．辞書によって，字源の説明が違うことがありますが，そのことについて困ることがありま

　　　　すか。

　　　　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　質問19は，漢字の字源について指導するか，ということをたずねるものである。結果は，次のと

おりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　20．4％　　　10．4％

　　よくある十ときどきある　　　79．3　　　74．9

　［図2－4－8－1］高学年ほど指導する傾向が弱くなる。［図2－4－8－2・図2－4－8－3］そして，小，中学

校とも，年齢が上がるほど，指導する傾向が強くなる。なお，質問19－1の結果は，次のとおりであ

る。部首と同じく，中学校のほうが困ることが多いようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　〔小学校〕

　　よくある　　　　　　　　　　4．0％

　　よくある＋ときどきある　　　47．6
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（9）字形指導

20．長短，とめ，はね，点の方向など，漢字は教科書の形どおりに書かなければいけない，と指導す

　ることがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

21．あなたの握任している学級には，いわゆるマンガ文字を書く児童がいますか。

　　1）たくさんいる　　2）まあまあいる　　　3）ほとんどいない

　　　　　　　　　　　　，

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　21－1．マンガ文字を書く児童は，男子と女子とでは，どちらが多いですか。

　　　　　1）ほとんど男子だけ

　　　　　2）女子もいるが，男子のほうが多い

　　　　　3）男子と女子とで同じぐらい

　　　　　4）男子もいるが，女子のほうが多い

　　　　　5）ほとんど女子だけ

　　21－2．マンガ文字を書く児童に対して，マンガ文字を書かないように旛導することがありますか。

　　　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない
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　昭和53年改訂の小学校学習指導要領から，「漢字の指導においては，学年溺漢字配当表に示す漢

字の字体を標準とすること。」と定められている。教科書も，この形に従っている。質問20は，こ

の形にどの程度厳密に従って指導しているか，ということをたずねるものである。結果は，次のと

おりである。中学校よりも，小学校のほうが，厳密に字形を指導する傾向が強い。

　　　　　　　　　　　　　　　　£小学校］　　［中学校1

　　よくある　　　　　　　　　56．3％　　　21．5％

　　よくある＋ときどきある　　　92．5　　　68．4

　［図2－4－9－1］高学年ほど厳密に指導する傾向が弱くなる。〔図2＋9－2・図2－4－9－3］そして，年

齢が上がるほど，厳密に指導するようになる。ただし，小学校は，その傾向が強いが，中学校では，

小学校ほどその傾向は強くない。
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　また，質問21の結果は次のとおりである。小学校よりも中学校のほうが，マンガ文字を書く児

童・生徒が多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　たくさんいる　　　　　　　　　　4．2％　　　21．1％

　　たくさんいる＋まあまあいる　　　39．9　　　86．4

　［図2－4＋4］高学年ほどマンガ文字を書く児童・生徒が多い。そして，質問2Hの結果は，次

のとおりである。小，中学校とも，女子のほうが多いD。m図2－4－9－5］特に第3学年から，その傾

向が強い。

ほとんど男子だけ

女子もいるが，男子のほうが多い

男子と女子とで同じぐらい

男子もいるが，女子のほうが多い

ほとんど女子だけ

［小学校〕

　1．90／0

　4．9

11．7

34．7

46．8

［中学校〕

　O．5％

　1．2

　2．0

64．4

32．0
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　質問21一一2は，マンガ文字を書かないように指導しているか，ということをたずねるものである。

結果は，次のとおりである。中学校のほうが，指導することが多い。［図2－4－9－6］そして，小学校

では，学年による違いはあまりない。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校3　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　49．5％　　　69．5％

　　よくある＋ときどきある　　　89．7　　　96．9
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注

1）山根一眞『変体少女文字の研究書（講談社，1986無）によれば，マンガ文字は，少女の中から

　生まれたものだという。

（10）辞書指導

22．国語辞典を持っている毘童は，学級にどのくらいいますか。

　　1）ほとんどの児童が持っている

　　2）半分くらいの児童が持っている

　　3）ほとんどの児童が持っていない

　　4）どのくらいの児童が持っているか分からない

23．漢和辞典を持っている児童は，学級にどのくらいいますか。

　　1）ほとんどの児童が持っている

　　2）半分くらいの児童が持っている

　　3）ほとんどの児童が持っていない

　　4）どのくらいの児童が持っているか分からない

24．国語辞典の使い方を指導しますか。

　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3＞ほとんどしない

25．漢和辞典の使い方を指導しますか。

　　1）よくする　　　2）ときどきする　　　3）ほとんどしない

26．授業中，国語辞典や漢和辞典を使わせていますか。

　　1）自由に使わせている

　　2）指導して使わせている

　　3）使わせていない

質問22と23は，国語辞典と漢和辞典を，どのくらいの数の児童・生徒が持っているか，というこ

とについてたずねるものである。質問22（国語辞典）の結果は，次のとおりである。中学校では，
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「ほとんどの児童が持っている」が，9割以上の圓答である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］

　ほとんどの児童が持っている　　　　　　　　　44．6％

　半分くらいの児童が持っている　　　　　　　　14．6

　ほとんどの児童が持っていない　　　　　　　17．7

　どのくらいの児童が持っているか分からない　　23，1

〔中学校］

91．50／．

　5．3

　0．4

　2．8

　そして，質問23（漢和辞典）の結果は，次のとおりである。持っている児童・生徒の数は，国語

辞典の場合よりも，少ない。

ほとんどの児童が持っている

半分くらいの児童が持っている

ほとんどの児童が持っていない

どのくらいの児童が持っているか分からない

［小学椀

13．80／．

24．3

30．3

31．5

［中学校］

33．40／．

43．3

12．0

11．3

　［図2－4－10－1・図2－4－10－23質問22と23の結果を，担任学年別に見ると，国語辞典の場合，「ほ

とんどの児童が持っている」の割合が，第4学年から急に高くなる。漢和辞典の場合は，「ほとん

どの児童が持っている」と「半分くらいの児童が持っている」の割合が，やはり第4学年から高く

なる。小学校学習指導要領に，第4学年から辞書の利用が書かれていることと，関係しているだろう。
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　そして，質問24と25は，国語辞典と漢和辞典の使い方を指導するか，ということについてたずね

るものである。質問24（国語辞典）の結果は，次のとおりである。わずかながら，申学校のほうが，

指導する傾向が強い。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　20．6％　　　26．4％

　　よくある÷ときどきある　　55，9　　　79．2
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　［図2－4－10－3・図2－4－10－4］しかし，担任学年別に見ると，第4学年で指導することがいちばん

多い。上で兇た小学校学習指導要領の規定が関係しているだろう1）。［図2－4－10－5・図2－4－10－6］

また，年齢が上がるほど，辞書指導をする傾向が強い。

me　2－4－19－3国語辞典の使い方を指導するか　　　　　図2－4－19一一4漢和辞典の使い：方を指導するか
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　　指導して使わせている　　　29．9　　　38．4

　　使わせていない　　　　　　44。3　　　20．4

　［図2－4－10－7］損温点年別に見ると，「使わせていない」の翻合が，第4学年以降，極端に低く

なる。そして，第4学年では，「指導して使わせている」がいちばん多く，第5学年～中学校では，

「自由に使わせている」がいちばん多い。［ec2・一4－IO－8・図2一一4－10－9］年齢別に見ると，小，中学

校とも，「使わせていない」が，年齢が上がるにつれて少なくなる。そして，中学校の場合，年齢

が上がるほど，「自由に使わせている」の割合が高くなり，「指導して使わせている」の割合が低く

なる。
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1）小学校学習指導要領の規定に，教師が直接従っていると考えるよりも，教科書に辞書指導に関

　係する項霞が出てくるためと考えるほうが，おそらく適切だろう。
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（11）他教科との関連指導

（中学校国語教師用）

26．たとえば，この漢字は，理科の用語によく使われる漢字だから，よく教えておこう，というように，

　国語以外の教科のことを考えて，漢字の指導をすることがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　s

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

　　26－1．どのような教科のことを考えて，漢字の指導をしますか。その教科を，いくつでもよいで

　　　　すから選んでください。

　　　　　1）社会　　　　2）数掌　　　3）理科　　　4）音楽　　　5）美術

　　　　　6＞保健体育　　7）技徳　　　8）家庭　　　9）英語

　　26－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　　1）ほとんど読みだけ

　　　　　2）書きも指導するが，読みのほうが多い

　　　　　3）読み書き岡じ程度

　　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　　5）ほとんど書きだけ

　上の質問26は，他教科のことを考えて指導しているかどうかをたずねるものである。教科担任制

である中学校の国語教師だけに質問した。結果は，次のとおりである。「ある」（よくある＋ときど

きある）と答えた教師は，全体のだいたい5割である。

　　よくある　　　　　　　　　11．9％

　　よくある＋ときどきある　　51．8

　［pa2－4－ll－1］そして，年齢が上がるほど国語以外の教科のことを考えて指導する傾向が強くな

る。なお，質問26－1の結果は，次のとおりである。選んだ割合の大きい順にあげる。社会と理科が

圧倒的に大きい。

社会

理科

数学

美術

家庭

保健体育

音楽

英語

技徳

97．30／．

70．1

21．7

17．0

16．O

15．0

12．O

ll．0

9．5
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図2－4－ll一1国語以外の教科のことを考えて，漢字

　　　　　の丁丁をすることがあるか一年齢別一

　％
001

0
（
）
凸
V
O

8
ρ
0
4
9
臼
0

よくある÷ときどきある

噸伽ゼ
　創鱒よ

伽へ
　ポ

56

ﾎ
以
上

51

`
5
5
歳

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

また，質悶26⑫の結果は，次のとおりである。書きよりも読みを指導することが多い。おそらく，

教科書を理解させる必要からだろう1）。

　　ほとんど読みだけ

　　書きも指導するが，読みのほうが多い

　　読み書き同じ程度

　　読みも指導するが，書きのほうが多い

　　ほとんど書きだけ

37．40／．

42．7

i8．3

e．s

1．0

門

1）　他教科の教科書では，振り仮名を付けてある語が多い。実際の例については，国立国語研究所

　言語言十量研究部『小学校教科書漢字別語彙表謁（科研費報告書，1989年）を参照。

（12）漢字練習

28．たとえば，毎週何分，毎日何分，毎授業野間何分のように，学校のなかで特別に時間を決めて，

　漢字の練習をさせていますか。

　　1）させている　　　　　2）させていない

　質問28は，学校の中で特別に時間を決めて漢字の練習をさせているか，ということをたずねるも

のである。学校以外の場での漢字練習については，質問31でたずねる。結果は，次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校］　　［中学校］

　　させている　　　　　　　　36．8％　　　31．1％

　　させていない　　　　　　　63．2　　　68．9

　小学校教師のほうが「させている」の割合が高い。しかし，中学校国語教師とそれほどの違いは
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ない。［ee2－4一一12－1　・図2－4－12－2］そして，担任学年による違いよりも年齢による違いのほうが大

きい。
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（13）漢字のテスト

29．漢字のテストは，どういうときに行っていますか。

　　1）教科書の区切りのよいとき

　　2）毎ヨ

　　3）毎週

　　4）その他（　　　　　　　　）

30．漢字のテストは，読みと書きとでは，どちらのほうが多いですか。

　　1）ほとんど読みだけ

　　2）書きもするが，読みのほうが多い

　　3）読み書き同じ程度

　　4）読みもするが，書きのほうが多い

　　5）ほとんど書きだけ

　質問29は，漢字のテストをいつ行うか，ということについてたずねるものである。結果は，次の

とおりである。小学校，中学校とも，「教科書の区切りのよいとき」がいちばん多い。しかし，小

学校の場合，「毎日J「毎週」も少なからずある。

教科書の区切りのよいとき

毎日

毎週

その他

［小学校］

45．70／．

14．6

29．0

10．7

［中学校］

61．90／0

　8．9

13．3

15．8
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　［図2一・4・一13－1］そして，小学校では，担任学年による違いはあまりない。［図2一・4－13－2・図2－4－

13一・3］また，小学校，中学校とも，年齢による違いはあまりない。

漢字のテストは，どういうときに

行っているか一小学校・年tWpXI1一

図2－4－13－2

　　0／0

100　r

　　　　　　　教科書の区切りのよいとき

　　　　　　　　　　　　　毎日

”一 注{””’一〇一・●一一〇一一つ

80

@
6
0
　
4
0
　
2
0
　
0

56

ﾎ
以
上

51

`
5
5
歳

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

漢字のテストは，どういうときに

行っているか一担任学年別一

図2－4－13－1

　　％
100　．

教科書の区切りのよいとき

毎週

””．p〆”　　その他
一一 @　一一■○岬

中
学
校

第
6
学
年

第
5
学
年

第
4
学
年

第
3
学
年

第
2
学
年

第
1
学
年

80

@
　
6
0
　
　
4
0
　
　
2
0
　
　
0

漢字のテストは，どういうときに

行っているか一中学校・年齢別一

図2－4－13－3

　　0／0

100　r

　　　　　　教科書の区切りのよいとき

他
　
週
摂

の　
　
毎
毎

そ
　
　
　
5
6
歳
以
上

，’金暢一〇・iN
　　　－s一t鞠、

80

@
　
6
0
　
　
4
0
　
　
2
0
　
　
0

51

`
5
5
歳

46

`
5
0
歳

41

`
4
5
歳

36

`
4
0
歳

31

`
3
5
歳

26

`
3
0
歳

25

ﾎ
以
下

　質問30は，漢字のテストは，読みと書きとでは，どちらのほうが多いか，ということについてた

ずねるものである。結果は，次のとおりである。小学校，中学校とも，漢字のテストは，書きが中

心である。

ほとんど読みだけ

書きもするが，読みのほうが多い

読み書き同じ程度

読みもするが，書きのほうが多い

ほとんど書きだけ

［小学校］

　o．70／．

　2．3　s

14．7

52．9

29．4

［中学校］

　o．60／．

　s．e

42．6

40．5

11．2
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　［図2－4－13－4］そして，小学校では，高学年ほど書きが中心となる。［図2－4－13－5・図2－4－13－

6］また，小学校では，年齢が高くなるほど，「読みもするが，書きのほうが多い」が少なくなり，

反対に，「ほとんど書きだけ」が多くなる。しかし，中学校では，年齢が高くなるほど，「読みもす

るが，書きのほうが多い」と「ほとんど書きだけ」が少なくなり，反対に，「読み書き同じ程度」

が多くなる。
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（14）字形の評価

31．漢字の書き取りのテストで，児童の書いた漢字の字形の評価については，長短，とめ，はね，点

　の方向など，教科書にある形に従っていますか。

　　1）厳密に従っている　　　2）だいたい従っている　　　3）ほとんど従っていない

　質問31は，漢字の書き取りのテストのときに，教科書の漢字の形（標準字体1））にどの程度従って

いるか，ということをたずねるものである。結果は，次のとおりである。小学校，中学校とも，

「だいたい従っている」がいちばん多い。

厳密に従っている

だいたい従っている

ほとんど従っていない

［小学校］

26．50／．

71．6

1．9

［中学校］

12．9％

80．8

6．3

　［図2－4－14－1］そして，高学年ほど「だいたい従っている」が多くなる。［図2－4－14－2・図2－4－

14－3］また，小学校では年齢が高いほど厳密に従う傾向が強い。しかし，中学校では年齢による違

いはあまりない。
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注

1）昭和53年改訂の小学校学習指導要領から，「漢字の指導においては，学年翔漢字配当表に示す

　漢宰の字体を標準とすること。」と定められている。そのため，学年別漢字配当表の漢字の形は

　「標準字体」と呼ばれる。

（15）宿題

32．教科書の予習・復習以外に，漢字学習を宿題として出すことがありますか。

　　1）よくある　　2）ときどきある　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　」

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

32－1．どのような課題を出しますか。（複数圓答可）

　　　1）漢字の書き取り練習

　　　2）市販されている練習問題（集）

　　　3）教師作成の練翌問題（集）

　　　4）その他（　　　　　　　）

　質問32は，漢字の宿題についてたずねるものである。結果は，次のとおりである。「ある」（よく

ある＋ときどきある）の割合は，小学校で9割弱，中学校で7割5分である。

　　　　　　　　　　　　　　　　［小学校3　　［中学校］

　　よくある　　　　　　　　　45ユ％　　　21．1％

　　よくある÷ときどきある　　　88．2　　　75．4

　［図2－4－15－1］そして，第3・4学年で「よくある」の割合がいちばん大きい。［図2－4－15－2・

図2－4－15－3］また，小学校では，年齢が高いほど「よくある」の割合が大きい。申学校では，小学

校ほど年齢による違いがない。
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　そして，質問32－1の結果は，次のとおりである。小学校，申学校とも，「漢字の書き取り練習」

がいちばん多い。しかし，「市販されている練習問題（集）」と「教師作成の練習問題（集）」も，

小学校，中学校とも，だいたい4割の回答である。

漢字の書き取り練習

市販されている練習問題（集）

教師作成の練習問題（集）

その他

［小学校］

71．1％

38．2

37．6

2．6

［中学校］

58．5％

35．0

42．9

1．O
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第5節　他教科における漢字の学習指導 調査の結果（2）一一

　他教科でも漢字の指導をすべきだと言われることがある1）。本節では，他教科における漢字の学

習指導について報告する。

（小学校教師用）

27．あなたは「国語」以外の教科の授業で，漢字の指導をすることがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　i

　　1）と2）を選んだ場合だけ答えてください。

27－1．どのような教科の群発のときに，漢字の指導をしますか。指導をすると思われる教科を，

　　いくつでもよいですから選んでください。

　　　1）社会　　2）算数　　3）理科　　4）音楽　　5）図画工作

　　　6）　家庭　　　 7）　体育　　　 8）　道徳　　　 9）　特男IJ活動

27－2．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　1）ほとんど読みだけ

　　　2）書きも播回するが，読みのほうが多い

　　　3）読み書き同じ程度

　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　5）ほとんど書きだけ

　小学校については，小学校教師用アンケートの質問27でたずねた。結果は，次のとおりである。

7割近くの教師が「ある」（よくある＋ときどきある）と答えている。

　　よくある　　　　　　　　　8．1％

　　よくある＋ときどきある　　66．5

　［図2－5－1］そして，担任学年別に見ると，第1・2学年よりも第3～6学年のほうが，「ある」

（よくある＋ときどきある）の割合が高い。［図2－5－2］また，年齢別に見ると，50歳以上の年齢層

で，「あるJ（よくある÷ときどきある）の割合が高い。

　なお，質問27－1の結果は，次のとおりである。多い順に並べた。「社会」がいちばん多く，「算

数」「理科」がそれに続く。そして，「道徳」が4番目に位置していて，興味深い結果となっている。

社会

算数

理科

道徳

特別活動

家庭

音楽

92．5％

49．9

43．6

21．0

9．4

4．8

3．6
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そして，質問27－2の結果は，次のとおりである。読みを指導することが多い。

ほとんど読みだけ

書きも指導するが，読みのほうが多い

読み書き弁じ程度

読みも指導するが，書きのほうが多い

ほとんど書きだけ

49．40／．

34．2

11．9

3．6

0．8

（中学校他教科教師用）

1．あなたの（主に）担当している教科の授業申に，漢字の指導をすることがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　s

　　1）と2＞を選んだ場合だけ答えてください。

　　2－1．その場合，読みと書きとでは，どちらを指導することが多いですか。

　　　　i）ほとんど読みだけ

　　　　2）書きも旛凝するが，読みのほうが多い

　　　　3）読み書き岡じ程度

　　　　4）読みも指導するが，書きのほうが多い

　　　　5）ほとんど書きだけ

2．あなたの（主に）担当している教科の授業中に，「国誘」でもうすこし漢字の読み書きの指導をし

　てもらいたい，と思うことがありますか。

　　1）よくある　　　2）ときどきある　　　3）ほとんどない

　　　　　　　　　　　　　i
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